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薬薬学学部部・・薬薬学学研研究究科科のの概概要要

 

薬学部は、 （昭和 ）年に「質の高い薬剤師ならびに優秀な研究者・技術者を養成す

ること」を目的として、北里大学の 番目の学部（薬学科 学科）として設立された。翌年

の （昭和 ）年には、製薬学科を増設した。 （平成 ）年には、薬学教育年限の

延長にともない、「高度化した医療現場で活躍できる薬剤師の養成」を目的とした薬学科（

年制）と｢薬学関連分野の研究者や教育者など、薬学周辺領域で活躍できる人材の養成｣を目

的とした薬科学科（ 年制）の 学科を併置した。 （平成 ）年、薬科学科は生命創薬

科学科へと名称変更し現在に至っている。

薬学研究科は、高度な生命科学の精髄を極める専門教育の場として、 （昭和 ）年

に薬学専攻修士課程をもって発足し、 （昭和 ）年には博士後期課程を開設した。開

設当初から、「生命科学に関する最先端の基礎研究を重視」して、 を越える専門分野の教

育・研究を展開しつつ、 （昭和 ）年には、修士課程に日本初の臨床薬学専門分野を開

講し、臨床薬学の実践的教育・研究を大学院の教育課程に取り入れた。 （昭和 ）年に

は臨床薬学研究室を開設、さらに、 （平成 ）年に臨床薬学研究室の機能を充実拡大す

るため、薬学部附属臨床薬学研究センターに組織変更した。 （平成 ）年度から「薬学

履修コース」、「臨床薬学履修コース」及び「臨床統計学履修コース」からなるコース制を敷

くことで教育・研究の特色を一層鮮明にした。臨床統計学履修コースは、わが国での臨床統

計学の確立及び専門家の育成を目指して開設されたコースである。 （平成 ）年度に

は、社会人を対象として、新薬開発分野で国際的に活躍できる高度専門家を育成することを

目的とする「医薬開発学履修コース」を開設した。

薬学 年制教育の進行に伴い、 （平成 ）年には修士課程に薬科学専攻「薬科学履

修コース」を設置し、その後、 （平成 ）年に博士課程薬学専攻「薬学履修コース」

（修業年限 年）及び博士後期課程薬科学専攻「薬科学履修コース」（修業年限 年）を設

置した。大学院の改組に伴い、「臨床統計学履修コース」及び「医薬開発学履修コース」は

薬科学専攻へ組み込まれ，現在に至っている。

（平成 ）年度から （令和 ）年度まで、本学が文部科学省から選定された「が

んプロフェッショナル養成プラン」の一環として、博士後期課程に社会人を対象としたがん

専門薬剤師の養成を目的とする「医療薬学－がん領域－履修コース」を設置した。

本学部及び本研究科では、これまでに 余名の薬学士、 余名の修士、 余名

の博士を輩出し、これら卒業生・修了生は社会の第一線で活躍している。

（平成 ）年度からスタートした 年制薬学教育では、新たに 週にわたる長期実

務実習が加えられた。本学では、関連病院の薬剤部長が薬学部教授あるいは准教授を兼務す

る教育体制が構築されており、臨床薬学研究・教育センターには 名の薬剤師免許を有す

る臨床教員が在席し、そのうち 名が付属病院薬剤部に配置され学部の講義・実習ととも
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に実務実習を担当する。 年制薬学教育の中でも極めて重要な病院実習を、希望する全ての

学生が附属病院のいずれかで履修できる環境を整え、さらに薬学部教員が責任をもって教

授する教育体制は、他の薬系大学では実施できない本学部の大きな特長である。さらに、臨

床薬学研究・教育センターには 名の医師が専任教員として配置され、学部の講義と事前実

習を担当している。

本学部では、一般教養や薬学的専門知識・技能・態度を修得する教育に加えて、医療人と

しての倫理観を醸成する教育にも力を入れている。一般教育部と連携した「倫理学」のみな

らず、薬学専門科目としての「医療倫理学」、医療現場を体験する「薬と仕事Ⅰ」、薬害や終

末期医療について学び、小グループでの討論を中心に進められる「社会薬学実習」、附属病

院を活用した「病院実習」や「医療ボランティア実習」などを通して、高い倫理観の醸成を

図っている。その中の一つで 年次に開講される「社会薬学実習」では、終末期医療や災害

時医療の現場について患者の家族や医療者の立場からの意見、医薬品副作用の事例講演、小

グループ討議などを通して、学生に「いのち」について考えさせる。この実習内容は文部科

学省「質の高い大学教育推進プログラム」（ （平成 ）年度）に選定され、高い評価を

受けている。

一方、薬学部、医学部、看護学部、医療衛生学部、保健衛生専門学院、看護専門学校の学

生が一堂に会して討議・発表を行う「チーム医療演習」、附属病院における「チーム医療病

院実習」も医療人養成を重視する本学の大きな特長である。その他にも、特色ある教育とし

て、薬学部附属東洋医学総合研究所や北里研究所病院と連携した「漢方医薬学履修プログラ

ム」があり、「生薬学」や「東洋医学概論」等の講義に加えて、「漢方調剤実習」を行ってい

る。また、健康食品に関する教育として「 ・サプリメントアドバイザー」や「健康食品管

理士」の受験資格を取得できるカリキュラムを実施している。

研究面では、 （平成 ）年度から 年間にわたり文部科学省のハイテク・リサーチ・

センターに選定され、 、 （平成 、 ）、 （平成 ）、 （令和 ）年度には

文科省研究設備整備費等補助金を受け、研究機器を整備し、医薬品の研究・開発に関わるプ

ロジェクトを推進している。さらに、本学薬学研究科と東京医科歯科大学、お茶の水女子大

学、学習院大学の 大学大学院が連携して大学院教育を高度化する取り組みは、文部科学省

「戦略的大学連携支援プログラム」（ ～ （平成 ～ ）年度）及び「大学間連携共

同教育推進事業」（ ～ （平成 ～ ）年度）に選定された。その後も継続して各大

学大学院の特色ある科目や研究を共有することで、幅広い視野を持った生命科学・創薬科学

研究者を養成する計画を推進している。

（平成 ）年には、北里大学特別栄誉教授で、元薬学部教授の大村 智 博士が、ノー

ベル生理学・医学賞を受賞した。大村博士の受賞を契機として、創薬・生命科学研究の更な

る発展が期待される。
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薬薬学学部部のの理理念念・・教教育育方方針針

 

【理念】

豊かな教養、深い専門知識、高い倫理観を有する、薬剤師ならびに薬学研究者の養成。

【教育方針】

薬学科 年制 は、医療の高度化・細分化・医薬分業の進展等に伴う医薬品の適正使用

や薬害防止など、薬剤師に対する高度な社会的要請に応えるため、確固たる倫理観と洗練

された技能を持ち、病院、薬局、製薬企業、保健・衛生行政等の幅広い職域で貢献できる

使命感に溢れた薬剤師を養成することを目標としている。薬学科を卒業すると薬剤師国家

試験受験資格が得られるが、薬学科で開講される授業に熱心に取り組むことにより、国家

試験に合格するための充分な実力が涵養される。また、高学年には多彩な専門科目が配置

されており、卒業後の進路に合わせて科目を選択することができるよう配慮されている。

さらに、薬学科卒業後に大学院博士課程（薬学専攻：修業年限 年）へ進学して、薬学研

究者・教育者の進路を選択することも可能である。

生命創薬科学科（ 年制）は、生命科学・創薬科学等の分野における研究者を始めとして、

企業の医薬情報担当者や医薬品販売に携わる人材、行政関連分野に進む人材等、薬剤師と

してではなく、薬学の知識をもって社会の様々な分野で活躍できる人材の育成を目指して

いる。 年次からの豊富な卒業研究を通して、論理的な思考に基づく問題発見・解決能力を

ある程度修得できるが、研究者を目指すには、卒業後に大学院修士課程（薬科学専攻：修

業年限 年）・博士後期課程（薬科学専攻：修業年限 年）に進学して、研究能力の更なる

向上を図る必要がある。生命創薬科学科では、基礎薬学教育に重点が置かれているが、医

療関係者としての倫理観も醸成できるように科目編成されている。
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年年度度「「人人材材のの養養成成にに関関すするる目目的的そそのの他他のの教教育育研研究究上上のの目目的的」」とと「「学学位位授授与与方方針針（（デデ

ィィププロロママ・・ポポリリシシーー））」」、、「「教教育育課課程程のの編編成成・・実実施施方方針針（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））」」

１１．．薬薬学学部部

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

薬学部では、最新の薬学的知識・技能のみならず、豊かな人間性と高い倫理観を備え、社会

における様々な活動に、「薬」の視点を持って積極的に参画できる人材の育成を目的とします。

そのための教育研究上の目的は、（ ）基礎と臨床を両輪としたバランスのとれた薬学教育の

展開、（ ）豊かな人間性と倫理観を醸成する教育の推進、（ ）コミュニケーション能力を修

得させる教育の推進、（ ）基礎と臨床が一体となった研究の展開とします。

（２）学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

薬学部では、基礎と臨床を融合させた教育により、豊かな人間性とコミュニケーション能力

を有し、課題発見・問題解決能力を身につけて、最先端の研究から医療まで幅広い分野で活

躍できる人材を育成することを目的としており、（ ）基礎または臨床薬学における高度な知

識・技能を修得し、さまざまな状況で活用でき、（ ）豊かな人間性、高い倫理観とコミュニ

ケーション能力を身につけ、（ ）課題発見・問題解決能力を有するものに学位を授与します。

（３）教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

薬学部では、低学年において、大学への導入教育、一般教養教育に加えて早期体験学習など

を履修し、順次性・体系性に基づいた薬学専門科目を配置したカリキュラムが編成されてい

ます。また、薬学科・生命創薬科学科のいずれの学科でも、必要とされる高度な知識と技能・

態度の修得だけでなく、倫理観醸成のための教育、全学年を通して人間形成のための教育を

展開し、コミュニケーション能力の修得や課題発見・問題解決能力の醸成を重視する教育課

程を編成しています。

２２．．薬薬学学科科

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

薬学部薬学科では、高度化・細分化された医療の中で、医薬品の適正使用を通して、医療の

質を確保するための「薬の専門家」として活躍する薬剤師を養成することを目的とします。

そのための教育研究上の目的は、（ ）臨床薬学に関連した高度な専門教育と実務教育の充実、

（ ）豊かな人間性と医療人としての高い倫理観を醸成する教育の推進、（ ）チーム医療に資

するためのコミュニケーション能力を修得させる教育の推進、（ ）薬学・医療の進歩と改善

に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力を涵養する教育、（ ）生涯にわたる

自己研鑽と次世代育成への意欲と態度を培う教育の推進とします。

（２）学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

薬学部薬学科では、「薬の専門家」としての専門知識や技能とともに、豊かな人間性や生命の

尊厳に関する深い認識を持ち、変化する社会や地域を見据えて、健康増進や医療の質向上に

様々な分野で貢献できる人材を育成します。

卒業に必要な条件を充足し、下記のプログラムの到達目標に示された資質・能力を身につけ

たものに対して学位を授与します。

プログラムの到達目標（目標としての学修成果評価）

（ ）医療人としての倫理観

・患者・生活者の権利を尊重し、その利益を守るために倫理観をもって行動できる。

・法規・制度を遵守し、高い規範意識をもって、適切な判断と行動ができる。

・プロフェッショナルとして、質の高い医療に貢献する使命感と責任感を備えている。

（ ）信頼関係構築のためのコミュニケーション能力

・患者・生活者の心理、立場、環境、状態に配慮したコミュニケ—ションができる。

・患者・生活者のナラティブや多様性を理解し、個別性を尊重したコミュニケーションに

より、相互の信頼関係を構築できる。
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年年度度「「人人材材のの養養成成にに関関すするる目目的的そそのの他他のの教教育育研研究究上上のの目目的的」」とと「「学学位位授授与与方方針針（（デデ

ィィププロロママ・・ポポリリシシーー））」」、、「「教教育育課課程程のの編編成成・・実実施施方方針針（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））」」

１１．．薬薬学学部部

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

薬学部では、最新の薬学的知識・技能のみならず、豊かな人間性と高い倫理観を備え、社会

における様々な活動に、「薬」の視点を持って積極的に参画できる人材の育成を目的とします。

そのための教育研究上の目的は、（ ）基礎と臨床を両輪としたバランスのとれた薬学教育の

展開、（ ）豊かな人間性と倫理観を醸成する教育の推進、（ ）コミュニケーション能力を修

得させる教育の推進、（ ）基礎と臨床が一体となった研究の展開とします。

（２）学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

薬学部では、基礎と臨床を融合させた教育により、豊かな人間性とコミュニケーション能力

を有し、課題発見・問題解決能力を身につけて、最先端の研究から医療まで幅広い分野で活

躍できる人材を育成することを目的としており、（ ）基礎または臨床薬学における高度な知

識・技能を修得し、さまざまな状況で活用でき、（ ）豊かな人間性、高い倫理観とコミュニ

ケーション能力を身につけ、（ ）課題発見・問題解決能力を有するものに学位を授与します。

（３）教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

薬学部では、低学年において、大学への導入教育、一般教養教育に加えて早期体験学習など

を履修し、順次性・体系性に基づいた薬学専門科目を配置したカリキュラムが編成されてい

ます。また、薬学科・生命創薬科学科のいずれの学科でも、必要とされる高度な知識と技能・

態度の修得だけでなく、倫理観醸成のための教育、全学年を通して人間形成のための教育を

展開し、コミュニケーション能力の修得や課題発見・問題解決能力の醸成を重視する教育課

程を編成しています。

２２．．薬薬学学科科

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

薬学部薬学科では、高度化・細分化された医療の中で、医薬品の適正使用を通して、医療の

質を確保するための「薬の専門家」として活躍する薬剤師を養成することを目的とします。

そのための教育研究上の目的は、（ ）臨床薬学に関連した高度な専門教育と実務教育の充実、

（ ）豊かな人間性と医療人としての高い倫理観を醸成する教育の推進、（ ）チーム医療に資

するためのコミュニケーション能力を修得させる教育の推進、（ ）薬学・医療の進歩と改善

に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力を涵養する教育、（ ）生涯にわたる

自己研鑽と次世代育成への意欲と態度を培う教育の推進とします。

（２）学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

薬学部薬学科では、「薬の専門家」としての専門知識や技能とともに、豊かな人間性や生命の

尊厳に関する深い認識を持ち、変化する社会や地域を見据えて、健康増進や医療の質向上に

様々な分野で貢献できる人材を育成します。

卒業に必要な条件を充足し、下記のプログラムの到達目標に示された資質・能力を身につけ

たものに対して学位を授与します。

プログラムの到達目標（目標としての学修成果評価）

（ ）医療人としての倫理観

・患者・生活者の権利を尊重し、その利益を守るために倫理観をもって行動できる。

・法規・制度を遵守し、高い規範意識をもって、適切な判断と行動ができる。

・プロフェッショナルとして、質の高い医療に貢献する使命感と責任感を備えている。

（ ）信頼関係構築のためのコミュニケーション能力

・患者・生活者の心理、立場、環境、状態に配慮したコミュニケ—ションができる。

・患者・生活者のナラティブや多様性を理解し、個別性を尊重したコミュニケーションに

より、相互の信頼関係を構築できる。

・他者との協働において、相手の意見を尊重し、自分の状況や考えを論理的に分かりやす

く伝え、建設的なコミュニケーションができる。

（ ）チーム医療に資する能力

・チーム医療を進めるにあたり、薬剤師に求められる役割と責任を理解し、適切に行動でき

る。

・チーム医療を進めるにあたり、他の医療関係職種の職能や果たすべき役割を理解して協働

できる。

・患者・生活者、関係する多職種と情報を共有し、安全で質の高い医療・福祉・公衆衛生を

提供できる。

（ ）医療現場や地域社会で必要とされる専門的な能力

・医療人の基盤となる、一人の人間として共通に持つべき一般教養を身につけ、医療を取り

巻く規制・社会の現状と課題を理解している。

・基礎薬学の知識・技能を修得し、医療現場や地域社会でそれらがどのように活用されるか

を理解している。

・衛生薬学の知識・技能を修得し、医療現場や地域社会で活用することで、人の健康の維持・

増進に貢献する姿勢を備えている。

・医療薬学の知識・技能を修得し、個々の患者への責任ある薬物治療の実践にどのように応

用されるかを理解している。

・適切な薬物治療の計画を立案した上で個別最適な薬物治療を提供し、薬学的管理によるフ

ァーマシューティカルケアを実践できる。

・医薬品等の規制に関する知識を修得し、社会の変化や多様化を踏まえて国民の健康な生活

の確保に貢献する姿勢を備えている。

・情報科学をはじめとする先端的な科学技術に常に関心をもち、薬学的観点から適切に医療

の質向上に活用する姿勢を備えている。

（ ）薬学・医療の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力

・研究倫理や法令等に関する知識を持ち、それらを遵守して研究に取り組むことができる。

・学術論文を正しく理解し、内容を簡潔にまとめることができる。

・自ら研究課題の設定を行い、多様な人と協働しながら、研究を主体的に行う姿勢を備えて

いる。

・自ら身につけた専門知識・技能を活用して、特定の課題を解決するための適切な研究方法

を選択し、研究計画を立案できる。

・研究計画に従って忠実に研究を遂行し、得られた研究結果を正確に解析・考察した上で、

研究の結論を導くことができる。

・自身の考えを論理的に他者に説明、発表し、多様な意見を吟味した上で議論できる。

・薬学・医療の課題について自発的に情報収集し、継続的に探求する姿勢を備えている。

（ ）自律的・協働的な生涯学習の姿勢

・生涯にわたり学び続ける意義や必要性を理解し、自己研鑽を継続する意欲と態度を備えて

いる。

・他者と協働しながら研鑽を続け、利他的に行動できる。

（３）教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

到達目標に達するための教育課程

〔カリキュラム編成〕

薬学部薬学科は６年制で、おおむね、第１学年の第 期、第２学年から第４学年の第 期、

第５学年から第６学年の第 期と学習内容から大きく３期に分けられます。

この３期６年間を通じて、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた資質・能力を修

得するために、以下の方針に従いカリキュラムを編成しています。

（ ）初年次教育として、大学への導入教育、一般教養教育を展開するとともに、早期体験学

習などによる将来に向けてのキャリア教育を行います。

（ ）ヒューマニティ関連の講義および実習を通して、人間形成および医療人としての倫理観

を醸成します。

（ ）能動的学修を通して、コミュニケーション能力を修得します。

（ ）低学年から順次的、体系的に基礎薬学に関連した講義・実習を配置し、医療現場や地域

社会で必要とされる専門知識・技能を修得します。

（ ）低学年から順次的、体系的に衛生薬学に関連した講義・実習を配置し、人の健康の維持・

増進に貢献するために必要な専門知識・技能を修得します。

（ ）低学年から順次的、体系的に医療薬学および臨床薬学に関連した講義・実習・演習を配
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置し、チーム医療に資する能力を修得します。

（ ）実習・演習、卒業研究などを通して、薬学・医療の進歩と改善に資する研究遂行意欲を

醸成し、課題発見・問題解決能力や研究の実施に必須な研究倫理・法令等の知識を修得し

ます。

（ ）実務実習、卒業研究、生涯学習セミナーなどを通して自己研鑽を継続する意欲を高めま

す。

（ ）実習や卒業研究などでの後輩の指導を通して後進を育成する意欲と態度を培います。

〔学修内容・方法〕

＜第 期＞

第 期では、医療人の基盤となる一般教養を身につけるとともに必要な基礎知識を修得する

ため、早期より薬学の専門知識の土台となる基礎教育やキャリア教育を進めるべく、以下の

科目を学びます。

・外国語や文化、社会、健康の領域（人文科学、社会科学）や自然科学、数理・情報系も含

む教養系科目

・早期体験学習、情報の利活用に関する科目

・基礎薬学に関する科目

・人間形成のためのヒューマニティ関連の科目

＜第 期＞

第 期は、順次性・体系性に基づき薬学専門科目を配置し、以下の科目を学びます。各科目

の学習の到達目標の達成に最適化された多様な講義・実習・演習を実施するとともに、アク

ティブラーニングを通してコミュニケーション能力を身につける教育も展開します。

・薬学専門領域の知識・技能と課題発見・問題解決の基礎を修得するための基礎薬学、医療

薬学、衛生薬学、法規 制度および臨床薬学に関する講義・実習・演習

・医療人としての倫理観を醸成し患者・生活者を理解するためのヒューマニティ関連の講義

および実習

・調剤や薬物療法の実践において、個別最適化するために必要な基本的な能力を身につける

ための病院・薬局実習事前実習

＜第 期＞

第 期は、前期までに身につけた専門知識や技能を駆使し、「薬の専門家」としての総合的

な実践力を高めるために以下の科目を学びます。

・薬剤師の使命を果たす自覚と心構えを持ち、個々の患者に適切な薬物治療の計画を立案・

提供し、多職種と連携しながら薬学的管理によるファーマシューティカルケアを実践する

能力や、患者・生活者の立場を尊重して、最善の医療・福祉・公衆衛生を実現する能力を

身につける病院・薬局実習

・研究活動を通じて、課題発見・問題解決に資する一連の能力や研究倫理・法令等の知識を

修得し、後輩の指導等後進を育成する意欲と態度を培い、自己研鑽を継続する意欲を高め

る薬学卒業特別実習

・これまでに身につけた知識を体系的に学び直す中で、総合力・応用力を身につけ、実践的

な薬剤師としての能力を身につける薬学総合演習

・チーム医療を進めるにあたり、薬剤師および他の医療関連職種の役割と責任を理解し、連

携する多職種と円滑で効果的な情報交換を行う実践的な能力を培うチーム医療演習

〔学修成果の評価方法〕

本プログラムの学修成果である基礎学力については、主に第 期第１学年から第 期第４

学年の講義・実習・演習の終了時に、個々の授業の到達目標に適した評価方法（筆記テス

ト、課題レポート、プレゼンテーション、技能や態度の評価等）により、目標達成度を点

数化し、総合的に評価します。医療人としての倫理観やコミュニケーション能力の評価は、

ルーブリックを用いて全学年を通して形成的な評価を行います。第 期第５学年の「病

院・薬局実習」では、ルーブリックを用いた技能・態度の評価と、実務実習記録報告会で

のプレゼンテーションにより総合的に評価します。第 期第５学年から第６学年前期ま

でに開講される講義等については、終了時に個々の授業の到達目標に適した評価方法（課

題レポートおよびプレゼンテーション、態度の評価等）により、目標達成度を点数化し、

総合的に評価します。第 期第５学年から第６学年前期における「薬学卒業特別実習」

では、未知なる課題に対して計画立案から研究の遂行・考察等一連の取り組み方、卒業研
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置し、チーム医療に資する能力を修得します。

（ ）実習・演習、卒業研究などを通して、薬学・医療の進歩と改善に資する研究遂行意欲を

醸成し、課題発見・問題解決能力や研究の実施に必須な研究倫理・法令等の知識を修得し

ます。

（ ）実務実習、卒業研究、生涯学習セミナーなどを通して自己研鑽を継続する意欲を高めま

す。

（ ）実習や卒業研究などでの後輩の指導を通して後進を育成する意欲と態度を培います。

〔学修内容・方法〕

＜第 期＞

第 期では、医療人の基盤となる一般教養を身につけるとともに必要な基礎知識を修得する

ため、早期より薬学の専門知識の土台となる基礎教育やキャリア教育を進めるべく、以下の

科目を学びます。

・外国語や文化、社会、健康の領域（人文科学、社会科学）や自然科学、数理・情報系も含

む教養系科目

・早期体験学習、情報の利活用に関する科目

・基礎薬学に関する科目

・人間形成のためのヒューマニティ関連の科目

＜第 期＞

第 期は、順次性・体系性に基づき薬学専門科目を配置し、以下の科目を学びます。各科目

の学習の到達目標の達成に最適化された多様な講義・実習・演習を実施するとともに、アク

ティブラーニングを通してコミュニケーション能力を身につける教育も展開します。

・薬学専門領域の知識・技能と課題発見・問題解決の基礎を修得するための基礎薬学、医療

薬学、衛生薬学、法規 制度および臨床薬学に関する講義・実習・演習

・医療人としての倫理観を醸成し患者・生活者を理解するためのヒューマニティ関連の講義

および実習

・調剤や薬物療法の実践において、個別最適化するために必要な基本的な能力を身につける

ための病院・薬局実習事前実習

＜第 期＞

第 期は、前期までに身につけた専門知識や技能を駆使し、「薬の専門家」としての総合的

な実践力を高めるために以下の科目を学びます。

・薬剤師の使命を果たす自覚と心構えを持ち、個々の患者に適切な薬物治療の計画を立案・

提供し、多職種と連携しながら薬学的管理によるファーマシューティカルケアを実践する

能力や、患者・生活者の立場を尊重して、最善の医療・福祉・公衆衛生を実現する能力を

身につける病院・薬局実習

・研究活動を通じて、課題発見・問題解決に資する一連の能力や研究倫理・法令等の知識を

修得し、後輩の指導等後進を育成する意欲と態度を培い、自己研鑽を継続する意欲を高め

る薬学卒業特別実習

・これまでに身につけた知識を体系的に学び直す中で、総合力・応用力を身につけ、実践的

な薬剤師としての能力を身につける薬学総合演習

・チーム医療を進めるにあたり、薬剤師および他の医療関連職種の役割と責任を理解し、連

携する多職種と円滑で効果的な情報交換を行う実践的な能力を培うチーム医療演習

〔学修成果の評価方法〕

本プログラムの学修成果である基礎学力については、主に第 期第１学年から第 期第４

学年の講義・実習・演習の終了時に、個々の授業の到達目標に適した評価方法（筆記テス

ト、課題レポート、プレゼンテーション、技能や態度の評価等）により、目標達成度を点

数化し、総合的に評価します。医療人としての倫理観やコミュニケーション能力の評価は、

ルーブリックを用いて全学年を通して形成的な評価を行います。第 期第５学年の「病

院・薬局実習」では、ルーブリックを用いた技能・態度の評価と、実務実習記録報告会で

のプレゼンテーションにより総合的に評価します。第 期第５学年から第６学年前期ま

でに開講される講義等については、終了時に個々の授業の到達目標に適した評価方法（課

題レポートおよびプレゼンテーション、態度の評価等）により、目標達成度を点数化し、

総合的に評価します。第 期第５学年から第６学年前期における「薬学卒業特別実習」

では、未知なる課題に対して計画立案から研究の遂行・考察等一連の取り組み方、卒業研

究発表会でのポスター発表、および成果報告としての卒業論文をルーブリックにて総合的

に評価します。第 期第６学年後期の「薬学総合演習」は、その目標達成度を筆記テス

トによって点数化し評価します。これらの評価結果は、進級および卒業の認定に反映しま

す。

３３．．生生命命創創薬薬科科学学科科

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

薬学部生命創薬科学科では、薬学関連領域における多様な人材需要に応えるため、薬学の

基礎的な知識‧技能を基盤に、社会の多様な分野で活躍できる人材の育成を目的とします。

そのための教育研究上の目的は、（ ）薬学関連領域における基本的な知識‧技能を修得させ

る教育の充実、（ ）豊かな人間性と倫理観を醸成する教育の推進、（ ）「考える力」（薬学

の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見‧問題解決能力 を涵養する教育の推

進、（ ）科学的なコミュニケーション能力を修得させる教育の推進、（ ）科学的探究心を

向上させる教育の推進とします。

（２）学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

薬学部生命創薬科学科では、生命科学・創薬科学等の領域における研究者・技術者をはじ

めとして、薬学関連領域の幅広い専門知識・技能をもって様々な分野で活躍できる人材を

育成します。

卒業に必要な条件を充足し、下記のプログラムの到達目標に示された資質・能力を身につ

けたものに対して学位を授与します。

プログラムの到達目標（目標としての学修成果評価）

（ ）薬学関連領域における幅広い専門的な能力

・一人の人間として共通に持つべき一般教養を身につけ、薬学を取り巻く規制・社会の現

状と課題を理解している。

・生命科学・創薬科学・情報科学等の専門知識と技能を修得し、各専門領域が相互に深い

関わりを持つことを理解している。

・先端的な科学技術に常に関心をもち、薬学関連領域の進歩に活用する姿勢を備えている。

（ ）研究活動における高い倫理観

・研究倫理や法令等に関する知識を持ち、それらを遵守して研究を遂行できる。

・科学は信頼を基盤として成り立っていることを理解し、研究の公正な実施に向けて行動

できる。

（ ）薬学関連領域の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力

・薬学関連領域の課題発見・問題解決には、領域横断的な知識や技能の活用が必要で

あることを理解している。

・薬学関連領域の学術論文等を自ら読解して、論理的・批判的に解釈・考察できる。

・自ら研究課題の設定を行い、多様な人と協働しながら、研究を主体的に行う姿勢を備

えている。

・自ら身につけた専門知識・技能を活用して、特定の問題を解決するための戦略（道筋）

を提案し、研究計画を立案できる。

・計画に従って忠実に研究を遂行し、得られた研究結果を正確に解析・考察した上で、

研究の結論を導くことができる。

・薬学関連領域の課題について自発的に情報収集し、継続的に探求する姿勢を備えてい

る。

（ ）課題発見・問題解決や研究成果の社会還元に必要なコミュニケーション・プレゼンテ

ーション能力

・自身の考えや伝えたい内容を、科学的に正確に表現し、多様な分野の人々に対して分

かりやすく論理的にプレゼンテーションすることができる。

・自身の考えに対する多様な意見を吟味した上で議論できる。

・多様な分野の人々と積極的に意見交換を行い、異なる意見も尊重しながら協働で課題

解決に取り組む態度を備えている。

（ ）自律的・協働的な生涯学習の姿勢

・生涯にわたり学び続ける意義や必要性を理解し、自己研鑽を継続する意欲と態度を備

えている。

・他者と協働しながら研鑽を続け、利他的に行動できる。
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（３）教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

到達目標に達するための教育課程

〔カリキュラム編成〕

薬学部生命創薬科学科は４年制で、おおむね、第１学年の第 期、第２学年から第３学

年の第 期、第４学年の第 期と学習内容から大きく３期に分けられます。

この３期４年間を通じて、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた資質・能力

を修得するために、以下の方針に従いカリキュラムを編成しています。

（ ）初年次教育として、大学への導入教育、一般教養教育を展開するとともに、早期体験

学習などによる将来に向けてのキャリア教育を行います。

（ ）研究倫理関連の講義を通して、研究者として遵守すべき研究倫理や法令の知識を身に

つけます。

（ ）低学年から順次的、体系的に基礎薬学および薬学専門科目に関連した講義・実習を配

置し、薬学関連領域における幅広い専門知識・技能をもって様々な分野で社会貢献でき

る人材を育成します。

（ ）実習・演習、卒業研究などを通して、薬学関連領域の進歩と改善に資するための研究

遂行意欲を醸成し、課題発見・問題解決能力を修得します。

（ ）実習・演習、卒業研究などを通して、論理的に伝えるプレゼンテーション能力、建設

的に議論できる能力、協働して課題解決に取り組むためのコミュニケーション能力を身

につけます。

（ ）卒業研究や種々の研究集会への参加などを通して自己研鑽を継続する意欲を高めま

す。

（ ）実習や卒業研究などでの後輩の指導を通して後進を育成する意欲と態度を培う教育を

行います。

〔学修内容・方法〕

＜第 期＞

第 期では、薬学関連領域で活躍できる人材の基盤となる一般教養を身につけるとともに

必要な基礎知識を修得するため、早期より薬学の専門知識の土台となる基礎教育やキャリ

ア教育を実施するとともに、研究意欲を高めるべく、以下の科目を学びます。

・外国語や文化、社会、健康の領域（人文科学、社会科学）や自然科学、数理・情報系も

含む教養系科目

・早期体験学習（産官学の研究所訪問、過去の優れた研究の調査・発表）、情報の利活用に

関する科目

・基礎薬学に関する科目

・人間形成のための教育であるヒューマニティ関連の科目

＜第 期＞

第 期は、薬学専門科目の順次性・体系性に基づき各科目を配置し、以下の科目を学びま

す。各科目の修得目標の達成に最適化された多様な講義・実習を実施します。

・薬学専門領域の知識・技能と課題発見・問題解決の基礎を修得するための薬学専門科目

に関する講義と実習

・本学部および国内外で展開される最先端の研究に触れ、論理的・批判的に解釈・考察す

る能力を養成する講義

＜第 期＞

第 期は、前期までに身につけた専門知識や技能を駆使して、研究活動を通じて総合的

な実践力を高める場として、以下の科目を学びます。

・自分の研究結果や考えを体系的および論理的に説明または発表する能力を養い、他者の

主張を理解することに努めるとともに、批判的な吟味も行い、建設的に他者と議論する

能力を培うための生命創薬科学特別演習

・先端的な研究を通じて、課題発見・問題解決に資する一連の能力や研究倫理・法令等の

知識を修得し、後輩の指導等後進を育成する意欲と態度を培い、自己研鑽を継続する意

欲を高める生命創薬科学卒業特別実習
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（３）教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

到達目標に達するための教育課程

〔カリキュラム編成〕

薬学部生命創薬科学科は４年制で、おおむね、第１学年の第 期、第２学年から第３学

年の第 期、第４学年の第 期と学習内容から大きく３期に分けられます。

この３期４年間を通じて、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた資質・能力

を修得するために、以下の方針に従いカリキュラムを編成しています。

（ ）初年次教育として、大学への導入教育、一般教養教育を展開するとともに、早期体験

学習などによる将来に向けてのキャリア教育を行います。

（ ）研究倫理関連の講義を通して、研究者として遵守すべき研究倫理や法令の知識を身に

つけます。

（ ）低学年から順次的、体系的に基礎薬学および薬学専門科目に関連した講義・実習を配

置し、薬学関連領域における幅広い専門知識・技能をもって様々な分野で社会貢献でき

る人材を育成します。

（ ）実習・演習、卒業研究などを通して、薬学関連領域の進歩と改善に資するための研究

遂行意欲を醸成し、課題発見・問題解決能力を修得します。

（ ）実習・演習、卒業研究などを通して、論理的に伝えるプレゼンテーション能力、建設

的に議論できる能力、協働して課題解決に取り組むためのコミュニケーション能力を身

につけます。

（ ）卒業研究や種々の研究集会への参加などを通して自己研鑽を継続する意欲を高めま

す。

（ ）実習や卒業研究などでの後輩の指導を通して後進を育成する意欲と態度を培う教育を

行います。

〔学修内容・方法〕

＜第 期＞

第 期では、薬学関連領域で活躍できる人材の基盤となる一般教養を身につけるとともに

必要な基礎知識を修得するため、早期より薬学の専門知識の土台となる基礎教育やキャリ

ア教育を実施するとともに、研究意欲を高めるべく、以下の科目を学びます。

・外国語や文化、社会、健康の領域（人文科学、社会科学）や自然科学、数理・情報系も

含む教養系科目

・早期体験学習（産官学の研究所訪問、過去の優れた研究の調査・発表）、情報の利活用に

関する科目

・基礎薬学に関する科目

・人間形成のための教育であるヒューマニティ関連の科目

＜第 期＞

第 期は、薬学専門科目の順次性・体系性に基づき各科目を配置し、以下の科目を学びま

す。各科目の修得目標の達成に最適化された多様な講義・実習を実施します。

・薬学専門領域の知識・技能と課題発見・問題解決の基礎を修得するための薬学専門科目

に関する講義と実習

・本学部および国内外で展開される最先端の研究に触れ、論理的・批判的に解釈・考察す

る能力を養成する講義

＜第 期＞

第 期は、前期までに身につけた専門知識や技能を駆使して、研究活動を通じて総合的

な実践力を高める場として、以下の科目を学びます。

・自分の研究結果や考えを体系的および論理的に説明または発表する能力を養い、他者の

主張を理解することに努めるとともに、批判的な吟味も行い、建設的に他者と議論する

能力を培うための生命創薬科学特別演習

・先端的な研究を通じて、課題発見・問題解決に資する一連の能力や研究倫理・法令等の

知識を修得し、後輩の指導等後進を育成する意欲と態度を培い、自己研鑽を継続する意

欲を高める生命創薬科学卒業特別実習

〔学修成果の評価方法〕

本プログラムの学修成果である基礎学力については、主に第 期第１学年から第 期第３

学年の講義・実習の終了時に、個々の授業の到達目標に適した評価方法（筆記テスト、課

題レポート、プレゼンテーション、技能や態度の評価等）により、目標達成度を点数化し、

総合的に評価します。第 期第４学年に開講される講義・演習については、終了時に個々

の授業の到達目標に適した評価方法（課題レポートおよびプレゼンテーション、態度の評

価等）により、目標達成度を点数化し、総合的に評価します。第 期第４学年の「生命

創薬科学卒業特別実習」では未知なる問題に対して計画立案から研究の遂行・考察等一連

の取り組み方、卒業研究発表会での口頭発表・質疑応答、および成果報告としての卒業論

文をルーブリックにて評価します。
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年年次次のの学学修修ににつついいてて

新２年生の皆さん、進級おめでとうございます。

２年次より、白金キャンパスでの学生生活が始まります。通学手段や学習環境が変わり、

改めて薬学部に進学したことを実感することになると思います。まずは、規則正しい生活を

心掛け、なるべく早く新しい環境に慣れるようにしましょう。

２年次では、薬学専門分野の科目を理解するために必要となる、細分化された薬学基礎

専門分野の科目を学びます。必修科目の大部分は生命創薬科学科と薬学科で共通のもので

あり、将来の進路を問わず、専門性の高い「薬学」を学ぶための基礎固めをする大切な時

期になります。科目数が多く、スケジュールもよりタイトになりますので、早くこの環境

に慣れ、自分なりのぺースを確立していってほしいと思います。定期試験の科目も格段に

多くなります。試験直前の対応だけに頼ることにならないよう、日々の学習にしっかり取

り組む習慣をつけていってください。

各学科に特徴的な科目も開講されます。例えば、生命創薬科学科では「生命創薬科学Ⅰ・

Ⅱ」があり、ここでは本学部の基礎系研究室の研究内容を知ることができます。生命創薬科

学科の皆さんは、３年次後半から研究室に配属され卒業研究をスタートさせます。本科目を

研究室配属決定のために是非役立ててください。研究室は決して敷居の高いところではあ

りません。興味を持った研究室があれば積極的に訪問してみてください。直接、先生方や先

輩方のお話を伺うことができ、自分の将来像がより明確になることと思います。

薬学科においては「社会薬学実習」（生命創薬科学科は選択科目）があります。ここでは、

初期救命救急、服薬不自由体験実習をはじめ、薬害肝炎、禁煙指導、災害時医療に関する実

例に触れ、グループワーク、討議、発表を行い、将来、医療従事者の持つべき姿勢について

学び、考えます。また、薬学科の皆さんが研究室に配属されて卒業研究をスタートさせるの

は４年次後半からですが、どのような研究分野に興味があるのかアンテナを張り巡らせ、早

期に研究室を訪問することをお勧めします。

このように、いずれの学科においても、基礎科目を学びながら早期に研究や医療の専門

領域に触れる機会を大切にしています。是非、幅広い知識を身につけてください。２年次

は、皆さんがいずれ社会に出るための知識・経験を蓄え、将来の選択肢を広げるための基

礎体力作りの期間です。皆さんが、実り多き１年を過ごされることを祈念いたします。

年度 年次学年主任

加藤 くみ子（分析化学教室・教授）
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年年次次のの学学修修ににつついいてて

新 年生の皆さん、進級おめでとうございます。

白金キャンパスでの大学生活も 年目となり、慣れてきたことと思います。より専門性の

高い「薬学」に関する内容の講義・実習が増えてきて、薬学部に進学したことを改めて実感

できたのではないでしょうか。

年次では、薬学科・生命創薬科学科ともに、 年次で学んだ物理系・化学系・生物系な

どの基礎科目から、薬学のより専門的な科目である薬理学、衛生化学、公衆衛生学、臨床系

の講義などが開講されます。これまでに習得した基礎知識が専門的な科目にどのように関

連しているのかを意識しつつ、薬学の知識を体系的に身に付けていってください。

薬学科では、臨床系科目が増え、医療に関する知識や医療人に必要な倫理観などを学ぶこ

とによって、薬剤師として活躍するための専門知識を修得します。また、 年次は、 年次

の研究室配属を見据えて、自身が興味を持つ研究分野を考え始める時期でもあります。薬剤

師として研究にも携わりたい方、研究者を目指したい方は、基礎系、臨床系を問わず薬学部

における研究活動の状況を把握し、興味がある研究室を積極的に訪問してください。プレ特

別実習の制度を利用すれば、早期に研究を体験できる可能性もあります。講義・実習のない

時間帯や長期休暇は、研究活動を始める良いチャンスです。研究室では、先輩や教員と近い

距離で話をすることができ、研究室の雰囲気、研究活動や就職活動の実際を肌で感じること

ができるでしょう。

生命創薬科学科では、創薬情報科学、理論分子設計学、創薬化学など生命創薬科学科独自

の講義に加え、臨床系科目を含む多くの選択科目が開講されます。選択科目を履修すること

により、薬学部生命創薬科学科だから受講できる医療薬学の知識を修得することができま

す。これらの講義で修得できる知識は、将来の就職活動の際、理学部や工学部、農学部の生

命系学部の学生と差別化できる知識ですので、医療薬学の講義にも積極的に取り組んでく

ださい。後期からは研究室に配属され、卒業研究が始まります。研究室の選択は自分自身の

進路を考える第一歩でもあります。前期の早いうちに色々な研究室を見学し、先生・先輩方

の話を聞いて様々な研究分野を知り、自分がどのような研究分野に興味があるのかをしっ

かりと考えた上で、研究室を選択すると良いでしょう。

このように、 年次は、基礎薬学と臨床薬学を融合したカリキュラムに従った学びを通

して、医療人、医療系技術者・研究者となるための土台を固める学年です。次の時代の日

本、世界を背負う覚悟をもって、目の前の可能性にチャレンジしてください。皆さんが、

実り多き１年を過ごされることを祈念いたします。

年度 年次学年主任

奥脇 暢（生化学教室・教授）
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年年次次のの学学修修ににつついいてて

新４年生の皆さん、進級おめでとうございます。

入学以来、早いもので 年が経過し、生命創薬科学科の皆さんは最高学年、薬学科の皆さ

んは薬剤師としての実践的な能力を身に付けていく学年となりました。新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大の影響を受けて様々な制約や不便があったと思いますが、薬学部生と

しての自覚も十分に身につき、充実した日々を過ごされていることでしょう。

生命創薬科学科では、配属研究室での卒業特別実習が本格化し、卒業研究と卒業論文の完

成を目標に、日々、研究に明け暮れることになるでしょう。そのような忙しい日々の中、自

分の将来の進路についても、しっかりと考え、大学院へ進学するのか、あるいは就職するの

か、など決める必要があります。教員や家族とも相談し、自分自身が希望する進路に進まれ

ることを切に願っています。 年間の卒業研究は、薬学研究に関する知識や技能、問題発見･

解決能力、プレゼンテーション能力を養うための大変よい機会になります。しっかりと取り

組み、納得のいく卒業論文を仕上げるように努力してください。有意義な 年になることを

期待しています。

薬学科では、薬局・病院事前実習、薬学共用試験（ および ）を経て、薬局・病院

実習に出かけていくことになります。薬局・病院事前実習は、薬剤師業務に必要な基本的知

識・技能・態度等の習得を目標とするもので、しっかりと取り組むことで十分な 対策

となります。一方、 対策は、基本的には自己学習で行なうこととなります。体験受験や

模擬試験で、 を使い問題を解く試験に慣れることと、試験範囲が広いため早めに対策を

始めることが大切です。薬局・病院実習を行うためには、 と の両方に合格するこ

とが必須です。全員が合格し、薬局・病院実習に出かけられることを願っています。また

月には、卒業特別実習を行なう研究室が決定します。研究室については、先生・先輩方の話

を聞いて、自分がどのような研究分野に興味があるのかを良く考えた上で、選択すると良い

でしょう。基礎薬学と臨床薬学の両輪を学び、医療人に必要な倫理観や社会性などについて

習得することを期待しています。

最後に、皆さん自身が選んだ「薬学部」での学びの中で、自己研鑽を重ねながら成長さ

れることを切に願っています。新しい時代の変化に対応しつつ、今年度もできることを一

つ一つ積み上げ、皆さんが、実り多き 年次を過ごされることを祈念いたします。

年度 年次学年主任

成川 衛（医薬開発学教室・教授）
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年年次次のの学学修修ににつついいてて

新 年生の皆さん、ご進級おめでとうございます。昨年 月に、新型コロナウィルス感染

症の感染症法上の位置付けが 類相当から 類感染症に変更されました。それを受け、社

会は平常を取り戻しつつあり、大学でも講義・実習だけでなく、クラブ活動や各種イベント

が、コロナ禍前のものに戻りつつあります。一方で、長いコロナ禍で身についた生活習慣は

そう簡単に抜けるものでもなく、皆さんにとって新しい生活様式に、戸惑いながらも、適応

しつつ過ごされていることと思います。そのような中、共用試験（ 、 ）を突破し、

進級・新学期を迎えることができたことを大変嬉しく思います。

年次は病院・薬局実習と薬学卒業特別実習（卒業研究）が中心となります。一部の方は、

既に始まっていますが、保険薬局実習では、薬局薬剤師としての業務（保険調剤、医薬品な

どの供給・管理、情報提供、健康相談など）の他、地域医療に参画するための基本的な知識、

技能、態度を修得することを主な目的とします。それに続く病院実習では、病院薬剤師の業

務（注射薬を含む調剤、製剤、病棟業務など）とともに、チーム医療に参画するための基本

的な知識、技能、態度を修得することを主な目的とします。病院・薬局実習を通して、これ

までに大学で学んできた知識・技術をより実践的なものとすること、コミュニケーション能

力の向上に努めること、医療人に必要な倫理観や社会性を身につけることが重要です。また、

卒業後の進路について考える非常に良い機会になるでしょう。積極的な態度で実習に臨む

ことを期待します。

コロナ禍を経て、社会は感染症への関心が高まっています。医療機関においては、引き続

き感染症の予防と対策に注意が払われることでしょう。受け入れ先の施設の方々や指導薬

剤師の先生にご迷惑をおかけしないよう、感染症対策と体調管理に気を配るようお願いし

ます。また、実習先では、多くの業務を抱え、多忙な中、指導してくださる先生に感謝の気

持ちを持って、 日 日の学びを大切にしてもらいたいと思います。

年次からの卒業研究は、引き続き実施します。薬学教育モデル・コアカリキュラムに薬

剤師として求められる基本的な資質の つに「研究能力」があります。卒業研究は、薬学部

年間の学びの中で、研究能力を養うことができる唯一の科目といっても過言ではありませ

ん。与えられた研究課題に取り組み、実験・調査などを通じて「未知あるいは未解決の問題」

に対する答えを追究するプロセスを経験し、そこに楽しみを感じてもらえたらと思います。

卒業研究を通して、論理的思考や問題解決のためのアプローチ法、研究倫理、自身の研究を

他者に伝えるプレゼンテーション能力、そして研究を進める上で大切な粘り強さを身につ

けて下さい。本格的な卒業研究は、医学部や看護学部にはない、薬学部独自のプログラムで

あり、ここでの経験は、将来どのような分野に進んだとしても薬学部出身者のアイデンティ

ティとして皆さんを支えるものになります。

病院・薬局実習や薬学卒業特別実習などで忙しい一年となると思いますが、同時に充実し

た一年になるはずです。実り多き 年次を過ごされることを祈念しています。

年度 年次学年主任

中原 努（分子薬理学教室・教授）
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年年次次のの学学修修ににつついいてて

新 年生の皆さん、ご進級おめでとうございます。昨年 月に、新型コロナウィルス感染

症の感染症法上の位置付けが 類相当から 類感染症に変更されました。それを受け、社

会は平常を取り戻しつつあり、大学でも講義・実習だけでなく、クラブ活動や各種イベント

が、コロナ禍前のものに戻りつつあります。一方で、長いコロナ禍で身についた生活習慣は

そう簡単に抜けるものでもなく、皆さんにとって新しい生活様式に、戸惑いながらも、適応

しつつ過ごされていることと思います。そのような中、共用試験（ 、 ）を突破し、

進級・新学期を迎えることができたことを大変嬉しく思います。

年次は病院・薬局実習と薬学卒業特別実習（卒業研究）が中心となります。一部の方は、

既に始まっていますが、保険薬局実習では、薬局薬剤師としての業務（保険調剤、医薬品な

どの供給・管理、情報提供、健康相談など）の他、地域医療に参画するための基本的な知識、

技能、態度を修得することを主な目的とします。それに続く病院実習では、病院薬剤師の業

務（注射薬を含む調剤、製剤、病棟業務など）とともに、チーム医療に参画するための基本

的な知識、技能、態度を修得することを主な目的とします。病院・薬局実習を通して、これ

までに大学で学んできた知識・技術をより実践的なものとすること、コミュニケーション能

力の向上に努めること、医療人に必要な倫理観や社会性を身につけることが重要です。また、

卒業後の進路について考える非常に良い機会になるでしょう。積極的な態度で実習に臨む

ことを期待します。

コロナ禍を経て、社会は感染症への関心が高まっています。医療機関においては、引き続

き感染症の予防と対策に注意が払われることでしょう。受け入れ先の施設の方々や指導薬

剤師の先生にご迷惑をおかけしないよう、感染症対策と体調管理に気を配るようお願いし

ます。また、実習先では、多くの業務を抱え、多忙な中、指導してくださる先生に感謝の気

持ちを持って、 日 日の学びを大切にしてもらいたいと思います。

年次からの卒業研究は、引き続き実施します。薬学教育モデル・コアカリキュラムに薬

剤師として求められる基本的な資質の つに「研究能力」があります。卒業研究は、薬学部

年間の学びの中で、研究能力を養うことができる唯一の科目といっても過言ではありませ

ん。与えられた研究課題に取り組み、実験・調査などを通じて「未知あるいは未解決の問題」

に対する答えを追究するプロセスを経験し、そこに楽しみを感じてもらえたらと思います。

卒業研究を通して、論理的思考や問題解決のためのアプローチ法、研究倫理、自身の研究を

他者に伝えるプレゼンテーション能力、そして研究を進める上で大切な粘り強さを身につ

けて下さい。本格的な卒業研究は、医学部や看護学部にはない、薬学部独自のプログラムで

あり、ここでの経験は、将来どのような分野に進んだとしても薬学部出身者のアイデンティ

ティとして皆さんを支えるものになります。

病院・薬局実習や薬学卒業特別実習などで忙しい一年となると思いますが、同時に充実し

た一年になるはずです。実り多き 年次を過ごされることを祈念しています。

年度 年次学年主任

中原 努（分子薬理学教室・教授）

年年次次のの学学修修ににつついいてて

新６年生の皆さん、ご進級おめでとうございます。北里大学薬学部での学生生活はコロナ

禍にあり、実習、研究、講義等で制約を受ける部分がありました。ようやくここ最近、コロ

ナ前の生活に戻りつつある中、今年度は、いよいよ最終学年、集大成の年となりました。

さて、６年次には「チーム医療演習」、「卒業特別実習（卒業研究）」、「薬学総合演習」と

いう３つの必須科目が配置されています。「チーム医療演習」は、 月 日、 月 日の

日間、北里の医療系学部が集結して行われます。本年度は久しぶりに対面形式で実施される

予定であり、他学部の学生と交流できる貴重な学びとなります。この機会を活用し、他職種

との連携や医療チームにおける薬剤師の役割について理解を深めてもらいたいと思います。

「卒業研究発表会」は、 月 日にポスター形式で行われます。 年生の 月から取り組ん

できた卒業研究の発表の場となります。自分自身の研究について深く考え、納得のいくもの

に仕上げるとともに、他者にわかりやすく伝えることを心がけてください。卒業研究を通し

て身に着けた問題発見・解決能力、論理的思考能力、プレゼンテーション能力、コミュニケ

ーション能力などは、将来必ず皆さんを支える力になるはずです。是非、積極的に取り組み

ましょう。「薬学総合演習」は、 月末から始まります。今まで学修してきた知識を体系的

に学び直すことで、実践的な薬剤師としての能力を養います。単なる知識の暗記にとどまら

ず、論理的に物事を理解し体系的に知識を結び付けていく学修、つまり教科間連携を意識し

た学びが重要となります。過去 年間の薬剤師国家試験問題を早めに見ておくことも、知識

の見直しに役立ちます。分からないことがあれば、先生に質問したり、友人同士で話し合っ

たり、自分で調べたり等、小さな事柄でもその都度、解決しておくことが合格への鍵となり

ます。学びは、ゆっくりと着実に、例えるなら普通列車（快速列車のようにスイスイ進まな

い）のようであるものと意識し、コツコツと積み上げてください。

年次の一年間は、これまでの集大成であり、薬剤師国家試験までの大切な時期ですので、

体調管理には十分留意し、計画的に勉強してください。全員卒業、全員薬剤師国家試験合格

を目指して、皆さんの一層の努力を期待したいと思います。学生生活や学修等で困ったこと

があれば、チューターや学年主任はじめ、教職員一同、皆様を支援できる態勢を整えており

ますので、遠慮なくご相談ください。

皆さんの学生生活最後の一年が充実した年になることを祈念しております。

年度 年次学年主任

清野 正子（公衆衛生学教室・教授）
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Ⅰ. 履修に関すること





１１．．講講義義ににつついいてて

 

  （（１１））講講義義時時間間

   講義時間は、原則として 日 時限で、次のとおりである。

時限目 時限目 時限目 時限目 時限目

： ～

：

： ～

：

： ～

：

： ～

：

： ～

：

 （（２２））講講義義形形態態

   講義は次の形態で行われる。

通年講義 毎週 回もしくは 回で 年間行う。

半期講義 毎週 回もしくは 回で前期または後期で終了する。

集中講義 一定期間にまとめて行う。

  （（３３））休休 講講

①大学または各授業科目の担当者おいて、やむを得ない事情が発生した場合には、休講する

ことがある。

②休講はその都度掲示並びに情報ポータルサイトで通知する。休講掲示がないにもかかわら

ず開始時刻から 分以上経過しても講義が開始されない場合には、白金キャンパス大学

事務室教務課の指示に従う。

○情報ポータルサイト（ ）

③休講となった授業については、原則として補講を行う。補講については、その都度指示す

る。

④首都圏交通機関全面不通時の授業措置については、学生便覧を参照のこと。

⑤台風等の災害時には休講することがある。休講の詳細については情報ポータルサイト等で

告知する。

 

  （（４４））授授業業のの出出欠欠

病気またはその他やむを得ない事由により、講義を１週間以上続けて欠席した場合及び

親等内の親族が死亡した場合は、所定用紙に記入し、保証人連名・チューターの押印を受け

た上、学生課へ提出すること（実験・実習において 日でも欠席した場合は、所定用紙を担

当教員へ提出すること）。

なお、病気の場合は医師の診断書を、忌引きの場合は通夜・告別式の日程が記された書類

（会葬礼状等）を欠席届と共に提出すること。また、 週間未満の講義欠席については、各人

が授業担当者に直接その旨を申し出ること。
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「出席チェックの代理登録」「授業内アンケートへの代理回答」「講義内課題への代理

回答及び答案の代理提出」は不正行為であり、他の学生に依頼すること、及び他の

学生からの依頼を引き受けることは絶対にしてはいけない。特に代理提出は文書の偽

造に当たり、一般社会であれば犯罪に等しい行為とみなされ、厳しく罰せられる。

これらの事案が発生した場合は、薬学部として厳正に対処する。また、病気などやむ

を得ない理由がない限り、講義等は欠席しないようにすること。

≪≪各各種種欠欠席席届届のの取取扱扱いい≫≫

種類 必要な場合 添付書類
提出

時期
提出先

講義欠席届

講義を平日

日間以上連

続で欠席

○（病気で 週間以上欠席し

た場合は診断書を添付）
事後 学生課

講義欠席届

（就職活動）

就職活動で

講義を欠席

した場合

○（欠席理由が分かる書類） 事後

担当教員

・薬学総合演習の場合

は教務課

・ 年生臨床検査技師

課程科目の場合は教務

課

欠席許可願

（就職活動用）

就職活動で

実習を欠席

する場合

○（欠席理由が分かる書類） 事前 ※１学生課

実習欠席届※２

（２年～４年）

実習を 日で

も欠席

○（欠席理由が分かる書類）

※病気で１週間以上欠席し

た場合は、医師の診断書を添

付

事後

実習担当者

・病院・薬局実習事前

実習の場合は臨床薬学

教育部門

実習欠席届

（病院実習）

実習を 日で

も欠席
○（欠席理由が分かる書類） 事後

・内部病院は実習先

・外部病院は教務課

実習欠席届

（薬局実習）

実習を 日で

も欠席
○（欠席理由が分かる書類） 事後 地域医療薬学

忌引欠席届
通夜・告別式

にて欠席

○（会葬礼状、死亡届（写）、

死亡診断書（写））
事後 学生課

※１

※２

大学への来校が困難な場合には、実習終了後 週間以内に提出すること。

実習を欠席する場合は、事前に教務課へ連絡したのち、欠席届を提出すること。

★ ～ についての詳細は、各実習の指示に従うこと。
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実習を 日で
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※病気で１週間以上欠席し

た場合は、医師の診断書を添
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事後

実習担当者

・病院・薬局実習事前

実習の場合は臨床薬学

教育部門

実習欠席届

（病院実習）

実習を 日で

も欠席
○（欠席理由が分かる書類） 事後

・内部病院は実習先

・外部病院は教務課

実習欠席届

（薬局実習）

実習を 日で

も欠席
○（欠席理由が分かる書類） 事後 地域医療薬学

忌引欠席届
通夜・告別式

にて欠席

○（会葬礼状、死亡届（写）、

死亡診断書（写））
事後 学生課

※１

※２

大学への来校が困難な場合には、実習終了後 週間以内に提出すること。

実習を欠席する場合は、事前に教務課へ連絡したのち、欠席届を提出すること。

★ ～ についての詳細は、各実習の指示に従うこと。

≪≪出出席席停停止止ととななるる感感染染症症ととそそのの期期間間≫≫

疾患名 感染経路 出出席席停止期間の基準 診断書等取扱い

新新型型ココロロナナウウイイ

ルルスス感感染染症症
飛沫・接触

【【確確定定者者】】発症日を 日として 日経過し、

かつ症状軽快後 日経過する迄※今後の感染

状況により変更の可能性有り

保保健健室室でで登登校校許許可可証証をを交交

付付

診断書の要否は大学事務

室に確認する。 

【【疑疑いい者者（発熱や風邪症状のため登校が制限され

た）】】解熱剤を服用せずに解熱し症状消失した場

合、症状が消失した日まで。翌日まで発熱が続く場

合は受診し指示を受ける。

イインンフフルルエエンンザザ
飛沫・接

触・空気

発発症症ししたた日日（（発発熱熱日日））をを 日日ととししてて 日日間間

かかつつ、、解解熱熱後後 日日経経過過すするるままでで⋆⋆

（（⋆⋆発発熱熱がが続続くく場場合合はは、、更更にに延延長長すするる））

※37.5℃以上の発熱・咳・咽頭痛・下痢などの症状がある場合は、感染拡大防止のため大大学学にに登登校校せせずずにに

白白金金キキャャンンパパスス大大学学事事務務室室へへ連連絡絡し指示を仰ぐこと。出席停止の指示を受けた場合は、教育的不利益が生

じないように配慮しますが、事前に連絡がない場合は配慮できませんので注意すること。

ノノロロウウイイルルスス腸腸

炎炎（（疑疑いいをを含含むむ））

接触・飛

沫・空気
激激ししいい嘔嘔吐吐、、下下痢痢、、腹腹痛痛等等のの症症状状消消失失後後

時時間間経経過過すするるままでで

保保健健室室でで登登校校許許可可証証をを交交

付付
感感染染性性胃胃腸腸炎炎

（（疑疑いいをを含含むむ））
接触

麻疹（はしか）
空気・飛

沫・接触
解熱後 日を経過するまで

講義・実習等の欠席届の

申請や診断書の要否は各

種欠席届の取り扱い一覧

に従うこと。

講義・実習等の欠席届の

申請は大学事務室にて行

う。

水痘
空気・飛

沫・接触

全ての発疹が痂疲（かさぶた）化するまで

(帯状疱疹については医師の指示を確認する)

風疹
飛沫・接

触
発疹が消失するまで

流行性耳下腺炎

（おたふくかぜ）

飛沫・接

触

耳下腺、顎下腺又は舌下腺の腫脹が出現した

後 日を経過し、かつ、全身状態が良好にな

るまで
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流行性角結膜炎 接触
医師において感染のおそれがないと認めるま

で

講義・実習等の欠席届の

申請書や診断書提出の要

否は各種欠席届の取り扱

い一覧に従うこと。

講義・実習等の欠席届の

申請は所属学部事務室に

て行う。

百日咳
飛沫・接

触

特有の咳が消失するまで、または、 日間の適

正な抗菌薬療法が終了するまで

髄膜炎菌性髄膜

炎

飛沫・接

触

症状により医師において感染のおそれがない

と認めるまで

結核
空気・飛

沫

症状により医師において感染のおそれがない

と認めるまで

咽頭結膜炎 飛沫・接触 主要症状が消退した後 2 日を経過するまで

―学校保健安全法における「出席停止が必要な感染症」より一部抜粋― 

登登校校をを再再開開すするる際際ににはは保保健健室室にによよるる症症状状のの確確認認とと許許可可がが必必要要でですす。。診断書が必要な場合もあります

ので、感染を報告する際に大学事務室に確認してください。発熱などで感染症が疑われた場合の出席

停止、新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ、感染性胃腸炎は、白金キャンパス保健室で「登校

許可証」を発行します。事事後後報報告告のの場場合合はは発発行行ででききまませせんんので忘れずに報告してください。

病院実習や薬局実習等を行う場合は医師や校医の判断あるいは実習等を行う施設の就業規則に準じ

て、上記基準を変更して判断する場合があります。実習先へ対応を確認してください。

（（５５））授授業業中中のの板板書書内内容容ややススラライイドドのの写写真真撮撮影影及及びび録録画画のの禁禁止止ににつついいてて

近年、授業中に板書内容やスライドの写真撮影や録画をしている姿が見受けられます

が、板書内容やスライドには、著作権が発生します。それらを著者の許可なく無断で撮影

する行為は、著作権の侵害にあたります。

また、授業中に示されるスライドには、患者さんの個人情報が含まれる場合があります

が、それらは皆さんの学習のために必要であると判断し、あえて示しているものです。

もし、皆さんが撮影した内容を や 等の に転載したらどうなるでしょ

うか。ネットは匿名ではないので、様々なトラブルが発生することが考えられます。

各々、医療を学ぶ立場として、モラルある行動を取りましょう。

また、オンライン授業で提供している動画・配布資料にも著作権が存在し、これら

を第三者に提供することは違法となります。動画のスクリーンショットや配布資料を、

インターネット上で公開する、第三者に提供する等の行為は絶対にしないでください。

（（６６））オオンンラライインン講講義義のの受受講講にに関関すするる注注意意事事項項ににつついいてて

北里大学薬学部で実施するオンライン講義の受講に際し、次の事項を遵守してください。
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（（５５））授授業業中中のの板板書書内内容容ややススラライイドドのの写写真真撮撮影影及及びび録録画画のの禁禁止止ににつついいてて

近年、授業中に板書内容やスライドの写真撮影や録画をしている姿が見受けられます

が、板書内容やスライドには、著作権が発生します。それらを著者の許可なく無断で撮影

する行為は、著作権の侵害にあたります。

また、授業中に示されるスライドには、患者さんの個人情報が含まれる場合があります

が、それらは皆さんの学習のために必要であると判断し、あえて示しているものです。

もし、皆さんが撮影した内容を や 等の に転載したらどうなるでしょ

うか。ネットは匿名ではないので、様々なトラブルが発生することが考えられます。

各々、医療を学ぶ立場として、モラルある行動を取りましょう。

また、オンライン授業で提供している動画・配布資料にも著作権が存在し、これら

を第三者に提供することは違法となります。動画のスクリーンショットや配布資料を、
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（（６６））オオンンラライインン講講義義のの受受講講にに関関すするる注注意意事事項項ににつついいてて

北里大学薬学部で実施するオンライン講義の受講に際し、次の事項を遵守してください。

①対面式の講義と同様に終始真摯な態度で受講します。

②定められた期間内に対象の講義を受講します。

③受講に必要な自分の 、パスワード等を他人に貸与しません。

④受講に必要な他人の 、パスワード等を使用しません。

⑤受講は自宅または学内施設で行い、電車、バス、カフェ等の公共の場で受講しません。

⑥講義映像は、家族を含む第三者へ視聴させたり、 や動画配信サービスに絶対に投稿

しません。

⑦講義資料は専ら自己の学習に使用し、家族を含む第三者への譲渡や、 等に投稿しません。

⑧講義映像のダウンロードや録画、録音およびスクリーンショットの撮影等は行いません。

⑨講義の内容や情報を自己の学習目的以外に使用しません。
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２２．．履履修修科科目目とと単単位位ににつついいてて

（１）単位について

１）授業単位は、すべて学修活動 時間をもって 単位とすることを標準とする。

２）学科目の大半は原則として半年 週あるいは 年 週をもって完結する。

３） 科目の授業時間数の 以上出席し、試験、レポート等の成績を総合して合格

と認められた学生には、定められた単位が与えられる。

４）学科目の性質により、講義、演習、実習に大別され、教室における授業時間数

が同じでも、その単位の計算を異にすることがある。

５）単位の計算基準

授業科目の単位数は、 単位の授業科目を 時間の学修を必要とする内容を

もって構成することを基準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、

授業時間外に必要な学修等を考慮して、おおむね、 時間から 時間までの範

囲で大学が定める時間の授業をもって１単位とする。

（２）科目の履修について

「学科別・入学年度別カリキュラム表」は、薬学部の卒業に必要な履修単位数

とその各学年次への配分を示し、また、履修科目とその履修順序を示している。

なお、履修科目等変更がありうる。

（３） （ ）制度について

＜北里大学における 制度について＞

対象科目の原成績（ 点～ 点）を、以下の計算式による 指数（以降「 」）

に変換し、各対象科目の に対象科目の単位数を乗じ、その総和を対象科目の単位

数の総和で除した値を として算出します。

の対象となる科目は、必修科目及び選択科目とします。なお、不可科目も含み、

再履修科目は最終評価を基に計算します。
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２２．．履履修修科科目目とと単単位位ににつついいてて

（１）単位について

１）授業単位は、すべて学修活動 時間をもって 単位とすることを標準とする。

２）学科目の大半は原則として半年 週あるいは 年 週をもって完結する。

３） 科目の授業時間数の 以上出席し、試験、レポート等の成績を総合して合格

と認められた学生には、定められた単位が与えられる。

４）学科目の性質により、講義、演習、実習に大別され、教室における授業時間数

が同じでも、その単位の計算を異にすることがある。

５）単位の計算基準

授業科目の単位数は、 単位の授業科目を 時間の学修を必要とする内容を

もって構成することを基準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、

授業時間外に必要な学修等を考慮して、おおむね、 時間から 時間までの範

囲で大学が定める時間の授業をもって１単位とする。

（２）科目の履修について

「学科別・入学年度別カリキュラム表」は、薬学部の卒業に必要な履修単位数

とその各学年次への配分を示し、また、履修科目とその履修順序を示している。

なお、履修科目等変更がありうる。

（３） （ ）制度について

＜北里大学における 制度について＞

対象科目の原成績（ 点～ 点）を、以下の計算式による 指数（以降「 」）

に変換し、各対象科目の に対象科目の単位数を乗じ、その総和を対象科目の単位

数の総和で除した値を として算出します。

の対象となる科目は、必修科目及び選択科目とします。なお、不可科目も含み、

再履修科目は最終評価を基に計算します。

＜計算式＞

×修得単位数 の総和

総履修登録単位数 「不可」の単位数を含む。

＝（ － ）／ ただし、 ＜ は ＝ とする

※ 指数、 原成績（得点）

ただし、上記の計算式で計算しますが、他の一般的な 制度（秀・優・良・可な

どの評価（レターグレード）から に換算）の範囲は ～ であるため、通用性

に配慮し 「 」以上の値を一律「 」に、「 以上 以下」の値を一律「 」

にした を用いて計算します。

＜＜薬薬学学部部ににおおけけるる 値値にに基基づづくく学学修修指指導導ににつついいてて＞＞

成績不良による留年の場合は、 値に基づき、学修指導（＊）が行われる場合がありま

す。下記により学修指導が行われ、過年度からの度重なる学修指導にも関わらず改善が見ら

れない場合には、退学勧告が行われることがあります。

なお、 制度はあくまでも学生の皆さんの学修意欲向上を目的としているため、むやみ

に退学勧告が行われることはありません。

（＊） 値が低くなる原因として、「履修単位数」と「修得単位数」に開きがある場合が

あります。

値が低い場合は、履修単位数が多いために充分な自学自習の時間がとれていな

いことが考えられますので、大学における学修への臨み方を含めて指導が行われ

ます。

基準値 当該年度の 値

指導内容

休学等やむを得ない事由による場合を除き、当該年度の 値が 基準値を下回った場合

１回 本人とクラス主任との面談が行われ成績不振に対する学修指導が実施される。

２回 本人と学年主任との面談が行われ成績不振に対する学修指導が実施され、保証人

への通知が行われる。

３回 退学勧告（本人・保証人と学部長との面談を実施し、退学するか学修を継続するか

本人が選択）
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３３．．試試験験及及びび成成績績評評価価ににつついいてて

 
（１）試験について

北里大学薬学部における試験及び成績評価に関する規程及び細則を熟読するこ

と。試験受験に際しては、「細則第 条 受験者の遵守事項」を必ず確認すること。

なお、試験日に病気等で登校できない場合は、その旨を教務課へ電話連絡

（ ）すること。

また、不正行為を行ったものに対しては、試験における不正行為者処分内規に

基づき厳格に処分を行うので、くれぐれも不正行為を行わないこと。

（２）成績評価について

成績評価については、次のとおり行う。

定期試験： 点以上を合格とし、最高点は 点とする。

追 試 験： 点以上を合格とし、最高点は 点とする。

再 試 験： 点以上を合格とし、最高点は 点とする。

（３）試験情報、試験問題、合否確認の問合せ及び回答方法について

試験情報、試験問題及び合否確認の問合せがある場合は、薬学部試験情報及び

試験問題並びに合否確認に関する取扱いに従い所定の手続きをすること。また、

各書類は、提出前にチューターの確認印をもらうこと。

１）試験情報

試験範囲や試験内容は、講義時間内または掲示により発表する。試験期間中、

教員は試験に関する質問への個別対応を行わない。（試験期間前日までは質問可

能）

２）試験問題

試験問題の内容に関する問合わせ（不適切問題等）は、試験時間内に試験

監督者へ申し出ること。または試験終了後、所定の期間内に「試験問題内容確

認書」を提出することができる。

○試験問題内容確認書受付期間

該当科目試験日の翌日 土・日曜日、祝日等の学部事務室閉室日を除く 時まで

○提出先

白金キャンパス大学事務室教務課

３）合否確認

合否判定の公式発表後、合否に関して問合わせをしたい場合は、所定の期

間内に「合否確認書」を提出することができる。ただし、次の事由に該当する

合否確認は行わない。
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３３．．試試験験及及びび成成績績評評価価ににつついいてて

 
（１）試験について

北里大学薬学部における試験及び成績評価に関する規程及び細則を熟読するこ

と。試験受験に際しては、「細則第 条 受験者の遵守事項」を必ず確認すること。

なお、試験日に病気等で登校できない場合は、その旨を教務課へ電話連絡

（ ）すること。

また、不正行為を行ったものに対しては、試験における不正行為者処分内規に

基づき厳格に処分を行うので、くれぐれも不正行為を行わないこと。

（２）成績評価について

成績評価については、次のとおり行う。

定期試験： 点以上を合格とし、最高点は 点とする。

追 試 験： 点以上を合格とし、最高点は 点とする。

再 試 験： 点以上を合格とし、最高点は 点とする。

（３）試験情報、試験問題、合否確認の問合せ及び回答方法について

試験情報、試験問題及び合否確認の問合せがある場合は、薬学部試験情報及び

試験問題並びに合否確認に関する取扱いに従い所定の手続きをすること。また、

各書類は、提出前にチューターの確認印をもらうこと。

１）試験情報

試験範囲や試験内容は、講義時間内または掲示により発表する。試験期間中、

教員は試験に関する質問への個別対応を行わない。（試験期間前日までは質問可

能）

２）試験問題

試験問題の内容に関する問合わせ（不適切問題等）は、試験時間内に試験

監督者へ申し出ること。または試験終了後、所定の期間内に「試験問題内容確

認書」を提出することができる。

○試験問題内容確認書受付期間

該当科目試験日の翌日 土・日曜日、祝日等の学部事務室閉室日を除く 時まで

○提出先

白金キャンパス大学事務室教務課

３）合否確認

合否判定の公式発表後、合否に関して問合わせをしたい場合は、所定の期

間内に「合否確認書」を提出することができる。ただし、次の事由に該当する

合否確認は行わない。

① 特別の事由なく、単に再評価・再検討を願い出るもの

② 担当教員に情状を求めるもの

③ 他の学生との対比上の不満のみを訴えるもの

④ 試験結果（点数）の確認に関するもの

⑤ その他、合否確認書を提出する根拠に乏しいもの

（「出席はしました｣「試験は受けました｣等の理由のみ記載してあるもの）

○合否確認書受付期間：試験時間割発表時に掲示する。

○提出先：白金キャンパス大学事務室教務課

４）回答方法

上記 種類の確認書に対する回答は、科目責任者作成の通知書により行う。

回答日は試験時間割発表時に掲示する。
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北里大学薬学部における試験及び成績評価に関する規程

 
２０１６年７月７日制定 

 
（総則） 

第１条 この規程は、薬学部に在籍する学生の試験及び成績評価（以下「評価」という。）

に関する取扱いを定める。 
（単位認定） 

第２条 薬学部が開講する授業科目の単位は、単位認定者（科目責任者）が試験及びその

他の適切な方法により学修の成果を総合的に評価して認定する。 
（試験の種類及び方法） 

第３条 単位を認定するための試験の種類は、原則として定期試験、追試験及び再試験と

する。 
２ 前項に規定する各試験は、筆記、レポート及びその他の方法により実施する。 

（成績評価） 
第４条 評価は、優、良、可、不可の４種とし、 点から 点を優、 点から 点を

良、 点から 点を可、 点以下を不可とし、優、良、可を合格、不可を不合格とす

る。

２ 前条第１項に定める各試験に基づく評価は、次のとおりとする。

⑴ 定期試験に基づく評価は、別に定める各科目の評価基準に従うものとし、最高点を

点とする。

⑵ 追試験に基づく評価は、別に定める各科目の評価基準に従うものとし、最高点を

点とする。

⑶ 再試験に基づく評価は、別に定める各科目の評価基準に従うものとし、最高点を

点とする。

（定期試験）

第５条 定期試験は、原則として通年科目にあっては後期末に実施し、半期科目にあって

は開講期に応じ前期末及び後期末の授業内又は試験期間を設けて実施する。

２ 前項に規定する通年科目のうち、一部の科目については、前期及び後期の２回試験を

実施できるものとする。この場合の評価は、前期及び後期の試験結果に基づき、総合的

に行うものとする。

３ 定期試験に係る受験資格、受験者の遵守事項及びその他の事項は、別に定める。

（追試験及び再試験）

第６条 追試験は、定期試験を正当と認められる事由により受験できなかった者に対して

実施する。

２ 再試験は、原則として実施しない。

ただし、平素の履修状況及び出席状況が良好であるにもかかわらず、定期試験の成績
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北里大学薬学部における試験及び成績評価に関する規程

 
２０１６年７月７日制定 

 
（総則） 

第１条 この規程は、薬学部に在籍する学生の試験及び成績評価（以下「評価」という。）

に関する取扱いを定める。 
（単位認定） 

第２条 薬学部が開講する授業科目の単位は、単位認定者（科目責任者）が試験及びその

他の適切な方法により学修の成果を総合的に評価して認定する。 
（試験の種類及び方法） 

第３条 単位を認定するための試験の種類は、原則として定期試験、追試験及び再試験と

する。 
２ 前項に規定する各試験は、筆記、レポート及びその他の方法により実施する。 

（成績評価） 
第４条 評価は、優、良、可、不可の４種とし、 点から 点を優、 点から 点を

良、 点から 点を可、 点以下を不可とし、優、良、可を合格、不可を不合格とす

る。

２ 前条第１項に定める各試験に基づく評価は、次のとおりとする。

⑴ 定期試験に基づく評価は、別に定める各科目の評価基準に従うものとし、最高点を

点とする。

⑵ 追試験に基づく評価は、別に定める各科目の評価基準に従うものとし、最高点を

点とする。

⑶ 再試験に基づく評価は、別に定める各科目の評価基準に従うものとし、最高点を

点とする。

（定期試験）

第５条 定期試験は、原則として通年科目にあっては後期末に実施し、半期科目にあって

は開講期に応じ前期末及び後期末の授業内又は試験期間を設けて実施する。

２ 前項に規定する通年科目のうち、一部の科目については、前期及び後期の２回試験を

実施できるものとする。この場合の評価は、前期及び後期の試験結果に基づき、総合的

に行うものとする。

３ 定期試験に係る受験資格、受験者の遵守事項及びその他の事項は、別に定める。

（追試験及び再試験）

第６条 追試験は、定期試験を正当と認められる事由により受験できなかった者に対して

実施する。

２ 再試験は、原則として実施しない。

ただし、平素の履修状況及び出席状況が良好であるにもかかわらず、定期試験の成績

が合格点に達しなかった者及び定期試験の欠席者のうち、追試験受験資格の無い者に対

し同一年度内に１回再試験を実施することができる。

なお、追試験に基づく評価が不可の者について再試験は、実施しない。

３ 追試験及び再試験は、原則として追試験及び再試験期間を設けてそれぞれ実施する。

４ 追試験及び再試験に係る受験資格及びその他の実施事項は、別に定める。

（合格科目の再試験）

第７条 合格と判定された授業科目についての再試験は、実施しない。

ただし、留年した者が単位修得済科目の再評価を希望し、当該科目責任者が許可した

場合は、この限りではない。

（追試験及び再試験の未受験の取扱い）

第８条 追試験及び再試験を受験できなかった者で、正当な事由があると認められる場合

は、改めて当該試験を実施（以下「再受験」という。）することができる。

ただし、次の各号に揚げる試験の再受験は実施しないこととする。

ア 薬学共用試験（ 、 ）（薬学科４年次）

イ 薬学総合演習試験（薬学科６年次）

２ 再受験の実施に係る事項については、別に定める。

（単位認定に基づく卒業及び及落判定）

第９条 単位認定に基づく卒業及び及落判定は、学部学年進級規程に基づき、薬学部教授

会において行う。

（補足）

第 条 この規程に定めるもののほか、その他の必要な事項については、別に定める細則

による。

２ 一般教育部が開講する１群科目については、原則として一般教育部試験細則を適用す

る。

（この規程の改廃）

第 条 この規程の改廃は、教育委員会及び運営会議の議を経て、薬学部教授会において

決定する。

附 則

１ この規程は、２０１７年４月１日から施行する。

２ この規程は、２０１７年度に実施する試験から適用する。
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北里大学薬学部における試験及び成績評価に関する細則

２０１６年 ７月 ７日 制定 
２０１７年 ４月 １日 改正 
２０１７年 ９月 １日 改正 
２０１８年 ９月 ６日 改正 
２０１９年 ２月 ７日 改正 
２０２２年 ６月１８日 改正 
２０２３年 ７月 ６日 改正 

（趣旨） 
第１条 この細則は、北里大学薬学部における試験及び成績評価に関する規程（以下「規程」という。）第 条

第１項の規定に基づき、試験及び成績評価に関して必要な事項を定める。

（試験の区分及び実施期間） 
第２条 規程第３条に規定する試験は、原則として次の区分により実施する。 

試験区分 実 施 期 間 
前期定期試験 ６月下旬及び７月中旬 左記の最終授業内又は 

薬学部暦に定める試験期間 後期定期試験 １１月下旬及び１月上旬

前期追・再試験 ８月下旬 
薬学部暦に定める試験期間 

後期追・再試験 ２月上旬 
授業期間内評価 随時 授業期間内 
実習試験 随時 実習期間内 

（受験資格） 
第３条 規程第５条及び第６条に規定する定期試験、追試験及び再試験の受験資格は、次のとおりとする。 

⑴ 定期試験を受験できる要件は、次のとおりとする。

ア 履修登録科目であること。 
イ 原則として実授業時間数の３分の２以上出席していること。 
ウ 受験不許可の通達を受けていないこと。 
⑵ 追試験及び再試験の受験資格は、前号に規定する要件を満たしている者のほか、規程第６条第１項及び第

２項に該当する者とする。

（追試験受験の正当な事由）

第４条 規程第６条第１項に規定する正当と認められる事由とは、原則として次の各号に掲げる事項とする。た

だし、就職試験及び他大学等入学試験の受験については、正当と認められる事由に含まない。

ア 北里大学における出校停止が必要な感染症［必要書類：医師の診断書又は登校許可証］

イ その他自己の病気又は怪我［必要書類：医師の診断書］

ウ 電車、バス等の公共交通機関の事故等による 分を超える遅延［同：遅延証明書］

エ 三親等内の親族の死亡［同：死亡が確認できる書類］

オ その他教授会において正当と認められた事由

２ 前項各号に該当しない者は、追試験の対象者から除外し、再試験受験の対象者とする。

（追試験受験の許可）

第５条 追試験の受験を願い出る者は、定期試験期間終了後３日以内に追試験受験許可願（様式第１。以下同じ）

に前条第１項に規定する必要書類を添えて、白金キャンパス大学事務室教務課に提出しなければならない。
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北里大学薬学部における試験及び成績評価に関する細則

２０１６年 ７月 ７日 制定 
２０１７年 ４月 １日 改正 
２０１７年 ９月 １日 改正 
２０１８年 ９月 ６日 改正 
２０１９年 ２月 ７日 改正 
２０２２年 ６月１８日 改正 
２０２３年 ７月 ６日 改正 

（趣旨） 
第１条 この細則は、北里大学薬学部における試験及び成績評価に関する規程（以下「規程」という。）第 条

第１項の規定に基づき、試験及び成績評価に関して必要な事項を定める。

（試験の区分及び実施期間） 
第２条 規程第３条に規定する試験は、原則として次の区分により実施する。 

試験区分 実 施 期 間 
前期定期試験 ６月下旬及び７月中旬 左記の最終授業内又は 

薬学部暦に定める試験期間 後期定期試験 １１月下旬及び１月上旬

前期追・再試験 ８月下旬 
薬学部暦に定める試験期間 

後期追・再試験 ２月上旬 
授業期間内評価 随時 授業期間内 
実習試験 随時 実習期間内 

（受験資格） 
第３条 規程第５条及び第６条に規定する定期試験、追試験及び再試験の受験資格は、次のとおりとする。 

⑴ 定期試験を受験できる要件は、次のとおりとする。

ア 履修登録科目であること。 
イ 原則として実授業時間数の３分の２以上出席していること。 
ウ 受験不許可の通達を受けていないこと。 
⑵ 追試験及び再試験の受験資格は、前号に規定する要件を満たしている者のほか、規程第６条第１項及び第

２項に該当する者とする。

（追試験受験の正当な事由）

第４条 規程第６条第１項に規定する正当と認められる事由とは、原則として次の各号に掲げる事項とする。た

だし、就職試験及び他大学等入学試験の受験については、正当と認められる事由に含まない。

ア 北里大学における出校停止が必要な感染症［必要書類：医師の診断書又は登校許可証］

イ その他自己の病気又は怪我［必要書類：医師の診断書］

ウ 電車、バス等の公共交通機関の事故等による 分を超える遅延［同：遅延証明書］

エ 三親等内の親族の死亡［同：死亡が確認できる書類］

オ その他教授会において正当と認められた事由

２ 前項各号に該当しない者は、追試験の対象者から除外し、再試験受験の対象者とする。

（追試験受験の許可）

第５条 追試験の受験を願い出る者は、定期試験期間終了後３日以内に追試験受験許可願（様式第１。以下同じ）

に前条第１項に規定する必要書類を添えて、白金キャンパス大学事務室教務課に提出しなければならない。

２ 前項における書類を提出した者の追試験の受験許可は、単位認定者（科目責任者）の承認後、教授会におい

て決定し、掲示をもって告示する。

（申込手続）

第６条 追試験受験許可者及び再試験受験対象者は、指定期間内に所定用紙に記入及び受験料分の証紙を購入の

上、白金キャンパス大学事務室教務課にて当該試験の申込手続をしなければならない。

２ 前項に規定する指定期間は、白金キャンパス大学事務室にて設定し、掲示により事前周知する。

３ 第１項に規定する受験料は、１科目 円とする。なお、受験しなかった科目の受験料は返金しない。

（再受験の実施）

第７条 規程第８条に規定する再受験の実施は、次のとおりとする。

⑴ 再受験を受験できる正当な事由は、次のとおりとする。

ア 北里大学における出校停止が必要な感染症［必要書類：医師の診断書又は登校許可証］

イ 電車、バス等の公共交通機関の事故等による 分を超える遅延［同：遅延証明書］

ウ 三親等内の親族の死亡［同：死亡が確認できる書類］

エ その他教授会において正当と認められた事由

⑵ 再受験を願い出る者は、追・再試験期間終了後３日以内に再受験許可願（様式第２。以下同じ）に前項に

規定する必要書類を添えて、白金キャンパス大学事務室教務課に提出しなければならない。

⑶ 前号における書類を提出した者の再受験の受験許可は、単位認定者（科目責任者）が決定する。

⑷ 申込手続は、本細則第６条の規定を準用する。

⑸ 受験料は、徴収しない。

⑹ 評価は、規程第４条第２項を適用する。

⑺ 再受験の実施日、実施方法等は、単位認定者（科目責任者）の判断によるものとし、追・再試験期間終了

後、前期は９月中旬、後期は２月中に実施しなければならない。

２ 再受験は、前項第６号に規定する期間内にあらかじめ日時を定めて１科目につき１回のみ実施する。ただし、

所定の試験日に受験しなかった場合は、当該科目の評価を不可とする。

（受験者の遵守事項）

第８条 規程第３条に定める試験の受験者は、次の事項を遵守しなければならない。

⑴ 試験開始 分前に定められた試験場に入場すること。

⑵ 所定の席順（原則として学籍番号順）に着席すること。

⑶ 所持品は、監督者が指示する場所に置くこと。

⑷ 学生証は、机上の見やすいところに置くこと。

学生証を忘れた者は、本細則９条に基づき、受験許可証交付の手続を済ませること。

⑸ 答案用紙に学年、学科、クラス、学籍番号、氏名等必要事項を記入すること。

学籍番号及び氏名の記入がない答案は、無効の取扱いとすること。

⑹ 席順表に自己の学籍番号・氏名を記入して、速やかに後席にまわすこと。

⑺ 教科書、参考書、ノートなどの使用は、監督者の指示に従うこと。

関数電卓（計算機）の持込可能科目について、計算機の貸出は行わないこと。

⑻ 答案作成のために特に認められたもの以外の機器及び文具類は机上に置かないこと。

なお、試験の科目に関係するメモやコピー等が発見された場合は、不正行為と見なす。

⑼ 答案作成については、以下を遵守すること。

ア 監督者から配付された答案用紙以外は用いてはならない。

イ 答案用紙は許可なくして室外に持ち出してはならない。

ウ 答案用紙の再交付は認めない。
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エ 所定の時刻以後は答案を受理しない。

⑽ 携帯電話等は電源を切り、他の携帯品と同じく机の下に置くこと。

⑾ 腕時計型のアップルウォッチなど「スマートウォッチ」（通信機能・ＰＣ機能）の持ち込まないこと、ま

た、腕にしないこと。発見した場合は不正行為とみなす。

⑿ 不正行為及び不正行為の疑いを受けるような行為は一切しないこと。そのような行為とみなされた場合に

は、学則及び諸規定により処分すること。

⒀ 試験終了前に答案を提出した者は、直ちに退場すること。

試験終了後は退出の許可があるまで席を立たないこと。

⒁ 試験開始後 分以降の入室及び 分以内の退出は認めないこと。

６年生「演習試験」においては、試験開始後 分以降の入室及び 分間以内の退出は認めないこと。

⒂ 試験終了５分前からは、退出は認めないこと。

⒃ 試験場内での秩序維持に関することは、全て監督者の指示に従うこと。

⒄ 試験監督者の指示に従わなかった場合は、不正行為とみなし、受験停止とする。

（受験許可証）

第９条 学生証を忘れた者及び紛失による再発行手続中の者の取扱いは、次のとおりとする。

⑴ 学生証を忘れた者には、白金キャンパス大学事務室にて受験許可証（白色）を交付する。

なお、手続に係る発行手数料は 円とし、当該試験日限り有効とする。

⑵ 学生証再発行中の者には、白金キャンパス大学事務室にて受験許可証（桃色）を交付する。

なお、手続に係る発行手数料は無料とし、当該試験期間有効とする。

⑶ 第２項及び第３項に規定する受験許可証には、手続の際に白金キャンパス大学事務室にて作成する学籍登

録票の写しを添付しなければならない。

⑷ 第２項及び第３項に規定する受験許可証及び学籍登録票の写しの交付された者は、当該試験日及び試験期

間終了後に速やかに白金キャンパス大学事務室に返却しなければならない。

（不正行為）

第 条 不正行為をした者は、本細則第２条に規定する当該試験区分の受験を停止するとともに、当該試験区

分における全ての試験の評価を不可とする。

なお、授業期間内評価及び実習試験については、当該科目の評価を不可とする。

２ 不正行為をした者の処分は、当該学生及び試験監督者等者から事情聴取を行った上で、教授会において決定

する。

（試験実施に係る委員会）

第 条 すべての試験実施に係る試験業務については、教育委員会がこれを担当し、教育委員長が統括する。

なお、６年生の「演習試験」については、特別実習小演習委員会がこれを担当し、特別実習演習委員長が統

括する。

２ 前条第２項に規定する事情聴取については、学生指導委員会がこれを担当し、学生指導委員長が統括する。

（合否発表）

第 条 各授業科目の合否の発表については、次のとおりとする。

⑴ 定期試験に基づく合否は、合格者の学籍番号のみを随時掲示及び薬学部ポータルサイトに掲載する。

⑵ 追試験及び再試験受験に基づく合否は、当該試験期間で実施した全ての科目について同一日に掲示及び薬

学部ポータルサイトに掲載する。

⑶ 再受験に基づく合否は、再受験終了後に随時掲示及び薬学部ポータルサイトに掲載する。

（成績通知）

第 条 成績の通知については、次のとおりとする。
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エ 所定の時刻以後は答案を受理しない。

⑽ 携帯電話等は電源を切り、他の携帯品と同じく机の下に置くこと。

⑾ 腕時計型のアップルウォッチなど「スマートウォッチ」（通信機能・ＰＣ機能）の持ち込まないこと、ま

た、腕にしないこと。発見した場合は不正行為とみなす。

⑿ 不正行為及び不正行為の疑いを受けるような行為は一切しないこと。そのような行為とみなされた場合に

は、学則及び諸規定により処分すること。

⒀ 試験終了前に答案を提出した者は、直ちに退場すること。

試験終了後は退出の許可があるまで席を立たないこと。

⒁ 試験開始後 分以降の入室及び 分以内の退出は認めないこと。

６年生「演習試験」においては、試験開始後 分以降の入室及び 分間以内の退出は認めないこと。

⒂ 試験終了５分前からは、退出は認めないこと。

⒃ 試験場内での秩序維持に関することは、全て監督者の指示に従うこと。

⒄ 試験監督者の指示に従わなかった場合は、不正行為とみなし、受験停止とする。

（受験許可証）

第９条 学生証を忘れた者及び紛失による再発行手続中の者の取扱いは、次のとおりとする。

⑴ 学生証を忘れた者には、白金キャンパス大学事務室にて受験許可証（白色）を交付する。

なお、手続に係る発行手数料は 円とし、当該試験日限り有効とする。

⑵ 学生証再発行中の者には、白金キャンパス大学事務室にて受験許可証（桃色）を交付する。

なお、手続に係る発行手数料は無料とし、当該試験期間有効とする。

⑶ 第２項及び第３項に規定する受験許可証には、手続の際に白金キャンパス大学事務室にて作成する学籍登

録票の写しを添付しなければならない。

⑷ 第２項及び第３項に規定する受験許可証及び学籍登録票の写しの交付された者は、当該試験日及び試験期

間終了後に速やかに白金キャンパス大学事務室に返却しなければならない。

（不正行為）

第 条 不正行為をした者は、本細則第２条に規定する当該試験区分の受験を停止するとともに、当該試験区

分における全ての試験の評価を不可とする。

なお、授業期間内評価及び実習試験については、当該科目の評価を不可とする。

２ 不正行為をした者の処分は、当該学生及び試験監督者等者から事情聴取を行った上で、教授会において決定

する。

（試験実施に係る委員会）

第 条 すべての試験実施に係る試験業務については、教育委員会がこれを担当し、教育委員長が統括する。

なお、６年生の「演習試験」については、特別実習小演習委員会がこれを担当し、特別実習演習委員長が統

括する。

２ 前条第２項に規定する事情聴取については、学生指導委員会がこれを担当し、学生指導委員長が統括する。

（合否発表）

第 条 各授業科目の合否の発表については、次のとおりとする。

⑴ 定期試験に基づく合否は、合格者の学籍番号のみを随時掲示及び薬学部ポータルサイトに掲載する。

⑵ 追試験及び再試験受験に基づく合否は、当該試験期間で実施した全ての科目について同一日に掲示及び薬

学部ポータルサイトに掲載する。

⑶ 再受験に基づく合否は、再受験終了後に随時掲示及び薬学部ポータルサイトに掲載する。

（成績通知）

第 条 成績の通知については、次のとおりとする。

⑴ 前期については、定期試験又は追再試験結果に基づく評価を含む累積の成績通知書を、原則として全学生

の保証人あてに通知する。

⑵ 後期については、追再試験終了をもって最終の評価とし、累積の成績通知書を原則として全学生の保証人

あてに通知する。

２ 本人への成績の配付方法及び時期については、次のとおりとする。

⑴ 前期の成績は、後期開始後掲示により配付時期を明示し、チューターから配付する。

⑵ 後期の成績は、及落判定が決定後掲示により配付時期を明示し、チューターから配付する。

（この細則の改廃）

第 条 この細則の改廃は、教育委員会及び運営会議の議を経て、教授会において決定する。

附 則

１ この細則は、２０１６年７月７日から施行する。

附 則

１ この細則は、２０１７年４月１日から施行する。

２ この細則は、２０１７年度に実施する試験から適用する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

（施行期日）

この規程は、２０１７年９月１日から施行する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

この細則は、２０１８年１０月１日から施行する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

この細則は、２０１９年４月１日から施行する。

附 則（北学総第 号）

この細則は、２０２２年７月１日から施行する。

附 則（北学総第 号）

この細則は、２０２３年７月６日から施行する。
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薬学部試験における不正行為者処分内規

１９７９年 ７月１３日制定

２００７年 ４月 １日改正

２０１９年 ２月 ７日改正

１ 薬学部施行の試験において不正行為をした者は、本内規により処分する。

２ 不正行為者の処分は、教授会が行う。

３ 不正行為者の処分は、次のとおりとする。

⑴ 不正行為が発生した科目から処分決定までは、受験停止とする。

⑵ 不正行為をした者は、当該試験期間中の成績を全て無効としたうえ、無期停学処分

とする。なお、実習試験及び定期・追再試験期間外に実施する試験において不正行為

をした者は、当該科目の成績を無効としたうえ、無期停学処分とする。

⑶ 従前の試験において不正行為に係る処分を受けた者が、その後の試験において不正

行為をしたときは、退学処分とする。

⑷ 代人受験をした者及び代人受験させた者は、退学処分とする。

４ 不正行為者の処分決定後は、その結果を掲示板に４８時間以上告示し、保証人（父母）

にその旨通知する。

５ 不正行為者が外部機関の奨学生である時は、その旨各機関に報告する。

６ 不正行為者は、在学中の学内表彰規程の対象者より除外する。

７ 以上の取り扱いは、不正行為に関与した全ての者を対象とする。

附 則

この内規は１９７９年７月１３日から施行する。

附 則

この内規は２００７年４月１日から施行する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

この内規は２０１９年４月１日から施行する。

以 上
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薬学部試験における不正行為者処分内規

１９７９年 ７月１３日制定

２００７年 ４月 １日改正

２０１９年 ２月 ７日改正

１ 薬学部施行の試験において不正行為をした者は、本内規により処分する。

２ 不正行為者の処分は、教授会が行う。

３ 不正行為者の処分は、次のとおりとする。

⑴ 不正行為が発生した科目から処分決定までは、受験停止とする。

⑵ 不正行為をした者は、当該試験期間中の成績を全て無効としたうえ、無期停学処分

とする。なお、実習試験及び定期・追再試験期間外に実施する試験において不正行為

をした者は、当該科目の成績を無効としたうえ、無期停学処分とする。

⑶ 従前の試験において不正行為に係る処分を受けた者が、その後の試験において不正

行為をしたときは、退学処分とする。

⑷ 代人受験をした者及び代人受験させた者は、退学処分とする。

４ 不正行為者の処分決定後は、その結果を掲示板に４８時間以上告示し、保証人（父母）

にその旨通知する。

５ 不正行為者が外部機関の奨学生である時は、その旨各機関に報告する。

６ 不正行為者は、在学中の学内表彰規程の対象者より除外する。

７ 以上の取り扱いは、不正行為に関与した全ての者を対象とする。

附 則

この内規は１９７９年７月１３日から施行する。

附 則

この内規は２００７年４月１日から施行する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

この内規は２０１９年４月１日から施行する。

以 上

薬学部試験情報及び試験問題並びに合否確認に関する取扱い

２０１２年 ６月２１日制定

２０１４年１２月 ４日改正

２０１７年 ９月 １日改正

２０１８年 ９月 ６日改正

薬学部で開講する科目の試験情報及び試験問題並びに合否確認については、本取り扱いの定

めるところによる。

【試験情報に関して】

１．試験に関する内容について学生に周知する場合は、不平等が生じないように掲示による発

表を基本とすること。試験に関する質問への回答は、講義時間内にのみ対応し、不平等がな

いよう、受講する学生全員の前で回答すること。

２．学生からの質問への個別対応は、試験期間中は行わないこととする。

３．過年度未修得科目については、学生への情報提供の手段が限られているので、試験範囲や

（行われる場合は）補講実施等の情報を周知するよう、特に配慮すること。

【試験問題に関して】

４．試験問題の内容に関する問い合わせ（不適切問題等）は、試験時間内に試験監督者へ

申し出るか、あるいは、試験終了後、所定の期間内に試験問題内容確認書（所定様式）

を、白金キャンパス大学事務室に直接提出する。 
なお、メール及びＦＡＸ等の提出は一切受け付けない。 
また、試験問題内容確認書を提出する根拠に乏しい理由による問い合わせは、受け付

けないこととする。 

５．試験問題内容確認書の受付期間は、該当試験科目受験日の翌日（土・日曜日、祝日等の白

金キャンパス大学事務室閉室日の場合は除く。） 時までとする。

６．試験問題内容確認書が提出された場合は、学部長は、速やかに科目責任者に書面による対

応を指示する。

７．科目責任者は、学部長より試験問題内容確認書の照会があった場合は、速やかに試験問題

内容確認通知書に回答を作成し、学部長へ提出する。

８．試験問題内容確認書の回答は、白金キャンパス大学事務室を経て回答書により回答する。
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【合否確認に関して】

９．科目責任者及び科目分担者は、合否結果を公表前には学生に告知しないこととする。

．科目責任者は、担当科目の合否結果について、誰に対しても通知あるいは協議をしてはな

らない。ただし、科目分担者、教育委員長および学部教務担当者に対してはこの限りではな

い。

．学生の合否結果は、掲示によって発表する。不合格となった学生が、当該科目の合否

に関して問い合わせを行う場合は、学部による合否判定の公式発表後、所定の期間内に

合否確認書（所定様式）により、チューター（１年生はクラス主任）を経て白金キャン

パス大学事務室に直接提出する。なお、メール及びＦＡＸ等の提出は一切受け付けない。 
１）特別の事由なく、単に再評価・再検討を願い出るもの

２）担当教員に情状を求めるもの

３）他の学生との対比上の不満のみを訴えるもの

４）試験結果（点数）の確認に関するもの

５）その他、合否確認書を提出する根拠に乏しいもの

．合否確認書の受付期間は、掲示によって周知する。

．合否確認書が提出された場合は、学部長は、速やかに科目責任者に書面による対応を指示

する。

．科目責任者は、学部長より合否確認書の照会があった場合は、速やかに合否確認通知書に

回答を作成し、学部長へ提出する。

．合否確認書の回答は、チューターを経て合否確認通知書により回答する。

附 則

この取り扱いは、２０１２年６月２１日から施行する。

附 則

この取り扱いは、２０１２年６月２１日から施行する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

（施行期日）

この取り扱いは、２０１７年９月１日から施行する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

この取り扱いは、２０１８年１０月１日から施行する。
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【合否確認に関して】

９．科目責任者及び科目分担者は、合否結果を公表前には学生に告知しないこととする。

．科目責任者は、担当科目の合否結果について、誰に対しても通知あるいは協議をしてはな

らない。ただし、科目分担者、教育委員長および学部教務担当者に対してはこの限りではな

い。

．学生の合否結果は、掲示によって発表する。不合格となった学生が、当該科目の合否

に関して問い合わせを行う場合は、学部による合否判定の公式発表後、所定の期間内に

合否確認書（所定様式）により、チューター（１年生はクラス主任）を経て白金キャン

パス大学事務室に直接提出する。なお、メール及びＦＡＸ等の提出は一切受け付けない。 
１）特別の事由なく、単に再評価・再検討を願い出るもの

２）担当教員に情状を求めるもの

３）他の学生との対比上の不満のみを訴えるもの

４）試験結果（点数）の確認に関するもの

５）その他、合否確認書を提出する根拠に乏しいもの

．合否確認書の受付期間は、掲示によって周知する。

．合否確認書が提出された場合は、学部長は、速やかに科目責任者に書面による対応を指示

する。

．科目責任者は、学部長より合否確認書の照会があった場合は、速やかに合否確認通知書に

回答を作成し、学部長へ提出する。

．合否確認書の回答は、チューターを経て合否確認通知書により回答する。

附 則

この取り扱いは、２０１２年６月２１日から施行する。

附 則

この取り扱いは、２０１２年６月２１日から施行する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

（施行期日）

この取り扱いは、２０１７年９月１日から施行する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

この取り扱いは、２０１８年１０月１日から施行する。

７７．．科科目目ナナンンババリリンンググ

北里大学では、開講されているすべての授業科目に以下のとおり意味づけ番号を付与してい

る。各科目が教育課程の中でどのように分類されているのか、学習の段階や順序、科目間の関連

などを表し、各シラバスに提示している。

１１））科科目目ナナンンババリリンンググココーードド体体系系

①①  ②②  ③③  

--  

④④  ⑤⑤  

北里大学共通コード 各学部／一般教育部のコード

学部・学科・専攻

の略号

（英 ～ 文字）

水準

（数字 文字）

授業形態

（数字 ～ 文字）

学問分野

（英 文字）

科目分類

（数字 文字）

①① 学学部部・・学学科科・・専専攻攻略略号号ココーードド

授業科目を開講する学部・学科・専攻の略号（英文字） ～ 文字で表している。

学部・学科・専攻 コード 学部・学科・専攻 コード 学部・学科・専攻 コード

薬学部

薬学科

生命創薬科学科

獣医学部

獣医学科

動物資源科学科

生物環境科学科

医学部

海洋生命科学部

看護学部

ＰＰ

ＰＰＰＰ

ＰＰＬＬ

ＶＶ

ＶＶＶＶ

ＶＶＺＺ

ＶＶＥＥ

ＭＭ

ＭＭＢＢ

ＮＮ

理学部

物理学科

化学科

生物科学科

医療衛生学部

保健衛生学科

医療検査学科

医療工学科

臨床工学専攻

診療放射線技師科学専攻

ＳＳ

ＳＳＰＰ

ＳＳＣＣ

ＳＳＢＢ

ＡＡ

ＨＨＳＳ

ＭＭＬＬ

ＥＥＴＴ

ＣＣＥＥ

ＲＲＴＴ

リハビリテーション学科

理学療法学専攻

作業療法学専攻

言語聴覚療法学専攻

視覚機能療法学専攻

未来工学部

データサイエンス学科

健康科学部

看護学科

医療検査学科

一般教育部

ＲＲＥＥ

ＰＰＴＴ

ＯＯＴＴ

ＳＳＴＴ

ＯＯＶＶ

ＦＦＲＲ

ＦＦＵＵ

ＨＨ

ＷＷＮＮ

ＷＷＬＬ

ＬＬ

②② 水水準準ココーードド

大学学則に定める ～ 群科目の分類などのレベルを数字 文字で表している。

幅広い視野と豊かな人間性を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

専門の基礎的な知識・技術を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

高度の専門的な知識・技術を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

総合的な能力を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】

「高度の専門的知識･技術を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】」のうち、

４年または６年間の学士課程において学修した成果を把握・測定する科目
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③③ 授授業業形形態態ココーードド

開講科目の授業形態を数字 文字で表している。 つの開講科目に講義と実験の形態がある場

合は「 」とする。

講義 演習 実験 実習・実技 その他

  
④④ 学学問問分分野野ココーードド  

薬学部における、学問分野等を英字 2 文字で表しています。 
LLAA  語学系 Language 
iiss  総合領域 Interdisciplinary Studies 
IIMM  数理・情報系 Information Science and Mathematics 
PPCC  物理系 Physics 
CCHH  化学系 Chemistry 
BBII  生物系 Biology 
PPHH  生理・薬理系 Physiology and Pharmacology 
PPKK  薬剤系 Pharmacokinetics 
CCPP  臨床薬学系 Clinical Pharmacy 
hhss  衛生薬学系 Pharmaceutical Health Science 
LLRR  法規・制度系 Affairs law and Pharmaceutical regime 
HHUU  ﾋｭｰﾏﾆｽﾞﾑ系 Humanity 

 
⑤⑤ 科科目目分分類類ココーードド  

4 年間または 6 年間を通じた教育課程全体の中で各授業科目は、どのように配置されている

のか、その分類を数字 2 文字で表しています。 
0011  １年次開講科目 
0022  ２年次開講科目 
0033  ３年次開講科目 
0044  ４年次開講科目 
0055  ５年次開講科目 
0066  ６年次開講科目   

開講学年が複数にまたがる場合及び複数の学年で開講する場合は、低学年のコ

ードで示す。 
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③③ 授授業業形形態態ココーードド

開講科目の授業形態を数字 文字で表している。 つの開講科目に講義と実験の形態がある場

合は「 」とする。

講義 演習 実験 実習・実技 その他

  
④④ 学学問問分分野野ココーードド  

薬学部における、学問分野等を英字 2 文字で表しています。 
LLAA  語学系 Language 
iiss  総合領域 Interdisciplinary Studies 
IIMM  数理・情報系 Information Science and Mathematics 
PPCC  物理系 Physics 
CCHH  化学系 Chemistry 
BBII  生物系 Biology 
PPHH  生理・薬理系 Physiology and Pharmacology 
PPKK  薬剤系 Pharmacokinetics 
CCPP  臨床薬学系 Clinical Pharmacy 
hhss  衛生薬学系 Pharmaceutical Health Science 
LLRR  法規・制度系 Affairs law and Pharmaceutical regime 
HHUU  ﾋｭｰﾏﾆｽﾞﾑ系 Humanity 

 
⑤⑤ 科科目目分分類類ココーードド  

4 年間または 6 年間を通じた教育課程全体の中で各授業科目は、どのように配置されている

のか、その分類を数字 2 文字で表しています。 
0011  １年次開講科目 
0022  ２年次開講科目 
0033  ３年次開講科目 
0044  ４年次開講科目 
0055  ５年次開講科目 
0066  ６年次開講科目   

開講学年が複数にまたがる場合及び複数の学年で開講する場合は、低学年のコ

ードで示す。 
  
 

８８．．北里大学薬学部における北里賞・北島賞候補者選考基準

北里大学学生表彰規定に基づき、学業成績及び人物が優秀な者に、北島賞・北里賞を授与

する。

Ⅰ．北里賞

故北里柴三郎博士の偉業にちなみ、薬学部の最高学年に在籍する学生の中から、学業成

績及び人物が優秀な者を卒業に際し表彰する。

受 賞 者
薬 学 科：５人

生命創薬科学科：１人

選考基準

次の基準を満たす者から選考する。

薬 学 科：１年次から６年次までの必修科目の累積平均点上位５人

生命創薬科学科：１年次から４年次までの必修科目の累積平均点上位１人

ただし、留年者及び編入学者、学士入学者、及び必修科目の既修得科目認

定を受けた者は、受賞候補者から除外する。

表 彰 学位記授与式当日（３月）に賞状並びに記念品を授与する。

Ⅱ．北島賞

学祖の高弟である北島多一博士の偉業にちなみ、薬学部の最高学年を除く各学年次の

在学生の中から、その年度の学業成績及び人物が優秀な者を表彰する。

受 賞 者
薬 学 科：１年次から５年次の各学年次からそれぞれ５人計 人

生命創薬科学科：１年次から３年次の各学年次からそれぞれ１人計 ３人

選考基準

次の基準を満たす者から選考する。

薬 学 科：当該年度に履修した必修科目の平均点上位それぞれ５人

生命創薬科学科：当該年度に履修した必修科目の平均点上位それぞれ１人

ただし、当該学年の必修科目の既修得科目認定を受けた者は、受賞候補者

から除外する。

表 彰 学部オリエンテーション時（４月）に賞状並びに奨学金を授与する。
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Ⅱ. 各種養成講座について





１１．．漢漢方方医医薬薬学学履履修修ププロロググララムム

〔〔薬薬学学科科ののみみ〕〕

【【開開講講のの目目的的】】

北里大学は薬学部附属東洋医学総合研究所（生薬学研究室、漢方臨床研究室）、薬学部附属薬用植物

園とあわせ北里研究所病院漢方鍼灸治療センター（以下、漢方鍼灸治療センターと略す・漢方診療科・

漢方薬剤科等）などの漢方・生薬関連の施設が我が国で最も充実している環境にあることから、この北

里大学の特徴を活用し、薬学部の教員と、漢方鍼灸治療センターの医師、薬剤師等による講義及び実習

を組合せた教育プログラムを履修することによって、以下の教育目標を達成する。

現代医療で使用される生薬・漢方薬について理解し、医療用漢方製剤や 漢方エキス製剤、その他

の植物療法剤に関する適正な使用やエビデンスに基づいた有効性や安全性の説明ができるように、西洋

医学（薬）と漢方医学（薬）の相違、漢方医学の治療方針、診断法、代表的な漢方処方の適用、適応疾

患と適応処方、漢方薬の原料生薬や品質管理、漢方薬の調剤や製剤、服薬指導や使用上の注意、漢方薬

の作用メカニズム、新薬の開発などに関する知識を修得することを目標とする。

漢方医薬学履修プログラム対応科目の一覧及び履修年次を以下に示す。本プログラムは、漢方調剤薬

局実務実習の履修をもって修了とする。なお、各科目の詳細については、シラバスを参照すること。

漢漢方方医医薬薬学学履履修修ププロロググララムム対対応応科科目目一一覧覧及及びび履履修修年年次次

年 年 年 年 年 年

薬用植物学 生薬学Ⅰ 東洋医学概論 健康食品論※ 生薬・東洋医学精説※

生薬学Ⅱ 地域医療薬学Ⅰ

初級太極拳演習※ 、

薬用植物園
観察実習※

生薬学実習

漢方調剤薬局基礎実習※

漢方調剤薬局基礎実習※ 漢方調剤薬局実務演習

※ 、

※ ：網掛けは選択科目あるいは自由科目（他は必修科目）

※ ：薬用植物学講義内で実施

※ ：生薬学Ⅱ内でオンライン見学、東洋医学概論期間中に希望者を対象に少人数制（ 名 回）で実地

見学を実施

※ ：定員 名を予定（希望者が多い場合は抽選を行う）。また、本プログラムの修了要件には含まれ

ない。

※ ： 日間。定員 名（ 名× ）を予定。春期休暇および夏季休暇中に実施。漢方医薬学履修プロ

グラム対応科目（但し、初級太極拳演習を除く）を全て履修・単位取得していること、及び実務実習

（病院・保険薬局）を修了していることを履修条件とする。
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２．NR・サプリメントアドバイザー養成講座及び食の安全管理士・健康食品管理士養成講座

【開講の目的】

特定保健用食品や栄養機能食品などの保健機能食品の制度は、食生活において、生活習慣病などの予防に

食品の機能性を積極的に活用したいという社会的ニーズに応えるために創設されたものであり、これらを有効に

活用することで、健康の維持増進だけでなく、疾病リスクの低減効果も期待できるようになってきた。しかし、一般

的には、有効性や安全性が確認されていない健康食品などと混同されている場合も多く、ある種の健康食品を摂

取することによる健康被害や医薬品との相互作用に関する問題も発生しており、保健機能食品や健康食品に関

する正しい知識を取得することは、薬剤師にとっても重要な課題である。これらに関する知識をより積極的に関連

付け、統合し、実用性の高い知識と技術を取得できるようにすることを目的として、保健機能食品等の正しい情報

提供の資格である「アドバイザリースタッフ」としての「NR・サプリメントアドバイザー」及び「健康食品管理士・食の

安全管理士」の資格認定試験の受験資格を取得できる本講座を開講した。

健康の維持・増進を目的として保健機能食品をはじめとする、いわゆる「健康食品」を摂取される方の中で、摂

取との関連が疑われる健康被害が報告されることがある。厚生労働省（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/

bunya/0000049348_00004.html）では、アドバイザリースタッフとは、いわゆる「健康食品」の摂取を検討されている

方または既に摂取されている方が、自らの健康づくりを進める上で目的にあった食品や、食生活の状況、健康状

態に応じて、安全かつ適切に選択することができるように、健康食品に含まれる成分の機能や活用方法等につ

いて、正しく情報を提供できる助言者のことである、と定義し、資格認定を行っている主な団体として、公益財団

法人日本健康・栄養食品協会 「食品保健指導士」、一般社団法人日本食品安全協会 「食の安全管理士・健

康食品管理士」 、一般社団法人日本臨床栄養協会 「NR・サプリメントアドバイザー」 の 3 つを挙げている（50

音順）。

本校においては、NR・サプリメントアドバイザー養成講座指定科目を全て受講・単位取得した者（次頁以降の

一覧表参照のこと）には、一般社団法人日本臨床栄養協会が実施する NR・サプリメントアドバイザー資格認定試

験の受験資格（毎年 12 月）が与えられる。受験についての詳細は、日本サプリメントアドバイザー認定機構（日本

臨床栄養協会）ウェブサイト http://www.jcna.jp/で確認すること。

また、健康食品管理士養成講座指定科目を全て受講・単位取得した者（次頁以降の一覧表参照のこと）には、

一般社団法人日本食品安全協会が実施する「食の安全管理士・健康食品管理士」資格認定試験（毎年春・秋２

回）の受験資格が与えられる。なお詳細については、同協会のウェブサイト http://www.ffcci.jp/index.html で確認

すること。

なお、いずれのアドバイザリースタッフの資格も、試験合格後、資格認定・資格更新のために、各協会の会員

（有料）として登録する必要がある。その詳細についても、それぞれのウェブサイトで確認しておくこと。

【各養成講座受講対象学科】

※NR・サプリメントアドバイザー養成講座…薬学科のみ

※食の安全管理士・健康食品管理士養成講座…薬学科・生命創薬科学科

なお、資格取得試験の受験を希望する学生は、以下の指定科目を必ず履修しておくこと。
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２．NR・サプリメントアドバイザー養成講座及び食の安全管理士・健康食品管理士養成講座

【開講の目的】

特定保健用食品や栄養機能食品などの保健機能食品の制度は、食生活において、生活習慣病などの予防に

食品の機能性を積極的に活用したいという社会的ニーズに応えるために創設されたものであり、これらを有効に

活用することで、健康の維持増進だけでなく、疾病リスクの低減効果も期待できるようになってきた。しかし、一般

的には、有効性や安全性が確認されていない健康食品などと混同されている場合も多く、ある種の健康食品を摂

取することによる健康被害や医薬品との相互作用に関する問題も発生しており、保健機能食品や健康食品に関

する正しい知識を取得することは、薬剤師にとっても重要な課題である。これらに関する知識をより積極的に関連

付け、統合し、実用性の高い知識と技術を取得できるようにすることを目的として、保健機能食品等の正しい情報

提供の資格である「アドバイザリースタッフ」としての「NR・サプリメントアドバイザー」及び「健康食品管理士・食の

安全管理士」の資格認定試験の受験資格を取得できる本講座を開講した。

健康の維持・増進を目的として保健機能食品をはじめとする、いわゆる「健康食品」を摂取される方の中で、摂

取との関連が疑われる健康被害が報告されることがある。厚生労働省（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/

bunya/0000049348_00004.html）では、アドバイザリースタッフとは、いわゆる「健康食品」の摂取を検討されている

方または既に摂取されている方が、自らの健康づくりを進める上で目的にあった食品や、食生活の状況、健康状

態に応じて、安全かつ適切に選択することができるように、健康食品に含まれる成分の機能や活用方法等につ

いて、正しく情報を提供できる助言者のことである、と定義し、資格認定を行っている主な団体として、公益財団

法人日本健康・栄養食品協会 「食品保健指導士」、一般社団法人日本食品安全協会 「食の安全管理士・健

康食品管理士」 、一般社団法人日本臨床栄養協会 「NR・サプリメントアドバイザー」 の 3 つを挙げている（50

音順）。

本校においては、NR・サプリメントアドバイザー養成講座指定科目を全て受講・単位取得した者（次頁以降の

一覧表参照のこと）には、一般社団法人日本臨床栄養協会が実施する NR・サプリメントアドバイザー資格認定試

験の受験資格（毎年 12 月）が与えられる。受験についての詳細は、日本サプリメントアドバイザー認定機構（日本

臨床栄養協会）ウェブサイト http://www.jcna.jp/で確認すること。

また、健康食品管理士養成講座指定科目を全て受講・単位取得した者（次頁以降の一覧表参照のこと）には、

一般社団法人日本食品安全協会が実施する「食の安全管理士・健康食品管理士」資格認定試験（毎年春・秋２

回）の受験資格が与えられる。なお詳細については、同協会のウェブサイト http://www.ffcci.jp/index.html で確認

すること。

なお、いずれのアドバイザリースタッフの資格も、試験合格後、資格認定・資格更新のために、各協会の会員

（有料）として登録する必要がある。その詳細についても、それぞれのウェブサイトで確認しておくこと。

【各養成講座受講対象学科】

※NR・サプリメントアドバイザー養成講座…薬学科のみ

※食の安全管理士・健康食品管理士養成講座…薬学科・生命創薬科学科

なお、資格取得試験の受験を希望する学生は、以下の指定科目を必ず履修しておくこと。

・・ササププリリメメンントトアアトトババイイザザーー 養養成成講講座座指指定定科科目目一一覧覧及及びび対対応応科科目目・・履履修修年年次次対対照照表表

（（ 年年度度以以降降入入学学生生））

指定講座
対応科目と履修年次

年前期 年後期 年前期 年後期

栄養食品学特論 衛生化学Ⅰ 衛生化学Ⅱ 健康食品論

調剤学

地域医療薬学Ⅰ

臨床医学・薬学特

論

臨床生化学 健康食品論 医薬関連制度

生物薬剤学 臨床栄養学

東洋医学概論

健康食品 衛生化学Ⅰ 衛生化学Ⅱ 健康食品論

地域医療薬学Ⅰ 医薬品安全性学Ⅱ

食品の表示 健康食品論

食品の安全性と

衛生管理

衛生化学Ⅱ

栄養・食生活、「健康

食品」と生活習慣病

公衆衛生学Ⅰ 臨床生理学Ⅰ 臨床生理学Ⅱ

臨床生化学

栄養教育特論 医療心理学 臨床栄養学

科学的根拠に基

づく栄養実践活

動

医薬品安全性学Ⅰ

公衆衛生学Ⅱ

医薬品情報学

倫理 健康食品論 医療倫理学

臨床栄養学

関連法規 衛生化学Ⅱ 薬事関係法規

健康食品論

公衆衛生学Ⅱ

健康科学・栄養学

トピック

公衆衛生学Ⅰ

演習科目 年前期 年後期 年前期 年後期

安心できるアド

バイス

公衆衛生学Ⅰ 病院・薬局実習事前実習

医療心理学

科学的根拠に基

づくアドバイス

公衆衛生学Ⅰ プレゼンテーショ

ン実習

病院・薬局実習事前実習

※ 複数の指定講座に対応している科目は、 科目以降、網掛けして表している。

※ 各対応科目中の 養成指定講座に対応する範囲は、シラバス中の各科目の項に記載する。
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食食のの安安全全管管理理士士／／健健康康食食品品管管理理士士養養成成講講座座指指定定科科目目一一覧覧及及びび対対応応科科目目・・履履修修年年次次のの対対照照表表

（（ 年年度度以以降降入入学学生生））

対応科目と履修年次

基礎科目 年次 年次 年次 年次

生化学（栄養化学を含む）
生化学Ⅱ

生化学Ⅲ

解剖学
解剖学

生化学Ⅰ

生理学 生理学Ⅰ 生理学Ⅱ

その他基礎医学系教科

微生物学Ⅰ・Ⅱ

病理学

病態評価学

ゲノム医学

臨床医学概論Ⅰ・Ⅱ

公衆衛生学Ⅰ

免疫学

臨床生化学

専門科目 年次 年次 年次 年次

健康食品学 地域医療薬学Ⅰ 健康食品論

食品衛生学（講義） 衛生化学Ⅰ・Ⅱ

食品衛生学を含む（実習） 衛生化学実習

臨床検査学又は臨床栄養学 疾病解析学 臨床栄養学

薬理学 薬理学Ⅰ

関係法規 薬事関係法規
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食食のの安安全全管管理理士士／／健健康康食食品品管管理理士士養養成成講講座座指指定定科科目目一一覧覧及及びび対対応応科科目目・・履履修修年年次次のの対対照照表表

（（ 年年度度以以降降入入学学生生））

対応科目と履修年次

基礎科目 年次 年次 年次 年次

生化学（栄養化学を含む）
生化学Ⅱ

生化学Ⅲ

解剖学
解剖学

生化学Ⅰ

生理学 生理学Ⅰ 生理学Ⅱ

その他基礎医学系教科

微生物学Ⅰ・Ⅱ

病理学

病態評価学

ゲノム医学

臨床医学概論Ⅰ・Ⅱ

公衆衛生学Ⅰ

免疫学

臨床生化学

専門科目 年次 年次 年次 年次

健康食品学 地域医療薬学Ⅰ 健康食品論

食品衛生学（講義） 衛生化学Ⅰ・Ⅱ

食品衛生学を含む（実習） 衛生化学実習

臨床検査学又は臨床栄養学 疾病解析学 臨床栄養学

薬理学 薬理学Ⅰ

関係法規 薬事関係法規

３３．．臨臨床床検検査査技技師師課課程程（（ 年年度度以以前前入入学学生生対対象象））

（１）臨床検査技師課程の概要

本学部薬学科では、臨床検査技師国家試験の受験資格を取得しようとする者のために、臨床検査

技師課程を設置している。

臨床検査技師免許は、薬剤師免許とは独立の国家免許であり、薬学科の教育課程のみでは本来取

得不可能なものであるが、法令の特例により、薬学科教育課程に別途必要な科目・実習科目を加え

た別課程を設けることによって、国家試験受験資格を付与することができる。

≪臨床検査技師とは≫

臨床検査技師は、医療及び公衆衛生の向上に寄与することを目的とし、臨床検査に従事する者であ

る。 臨床検査技師、衛生検査技師等に関する法律（以下、法第 条）

具体的には、微生物学的検査、血清学的検査、血液学的検査、病理学的検査、寄生虫学的検査及び生

化学的検査の衛生検査技師の業務のほか、政令で定める生理学的検査や検査のための採血行為も業務

として行いうる者で、臨床検査技師の資格を必要とする。（法第 条）

※現在、「衛生検査技師」の新規免許は行われておらず、医療の高度化に対応し得る専門性の高い「臨

床検査技師」免許のみが行われている。

≪課程認定について≫

薬学科 年次後期までに、課程において必要な講義科目を全て修得し、 ・ 年次に実施する臨床検

査学実習・臨床実習を履修し、課程試験に合格した者を、臨床検査技師課程認定者とし、臨床検査技師

国家試験受験資格を与える。

上記に加えて、令和 年度以降の臨床検査技師国家試験を受験する者は、以下の要件を満たす必要

がある。医師から他の医療関係職種へのタスク・シフト シェアの推進により、医療法等の一部が改正さ

れ、「臨床検査技師等に関する法律施行令の一部を改正する政令」および「臨床検査技師等に関する法律

施行令の一部を改正する政令附則第二項の規定に基づき厚生労働大臣が指定する研修」が交付された。

これにより、令和３年度までに臨床検査技師養成課程の履修を開始し、令和６年度の臨床検査技師国家

試験を受験する者は、臨床検査技師国家試験の受験を出願するにあたり、あらかじめ、厚生労働大臣が指

定する講習会を受けることとなった。講習会については、別途連絡するものとする。

（２）臨床検査技師課程指定 （ ※ ）科目及び履修年次一覧（次頁以降参照）

臨床検査技師国家試験受験に必要な科目を指定 （ ※ ）科目（医用工学概論、臨床検査総論、

臨床生理学、臨床化学、放射性同位元素検査技術学、医療安全管理学※ ）に分類する。各科目中

に多数の教育科目を含むため、その内訳と履修年次を示す。

多くは、薬学科必修科目、又は選択科目に組み込まれているが、 年次に予定される実習科目（臨

床生理学実習、臨床化学実習、医用工学概論実習、臨床検査総論実習、臨床検査学実習）は、臨床

検査技師課程履修者でなければ履修できない。

また、履修すべき科目は、各学年に分散しているので、ガイダンスを受けて、履修漏れのないよ

うに心がけていただきたい。
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※ 年度～ 年度入学生は、指定科目が 科目となる。

※ 年度～ 年度入学生の指定科目となる。

≪問合せ先≫

臨床検査技師課程小委員会

鈴木 雄介（生体制御学教室）

喜来 望 （学習支援室・生体制御学教室（兼務））
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）

Ⅲ. 2024年度
プレ特別実習について

（薬学科）





年年度度ププレレ特特別別実実習習ににつついいてて

１．概 要

研究者として必要な知識と技能をより深く学び、効率的に研究を遂行できるように

なることを目指す学生を対象として、希望する研究室において、プレ特別実習を実施

する。

２．対象学生

年度薬学科 年生

３．期 間

年生： 年 月～ 年 月

○プレ特別実習の詳細な実施期間は、各研究室責任者と相談の上、決定する。

４．受入研究室

○原則として、相模原・北本キャンパスの研究室、白金キャンパスの臨床系研究

室（地域医療薬学、薬物治療学Ⅲ、臨床薬学教育部門、臨床薬学研究部門）を

除いた研究室とする。

○受入可能人数は、研究室毎に決定する。

５．手続き方法

プレ特別実習を希望する研究室の責任者の承諾を得た後、「プレ特別実習申請書」

を教務課に提出する。

６．プレ特別枠による配属について

年次薬学卒業特別実習教室配属時において、プレ特別実習を受講していた学生が

当該教室の配属を希望し、且つ、当該教室が受入れを認めた場合、プレ特別実習枠よ

り配属を決定する。

※プレ特別実習枠（基礎系研究室）

～ 名（少人数の教室においては、受入れ人数の 以内とする。）
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Ⅳ.  

２
０
２
４
年
度
薬
学
部
暦

Ⅳ. 2024年度
薬学部暦



日日 月 火 水 木 金 土土 日日 月 火 水 木 金 土土 日日 月 火 水 木 金 土土 日日 月 火 水 木 金 土土

　　 　　

月月 月月 月月 月月

　　

　　 　　 　　

月月 月月 月月 月月

　　 　　 　　

月月 月月 月月 月月

　　

＜＜２２～～４４年年生生＞＞

２年

３年

４年 ２・３年

PP4
年

PP4
年

PL4年

PP4
年

２・３年

　過年度(前期・後期科目)再試験手続き
PP4
年

２年 PL4年

　前期授業終了 ３年
PP4
年

PL4
年

PP4
年

PL4年

　前期試験  　７月　８日（月）～　 ２２日（月）

　CBT体験受験
PP4
年

 　７月２５日（木）

２年  　７月２３日（火）～ ８月２５日（日）

　夏期休業 ３年  　８月８日（木）～ ８月２５日（日）

PL4
年

　配属教室により異なる
2,3

PP4年

PP４
年

 　７月２６日（金）～ ８月２５日（日）

　前期追再試験手続 　 ８月１９日（月）・ ２０日（火）

　前期追再試験・過年度（前期科目）再試験  　８月２６日（月）～８月３１日（土）

２２００２２４４年年度度　　薬薬学学部部２２～～６６年年生生暦暦

   ４月８日（月）～　１１日（木）  １２月８日（日）

　新学年ガイダンス／健康診断

【ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ】 ４月　１日（月）
【健診】PP・PL２日（火）

　前期授業開始

 　９月　２日（月）

   ４月８日（月）  １２月６日（金）

【ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ】４月　３日（水）
【健診】PP３日（水）PL２日（火）

PP4
年

　卒業判定発表

　後期追再試験・過年度（後期科目）再試験

【ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ】 ４月　１日（月）
【健診】PP４日（木）PL２日（火）

 　４月１８日（木）・　１９日（金）

　CBT本試験

 　７月　1日（月）

　冬期休業

　学位記授与式

　 ２月１７日（月）～５月４日（日）（予定）

　OSCE追再試験／CBT追再試験

 　３月２４日（月）

　OSCE本試験

　後期授業開始

　後期履修変更期間

　薬局実習Ⅰ期

　後期試験

 １２月１８日（水）

   ２月１８日（火）/１９日（水）

　後期授業終了

   １月２８日（火）・２９日（水）

 １２月１８日（水）

 １２月１０日（火）～ １月５日（日）

　生命創薬科学科卒業研究発表会

　 ３月　３日（月）

 　７月　４日（木）

 　９月１７日（火）・１８日（水）

 １２月　９日（月）

 　２月　６日（木）～ １７日（月）

　進級判定発表

　後期追再試験手続

 　４月　４日（木）

PL4年

　 ３月　３日（月）

　履修登録期間

　CBT校内模試

 １２月１９日（木）～１月５日（日）   ４月８日（月）～　１１日（木）

 　１月　６日（月）～  １８日（土）

   １月２４日（金）

　前期履修変更期間

　配属教室により異なる

 　８月　７日（水）

 　７月　１日（月）
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PP4
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PP4
年
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　前期試験  　７月　８日（月）～　 ２２日（月）

　CBT体験受験
PP4
年

 　７月２５日（木）

２年  　７月２３日（火）～ ８月２５日（日）

　夏期休業 ３年  　８月８日（木）～ ８月２５日（日）

PL4
年

　配属教室により異なる
2,3

PP4年

PP４
年

 　７月２６日（金）～ ８月２５日（日）

　前期追再試験手続 　 ８月１９日（月）・ ２０日（火）

　前期追再試験・過年度（前期科目）再試験  　８月２６日（月）～８月３１日（土）

２２００２２４４年年度度　　薬薬学学部部２２～～６６年年生生暦暦

   ４月８日（月）～　１１日（木）  １２月８日（日）

　新学年ガイダンス／健康診断

【ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ】 ４月　１日（月）
【健診】PP・PL２日（火）

　前期授業開始

 　９月　２日（月）

   ４月８日（月）  １２月６日（金）

【ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ】４月　３日（水）
【健診】PP３日（水）PL２日（火）

PP4
年

　卒業判定発表

　後期追再試験・過年度（後期科目）再試験

【ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ】 ４月　１日（月）
【健診】PP４日（木）PL２日（火）

 　４月１８日（木）・　１９日（金）

　CBT本試験

 　７月　1日（月）

　冬期休業

　学位記授与式

　 ２月１７日（月）～５月４日（日）（予定）

　OSCE追再試験／CBT追再試験

 　３月２４日（月）

　OSCE本試験

　後期授業開始

　後期履修変更期間

　薬局実習Ⅰ期

　後期試験

 １２月１８日（水）

   ２月１８日（火）/１９日（水）

　後期授業終了

   １月２８日（火）・２９日（水）

 １２月１８日（水）

 １２月１０日（火）～ １月５日（日）

　生命創薬科学科卒業研究発表会

　 ３月　３日（月）

 　７月　４日（木）

 　９月１７日（火）・１８日（水）

 １２月　９日（月）

 　２月　６日（木）～ １７日（月）

　進級判定発表

　後期追再試験手続

 　４月　４日（木）

PL4年

　 ３月　３日（月）

　履修登録期間

　CBT校内模試

 １２月１９日（木）～１月５日（日）   ４月８日（月）～　１１日（木）

 　１月　６日（月）～  １８日（土）

   １月２４日（金）

　前期履修変更期間

　配属教室により異なる

 　８月　７日（水）

 　７月　１日（月）

＜＜５５年年生生＞＞

　病院実習Ⅲ期・薬局実習Ⅲ期

　病院実習Ⅳ期

　冬期休業

　進級判定発表

＜＜６６年年生生＞＞

　演習試験Ⅰ

　演習試験Ⅱ

　後期授業終了

　オール北里チーム医療演習ガイダンス 　冬期休業

　オール北里チーム医療演習 　追再試験

　卒業研究発表会 　卒業判定発表

　前期試験 　学位記授与式

　前期授業終了

　夏期休業

＜＜全全学学年年共共通通＞＞

　球技大会 　北里祭

　白金祭

＜＜休休講講ににつついいてて＞＞ ≪≪白白金金キキャャンンパパスス立立入入禁禁止止日日≫≫

 ４月３０日（火）・５月１日（水） （チーム医療演習のため※6年生を除く）  １２月　７日（土）・８日（日） 　（薬学共用試験OSCE実施のため）

 １０月２５日（金）・２８日（月） （白金祭準備・片付けのため）  １月３１日（金）～２月１日（土） 　（一般入学試験実施のため）

 １１月　１日（金）・４日（月） （北里祭準備・片付のため※6年生を除く）

＜＜祝祝日日・・休休日日ににつついいてて＞＞

　４月２９日（月） 昭和の日 　７月１５日（月） 　１１月　４日（月） 　２月２４日（月）

　５月　２日（木） 　８月１２日（月） 　１１月２３日（土） 　３月２０日（木）　 春分の日

　５月　３日（金） 憲法記念日 　９月１６日（月） 敬老の日 　１月　１日（水） 元日

　５月　４日（土） みどりの日 　９月２３日（月） 　１月１３日（月） 成人の日

　５月　６日（月） 　１０月１４日（月） スポーツの日 　２月１１日（火）

＜＜記記念念日日＞＞

　１１月　５日（火）  ４月２０日（土） 
北里研究所創立記念
日

開校記念日
（5/2に振替）

休日
（開校記念日振替）

休日
（山の日振替）

　演習予備試験

 １０月２６日（土）・２７日（日）

 　８月２２日（木）

　前期授業終了

   ４月８日（月）～　１１日（木）

　新学年ガイダンス／健康診断

　前期授業開始

　履修登録期間

　薬局実習Ⅰ期

　夏期休業

   ４月８日（月）～　１１日（木）

　配属教室により異なる

 　４月１８日（木）・　１９日（金）

　 ４月　４日（木）

   ４月　１日（月）

　 ２月１９日（月）～５月　５日（日）

　病院実習Ⅱ期・薬局実習Ⅱ期

 １２月１９日（木）～ １月５日（日）

　 ２月１０日（月） 　７月　６日（土）

 １０月７日（月）・８日（火）

 １１月２５日（月）・２６日（火）

 １２月６日（金） 　４月１８日（木）・　１９日（金）

 　４月３０日（火）・５月　１日（水）

   ４月１６日（火）

 　７月８日（月）～ １９日（金）

　配属教室により異なる

 　８月　９日（金）

　 ４月　３日（水）

 　７月　１日（月）

　前期履修変更期間

   ４月　８日（月）

　 ３月２４日（月）

　新学年ガイダンス／健康診断

　前期授業開始

　履修登録期間

　前期履修変更期間

 １２月１６日（月）・１７日（火）

 　８月２７日（火）

１１月１８日（月）～　２月９日（日）

   ８月１９日（月）～１１月３日（日）

　後期授業開始

 １１月  ２日（土）・ ３日（日） 　６月２日（日）・９日（日）

   ５月２０日（月）～８月４日（日）

　配属教室により異なる

　 ３月２１日（金）

勤労感謝の日

休日
（天皇誕生日振替）

休日
（こどもの日振替）

休日
（秋分の日振替）

海の日

建国記念の日

休日
（文化の日振替）
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２
０
２
４
年
度
　
薬
学
部
　
時
間
割

●
講

義
時

間
：

１
限

9:
15

～
10

:4
5、

２
限

10
:5

5～
12

:2
5、

３
限

13
:2

5～
14

:5
5、

４
限

15
:0

5～
16

:3
5、

５
限

16
:4

5～
18

:1
5

●
2年

生
の

講
義

は
、

22
01

講
義

室
で

行
う

（
英

語
Ｃ

Ⅰ
、

英
語

Ｃ
Ⅱ

、
初

級
太

極
拳

演
習

（
養

生
法

演
習

）
を

除
く

）
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

薬
学

統
計

学
病

態
評

価
学

生
薬

学
Ⅰ

生
命

物
理

化
学

Ⅱ

薬
と

仕
事

Ⅱ
化

学
療

法
学

Ⅰ
月

1
生

理
学

Ⅱ
分

析
科

学
Ⅱ

予
備

日

薬
理

学
Ⅰ

生
化

学
Ⅲ

予
備

日

微
生

物
学

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅲ

月
2

英
語

Ｃ
Ⅰ

32
01

・
32

02
・

33
01

・
33

02
予

備
日

細
胞

生
物

学
(選

択
)　

 オ
ン

デ
マ

ン
ド

英
語

Ｃ
Ⅱ

32
01

・
32

02
・

33
01

・
33

02

分
析

科
学

Ⅰ
  

医
療

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

有
機

化
学

Ⅱ
  

薬
理

学
Ⅱ

生
化

学
Ⅱ

生
薬

学
Ⅱ

病
理

学
微

生
物

学
Ⅱ

生
命

物
理

化
学

Ⅰ
初

級
太

極
拳

演
習

(自
由

)
プ

ラ
チ

ナ
ア

リ
ー

ナ

…
選

択
科

目
※

次
の

科
目

の
日

程
・

実
習

室
等

の
詳

細
は

後
日

掲
示

す
る

。
「

英
語

Ｃ
Ⅰ

・
Ⅱ

」
「

社
会

薬
学

実
習

」

木

構
内

立
入

禁
止

天 皇 誕 生 日

構
内

立
入

禁
止

後 期 試 験

構 内 立 入 禁 止

日
こ ど も の 日

山 の 日

秋 分 の 日

白 金 祭

文 化 の 日

北 里 祭

球 技 大 会

土
み ど り の 日

前 期 試 験

追 再 試 験

白 金 祭

北 里 祭

勤 労 感 謝 の 日

進 級 発 表

追 再 試 験

金

憲 法 記 念 日

予 備 日

前 期 試 験

追 再 試 験

白 金 祭 準 備

北 里 祭 準 備

予 備 日

追 再 試 験

追 再 試 験

後 期 試 験

構 内 立 入 禁 止

追 再 試 験

後 期 試 験

火
追 再 試 験

定
量

分
析

実
習

13
03

･1
30

4

生
化

学
実

習
33

03
・

33
04

35
03

・
35

04

休 講

生
薬

学
実

習
36

03
・

36
04

有
機

合
成

実
習

14
03

･1
40

4

予 備 日

春 分 の 日

医
薬

品
化

学
実

習
13

03
･1

30
4

有 機 分 析

実 習

有 機 分 析

実 習

予 備 日

社
会

薬
学

実
習 ※

定
量

分
析

実
習

13
03

･1
30

4

休 講

生
薬

学
実

習
36

03
・

36
04

予 備 日

生
化

学
実

習
33

03
・

33
04

35
03

・
35

04

予 備 日

生
命

物
理

化
学

実
習

36
03

・
36

04

開 校 記 念 日 振 替

前 期 試 験

追 再 試 験

予 備 日

有
機

合
成

実
習

14
03

･1
40

4

健
康

科
学

(選
択

)
予

備 日

有 機 分 析

実 習

予 備 日

社
会

薬
学

実
習 ※

建 国 記 念 の 日

医
薬

品
化

学
実

習
13

03
･1

30
4

予 備 日

有
機

分
析

実
習

14
03

･1
40

4

社
会

薬
学

実
習 ※

予 備 日

予
備 日

予 備 日

有
機

合
成

実
習

14
03

･1
40

4

ス ポ ー ツ の 日

後 期 試 験

生
命

物
理

化
学

実
習

36
03

・
36

04

水

健
康

診
断

予 備 日

生
化

学
実

習
33

03
・

33
04

35
03

・
35

04

予 備 日

予 備 日

北 里 研 究 所

創 立 記 念 日

有
機

合
成

実
習

14
03

･1
40

4

予 備 日

休 講

予
備 日

前 期 試 験

医
薬

品
化

学
実

習
13

03
･1

30
4

有 機 分 析

実 習

有
機

分
析

実
習

14
03

･1
40

4

社
会

薬
学

実
習 ※

予 備 日

定
量

分
析

実
習

13
03

･1
30

4

休 講

予
備 日

前 期 試 験

追 再 試 験

予
備 日

生
命

物
理

化
学

実
習

36
03

・
36

04

健 康 科 学健 康 科 学

生
薬

学
実

習
36

03
・

36
04

２
年

生
薬

学
科

成 人 の 日

海 の 日

前 期 試 験

後 期 試 験

予 備 日

白 金 祭 片 付

文 化 の 日 振 替

北 里 祭 片 付

健 康 科 学

元 日

後 期 試 験

A・
Bク

ラ
ス

週 曜 日
時 限

山 の 日 振 替

追 再 試 験

敬 老 の 日

秋 分 の 日 振 替

月
昭 和 の 日

こ ど も の 日 振 替

予
備 日

前 期 試 験

生 命 物 理

化 学 実 習

予 備 日

生 薬 学 実 習

生
化

学
実

習
33

03
・

33
04

35
03

・
35

04

予 備 日

天 皇 誕 生 日 振 替

予
備 日

医
薬

品
化

学
実

習
13

03
･1

30
4

予 備 日

ガ
イ

ダ
ン ス

定
量

分
析

実
習

13
03

･1
30

4
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２
０
２
４
年
度
　
薬
学
部
　
時
間
割

●
講

義
時

間
：

１
限

9:
15

～
10

:4
5、

２
限

10
:5

5～
12

:2
5、

３
限

13
:2

5～
14

:5
5、

４
限

15
:0

5～
16

:3
5、

５
限

16
:4

5～
18

:1
5

●
2年

生
の

講
義

は
、

22
01

講
義

室
で

行
う

（
英

語
Ｃ

Ⅰ
、

英
語

Ｃ
Ⅱ

、
初

級
太

極
拳

演
習

（
養

生
法

演
習

）
を

除
く

）
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

薬
学

統
計

学
病

態
評

価
学

生
薬

学
Ⅰ

生
命

物
理

化
学

Ⅱ

薬
と

仕
事

Ⅱ
化

学
療

法
学

Ⅰ
月

1
生

理
学

Ⅱ
分

析
科

学
Ⅱ

予
備

日

薬
理

学
Ⅰ

生
化

学
Ⅲ

微
生

物
学

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅲ

月
2

英
語

Ｃ
Ⅱ

32
01

・
32

02
・

33
01

・
33

02

英
語

Ｃ
Ⅰ

32
01

・
32

02
・

33
01

・
33

02
予

備
日

細
胞

生
物

学
(選

択
)　

オ
ン

デ
マ

ン
ド

分
析

科
学

Ⅰ
  

医
療

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

有
機

化
学

Ⅱ
  

薬
理

学
Ⅱ

生
化

学
Ⅱ

生
薬

学
Ⅱ

病
理

学
微

生
物

学
Ⅱ

生
命

物
理

化
学

Ⅰ
初

級
太

極
拳

演
習

(自
由

)
プ

ラ
チ

ナ
ア

リ
ー

ナ

…
選

択
科

目
※

次
の

科
目

の
日

程
・

実
習

室
等

の
詳

細
は

後
日

掲
示

す
る

。
「

英
語

Ｃ
Ⅰ

・
Ⅱ

」
「

社
会

薬
学

実
習

」

生
命

物
理

化
学

実
習

36
03

・
36

04

医
薬

品
化

学
実

習
13

03
･1

30
4

敬 老 の 日

秋 分 の 日 振 替

ス ポ ー ツ の 日

予 備 日

予 備 日

生
化

学
実

習
33

03
・

33
04

35
03

・
35

04

休 講

有
機

合
成

実
習

14
03

･1
40

4

生
化

学
実

習
33

03
・

33
04

35
03

・
35

04

追 再 試 験

予
備 日

有 機 合 成

実 習

予 備 日

白 金 祭 片 付

文 化 の 日 振 替

北 里 祭 片 付

生 化 学 実 習

生
命

物
理

化
学

実
習

36
03

・
36

04

予
備 日

建 国 記 念 の 日

後 期 試 験

成 人 の 日

追 再 試 験

生
薬

学
実

習
36

03
・

36
04

生
薬

学
実

習
36

03
・

36
04

生
薬

学
実

習
36

03
・

36
04

予 備 日

健 康 科 学

元 日

後 期 試 験後 期 試 験

予
備 日

予 備 日 予 備 日健 康 科 学

予
備 日

健 康 科 学

健
康

科
学

(選
択

)

日
こ ど も の 日

山 の 日

秋 分 の 日

北 里 祭 準 備

木

開 校 記 念 日 振 替

有
機

分
析

実
習

14
03

･1
40

4

医 薬 品 化 学

実 習

医 薬 品 化 学

実 習

白 金 祭白 金 祭 準 備

北 里 祭

生
命

物
理

化
学

実
習

36
03

・
36

04

休 講

生
化

学
実

習
33

03
・

33
04

35
03

・
35

04

予 備 日

有
機

合
成

実
習

14
03

･1
40

4

水
休 講

前 期 試 験

追 再 試 験

有
機

分
析

実
習

14
03

･1
40

4

医
薬

品
化

学
実

習
13

03
･1

30
4

医 薬 品 化 学

実 習

土
み ど り の 日

前 期 試 験

追 再 試 験

金

憲 法 記 念 日

前 期 試 験

追 再 試 験

定
量

分
析

実
習

13
03

･1
30

4

予
備 日

予 備 日

社
会

薬
学

実
習 ※

構
内

立
入

禁
止

白 金 祭

文 化 の 日

北 里 祭

予 備 日

球 技 大 会

春 分 の 日

予 備 日

予 備 日

前 期 試 験

追 再 試 験

後 期 試 験

定
量

分
析

実
習

13
03

･1
30

4

社
会

薬
学

実
習 ※

生
薬

学
実

習
36

03
・

36
04

後 期 試 験

構 内 立 入 禁 止

追 再 試 験

天 皇 誕 生 日

構 内 立 入 禁 止

勤 労 感 謝 の 日

構
内

立
入

禁
止

後 期 試 験

予 備 日予 備 日

ガ
イ

ダ
ン ス

前 期 試 験

火
休 講

前 期 試 験

追 再 試 験

北 里 研 究 所

創 立 記 念 日

有
機

分
析

実
習

14
03

･1
40

4

定
量

分
析

実
習

13
03

･1
30

4

社
会

薬
学

実
習 ※

予
備 日

生
命

物
理

化
学

実
習

36
03

・
36

04

予 備 日

予 備 日

予 備 日

予 備 日

有
機

合
成

実
習

14
03

･1
40

4

健
康

診
断

進 級 発 表

追 再 試 験

C・
Dク

ラ
ス

２
年

生
薬

学
科

天 皇 誕 生 日 振 替

予
備 日

追 再 試 験

週 曜 日
時 限

月
昭 和 の 日

こ ど も の 日 振 替

前 期 試 験

海 の 日
有

機
分

析
実

習
14

03
･1

40
4

予 備 日

予 備 日

医 薬 品 化 学

実 習

定
量

分
析

実
習

13
03

･1
30

4

社
会

薬
学

実
習 ※

予 備 日

山 の 日 振 替
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２
０
２
４
年
度
　
薬
学
部
　
時
間
割

●
講

義
時

間
：

１
限

9:
15

～
10

:4
5、

２
限

10
:5

5～
12

:2
5、

３
限

13
:2

5～
14

:5
5、

４
限

15
:0

5～
16

:3
5、

５
限

16
:4

5～
18

:1
5

●
2年

生
の

講
義

は
、

22
01

講
義

室
で

行
う

（
英

語
Ｃ

Ⅰ
、

英
語

Ｃ
Ⅱ

、
生

命
創

薬
科

学
Ⅰ

、
生

命
創

薬
科

学
Ⅱ

を
除

く
）

。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

薬
学

統
計

学
病

態
評

価
学

(選
択

)

生
薬

学
Ⅰ

生
命

物
理

化
学

Ⅱ

生
命

創
薬

科
学

Ⅰ
 1

20
2

化
学

療
法

学
Ⅰ

月
1

生
理

学
Ⅱ

分
析

科
学

Ⅱ
予

備
日

薬
理

学
Ⅰ

生
化

学
Ⅲ

微
生

物
学

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅲ

月
2

英
語

Ｃ
Ⅰ

32
01

・
32

02
・

33
01

・
33

02
予

備
日

細
胞

生
物

学
　

オ
ン

デ
マ

ン
ド

英
語

Ｃ
Ⅱ

32
01

・
32

02
・

33
01

・
33

02

分
析

科
学

Ⅰ
  

医
療

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

(選
択

)

有
機

化
学

Ⅱ
  

薬
理

学
Ⅱ

生
化

学
Ⅱ

生
薬

学
Ⅱ

病
理

学
(選

択
)

微
生

物
学

Ⅱ

生
命

物
理

化
学

Ⅰ
生

命
創

薬
科

学
Ⅱ

…
選

択
科

目
※

次
の

科
目

の
日

程
・

実
習

室
等

の
詳

細
は

後
日

掲
示

す
る

。
「

英
語

Ｃ
Ⅰ

・
Ⅱ

」
「

社
会

薬
学

実
習

」

追 再 試 験

追 再 試 験

土
み ど り の 日

前 期 試 験

追 再 試 験

白 金 祭

北 里 祭

勤 労 感 謝 の 日

構
内

立
入

禁
止

後 期 試 験

追 再 試 験

白 金 祭 準 備

北 里 祭 準 備

予 備 日

後 期 試 験

構 内 立 入 禁 止

金

憲 法 記 念 日

予 備 日

前 期 試 験

木

元 日
水

球 技 大 会

健
康

科
学

(選
択

)

天 皇 誕 生 日

構 内 立 入 禁 止

日
こ ど も の 日

山 の 日

秋 分 の 日

白 金 祭

文 化 の 日

北 里 祭

構
内

立
入

禁
止

春 分 の 日

医
薬

品
化

学
実

習
13

03
･1

30
4

有 機 分 析

実 習

有 機 分 析

実 習

予 備 日

社
会

薬
学

実
習 ※

定
量

分
析

実
習

13
03

･1
30

4

開 校 記 念 日 振 替

前 期 試 験

追 再 試 験

予 備 日

有
機

合
成

実
習

14
03

･1
40

4

生
命

物
理

化
学

実
習

36
03

・
36

04

後 期 試 験
休 講

生
薬

学
実

習
36

03
・

36
04

予 備 日

生
化

学
実

習
33

03
・

33
04

35
03

・
35

04

予 備 日

予
備 日

ガ
イ

ダ
ン ス

後 期 試 験

医
薬

品
化

学
実

習
13

03
･1

30
4

有 機 分 析

実 習

有
機

分
析

実
習

14
03

･1
40

4

社
会

薬
学

実
習 ※

予 備 日

定
量

分
析

実
習

13
03

･1
30

4

有
機

合
成

実
習

14
03

･1
40

4

予 備 日

生
命

物
理

化
学

実
習

36
03

・
36

04

休 講

生
薬

学
実

習
36

03
・

36
04

予 備 日

生
化

学
実

習
33

03
・

33
04

35
03

・
35

04

予 備 日健 康 科 学

後 期 試 験

成 人 の 日

海 の 日

前 期 試 験

予 備 日

有 機 分 析

実 習

予 備 日

生
化

学
実

習
33

03
・

33
04

35
03

・
35

04

予 備 日健 康 科 学

健
康

診
断

休 講

予
備 日

前 期 試 験

追 再 試 験

予
備 日

有
機

合
成

実
習

14
03

･1
40

4

予 備 日

生
命

物
理

化
学

実
習

36
03

・
36

04

予 備 日

北 里 研 究 所

創 立 記 念 日
生

薬
学

実
習

36
03

・
36

04

２
年

生
生

命
創

薬
科

学
科

建 国 記 念 の 日

医
薬

品
化

学
実

習
13

03
･1

30
4

予 備 日

有
機

分
析

実
習

14
03

･1
40

4

社
会

薬
学

実
習 ※

予 備 日

予
備 日

後 期 試 験

追 再 試 験

S1
・

S2
ク

ラ
ス

生 命 物 理

化 学 実 習

予 備 日

生 薬 学 実 習

生
化

学
実

習
33

03
・

33
04

35
03

・
35

04

予 備 日

天 皇 誕 生 日 振 替

文 化 の 日 振 替

北 里 祭 片 付

休 講

予
備 日

前 期 試 験

追 再 試 験

定
量

分
析

実
習

13
03

･1
30

4

予
備 日

社
会

薬
学

実
習 ※

定
量

分
析

実
習

13
03

･1
30

4

進 級 発 表

追 再 試 験

週 曜 日
時 限

山 の 日 振 替

追 再 試 験

敬 老 の 日

秋 分 の 日 振 替

月
昭 和 の 日

こ ど も の 日 振 替

予
備 日

前 期 試 験

医
薬

品
化

学
実

習
13

03
･1

30
4

予 備 日

有
機

合
成

実
習

14
03

･1
40

4

ス ポ ー ツ の 日

白 金 祭 片 付

健 康 科 学

火
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２
０
２
４
年
度
　
薬
学
部
　
時
間
割

●
講

義
時

間
：

１
限

9:
15

～
10

:4
5、

２
限

10
:5

5～
12

:2
5、

３
限

13
:2

5～
14

:5
5、

４
限

15
:0

5～
16

:3
5、

５
限

16
:4

5～
18

:1
5

●
2年

生
の

講
義

は
、

22
01

講
義

室
で

行
う

（
英

語
Ｃ

Ⅰ
、

英
語

Ｃ
Ⅱ

、
生

命
創

薬
科

学
Ⅰ

、
生

命
創

薬
科

学
Ⅱ

を
除

く
）

。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

薬
学

統
計

学
病

態
評

価
学

(選
択

)

生
薬

学
Ⅰ

生
命

物
理

化
学

Ⅱ

生
命

創
薬

科
学

Ⅰ
 1

20
2

化
学

療
法

学
Ⅰ

月
1

生
理

学
Ⅱ

分
析

科
学

Ⅱ
予

備
日

薬
理

学
Ⅰ

生
化

学
Ⅲ

微
生

物
学

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅲ

月
2

英
語

Ｃ
Ⅱ

32
01

・
32

02
・

33
01

・
33

02

英
語

Ｃ
Ⅰ

32
01

・
32

02
・

33
01

・
33

02
予

備
日

細
胞

生
物

学
　

オ
ン

デ
マ

ン
ド

分
析

科
学

Ⅰ
  

医
療

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

(選
択

)

有
機

化
学

Ⅱ
  

薬
理

学
Ⅱ

生
化

学
Ⅱ

生
薬

学
Ⅱ

病
理

学
(選

択
)

微
生

物
学

Ⅱ

生
命

物
理

化
学

Ⅰ
生

命
創

薬
科

学
Ⅱ

…
選

択
科

目
※

次
の

科
目

の
日

程
・

実
習

室
等

の
詳

細
は

後
日

掲
示

す
る

。
「

英
語

Ｃ
Ⅰ

・
Ⅱ

」
「

社
会

薬
学

実
習

」

追 再 試 験

追 再 試 験

土
み ど り の 日

前 期 試 験

追 再 試 験

白 金 祭

北 里 祭

勤 労 感 謝 の 日

構
内

立
入

禁
止

後 期 試 験

追 再 試 験

白 金 祭 準 備

北 里 祭 準 備

予 備 日

後 期 試 験

構 内 立 入 禁 止

金

憲 法 記 念 日

予 備 日

前 期 試 験

木

元 日
水

球 技 大 会

健
康

科
学

(選
択

)

天 皇 誕 生 日

構 内 立 入 禁 止

日
こ ど も の 日

山 の 日

秋 分 の 日

白 金 祭

文 化 の 日

北 里 祭

構
内

立
入

禁
止

春 分 の 日

有
機

分
析

実
習

14
03

･1
40

4

医 薬 品 化 学

実 習

医 薬 品 化 学

実 習

予 備 日

定
量

分
析

実
習

13
03

･1
30

4

社
会

薬
学

実
習 ※

開 校 記 念 日 振 替

前 期 試 験

追 再 試 験

予 備 日

生
命

物
理

化
学

実
習

36
03

・
36

04

有
機

合
成

実
習

14
03

･1
40

4

後 期 試 験
休 講

生
化

学
実

習
33

03
・

33
04

35
03

・
35

04

予 備 日

生
薬

学
実

習
36

03
・

36
04

予 備 日

予
備 日

ガ
イ

ダ
ン ス

後 期 試 験

有
機

分
析

実
習

14
03

･1
40

4

医 薬 品 化 学

実 習

医
薬

品
化

学
実

習
13

03
･1

30
4

定
量

分
析

実
習

13
03

･1
30

4

予 備 日

社
会

薬
学

実
習 ※

生
命

物
理

化
学

実
習

36
03

・
36

04

予 備 日

有
機

合
成

実
習

14
03

･1
40

4

休 講

生
化

学
実

習
33

03
・

33
04

35
03

・
35

04

予 備 日

生
薬

学
実

習
36

03
・

36
04

予 備 日健 康 科 学

後 期 試 験

成 人 の 日

海 の 日

前 期 試 験

予 備 日

医 薬 品 化 学

実 習

予 備 日

生
薬

学
実

習
36

03
・

36
04

予 備 日健 康 科 学

健
康

診
断

休 講

予
備 日

前 期 試 験

追 再 試 験

予
備 日

生
命

物
理

化
学

実
習

36
03

・
36

04

予 備 日

有
機

合
成

実
習

14
03

･1
40

4

予 備 日

北 里 研 究 所

創 立 記 念 日
生

化
学

実
習

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

２
年

生
生

命
創

薬
科

学
科

建 国 記 念 の 日

有
機

分
析

実
習

14
03

･1
40

4

予 備 日

医
薬

品
化

学
実

習
13

03
･1

30
4

定
量

分
析

実
習

13
03

･1
30

4

予 備 日

予
備 日

後 期 試 験

追 再 試 験

S3
・

S4
ク

ラ
ス

有 機 合 成

実 習

予 備 日

生 化 学 実 習

生
薬

学
実

習
36

03
・

36
04

予 備 日

天 皇 誕 生 日 振 替

文 化 の 日 振 替

北 里 祭 片 付

休 講

予
備 日

前 期 試 験

追 再 試 験

社
会

薬
学

実
習 ※

予
備 日

定
量

分
析

実
習

13
03

･1
30

4

社
会

薬
学

実
習 ※

進 級 発 表

追 再 試 験

週 曜 日
時 限

山 の 日 振 替

追 再 試 験

敬 老 の 日

秋 分 の 日 振 替

月
昭 和 の 日

こ ど も の 日 振 替

予
備 日

前 期 試 験

有
機

分
析

実
習

14
03

･1
40

4

予 備 日

生
命

物
理

化
学

実
習

36
03

・
36

04

ス ポ ー ツ の 日

白 金 祭 片 付

健 康 科 学

火
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２
０
２
４
年
度
　
薬
学
部
　
時
間
割

●
講

義
時

間
：

１
限

9:
15

～
10

:4
5、

２
限

10
:5

5～
12

:2
5、

３
限

13
:2

5～
14

:5
5、

４
限

15
:0

5～
16

:3
5、

５
限

16
:4

5～
18

:1
5

●
3年

生
の

講
義

は
、

22
02

講
義

室
で

行
う

（
薬

学
英

語
Ⅱ

を
除

く
）

。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

薬
物

治
療

学
Ⅰ

臨
床

医
学

概
論

Ⅱ
予

備
日

構
造

生
命

科
学

(選
択

)
生

物
薬

剤
学

予
備

日

衛
生

化
学

Ⅰ

薬
理

学
Ⅲ

化
学

療
法

学
Ⅱ

分
析

科
学

Ⅲ
疾

病
解

析
学

免
疫

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ

医
薬

品
構

造
学

Ⅰ
東

洋
医

学
概

論
月

1
臨

床
医

学
概

論
Ⅰ

臨
床

生
化

学
(選

択
)／

薬
学

英
語

Ⅱ
(選

択
) 3

20
1

月
2

臨
床

検
査

学
Ⅰ

調
剤

学

合
成

化
学

Ⅰ
臨

床
生

理
学

Ⅰ
(選

択
)

医
療

心
理

学
製

剤
学

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

合
成

化
学

Ⅱ

放
射

薬
品

学
衛

生
化

学
Ⅱ

ゲ
ノ

ム
医

学
地

域
医

療
薬

学
Ⅰ

物
理

薬
剤

学
Ⅰ

医
薬

品
構

造
学

Ⅱ
(選

択
)

…
選

択
科

目
※

次
の

科
目

の
日

程
・

実
習

室
等

の
詳

細
は

後
日

掲
示

す
る

。
「

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ａ
・

Ｂ
(選

択
)」

「
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ａ

・
Ｂ

(
選

択
)」

「
放

射
薬

品
学

実
習

(選
択

)」
「

薬
理

学
実

習
Ⅰ

・
Ⅱ

」

休 講

衛
生

化
学

実
習

34
03

・
34

04

衛
生

化
学

実
習

34
03

・
34

04

予 備 日

公
衆

衛
生

学
実

習
13

03
･1

30
4

予 備 日

公
衆

衛
生

学
実

習
13

03
･1

30
4

公
衆

衛
生

学
実

習
13

03
･1

30
4 予 備 日

天 皇 誕 生 日

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
33

03
・

33
04

物
理

薬
剤

学
実

習
34

03
・

34
04

・
36

03
・

36
04

物
理

薬
剤

学
実

習
34

03
・

34
04

・
36

03
・

36
04

後 期 試 験

構 内 立 入 禁 止

建 国 記 念 の 日

予 備 日

予 備 日

薬
理

学
実

習
Ⅰ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

予 備 日

薬
理

学
実

習
Ⅱ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

予 備 日

追 再 試 験

北 里 研 究 所

創 立 記 念 日

後 期 試 験

追 再 試 験

白 金 祭 準 備

北 里 祭 準 備

予 備 日

後 期 試 験

構 内 立 入 禁 止

前 期 試 験

追 再 試 験

日
こ ど も の 日

山 の 日

秋 分 の 日

白 金 祭

文 化 の 日

北 里 祭

構
内

立
入

禁
止

土
み ど り の 日

前 期 試 験

追 再 試 験

白 金 祭

北 里 祭

勤 労 感 謝 の 日

構
内

立
入

禁
止

球 技 大 会

火
休 講

予
備 日

前 期 試 験

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
33

03
・

33
04

予 備 日

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
33

03
・

33
04

予 備 日

水
休 講

予
備 日

健
康

診
断

ガ
イ

ダ
ン ス

前 期 試 験

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

金木

開 校 記 念 日 振 替

予
備 日

前 期 試 験

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

憲 法 記 念 日

予 備 日

週 曜 日
時 限

海 の 日

前 期 試 験

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

山 の 日 振 替

追 再 試 験

敬 老 の 日

月
昭 和 の 日

こ ど も の 日 振 替

予 備 日

前 期 試 験

薬
理

学
実

習
Ⅰ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

薬 理 学 実 習

Ⅱ

予 備 日

秋 分 の 日 振 替

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

物
理

薬
剤

学
実

習
34

03
・

34
04

・
36

03
・

36
04

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
33

03
・

33
04

3年
生

追 再 試 験

予
備 日

臨
床

医
学

概
論

Ⅱ

予 備 日

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
33

03
・

33
04

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
33

03
・

33
04

予 備 日

薬
理

学
実

習
Ⅰ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

薬
理

学
実

習
Ⅱ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

休 講

追 再 試 験

予
備 日

薬
理

学
実

習
Ⅰ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

予 備 日

予 備 日

薬
理

学
実

習
Ⅱ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

衛
生

化
学

実
習

34
03

・
34

04

春 分 の 日

後 期 試 験

元 日

後 期 試 験

追 再 試 験

進 級 発 表

追 再 試 験

薬
学

科

追 再 試 験

公
衆

衛
生

学
実

習
13

03
･1

30
4

予
備 日

衛 生 化 学

実 習

ス ポ ー ツ の 日

白 金 祭 片 付

文 化 の 日 振 替

北 里 祭 片 付

後 期 試 験

A・
Bク

ラ
ス

成 人 の 日

天 皇 誕 生 日 振 替
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２
０
２
４
年
度
　
薬
学
部
　
時
間
割

●
講

義
時

間
：

１
限

9:
15

～
10

:4
5、

２
限

10
:5

5～
12

:2
5、

３
限

13
:2

5～
14

:5
5、

４
限

15
:0

5～
16

:3
5、

５
限

16
:4

5～
18

:1
5

●
3年

生
の

講
義

は
、

22
02

講
義

室
で

行
う

（
薬

学
英

語
Ⅱ

を
除

く
）

。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

薬
物

治
療

学
Ⅰ

臨
床

医
学

概
論

Ⅱ
予

備
日

構
造

生
命

科
学

(選
択

)
生

物
薬

剤
学

予
備

日

衛
生

化
学

Ⅰ

薬
理

学
Ⅲ

化
学

療
法

学
Ⅱ

分
析

科
学

Ⅲ
疾

病
解

析
学

免
疫

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ

医
薬

品
構

造
学

Ⅰ
東

洋
医

学
概

論
月

1
臨

床
医

学
概

論
Ⅰ

臨
床

生
化

学
(選

択
)／

薬
学

英
語

Ⅱ
(選

択
) 3

20
1

月
2

臨
床

検
査

学
Ⅰ

調
剤

学

合
成

化
学

Ⅰ
臨

床
生

理
学

Ⅰ
(選

択
)

医
療

心
理

学
製

剤
学

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

合
成

化
学

Ⅱ

放
射

薬
品

学
衛

生
化

学
Ⅱ

ゲ
ノ

ム
医

学
地

域
医

療
薬

学
Ⅰ

物
理

薬
剤

学
Ⅰ

医
薬

品
構

造
学

Ⅱ
(選

択
)

…
選

択
科

目
※

次
の

科
目

の
日

程
・

実
習

室
等

の
詳

細
は

後
日

掲
示

す
る

。
「

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ａ
・

Ｂ
(選

択
)」

「
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ａ

・
Ｂ

(
選

択
)」

「
放

射
薬

品
学

実
習

(選
択

)」
「

薬
理

学
実

習
Ⅰ

・
Ⅱ

」

追 再 試 験

予 備 日

予
備 日

公 衆 衛 生

学 実 習

建 国 記 念 の 日

後 期 試 験

白 金 祭 片 付

文 化 の 日 振 替

北 里 祭 片 付

臨
床

医
学

概
論

Ⅱ

天 皇 誕 生 日

物
理

薬
剤

学
実

習
34

03
・

34
04

・
36

03
・

36
04

物
理

薬
剤

学
実

習
34

03
・

34
04

・
36

03
・

36
04

物
理

薬
剤

学
実

習
34

03
・

34
04

・
36

03
・

36
04

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
33

03
・

33
04

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
33

03
・

33
04

北 里 祭

勤 労 感 謝 の 日

構
内

立
入

禁
止

後 期 試 験

構 内 立 入 禁 止

元 日

後 期 試 験

予 備 日

予 備 日

予 備 日

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
33

03
・

33
04

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

予
備 日 予
備 日 予 備 日

薬
理

学
実

習
Ⅱ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

予 備 日

予 備 日

水
休 講

前 期 試 験

追 再 試 験

火
休 講

薬
理

学
実

習
Ⅰ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

薬
理

学
実

習
Ⅰ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

予 備 日

予 備 日

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
33

03
・

33
04

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
33

03
・

33
04

前 期 試 験

追 再 試 験

予
備 日

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

健
康

診
断

ガ
イ

ダ
ン ス

日
こ ど も の 日

山 の 日

秋 分 の 日

北 里 祭 準 備

後 期 試 験

構 内 立 入 禁 止

白 金 祭

球 技 大 会

構
内

立
入

禁
止

文 化 の 日

北 里 祭

予 備 日

土
み ど り の 日

前 期 試 験

追 再 試 験

白 金 祭

金

憲 法 記 念 日

前 期 試 験

追 再 試 験

白 金 祭 準 備

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

春 分 の 日

予 備 日

予 備 日

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
33

03
・

33
04

木

開 校 記 念 日 振 替

前 期 試 験

追 再 試 験

後 期 試 験

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

薬
理

学
実

習
Ⅰ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

薬
理

学
実

習
Ⅱ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

予
備 日

予 備 日

休 講

公
衆

衛
生

学
実

習
13

03
･1

30
4

衛
生

化
学

実
習

34
03

・
34

04

薬
理

学
実

習
Ⅰ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

薬 理 学 実 習

Ⅱ

薬
理

学
実

習
Ⅱ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

追 再 試 験

休 講

公
衆

衛
生

学
実

習
13

03
･1

30
4

公
衆

衛
生

学
実

習
13

03
･1

30
4

衛
生

化
学

実
習

34
03

・
34

04衛
生

化
学

実
習

34
03

・
34

04

衛
生

化
学

実
習

34
03

・
34

04

予
備 日 予 備 日

予 備 日

北 里 研 究 所

創 立 記 念 日

予 備 日

追 再 試 験

進 級 発 表

追 再 試 験

Ｃ
・

Ｄ
ク

ラ
ス

週 曜 日
時 限

月
昭 和 の 日

こ ど も の 日 振 替

前 期 試 験

海 の 日

予 備 日

3年
生

薬
学

科

後 期 試 験

成 人 の 日

天 皇 誕 生 日 振 替

前 期 試 験

山 の 日 振 替

追 再 試 験

敬 老 の 日

秋 分 の 日 振 替

ス ポ ー ツ の 日

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※
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２
０
２
４
年
度
　
薬
学
部
　
時
間
割

●
講

義
時

間
：

１
限

9:
15

～
10

:4
5、

２
限

10
:5

5～
12

:2
5、

３
限

13
:2

5～
14

:5
5、

４
限

15
:0

5～
16

:3
5、

５
限

16
:4

5～
18

:1
5

●
3年

生
の

講
義

は
、

22
02

講
義

室
で

行
う

（
薬

学
英

語
Ⅰ

、
創

薬
情

報
科

学
、

理
論

分
子

設
計

学
、

薬
学

英
語

Ⅱ
を

除
く

）
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

薬
物

治
療

学
Ⅰ

(選
択

)
臨

床
医

学
概

論
Ⅱ

(選
択

)
予

備
日

構
造

生
命

科
学

生
物

薬
剤

学
(選

択
)

予
備

日

衛
生

化
学

Ⅰ

薬
理

学
Ⅲ

化
学

療
法

学
Ⅱ

生
命

創
薬

科
学

卒
業

特
別

演
習

／
実

習

分
析

科
学

Ⅲ
疾

病
解

析
学

（
選

択
）

免
疫

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
（

選
択

）

生
命

創
薬

科
学

卒
業

特
別

演
習

／
実

習

医
薬

品
構

造
学

Ⅰ
東

洋
医

学
概

論
(選

択
)/

理
論

分
子

設
計

学
(選

択
) 

月
1

臨
床

医
学

概
論

Ⅰ
(選

択
)／

薬
学

英
語

Ⅰ
(選

択
) 

臨
床

生
化

学
(選

択
)／

薬
学

英
語

Ⅱ
(選

択
) 3

20
1

月
2

生
命

創
薬

科
学

卒
業

特
別

演
習

／
実

習

創
薬

情
報

科
学

 1
20

2
調

剤
学

(選
択

)

合
成

化
学

Ⅰ
臨

床
生

理
学

Ⅰ
（

選
択

）
／

創
薬

化
学

（
選

択
）

生
命

創
薬

卒
業

特
別

演
習

/実
習

医
療

心
理

学
（

選
択

）
製

剤
学

（
選

択
）

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

合
成

化
学

Ⅱ

放
射

薬
品

学
衛

生
化

学
Ⅱ

ゲ
ノ

ム
医

学
地

域
医

療
薬

学
Ⅰ

（
選

択
）

物
理

薬
剤

学
Ⅰ

（
選

択
）

医
薬

品
構

造
学

Ⅱ
（

選
択

）
生

命
創

薬
科

学
卒

業
特

別
演

習
／

実
習

生
命

創
薬

科
学

卒
業

特
別

演
習

／
実

習

…
選

択
科

目
※

次
の

科
目

の
日

程
・

実
習

室
等

の
詳

細
は

後
日

掲
示

す
る

。
「

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ａ
・

Ｂ
」

「
放

射
薬

品
学

実
習

(選
択

)」
「

薬
理

学
実

習
Ⅰ

・
Ⅱ

」

追 再 試 験

衛
生

化
学

実
習

34
03

・
34

04

予
備 日

公
衆

衛
生

学
実

習
13

03
･1

30
4

北 里 研 究 所

創 立 記 念 日

衛 生 化 学

実 習

衛
生

化
学

実
習

34
03

・
34

04

予 備 日

公
衆

衛
生

学
実

習
13

03
･1

30
4

予 備 日

臨
床

医
学

概
論

Ⅱ

後 期 試 験

公
衆

衛
生

学
実

習
13

03
･1

30
4

衛
生

化
学

実
習

34
03

・
34

04

予 備 日

公
衆

衛
生

学
実

習
13

03
･1

30
4

予 備 日

白 金 祭 片 付

文 化 の 日 振 替

北 里 祭 片 付

追 再 試 験

天 皇 誕 生 日

構 内 立 入 禁 止

日
こ ど も の 日

山 の 日

秋 分 の 日

白 金 祭

文 化 の 日

北 里 祭

構
内

立
入

禁
止

球 技 大 会

土
み ど り の 日

前 期 試 験

追 再 試 験

白 金 祭

北 里 祭

勤 労 感 謝 の 日

構
内

立
入

禁
止

後 期 試 験

追 再 試 験

白 金 祭 準 備

北 里 祭 準 備

予 備 日

後 期 試 験

構 内 立 入 禁 止

金

憲 法 記 念 日

予 備 日

前 期 試 験

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

木

開 校 記 念 日 振 替

予
備 日

前 期 試 験

追 再 試 験

予
備 日

春 分 の 日

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
33

03
・

33
04

予 備 日

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
33

03
・

33
04

物
理

薬
剤

学
実

習
34

03
・

34
04

・
36

03
・

36
04

予 備 日

薬
理

学
実

習
Ⅰ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

薬
理

学
実

習
Ⅱ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

追 再 試 験

予
備 日

後 期 試 験

元 日

後 期 試 験

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
33

03
・

33
04

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
33

03
・

33
04

休 講 休 講

予
備 日

健
康

診
断

ガ
イ

ダ
ン ス

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
33

03
・

33
04

予 備 日

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
33

03
・

33
04

予 備 日

物
理

薬
剤

学
実

習
34

03
・

34
04

・
36

03
・

36
04

休 講
水

3年
生

生
命

創
薬

科
学

科

前 期 試 験

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

薬
理

学
実

習
Ⅰ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

予 備 日

薬
理

学
実

習
Ⅱ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

後 期 試 験

建 国 記 念 の 日

薬
理

学
実

習
Ⅰ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

予 備 日

薬
理

学
実

習
Ⅱ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

予 備 日

追 再 試 験

追 再 試 験

S1
・

S2
ク

ラ
ス

成 人 の 日

天 皇 誕 生 日 振 替

前 期 試 験

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

予
備 日

火
休 講

進 級 発 表

追 再 試 験

薬 理 学 実 習

Ⅱ

予 備 日

秋 分 の 日 振 替

ス ポ ー ツ の 日

予 備 日

週 曜 日
時 限

海 の 日

前 期 試 験

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

山 の 日 振 替

追 再 試 験

敬 老 の 日

月
昭 和 の 日

こ ど も の 日 振 替

予 備 日

前 期 試 験

薬
理

学
実

習
Ⅰ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

物
理

薬
剤

学
実

習
34

03
・

34
04

・
36

03
・

36
04

予 備 日
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２
０
２
４
年
度
　
薬
学
部
　
時
間
割

●
講

義
時

間
：

１
限

9:
15

～
10

:4
5、

２
限

10
:5

5～
12

:2
5、

３
限

13
:2

5～
14

:5
5、

４
限

15
:0

5～
16

:3
5、

５
限

16
:4

5～
18

:1
5

●
3年

生
の

講
義

は
、

22
02

講
義

室
で

行
う

（
薬

学
英

語
Ⅰ

、
創

薬
情

報
科

学
、

理
論

分
子

設
計

学
、

薬
学

英
語

Ⅱ
を

除
く

）
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

薬
物

治
療

学
Ⅰ

（
選

択
）

臨
床

医
学

概
論

Ⅱ
(選

択
)

予
備

日

構
造

生
命

科
学

生
物

薬
剤

学
(選

択
)

予
備

日

衛
生

化
学

Ⅰ

薬
理

学
Ⅲ

化
学

療
法

学
Ⅱ

生
命

創
薬

科
学

卒
業

特
別

演
習

／
実

習

分
析

科
学

Ⅲ
疾

病
解

析
学

（
選

択
）

免
疫

学
薬

物
治

療
学

Ⅱ
（

選
択

）

生
命

創
薬

科
学

卒
業

特
別

演
習

／
実

習

医
薬

品
構

造
学

Ⅰ
東

洋
医

学
概

論
(選

択
)/

理
論

分
子

設
計

学
(選

択
) 

月
1

臨
床

医
学

概
論

Ⅰ
(選

択
)／

薬
学

英
語

Ⅰ
(選

択
) 

臨
床

生
化

学
(選

択
)／

薬
学

英
語

Ⅱ
(選

択
) 3

20
1

月
2

生
命

創
薬

科
学

卒
業

特
別

演
習

／
実

習

創
薬

情
報

科
学

 1
20

2
調

剤
学

（
選

択
）

合
成

化
学

Ⅰ
臨

床
生

理
学

Ⅰ
（

選
択

）
／

創
薬

化
学

（
選

択
）

生
命

創
薬

卒
業

特
別

演
習

/実
習

医
療

心
理

学
（

選
択

）
製

剤
学

（
選

択
）

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

合
成

化
学

Ⅱ

放
射

薬
品

学
衛

生
化

学
Ⅱ

ゲ
ノ

ム
医

学
地

域
医

療
薬

学
Ⅰ

（
選

択
）

物
理

薬
剤

学
Ⅰ

（
選

択
）

医
薬

品
構

造
学

Ⅱ
（

選
択

）
生

命
創

薬
科

学
卒

業
特

別
演

習
／

実
習

生
命

創
薬

科
学

卒
業

特
別

演
習

／
実

習

…
選

択
科

目
※

次
の

科
目

の
日

程
・

実
習

室
等

の
詳

細
は

後
日

掲
示

す
る

。
「

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ａ
・

Ｂ
」

「
放

射
薬

品
学

実
習

(選
択

)」
「

薬
理

学
実

習
Ⅰ

・
Ⅱ

」

勤 労 感 謝 の 日

構
内

立
入

禁
止

天 皇 誕 生 日

構 内 立 入 禁 止

後 期 試 験

公
衆

衛
生

学
実

習
13

03
･1

30
4白 金 祭 片 付

文 化 の 日 振 替

北 里 祭 片 付

予 備 日

予
備 日

公 衆 衛 生

学 実 習

衛
生

化
学

実
習

34
03

・
34

04

予
備 日

衛
生

化
学

実
習

34
03

・
34

04

ス ポ ー ツ の 日

後 期 試 験

構 内 立 入 禁 止

追 再 試 験

休 講

公
衆

衛
生

学
実

習
13

03
･1

30
4

予 備 日

衛
生

化
学

実
習

34
03

・
34

04

構
内

立
入

禁
止

予 備 日

金

憲 法 記 念 日

予 備 日

前 期 試 験

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

追 再 試 験

白 金 祭 準 備

北 里 祭 準 備

日
こ ど も の 日

山 の 日

秋 分 の 日

白 金 祭

文 化 の 日

北 里 祭

球 技 大 会

土
み ど り の 日

前 期 試 験

追 再 試 験

白 金 祭

北 里 祭

春 分 の 日

物
理

薬
剤

学
実

習
34

03
・

34
04

・
36

03
・

36
04

予 備 日

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
33

03
・

33
04

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
33

03
・

33
04

予 備 日

薬
理

学
実

習
Ⅰ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

薬
理

学
実

習
Ⅱ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

追 再 試 験

予
備 日

後 期 試 験

予 備 日

予
備 日

前 期 試 験

開 校 記 念 日 振 替

追 再 試 験

休 講

公
衆

衛
生

学
実

習
13

03
･1

30
4

予 備 日

衛
生

化
学

実
習

34
03

・
34

04

予 備 日

北 里 研 究 所

創 立 記 念 日

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
33

03
・

33
04

予 備 日

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
33

03
・

33
04

予 備 日

追 再 試 験

元 日

後 期 試 験

臨
床

医
学

概
論

Ⅱ

木

3年
生

生
命

創
薬

科
学

科

前 期 試 験

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

薬
理

学
実

習
Ⅰ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

予 備 日

薬
理

学
実

習
Ⅱ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

後 期 試 験

建 国 記 念 の 日

薬
理

学
実

習
Ⅰ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

予 備 日

薬
理

学
実

習
Ⅱ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

予 備 日

追 再 試 験

追 再 試 験

追 再 試 験

S3
・

S4
ク

ラ
ス

成 人 の 日

物
理

薬
剤

学
実

習
34

03
・

34
04

・
36

03
・

36
04

物
理

薬
剤

学
実

習
34

03
・

34
04

・
36

03
・

36
04

天 皇 誕 生 日 振 替

薬 理 学 実 習

Ⅱ

前 期 試 験

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

進 級 発 表

秋 分 の 日 振 替

追 再 試 験

敬 老 の 日

月
昭 和 の 日

こ ど も の 日 振 替

予 備 日

前 期 試 験

薬
理

学
実

習
Ⅰ

33
03

・
33

04
35

03
・

35
04

後 期 試 験

予 備 日

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
33

03
・

33
04

ガ
イ

ダ
ン ス健
康

診
断

週 曜 日
時 限

海 の 日

前 期 試 験

放
射

薬
品

学
実

習
(選

択
)

※

山 の 日 振 替

予
備 日

予 備 日

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
33

03
・

33
04

火
休 講

水

予
備 日

休 講
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２
０
２
４
年
度
　
薬
学
部
　
時
間
割

●
講

義
時

間
：

１
限

9:
15

～
10

:4
5、

２
限

10
:5

5～
12

:2
5、

３
限

13
:2

5～
14

:5
5、

４
限

15
:0

5～
16

:3
5、

５
限

16
:4

5～
18

:1
5

●
4年

生
の

講
義

は
、

23
01

講
義

室
で

行
う

（
薬

品
製

造
化

学
、

創
薬

化
学

、
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒

学
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
論

を
除

く
）

。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

臨
床

医
学

概
論

Ⅲ
予

備
日

薬
局

実
習

①
薬

物
速

度
論

医
療

倫
理

学

薬
学

卒
業

特
別

実
習

薬
物

治
療

学
Ⅲ

薬
物

治
療

学
Ⅳ

薬
事

関
係

法
規

地
域

医
療

薬
学

Ⅲ
病

院
・

薬
局

事
前

実
習

／
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

実
習

病
院

・
薬

局
事

前
実

習
／

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅰ

・
Ⅱ

※
2 

薬
局

実
習

①
と

並
行

実
施

薬
学

卒
業

特
別

実
習

臨
床

栄
養

学
（

選
択

）
地

域
医

療
薬

学
Ⅱ

※
2 

薬
局

実
習

①
と

並
行

実
施

薬
学

卒
業

特
別

実
習

看
護

学
（

選
択

）
医

薬
品

化
学

病
院

・
薬

局
事

前
実

習
／

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

習

薬
学

卒
業

特
別

実
習

健
康

食
品

論
（

選
択

）
薬

物
医

療
薬

学
安

全
医

薬
品

情
報

学
毒

学
公

衆
衛

生
学

Ⅱ
シ

ョ
ン

ン
論

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅰ

薬
学

卒
業

特
別

実
習

薬
学

卒
業

特
別

実
習

…
選

択
科

目
※

次
の

科
目

の
日

程
・

実
習

室
等

の
詳

細
は

後
日

掲
示

す
る

。
「

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

習
」

「
病

院
・

薬
局

実
習

事
前

実
習

」
「

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅰ

・
Ⅱ

」
「

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｃ
・

D(
選

択
)」

「
医

療
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
Ｃ

・
Ｄ

(選
択

)」

薬
局

実
習

①

薬
局

実
習

①

建 国 記 念 の 日

前 期 試 験

海 の 日

性
学

Ⅱ

医
薬

関
連

制
度

救
急

治
療

・
臨

床
中

（
選

択
）

 3
20

2

予 備 日

動
態

学
臨

床

春 分 の 日

薬
局

実
習

①
北 里 研 究 所

創 立 記 念 日

元 日

天 皇 誕 生 日 振 替

追 再 試 験 ※
2 追 再 試 験 ※
2

進 級 発 表

追 再 試 験

対
策

講
習

会

予
防

接
種

天 皇 誕 生 日

模 擬 試 験

火 水 木 金 土

後 期 試 験後 期 試 験後 期 試 験

予
備 日

臨
床

生
理

学
Ⅱ

（
選

択
）

薬
品

製
造

化
学

（
選

択
）

 1
20

3

予
備 日

予
備 日 予
備 日 予
備 日

み ど り の 日憲 法 記 念 日

文 化 の 日

北 里 祭

医
薬

品

勤 労 感 謝 の 日

構
内

立
入

禁
止

対
策

講
習

会

追 再 試 験

予
備 日

敬 老 の 日
薬

物

前 期 試 験

構 内 立 入 禁 止

前 期 試 験

本 試 験

追 再 試 験

病
院

・
薬

局
事

前
実

習
／

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅰ

・
Ⅱ

病
院

・
薬

局
事

前
実

習
／

薬
物

治
療

学
演

習
Ⅰ

・
Ⅱ

予
防

接
種

予
防

接
種

予
防

接
種

予
防

接
種

予
防

接
種

対
策

講
習

会
追 再 試 験

臨 床 検 査 技 師

実 技 講 習 会

日
こ ど も の 日

山 の 日

秋 分 の 日

白 金 祭白 金 祭 準 備

北 里 祭 準 備

追 再 試 験

臨
床

試
験

総
論

(選
択

)/
創

薬
化

学
(選

択
) 1

20
2

球 技 大 会

追 再 試 験

前 期 試 験

白 金 祭

北 里 祭

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

（
選

択
）

予
防

接
種

予
防

接
種

予
防

接
種予 備 日

採
血

構 内 立 入 禁 止構 内 立 入 禁 止

開 校 記 念 日 振 替

前 期 試 験

追 再 試 験

休 講

追 再 試 験 追 再 試 験

休 講

前 期 試 験 前 期 試 験
局

事
前

実
習

／
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

実
習

後 期 試 験

本 試 験

体 験 受 験

山 の 日 振 替

追 再 試 験

病
院

・
薬

CB
T対

策
講

習
会

後 期 試 験
予

防
接

種

薬
局

実
習

①

薬
局

実
習

①

こ ど も の 日 振 替

ガ
イ

ダ
ン

ス

健
康

診
断

模
擬

試
験

薬
学

科

週 曜 日
時 限

4年
生

後 期 試 験

成 人 の 日

白 金 祭 片 付

病
院

･薬
局

事
前

実
習

/

秋 分 の 日 振 替

ス ポ ー ツ の 日

月
病

院
・

薬
局

事
前

実
習

／
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

実
習

治
療

学
演

習
Ⅰ

・
Ⅱ

文 化 の 日 振 替

北 里 祭 片 付

昭 和 の 日
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２
０
２
４
年
度
　
薬
学
部
　
時
間
割

●
講

義
時

間
：

１
限

9:
15

～
10

:4
5、

２
限

10
:5

5～
12

:2
5、

３
限

13
:2

5～
14

:5
5、

４
限

15
:0

5～
16

:3
5、

５
限

16
:4

5～
18

:1
5

●
4年

生
の

講
義

は
、

23
01

講
義

室
で

行
う

（
薬

事
行

政
、

臨
床

病
理

学
、

臨
床

統
計

学
、

生
薬

・
東

洋
医

学
精

説
、

ケ
ミ

カ
ル

バ
イ

オ
ロ

ジ
ー

論
、

香
粧

品
学

、
感

染
制

御
学

、
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

、
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒

学
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
論

を
除

く
）

。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

薬
事

行
政

 1
50

1
予

備
日

薬
物

速
度

論
(選

択
)／

臨
床

病
理

学
(選

択
) 3

30
2

医
療

倫
理

学
臨

床
統

計
学

（
選

択
）

 3
30

2

生
命

創
薬

科
学

特
別

演
習

／
生

命
創

薬
科

学
卒

業
特

別
実

習

薬
物

治
療

学
Ⅲ

（
選

択
）

薬
物

治
療

学
Ⅳ

(選
択

)
薬

事
関

係
法

規
地

域
医

療
薬

学
Ⅲ

(選
択

)
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

(選
択

)
予

備
日

生
命

創
薬

科
学

特
別

演
習

／
生

命
創

薬
科

学
卒

業
特

別
実

習

臨
床

栄
養

学
（

選
択

）
地

域
医

療
薬

学
Ⅱ

（
選

択
）

生
命

創
薬

科
学

特
別

演
習

／
生

命
創

薬
科

学
卒

業
特

別
実

習

看
護

学
（

選
択

）
医

薬
品

化
学

（
選

択
）

予
備

日

生
命

創
薬

科
学

特
別

演
習

／
生

命
創

薬
科

学
卒

業
特

別
実

習

健
康

食
品

論
（

選
択

）
臨

床
薬

物
動

態
学

(選
択

)
臨

床
薬

物
動

態
学

(選
択

)
医

療
薬

学
（

選
択

）
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅱ
(選

択
)

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅱ

(選
択

)
医

薬
品

情
報

学
（

選
択

）
毒

学
公

衆
衛

生
学

Ⅱ
（

選
択

）
シ

ョ
ン

論
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅰ
（

選
択

）
生

命
創

薬
科

学
特

別
演

習
／

生
命

創
薬

科
学

卒
業

特
別

実
習

生
命

創
薬

科
学

特
別

演
習

／
生

命
創

薬
科

学
卒

業
特

別
実

習

…
選

択
科

目

（
選

択
）

 3
20

2
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
（

選
択

）

予 備 日

天 皇 誕 生 日 振 替

北 里 研 究 所

創 立 記 念 日

予
備 日

後 期 試 験

建 国 記 念 の 日

追 再 試 験

日
こ ど も の 日

山 の 日

後 期 試 験

白 金 祭 準 備

北 里 祭 準 備

予 備 日

医
薬

品
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
(選

択
) 

木

開 校 記 念 日 振 替

秋 分 の 日

球 技 大 会

予
備 日

前 期 試 験

後 期 試 験

救
急

治
療

・
臨

床
中

4年
生

敬 老 の 日

前 期 試 験

追 再 試 験
感

染
制

御
学

（
選

択
）

 3
30

2

追 再 試 験

予
備 日

生
命

創
薬

科
学

科

元 日

学 位 記 授 与 式

追 再 試 験

ス ポ ー ツ の 日

白 金 祭 片 付

文 化 の 日 振 替

北 里 祭 片 付

後 期 試 験

成 人 の 日

週 曜 日
時 限

医
薬

関
連

制
度

予
備 日

月
昭 和 の 日

こ ど も の 日 振 替

秋 分 の 日 振 替

前 期 試 験

海 の 日

前 期 試 験

山 の 日 振 替

追 再 試 験

ガ
イ

ダ
ン

ス

火
休 講

後 期 試 験

水
休 講

予
備 日

前 期 試 験

追 再 試 験

臨
床

生
理

学
Ⅱ

(選
択

)
予

備 日
薬

品
製

造
化

学
(選

択
)

生
薬

・
東

洋
医

学
精

説
（

選
択

）

香
粧

品
学

（
選

択
）

 3
30

2

健
康

診
断

春 分 の 日

卒 業 発 表

土

み ど り の 日

前 期 試 験

追 再 試 験

金

憲 法 記 念 日

予 備 日

前 期 試 験

追 再 試 験

臨
床

試
験

総
論

（
選

択
）

追 再 試 験

追 再 試 験

卒 業 研 究 発 表 会

構 内 立 入 禁 止

天 皇 誕 生 日

構 内 立 入 禁 止

白 金 祭

北 里 祭

白 金 祭

文 化 の 日

北 里 祭

後 期 試 験

構
内

立
入

禁
止

勤 労 感 謝 の 日

構
内

立
入

禁
止
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２
０
２
４
年
度
　
薬
学
部
　
時
間
割

●
講

義
時

間
：

１
限

9:
15

～
10

:4
5、

２
限

10
:5

5～
12

:2
5、

３
限

13
:2

5～
14

:5
5、

４
限

15
:0

5～
16

:3
5、

５
限

16
:4

5～
18

:1
5

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

実
習

臨
床

統
計

学
（

選
択

）
 3

30
2

予
備

日

薬
学

卒
業

特
別

実
習

実
習

ケ
ミ

カ
ル

バ
イ

オ
ロ

ジ
ー

論
(選

択
)

予
備

日

薬
学

卒
業

特
別

実
習

実
習

薬
学

卒
業

特
別

実
習

実
習

予
備

日

薬
学

卒
業

特
別

実
習

実
習

薬
学

卒
業

特
別

実
習

実
習

※
1 

漢
方

調
剤

薬
局

実
務

実
習

薬
学

卒
業

特
別

実
習

実
習

…
選

択
科

目
※

「
薬

事
行

政
」

は
6年

次
に

履
修

す
る

。
※

「
薬

学
卒

業
特

別
実

習
」

は
「

病
院

・
薬

局
実

習
」

及
び

履
修

し
て

い
る

選
択

科
目

の
開

講
時

間
外

に
配

属
先

教
室

で
実

施
す

る
（

指
導

教
授

に
確

認
す

る
こ

と
）

。
※

「
実

践
薬

学
概

論
」

の
実

施
日

程
等

の
詳

細
は

後
日

掲
示

す
る

。

5年
生

薬
学

科

週 曜 日
時 限

火
休 講

北 里 研 究 所

創 立 記 念 日

秋 分 の 日 振 替

ス ポ ー ツ の 日

白 金 祭 片 付

文 化 の 日 振 替

北 里 祭 片 付

海 の 日

山 の 日 振 替

敬 老 の 日

月
昭 和 の 日

保
険

薬
局

実
習

①
保

険
薬

局
実

習
②

・
病

院
実

習
①

こ ど も の 日 振 替

保
険

薬
局

実
習

③
・

病
院

実
習

②

進 級 発 表

医
療

薬
学

英
語

（
選

択
）

水
休 講

香
粧

品
学

（
選

択
）

 3
30

2

感
染

制
御

学
（

選
択

）
 3

30
2

保
険

薬
局

実
習

①
保

険
薬

局
実

習
②

・
病

院
実

習
①

健
康

診
断

ガ
イ

ダ
ン

ス

予
防

接
種

予
防

接
種

金
憲 法 記 念 日

春 分 の 日

木
開 校 記 念 日 振 替

医
薬

品
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
(選

択
) 3

30
2

保
険

薬
局

実
習

①
保

険
薬

局
実

習
②

・
病

院
実

習
①

保
険

薬
局

実
習

③
・

病
院

実
習

②

保
険

薬
局

実
習

①
保

険
薬

局
実

習
②

・
病

院
実

習
①

保
険

薬
局

実
習

③
・

病
院

実
習

②

土
み ど り の 日

白 金 祭

北 里 祭

保
険

薬
局

実
習

①
保

険
薬

局
実

習
②

・
病

院
実

習
①

保
険

薬
局

実
習

③
・

病
院

実
習

②
臨 床 検 査 技 師

実 技 講 習 会

日
こ ど も の 日

山 の 日

秋 分 の 日

保
険

薬
局

実
習

①
保

険
薬

局
実

習
②

・
病

院
実

習
①

保
険

薬
局

実
習

③
・

病
院

実
習

②
球 技 大 会

文 化 の 日

北 里 祭

病
院

実
習

③

構 内 立 入 禁 止

白 金 祭

構 内 立 入 禁 止

白 金 祭 準 備

北 里 祭 準 備

構
内

立
入

禁
止

保
険

薬
局

実
習

③
・

病
院

実
習

②

病
院

実
習

③

勤 労 感 謝 の 日

元 日

病
院

実
習

③

天 皇 誕 生 日 振 替

成 人 の 日

病 院 ・ 薬 局 実 務

実 習 報 告 会

保
険

薬
局

実
習

①
保

険
薬

局
実

習
②

・
病

院
実

習
①

保
険

薬
局

実
習

③
・

病
院

実
習

②

生
薬

・
東

洋
医

学
精

説
（

選
択

）
 3

30
2

※
1

天 皇 誕 生 日

建 国 記 念 の 日

病
院

実
習

③

※
1

構
内

立
入

禁
止

病
院

実
習

③

病
院

実
習

③

病
院

実
習

③

※
1

※
1

※
1
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２
０
２
４
年
度
　
薬
学
部
　
時
間
割

●
講

義
時

間
：

１
限

9:
15

～
10

:4
5、

２
限

10
:5

5～
12

:2
5、

３
限

13
:2

5～
14

:5
5、

４
限

15
:0

5～
16

:3
5、

５
限

16
:4

5～
18

:1
5

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

薬
事

行
政

 1
50

1
臨

床
病

理
学

（
選

択
）

 3
30

2
薬

学
総

合
演

習
薬

学
総

合
合

演
習

臨
床

統
計

学
（

選
択

）
 3

30
2

予
備

日

薬
学

卒
業

特
別

実
習

薬
学

総
合

合
演

習
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

(選
択

)
予

備
日

薬
学

卒
業

特
別

実
習

薬
学

卒
業

特
別

実
習

予
備

日

薬
学

卒
業

特
別

実
習 予

備
日

医
療

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
演

習
予

備
日

(選
択

) 3
30

2
薬

学
卒

業
特

別
実

習

薬
学

卒
業

特
別

実
習

＊
1 

チ
ー

ム
医

療
演

習
ガ

イ
ダ

ン
ス

…
選

択
科

目
※

「
薬

学
卒

業
特

別
実

習
」

は
配

属
先

教
室

で
実

施
す

る
（

指
導

教
授

に
確

認
す

る
こ

と
）

。
＊

2ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
模

擬
試

験
※

「
実

践
薬

学
概

論
」

の
実

施
日

程
等

の
詳

細
は

後
日

掲
示

す
る

。
＊

3 
臨

床
検

査
総

論
実

習
＊

4 
漢

方
調

剤
薬

局
実

務
実

習

臨 床 検 査 技 師

実 技 講 習 会

6年
生

薬
学

科

週 曜 日
時 限

月
昭 和 の 日

こ ど も の 日 振 替

予 備 日

天 皇 誕 生 日 振 替

学 位 記 授 与 式

卒 業 発 表

前 期 試 験

海 の 日

山 の 日 振 替

敬 老 の 日

＊
4

後 期 演 習 補 講

文 化 の 日 振 替

北 里 祭 片 付

演 習 追 再 試 験

成 人 の 日

演 習 補 講

演 習 試 験 Ⅱ

疑 義 照 会 日

予 備

金

憲 法 記 念 日

前 期 試 験

＊
3

チ ー ム 医 療 演 習

前 期 試 験

香
粧

品
学

（
選

択
）

 3
30

2

感
染

制
御

学
（

選
択

）
 3

30
2

＊
4

臨
床

検
査

学
Ⅱ

（
選

択
）

医
療

薬
学

英
語

（
選

択
）

薬
局

管
理

学
（

選
択

）
＊

3

生
薬

・
東

洋
医

学
精

説
（

選
択

）
＊

4

後 期 演 習 補 講

後 期 演 習 補 講

※
1

火

チ ー ム 医 療 演 習

前 期 試 験

＊
3

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
模

擬
試

験
解

説
講

義
予 備

薬
学

総
合

演
習

 1
50

1

後 期 演 習 補 講

予 備
薬

学
総

合
演

習
薬

学
総

合
演

習
予 備

成 績 不 振

学 生 補 講

北 里 研 究 所

創 立 記 念 日

＊
4

後 期 演 習 補 講

薬
学

総
合

演
習

 1
50

1

薬
学

総
合

演
習

 1
50

1
薬

学
総

合
演

習
 1

50
1

春 分 の 日

演 習 試 験 Ⅱ

木

開 校 記 念 日 振 替

前 期 試 験

医
薬

品
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
(選

択
) 3

30
2

＊
4

後 期 演 習 補 講

模 擬 試 験 Ⅰ

解 説 講 義

＊
2

＊
3

演 習 試 験 Ⅱ

＊
3

薬
学

総
合

演
習

 1
50

1

演 習 予 備 試 験

演 習 補 講 演 習 補 講

予
防

接
種

予
防

接
種

健
康

診
断

ガ
イ

ダ
ン

ス

構 内 立 入 禁 止

水 日
こ ど も の 日

山 の 日

秋 分 の 日

白 金 祭

土
み ど り の 日

前 期 試 験

臨
床

化
学

実
習

卒 業 研 究 発 表 会

(自
由

) 3
30

2
医

用
工

学
概

論
実

習
（

自
由

）
 3

30
1

球 技 大 会

演 習 試 験 Ⅰ

予 備 日

演 習 補 講

成 績 不 振

学 生 補 講

模 擬 試 験 Ⅰ

文 化 の 日

北 里 祭

後 期 演 習 補 講 後 期 演 習 補 講

演 習 試 験 Ⅱ

予 備 日

模 擬 試 験 Ⅰ

解 説 講 義

天 皇 誕 生 日

構
内

立
入

禁
止

構 内 立 入 禁 止

床
生

理
学

実
(自

由
) 3

30
2

演 習 補 講

建 国 記 念 の 日

演 習 予 備 試 験

予 備 日

演 習 試 験 Ⅰ

秋 分 の 日 振 替

ス ポ ー ツ の 日

元 日

臨
床

検
査

学
実

習
（

自
由

）
 3

30
2

臨 床 検 査 学 実 習

臨
白 金 祭

勤 労 感 謝 の 日 習

構
内

立
入

禁
止

演 習 追 再 試 験 演 習 追 再 試 験 予 備 日

疑 義 照 会 日

習

白 金 祭 準 備

演 習 試 験 Ⅰ 模 擬 試 験 Ⅰ

後 期 演 習 補 講
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① 講義曜日 ：　木曜日1・2時限（9：15～10：45、10：55～12：25）　

② 講義期間 ：　前期（英語CⅠ）2024年 4月11日～2024年 6月20日　全10回

　　後期（英語CⅡ）2024年 9月5日～2024年11月7日　全10回

宮　瀬 野　口 ロバート・デレザ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ・ｺｸﾗﾝ 宮　瀬 野　口 ロバート・デレザ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ・ｺｸﾗﾝ

休講 休講

オンライン オンライン

ロバート・デレザ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ・ｺｸﾗﾝ 宮　瀬 野　口 ロバート・デレザ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ・ｺｸﾗﾝ 宮　瀬 野　口

休講 休講

予備日
AC/S13普通

補講（2201）
予備日

BD/S24普通
補講（2201）

予備日
AC/S13普通

補講（2201）
予備日

BD/S24普通
補講（2201）

1限 2限 1限 2限

宮　瀬 野　口 ロバート・デレザ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ・ｺｸﾗﾝ 宮　瀬 野　口 ロバート・デレザ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ・ｺｸﾗﾝ

（3202） （3201） （3202） （3201）

休講 休講

ロバート・デレザ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ・ｺｸﾗﾝ 宮　瀬 野　口 ロバート・デレザ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ・ｺｸﾗﾝ 宮　瀬 野　口

（3202） （3201） （3202） （3201）

休講 休講

オンライン オンライン

予備日
AC/S13普通

補講（2201）
予備日

BD/S24普通
補講（2201）

予備日
AC/S13普通

補講（2201）
予備日

BD/S24普通
補講（2201）

2限 1限 2限 1限

※１　予備日は、休講等で補講を行う以外は講義は行いません。

※２　試験は定期試験期間中に実施します。

2024年度2年次必修「英語 CⅠ・CⅡ」講義日程

【前　期】

A・B・S1・S2クラス（1時限） C・D・S3・S4クラス（2時限）

A上級
S1上級

A普通
S1普通

B上級
S2上級

B普通
S2普通

C上級
S3上級

C普通
S3普通

（後　半）

C普通
S3普通

D上級
S4上級

D普通
S4普通

（前　半）

講義室

（前　半）

講義室

5月16日

（後　半）

講義室

11月14日

（後　半）

C・D・S3・S4クラス（1時限）

A上級
S1上級

A普通
S1普通

B上級
S2上級

B普通
S2普通

C上級
S3上級

講義室

5月23日

5月30日

6月6日

D上級
S4上級

D普通
S4普通

（前　半）

講義室

11月14日

5月23日

5月30日

6月6日

6月13日

（後　半）

講義室

4月11日

4月18日

4月25日

5月9日

5月16日

4月11日

4月18日

4月25日

5月9日

10月24日

10月31日

9月5日

9月12日

9月19日

講義室

9月5日

9月12日

9月19日

9月26日

10月3日

6月13日

6月20日

講義室

（前　半）

6月20日

6月27日6月27日

【後　期】

A・B・S1・S2クラス（2時限）

10月10日

10月17日

10月24日

10月31日

11月7日

9月26日

10月3日

11月7日

10月10日

10月17日
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① 講義曜日 ：　木曜日1・2時限（9：15～10：45、10：55～12：25）　

② 講義期間 ：　前期（英語CⅠ）2024年 4月11日～2024年 6月20日　全10回

　　後期（英語CⅡ）2024年 9月5日～2024年11月7日　全10回

宮　瀬 野　口 ロバート・デレザ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ・ｺｸﾗﾝ 宮　瀬 野　口 ロバート・デレザ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ・ｺｸﾗﾝ

休講 休講

オンライン オンライン

ロバート・デレザ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ・ｺｸﾗﾝ 宮　瀬 野　口 ロバート・デレザ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ・ｺｸﾗﾝ 宮　瀬 野　口

休講 休講

予備日
AC/S13普通

補講（2201）
予備日

BD/S24普通
補講（2201）

予備日
AC/S13普通

補講（2201）
予備日

BD/S24普通
補講（2201）

1限 2限 1限 2限

宮　瀬 野　口 ロバート・デレザ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ・ｺｸﾗﾝ 宮　瀬 野　口 ロバート・デレザ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ・ｺｸﾗﾝ

（3202） （3201） （3202） （3201）

休講 休講

ロバート・デレザ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ・ｺｸﾗﾝ 宮　瀬 野　口 ロバート・デレザ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄ・ｺｸﾗﾝ 宮　瀬 野　口

（3202） （3201） （3202） （3201）

休講 休講

オンライン オンライン

予備日
AC/S13普通

補講（2201）
予備日

BD/S24普通
補講（2201）

予備日
AC/S13普通

補講（2201）
予備日

BD/S24普通
補講（2201）

2限 1限 2限 1限

※１　予備日は、休講等で補講を行う以外は講義は行いません。

※２　試験は定期試験期間中に実施します。

2024年度2年次必修「英語 CⅠ・CⅡ」講義日程

【前　期】

A・B・S1・S2クラス（1時限） C・D・S3・S4クラス（2時限）

A上級
S1上級

A普通
S1普通

B上級
S2上級

B普通
S2普通

C上級
S3上級

C普通
S3普通

（後　半）

C普通
S3普通

D上級
S4上級

D普通
S4普通

（前　半）

講義室

（前　半）

講義室

5月16日

（後　半）

講義室

11月14日

（後　半）

C・D・S3・S4クラス（1時限）

A上級
S1上級

A普通
S1普通

B上級
S2上級

B普通
S2普通

C上級
S3上級

講義室

5月23日

5月30日

6月6日

D上級
S4上級

D普通
S4普通

（前　半）

講義室

11月14日

5月23日

5月30日

6月6日

6月13日

（後　半）

講義室

4月11日

4月18日

4月25日

5月9日

5月16日

4月11日

4月18日

4月25日

5月9日

10月24日

10月31日

9月5日

9月12日

9月19日

講義室

9月5日

9月12日

9月19日

9月26日

10月3日

6月13日

6月20日

講義室

（前　半）

6月20日

6月27日6月27日

【後　期】

A・B・S1・S2クラス（2時限）

10月10日

10月17日

10月24日

10月31日

11月7日

9月26日

10月3日

11月7日

10月10日

10月17日

Ⅵ. 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ツ
リ
ー
及
び
入
学
年
度
別

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
卒
業
要
件
単
位（
薬
学
科
）

Ⅵ. カリキュラムツリー及び学科別・
入学年度別カリキュラム表

（薬学科）







4　年　次 6　年　次5　年　次

4 年 次 5 年 次 6 年 次

験

試

用

共

分　　類 1　年　次 2　年　次 3　年　次

1 年 次 2 年 次 3 年 次

薬学科（6年制）のカリキュラムツリー
（2024年度以降入学生）

験
試
家
国
師
剤
薬

薬学科の
学びの特徴

ディプロマ・ポリシー（DP） プログラムの到達目標（目標としての学修成果評価）
①医療人としての倫理観
②信頼関係構築のためのコミュニケーション能力
③チーム医療に資する能力
④医療現場や地域社会で必要とされる専門的な能力
⑤薬学・医療の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力
⑥自律的・協働的な生涯学習の姿勢

人材育成目標（卒業生が身につけるべき資質・能力）
薬学科では、「薬の専門家」としての専門知識や技能とともに、豊かな人間
性や生命の尊厳に関する深い認識を持ち、変化する社会や地域を見据え
て、健康増進や医療の質向上に様々な分野で貢献できる人材を育成します。
卒業に必要な条件を充足し、下記のプログラムの到達目標に示された
資質・能力を身につけたものに対して学位を授与します。

習
演
合
総
学
薬

業
卒
科
学
薬

表
発
究
研
業
卒

会

①②④⑤⑥
薬学卒業特別実習

（病院実習／
保険薬局実習）

病院・薬局実習 ①②③④⑤
チーム医療演習

①②③④⑤⑥

①④
薬事関係法規　医薬関連制度

①④
薬事行政法規・制度系

数理・情報系
④
　　 ④

薬学統計学　

語 学 系
④
英語ＡⅠ 英語ＡⅡ
英語ＢⅠ 英語ＢⅡ

④
英語ＣⅠ 英語ＣⅡ

④
公衆衛生学Ⅱ衛 生 薬 学 系 ④　　衛生化学Ⅰ　衛生化学Ⅱ　公衆衛生学Ⅰ

④⑤　衛生化学実習　公衆衛生学実習

④
薬物速度論薬　  剤　 系

④　　物理薬剤学Ⅰ　製剤学　生物薬剤学
④⑤　物理薬剤学実習　薬剤学実習

生理・薬理系 ④
解剖学　生理学Ⅰ

④
生理学Ⅱ　薬理学Ⅰ　薬理学Ⅱ

④　　薬理学Ⅲ
④⑤　薬理学実習Ⅰ　薬理学実習Ⅱ

④⑤
臨床医学概論Ⅲ　臨床薬物動態学
医薬品安全性学Ⅰ　医薬品安全性学Ⅱ
薬物治療学Ⅲ　薬物治療学Ⅳ
医療薬学　医薬品情報学
地域医療薬学Ⅱ　地域医療薬学Ⅲ
①②③④⑤
薬物治療学演習Ⅰ　薬物治療学演習Ⅱ
病院・薬局実習事前実習

臨 床 薬 学 系

④
病理学
①②④
薬と仕事Ⅱ

④⑤
臨床医学概論Ⅰ　臨床医学概論Ⅱ
疾病解析学　臨床検査学Ⅰ
薬物治療学Ⅰ　薬物治療学Ⅱ
東洋医学概論　調剤学
地域医療薬学Ⅰ

④
医薬品化学化 学 系

④
化学　基礎有機化学　薬用植物学
有機化学Ⅰ　化学要習

④　　有機化学Ⅱ　有機化学Ⅲ
　　　生薬学Ⅰ　　生薬学Ⅱ
④⑤　医薬品化学実習　有機分析実習
　　　生薬学実習　定量分析実習
　　　有機合成実習

④
医療品構造学Ⅰ
合成化学Ⅰ・合成化学Ⅱ

生 物 系

④
生物学　生物学要習　生化学Ⅰ　
④⑤
生物学実験

④
免疫学　化学療法学Ⅱ　ゲノム医学
④⑤
微生物学実習Ⅰ　微生物学実習Ⅱ

物 理 系

④
物理学　物理学要習
④⑤
物理学実験

④
生命物理化学Ⅰ　生命物理化学Ⅱ
分析科学Ⅰ　分析科学Ⅱ
④⑤
生命物理化学実習

④
放射薬品学　分析科学Ⅲ

①②③④　薬学概論 北里の世界 農医連携論
①②③　　1群選択科目※1総 合 領 域

ヒューマニズム系 ②③
臨床心理学入門

①②③⑥
医療コミュニケーション論

①②③⑥
医療心理学

①⑤⑥
医療倫理学
①②③④⑤
プレゼンテーション実習

①②③④⑤
医療コミュニ
ケーション演習

①②③④⑤
薬と仕事Ⅰ　チーム医療論

①②③④⑤
社会薬学実習※2

医療人に必要な知識と教養を養う一般教育科目（１群科
目）と、薬学の基礎を学ぶ専門科目（２群科目、３群科目）
を学ぶ。また、附属病院と連携して開催される、医療現場
の早期体験学習やチーム医療に関する講義を学ぶ。
※1 “1群選択科目”「文化の領域」「社会の領域」「教養
演習系」に属する科目が該当

「生命物理化学」・「生化学」など薬学の基礎となる科目、「生理
学」、臨床薬学系科目などを学ぶ。また、実習科目を通じて、研
究に役立つ実験の手技や実験結果の解決法を身に付ける。
※2 「社会薬学実習」は臨床薬学系、衛生薬学系、法規・制度
系 及びヒューマニズム系にも関連する。

各分野でより高度な専門科目が開講され、臨
床薬学系科目のウェートが大きくなる。

薬学の専門分野に加え、病院・薬局実習（5年次）を前に、
臨床系の科目および「病院・薬局実習事前実習」を学ぶ。

11週（病院）+11週（保険薬局）の「病院・薬
局実習」を実施する。
また、所属する研究室にて、「薬学卒業特別実

。う行を）究研業卒（」習

「薬学卒業特別実習」を６年前期まで実施し、卒業
論文を仕上げる。後期は、これまで学んできた科
目をまとめ、総合力、問題解決能力を身につける。
また、医療系学部との合同で「チーム医療演習」
に参加し、職種間連携を体験する。

④　　生化学Ⅱ　生化学Ⅲ　微生物学Ⅰ
　　　微生物学Ⅱ　化学療法学Ⅰ
④⑤　　生化学実習

情報科学A・B・C　代数学　統計学
情報リテラシー（演習含）

数学　発展数学A・B
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4　年　次 6　年　次5　年　次

4 年 次 5 年 次 6 年 次

験

試

用

共

分　　類 1　年　次 2　年　次 3　年　次

1 年 次 2 年 次 3 年 次

薬学科（6年制）のカリキュラムツリー
（2024年度以降入学生）

験
試
家
国
師
剤
薬

薬学科の
学びの特徴

ディプロマ・ポリシー（DP） プログラムの到達目標（目標としての学修成果評価）
①医療人としての倫理観
②信頼関係構築のためのコミュニケーション能力
③チーム医療に資する能力
④医療現場や地域社会で必要とされる専門的な能力
⑤薬学・医療の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力
⑥自律的・協働的な生涯学習の姿勢

人材育成目標（卒業生が身につけるべき資質・能力）
薬学科では、「薬の専門家」としての専門知識や技能とともに、豊かな人間
性や生命の尊厳に関する深い認識を持ち、変化する社会や地域を見据え
て、健康増進や医療の質向上に様々な分野で貢献できる人材を育成します。
卒業に必要な条件を充足し、下記のプログラムの到達目標に示された
資質・能力を身につけたものに対して学位を授与します。

習
演
合
総
学
薬

業
卒
科
学
薬

表
発
究
研
業
卒

会

①②④⑤⑥
薬学卒業特別実習

（病院実習／
保険薬局実習）

病院・薬局実習 ①②③④⑤
チーム医療演習

①②③④⑤⑥

①④
薬事関係法規　医薬関連制度

①④
薬事行政法規・制度系

数理・情報系
④
　　 ④

薬学統計学　

語 学 系
④
英語ＡⅠ 英語ＡⅡ
英語ＢⅠ 英語ＢⅡ

④
英語ＣⅠ 英語ＣⅡ

④
公衆衛生学Ⅱ衛 生 薬 学 系 ④　　衛生化学Ⅰ　衛生化学Ⅱ　公衆衛生学Ⅰ

④⑤　衛生化学実習　公衆衛生学実習

④
薬物速度論薬　  剤　 系

④　　物理薬剤学Ⅰ　製剤学　生物薬剤学
④⑤　物理薬剤学実習　薬剤学実習

生理・薬理系 ④
解剖学　生理学Ⅰ

④
生理学Ⅱ　薬理学Ⅰ　薬理学Ⅱ

④　　薬理学Ⅲ
④⑤　薬理学実習Ⅰ　薬理学実習Ⅱ

④⑤
臨床医学概論Ⅲ　臨床薬物動態学
医薬品安全性学Ⅰ　医薬品安全性学Ⅱ
薬物治療学Ⅲ　薬物治療学Ⅳ
医療薬学　医薬品情報学
地域医療薬学Ⅱ　地域医療薬学Ⅲ
①②③④⑤
薬物治療学演習Ⅰ　薬物治療学演習Ⅱ
病院・薬局実習事前実習

臨 床 薬 学 系

④
病理学
①②④
薬と仕事Ⅱ

④⑤
臨床医学概論Ⅰ　臨床医学概論Ⅱ
疾病解析学　臨床検査学Ⅰ
薬物治療学Ⅰ　薬物治療学Ⅱ
東洋医学概論　調剤学
地域医療薬学Ⅰ

④
医薬品化学化 学 系

④
化学　基礎有機化学　薬用植物学
有機化学Ⅰ　化学要習

④　　有機化学Ⅱ　有機化学Ⅲ
　　　生薬学Ⅰ　　生薬学Ⅱ
④⑤　医薬品化学実習　有機分析実習
　　　生薬学実習　定量分析実習
　　　有機合成実習

④
医療品構造学Ⅰ
合成化学Ⅰ・合成化学Ⅱ

生 物 系

④
生物学　生物学要習　生化学Ⅰ　
④⑤
生物学実験

④
免疫学　化学療法学Ⅱ　ゲノム医学
④⑤
微生物学実習Ⅰ　微生物学実習Ⅱ

物 理 系

④
物理学　物理学要習
④⑤
物理学実験

④
生命物理化学Ⅰ　生命物理化学Ⅱ
分析科学Ⅰ　分析科学Ⅱ
④⑤
生命物理化学実習

④
放射薬品学　分析科学Ⅲ

①②③④　薬学概論 北里の世界 農医連携論
①②③　　1群選択科目※1総 合 領 域

ヒューマニズム系 ②③
臨床心理学入門

①②③⑥
医療コミュニケーション論

①②③⑥
医療心理学

①⑤⑥
医療倫理学
①②③④⑤
プレゼンテーション実習

①②③④⑤
医療コミュニ
ケーション演習

①②③④⑤
薬と仕事Ⅰ　チーム医療論

①②③④⑤
社会薬学実習※2

医療人に必要な知識と教養を養う一般教育科目（１群科
目）と、薬学の基礎を学ぶ専門科目（２群科目、３群科目）
を学ぶ。また、附属病院と連携して開催される、医療現場
の早期体験学習やチーム医療に関する講義を学ぶ。
※1 “1群選択科目”「文化の領域」「社会の領域」「教養
演習系」に属する科目が該当

「生命物理化学」・「生化学」など薬学の基礎となる科目、「生理
学」、臨床薬学系科目などを学ぶ。また、実習科目を通じて、研
究に役立つ実験の手技や実験結果の解決法を身に付ける。
※2 「社会薬学実習」は臨床薬学系、衛生薬学系、法規・制度
系 及びヒューマニズム系にも関連する。

各分野でより高度な専門科目が開講され、臨
床薬学系科目のウェートが大きくなる。

薬学の専門分野に加え、病院・薬局実習（5年次）を前に、
臨床系の科目および「病院・薬局実習事前実習」を学ぶ。

11週（病院）+11週（保険薬局）の「病院・薬
局実習」を実施する。
また、所属する研究室にて、「薬学卒業特別実

。う行を）究研業卒（」習

「薬学卒業特別実習」を６年前期まで実施し、卒業
論文を仕上げる。後期は、これまで学んできた科
目をまとめ、総合力、問題解決能力を身につける。
また、医療系学部との合同で「チーム医療演習」
に参加し、職種間連携を体験する。

④　　生化学Ⅱ　生化学Ⅲ　微生物学Ⅰ
　　　微生物学Ⅱ　化学療法学Ⅰ
④⑤　　生化学実習

情報科学A・B・C　代数学　統計学
情報リテラシー（演習含）

数学　発展数学A・B
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2023年度入学生カリキュラム

【薬学科】PP23000

１群科目 ２群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 英語ＡⅠ ◎ 英語ＣⅠ ◎ 医薬品構造学Ⅰ ◎ 医薬品化学 ◎ 薬事行政 ◎ 薬事行政

◎ 英語ＢⅠ ３群科目 ３群科目 ◎ 薬物速度論 臨床統計学 臨床統計学

◎ 物理学実験 ◎ 有機化学Ⅱ ◎ 分析科学Ⅲ ◎ 公衆衛生学Ⅱ ケミカルバイオロジー論 ケミカルバイオロジー論

◎ 生物学実験 ◎ 分析科学Ⅰ ◎ 合成化学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅲ 香粧品学 香粧品学

２群科目 ◎ 生薬学Ⅰ ◎ 衛生化学Ⅰ ◎ 医薬品安全性学Ⅰ 医薬品マーケティング論 医薬品マーケティング論

◎ 化学 ◎ 生命物理化学Ⅰ ◎ 放射薬品学 ◎ 医薬品情報学 医療薬学英語 医療薬学英語

◎ 基礎有機化学 ◎ 生化学Ⅱ ◎ 免疫学 ◎ 薬事関係法規 終末期・緩和医療論 終末期・緩和医療論

３群科目 ◎ 微生物学Ⅰ ◎ 化学療法学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅲ 生薬・東洋医学精説 生薬・東洋医学精説

◎ 薬学概論 ◎ 生理学Ⅱ ◎ 薬理学Ⅲ ◎ 地域医療薬学Ⅱ 感染制御学 感染制御学

◎ 薬用植物学 ◎ 薬理学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅰ ◎ 医療薬学 ◎ チーム医療演習

◎ 病理学 ◎ 物理薬剤学Ⅰ ◎ プレゼンテーション実習 医療コミュニケーション演習

◎ 薬学統計学 ◎ 薬物治療学Ⅰ 看護学 薬局管理学

◎ 薬と仕事Ⅱ ◎ 医療心理学 物理薬剤学Ⅱ 臨床検査学Ⅱ

◎ 医薬品化学実習 ◎ 臨床検査学Ⅰ 健康食品論 臨床病理学

◎ 有機分析実習 ◎ 公衆衛生学Ⅰ 臨床栄養学 ※ 漢方調剤薬局実務演習 

◎ 定量分析実習 ◎ ゲノム医学 ◇ 文献講読ゼミＣ ※ 臨床化学実習　　  

◎ 社会薬学実習 ◎ 微生物学実習Ⅰ ◇ 医療ボランティア実習Ｃ ※ 臨床検査総論実習

◎ 微生物学実習Ⅱ

◎ 物理薬剤学実習

薬学英語Ⅰ

構造生命科学

放射薬品学実習

◇ 文献講読ゼミＡ

◇ 医療ボランティア実習Ａ

１群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 北里の世界 ◎ 英語ＣⅡ ◎ 製剤学 ◎ 医薬品安全性学Ⅱ ◎ 薬学総合演習

◎ 英語ＡⅡ ３群科目 ◎ 合成化学Ⅱ ◎ 医薬関連制度 ※ 臨床生理学実習 

◎ 英語ＢⅡ ◎ 有機化学Ⅲ ◎ 東洋医学概論 ◎ 臨床薬物動態学 ※ 臨床検査学実習

２群科目 ◎ 分析科学Ⅱ ◎ 生物薬剤学 ◎ 薬物治療学Ⅳ ※ 医用工学概論実習 

◎ 代数学 ◎ 生薬学Ⅱ ◎ 衛生化学Ⅱ ◎ 地域医療薬学Ⅲ

◎ 統計学 ◎ 生命物理化学Ⅱ ◎ 臨床医学概論Ⅱ ◎ 医療倫理学

◎ 有機化学Ⅰ ◎ 生化学Ⅲ ◎ 疾病解析学 ◎ 薬物治療学演習Ⅰ

◎ 情報リテラシーⅠ ◎ 微生物学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅱ ◎ 薬物治療学演習Ⅱ

◎ 情報リテラシーⅡ ◎ 化学療法学Ⅰ ◎ 調剤学 薬品製造化学

３群科目 ◎ 病態評価学 ◎ 地域医療薬学Ⅰ 臨床試験総論

◎ 薬と仕事Ⅰ ◎ 薬理学Ⅱ ◎ 衛生化学実習 臨床生理学Ⅱ

◎ 解剖学 ◎ 医療コミュニケーション論 ◎ 公衆衛生学実習 救急治療・臨床中毒学

◎ 生化学Ⅰ ◎ 生命物理化学実習 ◎ 薬理学実習Ⅰ 創薬化学

◎ 生理学Ⅰ ◎ 生薬学実習 ◎ 薬理学実習Ⅱ リハビリテーション論

◎ チーム医療論 ◎ 生化学実習 薬学英語Ⅱ ◇ 文献講読ゼミＤ 

臨床心理学入門 ◎ 有機合成実習 医薬品構造学Ⅱ ◇ 医療ボランティア実習Ｄ

４群科目 細胞生物学 臨床生理学Ⅰ

※ 基礎有機化学演習 健康科学 臨床生化学

※ 初級太極拳演習(養生法演習) ◇ 文献講読ゼミＢ

◇ 医療ボランティア実習Ｂ

通　　　　　年

１群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 物理学 ◎ 病院・薬局実習事前実習 ◎ 病院・薬局実習 実践薬学概論

◎ 生物学 ◎

実践薬学概論

◎：必修科目，記号なし：選択科目，※：自由科目

5・6年次に同時開講している科目は、いずれかの学年でしか履修できない。

◇ 文献講読ゼミ及び医療ボランティア実習は、4単位のうち1単位までを卒業要件単位として認める。

1群選択科目は未記載。1群シラバス参照のこと。

卒業要件単位

Ａ区分・・・文化の領域、社会の領域、総合領域科目

Ｂ区分・・・健康の領域、数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習系

※1 上記Ａ区分から４科目８単位修得（薬学部履修指定科目の倫理学Ａ・Ｂのいずれか１科目選択必修）

※2 上記Ｂ区分から２科目４単位修得

上記Ｂ区分の数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位選択必修

※3 １～６年次で計６単位修得

※4 薬事行政は５・６年のいずれかで修得

自由科目は卒業要件単位に含まない。

(補)

(注)

前　　　　　期

後　　　　　期

薬学卒業特別実習　　

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

A区分 ※1

B区分 ※2

※3 ※3 ※3 ※3 ※4 ※3 ※4 ※3

1年次 2年次 3年次 4年次 5年次

計

6年次 卒業単位

1群科目

2群科目

3群科目

小計
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2023年度入学生カリキュラム

【薬学科】PP23000

１群科目 ２群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 英語ＡⅠ ◎ 英語ＣⅠ ◎ 医薬品構造学Ⅰ ◎ 医薬品化学 ◎ 薬事行政 ◎ 薬事行政

◎ 英語ＢⅠ ３群科目 ３群科目 ◎ 薬物速度論 臨床統計学 臨床統計学

◎ 物理学実験 ◎ 有機化学Ⅱ ◎ 分析科学Ⅲ ◎ 公衆衛生学Ⅱ ケミカルバイオロジー論 ケミカルバイオロジー論

◎ 生物学実験 ◎ 分析科学Ⅰ ◎ 合成化学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅲ 香粧品学 香粧品学

２群科目 ◎ 生薬学Ⅰ ◎ 衛生化学Ⅰ ◎ 医薬品安全性学Ⅰ 医薬品マーケティング論 医薬品マーケティング論

◎ 化学 ◎ 生命物理化学Ⅰ ◎ 放射薬品学 ◎ 医薬品情報学 医療薬学英語 医療薬学英語

◎ 基礎有機化学 ◎ 生化学Ⅱ ◎ 免疫学 ◎ 薬事関係法規 終末期・緩和医療論 終末期・緩和医療論

３群科目 ◎ 微生物学Ⅰ ◎ 化学療法学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅲ 生薬・東洋医学精説 生薬・東洋医学精説

◎ 薬学概論 ◎ 生理学Ⅱ ◎ 薬理学Ⅲ ◎ 地域医療薬学Ⅱ 感染制御学 感染制御学

◎ 薬用植物学 ◎ 薬理学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅰ ◎ 医療薬学 ◎ チーム医療演習

◎ 病理学 ◎ 物理薬剤学Ⅰ ◎ プレゼンテーション実習 医療コミュニケーション演習

◎ 薬学統計学 ◎ 薬物治療学Ⅰ 看護学 薬局管理学

◎ 薬と仕事Ⅱ ◎ 医療心理学 物理薬剤学Ⅱ 臨床検査学Ⅱ

◎ 医薬品化学実習 ◎ 臨床検査学Ⅰ 健康食品論 臨床病理学

◎ 有機分析実習 ◎ 公衆衛生学Ⅰ 臨床栄養学 ※ 漢方調剤薬局実務演習 

◎ 定量分析実習 ◎ ゲノム医学 ◇ 文献講読ゼミＣ ※ 臨床化学実習　　  

◎ 社会薬学実習 ◎ 微生物学実習Ⅰ ◇ 医療ボランティア実習Ｃ ※ 臨床検査総論実習

◎ 微生物学実習Ⅱ

◎ 物理薬剤学実習

薬学英語Ⅰ

構造生命科学

放射薬品学実習

◇ 文献講読ゼミＡ

◇ 医療ボランティア実習Ａ

１群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 北里の世界 ◎ 英語ＣⅡ ◎ 製剤学 ◎ 医薬品安全性学Ⅱ ◎ 薬学総合演習

◎ 英語ＡⅡ ３群科目 ◎ 合成化学Ⅱ ◎ 医薬関連制度 ※ 臨床生理学実習 

◎ 英語ＢⅡ ◎ 有機化学Ⅲ ◎ 東洋医学概論 ◎ 臨床薬物動態学 ※ 臨床検査学実習

２群科目 ◎ 分析科学Ⅱ ◎ 生物薬剤学 ◎ 薬物治療学Ⅳ ※ 医用工学概論実習 

◎ 代数学 ◎ 生薬学Ⅱ ◎ 衛生化学Ⅱ ◎ 地域医療薬学Ⅲ

◎ 統計学 ◎ 生命物理化学Ⅱ ◎ 臨床医学概論Ⅱ ◎ 医療倫理学

◎ 有機化学Ⅰ ◎ 生化学Ⅲ ◎ 疾病解析学 ◎ 薬物治療学演習Ⅰ

◎ 情報リテラシーⅠ ◎ 微生物学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅱ ◎ 薬物治療学演習Ⅱ

◎ 情報リテラシーⅡ ◎ 化学療法学Ⅰ ◎ 調剤学 薬品製造化学

３群科目 ◎ 病態評価学 ◎ 地域医療薬学Ⅰ 臨床試験総論

◎ 薬と仕事Ⅰ ◎ 薬理学Ⅱ ◎ 衛生化学実習 臨床生理学Ⅱ

◎ 解剖学 ◎ 医療コミュニケーション論 ◎ 公衆衛生学実習 救急治療・臨床中毒学

◎ 生化学Ⅰ ◎ 生命物理化学実習 ◎ 薬理学実習Ⅰ 創薬化学

◎ 生理学Ⅰ ◎ 生薬学実習 ◎ 薬理学実習Ⅱ リハビリテーション論

◎ チーム医療論 ◎ 生化学実習 薬学英語Ⅱ ◇ 文献講読ゼミＤ 

臨床心理学入門 ◎ 有機合成実習 医薬品構造学Ⅱ ◇ 医療ボランティア実習Ｄ

４群科目 細胞生物学 臨床生理学Ⅰ

※ 基礎有機化学演習 健康科学 臨床生化学

※ 初級太極拳演習(養生法演習) ◇ 文献講読ゼミＢ

◇ 医療ボランティア実習Ｂ

通　　　　　年

１群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 物理学 ◎ 病院・薬局実習事前実習 ◎ 病院・薬局実習 実践薬学概論

◎ 生物学 ◎

実践薬学概論

◎：必修科目，記号なし：選択科目，※：自由科目

5・6年次に同時開講している科目は、いずれかの学年でしか履修できない。

◇ 文献講読ゼミ及び医療ボランティア実習は、4単位のうち1単位までを卒業要件単位として認める。

1群選択科目は未記載。1群シラバス参照のこと。

卒業要件単位

Ａ区分・・・文化の領域、社会の領域、総合領域科目

Ｂ区分・・・健康の領域、数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習系

※1 上記Ａ区分から４科目８単位修得（薬学部履修指定科目の倫理学Ａ・Ｂのいずれか１科目選択必修）

※2 上記Ｂ区分から２科目４単位修得

上記Ｂ区分の数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位選択必修

※3 １～６年次で計６単位修得

※4 薬事行政は５・６年のいずれかで修得

自由科目は卒業要件単位に含まない。

(補)

(注)

前　　　　　期

後　　　　　期

薬学卒業特別実習　　

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

A区分 ※1

B区分 ※2

※3 ※3 ※3 ※3 ※4 ※3 ※4 ※3

1年次 2年次 3年次 4年次 5年次

計

6年次 卒業単位

1群科目

2群科目

3群科目

小計

2022年度入学生カリキュラム

【薬学科】PP22000

１群科目 ２群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 英語ＡⅠ ◎ 英語ＣⅠ ◎ 医薬品構造学Ⅰ ◎ 医薬品化学 ◎ 薬事行政 ◎ 薬事行政

◎ 英語ＢⅠ ３群科目 ３群科目 ◎ 薬物速度論 臨床統計学 臨床統計学

◎ 物理学実験 ◎ 有機化学Ⅱ ◎ 分析科学Ⅲ ◎ 公衆衛生学Ⅱ ケミカルバイオロジー論 ケミカルバイオロジー論

◎ 生物学実験 ◎ 分析科学Ⅰ ◎ 合成化学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅲ 香粧品学 香粧品学

２群科目 ◎ 生薬学Ⅰ ◎ 衛生化学Ⅰ ◎ 医薬品安全性学Ⅰ 医薬品マーケティング論 医薬品マーケティング論

◎ 化学 ◎ 生命物理化学Ⅰ ◎ 放射薬品学 ◎ 医薬品情報学 医療薬学英語 医療薬学英語

◎ 基礎有機化学 ◎ 生化学Ⅱ ◎ 免疫学 ◎ 薬事関係法規 終末期・緩和医療論 終末期・緩和医療論

３群科目 ◎ 微生物学Ⅰ ◎ 化学療法学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅲ 生薬・東洋医学精説 生薬・東洋医学精説

◎ 薬学概論 ◎ 生理学Ⅱ ◎ 薬理学Ⅲ ◎ 地域医療薬学Ⅱ 感染制御学 感染制御学

◎ 薬用植物学 ◎ 薬理学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅰ ◎ 医療薬学 ◎ チーム医療演習

◎ 病理学 ◎ 物理薬剤学Ⅰ ◎ プレゼンテーション実習 医療コミュニケーション演習

◎ 薬学統計学 ◎ 薬物治療学Ⅰ 看護学 薬局管理学

◎ 薬と仕事Ⅱ ◎ 医療心理学 物理薬剤学Ⅱ 臨床検査学Ⅱ

◎ 医薬品化学実習 ◎ 臨床検査学Ⅰ 健康食品論 臨床病理学

◎ 有機分析実習 ◎ 公衆衛生学Ⅰ 臨床栄養学 ※ 漢方調剤薬局実務演習 

◎ 定量分析実習 ◎ ゲノム医学 ◇ 文献講読ゼミＣ ※ 臨床化学実習　　  

◎ 社会薬学実習 ◎ 微生物学実習Ⅰ ◇ 医療ボランティア実習Ｃ ※ 臨床検査総論実習

健康科学 ◎ 微生物学実習Ⅱ

◎ 物理薬剤学実習

薬学英語Ⅰ

構造生命科学

放射薬品学実習

◇ 文献講読ゼミＡ

◇ 医療ボランティア実習Ａ

１群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 北里の世界 ◎ 英語ＣⅡ ◎ 製剤学 ◎ 医薬品安全性学Ⅱ ◎ 薬学総合演習

◎ 英語ＡⅡ ３群科目 ◎ 合成化学Ⅱ ◎ 医薬関連制度 ※ 臨床生理学実習 

◎ 英語ＢⅡ ◎ 有機化学Ⅲ ◎ 東洋医学概論 ◎ 臨床薬物動態学 ※ 臨床検査学実習

２群科目 ◎ 分析科学Ⅱ ◎ 生物薬剤学 ◎ 薬物治療学Ⅳ ※ 医用工学概論実習 

◎ 代数学 ◎ 生薬学Ⅱ ◎ 衛生化学Ⅱ ◎ 地域医療薬学Ⅲ

◎ 統計学 ◎ 生命物理化学Ⅱ ◎ 臨床医学概論Ⅱ ◎ 医療倫理学

◎ 有機化学Ⅰ ◎ 生化学Ⅲ ◎ 疾病解析学 ◎ 薬物治療学演習Ⅰ

◎ 情報リテラシーⅠ ◎ 微生物学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅱ ◎ 薬物治療学演習Ⅱ

◎ 情報リテラシーⅡ ◎ 化学療法学Ⅰ ◎ 調剤学 薬品製造化学

３群科目 ◎ 薬理学Ⅱ ◎ 地域医療薬学Ⅰ 臨床試験総論

◎ 薬と仕事Ⅰ ◎ 病態評価学 ◎ 衛生化学実習 臨床生理学Ⅱ

◎ 解剖学 ◎ 医療コミュニケーション論 ◎ 公衆衛生学実習 救急治療・臨床中毒学

◎ 生化学Ⅰ ◎ 生命物理化学実習 ◎ 薬理学実習Ⅰ 創薬化学

◎ 生理学Ⅰ ◎ 生薬学実習 ◎ 薬理学実習Ⅱ リハビリテーション論

◎ チーム医療論 ◎ 生化学実習 薬学英語Ⅱ ◇ 文献講読ゼミＤ 

臨床心理学入門 ◎ 有機合成実習 医薬品構造学Ⅱ ◇ 医療ボランティア実習Ｄ

４群科目 細胞生物学 臨床生理学Ⅰ

※ 基礎有機化学演習 ※ 初級太極拳演習(養生法演習) 臨床生化学

◇ 文献講読ゼミＢ

◇ 医療ボランティア実習Ｂ

１群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 物理学 ◎ 病院・薬局実習事前実習 ◎ 病院・薬局実習 実践薬学概論

◎ 生物学 ４群科目 ◎

実践薬学概論

◎：必修科目，記号なし：選択科目，※：自由科目

5・6年次に同時開講している科目は、いずれかの学年でしか履修できない。

◇ 文献講読ゼミ及び医療ボランティア実習は、4単位のうち1単位までを卒業要件単位として認める。

1群選択科目は未記載。1群シラバス参照のこと。

卒業要件単位

Ａ区分・・・文化の領域、社会の領域、総合領域科目

Ｂ区分・・・健康の領域、数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習系

※1 上記Ａ区分から４科目８単位修得（薬学部履修指定科目の倫理学Ａ・Ｂのいずれか１科目選択必修）

※2 上記Ｂ区分から２科目４単位修得

上記Ｂ区分の数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位選択必修

※3 １～６年次で計６単位修得

※4 薬事行政は５・６年のいずれかで修得

自由科目は卒業要件単位に含まない。

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

(補)

(注)

前　　　　　期

後　　　　　期

通　　　　　年

薬学卒業特別実習　　

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

A区分 ※1

B区分 ※2

※3 ※3 ※3 ※3 ※4 ※3 ※4 ※3

1年次 2年次 3年次 4年次 5年次

計

6年次 卒業単位

1群科目

2群科目

3群科目

小計

− 83−



2021年度入学生カリキュラム

【薬学科】PP21000

１群科目 ２群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 英語ＡⅠ ◎ 英語ＣⅠ ◎ 医薬品構造学Ⅰ ◎ 医薬品化学 ◎ 薬事行政 ◎ 薬事行政

◎ 英語ＢⅠ ３群科目 ３群科目 ◎ 薬物速度論 臨床統計学 臨床統計学

◎ 物理学実験 ◎ 有機化学Ⅱ ◎ 分析科学Ⅲ ◎ 公衆衛生学Ⅱ ケミカルバイオロジー論 ケミカルバイオロジー論

◎ 生物学実験 ◎ 分析科学Ⅰ ◎ 合成化学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅲ 香粧品学 香粧品学

２群科目 ◎ 生薬学Ⅰ ◎ 衛生化学Ⅰ ◎ 医薬品安全性学Ⅰ 医薬品マーケティング論 医薬品マーケティング論

◎ 化学 ◎ 生命物理化学Ⅰ ◎ 放射薬品学 ◎ 医薬品情報学 医療薬学英語 医療薬学英語

◎ 基礎有機化学 ◎ 生化学Ⅱ ◎ 免疫学 ◎ 薬事関係法規 終末期・緩和医療論 終末期・緩和医療論

３群科目 ◎ 微生物学Ⅰ ◎ 化学療法学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅲ 生薬・東洋医学精説 生薬・東洋医学精説

◎ 薬学概論 ◎ 生理学Ⅱ ◎ 薬理学Ⅲ ◎ 地域医療薬学Ⅱ 感染制御学 感染制御学

◎ 薬用植物学 ◎ 薬理学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅰ ◎ 医療薬学 ◎ チーム医療演習

◎ 病理学 ◎ 物理薬剤学Ⅰ ◎ プレゼンテーション実習 医療コミュニケーション演習

◎ 薬学統計学 ◎ 薬物治療学Ⅰ 看護学 薬局管理学

◎ 薬と仕事Ⅱ ◎ 医療心理学 物理薬剤学Ⅱ 臨床検査学Ⅱ

◎ 医薬品化学実習 ◎ 臨床検査学Ⅰ 健康食品論 臨床病理学

◎ 有機分析実習 ◎ 公衆衛生学Ⅰ 臨床栄養学 ※ 漢方調剤薬局実務演習 

◎ 定量分析実習 ◎ ゲノム医学 ◇ 文献講読ゼミＣ ※ 臨床化学実習　　  

◎ 社会薬学実習 ◎ 微生物学実習Ⅰ ◇ 医療ボランティア実習Ｃ ※ 臨床検査総論実習

健康科学 ◎ 微生物学実習Ⅱ

◎ 物理薬剤学実習

薬学英語Ⅰ

構造生命科学

放射薬品学実習

◇ 文献講読ゼミＡ

◇ 医療ボランティア実習Ａ

１群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 北里の世界 ◎ 英語ＣⅡ ◎ 製剤学 ◎ 医薬品安全性学Ⅱ ◎ 薬学総合演習

◎ 英語ＡⅡ ３群科目 ◎ 合成化学Ⅱ ◎ 医薬関連制度 ※ 臨床生理学実習 

◎ 英語ＢⅡ ◎ 有機化学Ⅲ ◎ 東洋医学概論 ◎ 臨床薬物動態学 ※ 臨床検査学実習

２群科目 ◎ 分析科学Ⅱ ◎ 生物薬剤学 ◎ 薬物治療学Ⅳ ※ 医用工学概論実習 

◎ 代数学 ◎ 生薬学Ⅱ ◎ 衛生化学Ⅱ ◎ 地域医療薬学Ⅲ

◎ 統計学 ◎ 生命物理化学Ⅱ ◎ 臨床医学概論Ⅱ ◎ 医療倫理学

◎ 有機化学Ⅰ ◎ 生化学Ⅲ ◎ 疾病解析学 ◎ 薬物治療学演習Ⅰ

◎ 情報リテラシーⅠ ◎ 微生物学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅱ ◎ 薬物治療学演習Ⅱ

◎ 情報リテラシーⅡ ◎ 化学療法学Ⅰ ◎ 調剤学 薬品製造化学

３群科目 ◎ 薬理学Ⅱ ◎ 地域医療薬学Ⅰ 臨床試験総論

◎ 薬と仕事Ⅰ ◎ 病態評価学 ◎ 衛生化学実習 臨床生理学Ⅱ

◎ 解剖学 ◎ 医療コミュニケーション論 ◎ 公衆衛生学実習 救急治療・臨床中毒学

◎ 生化学Ⅰ ◎ 生命物理化学実習 ◎ 薬理学実習Ⅰ 創薬化学

◎ 生理学Ⅰ ◎ 生薬学実習 ◎ 薬理学実習Ⅱ リハビリテーション論

◎ チーム医療論 ◎ 生化学実習 薬学英語Ⅱ ◇ 文献講読ゼミＤ 

臨床心理学入門 ◎ 有機合成実習 医薬品構造学Ⅱ ◇ 医療ボランティア実習Ｄ

４群科目 細胞生物学 臨床生理学Ⅰ

※ 基礎有機化学演習 ※ 初級太極拳演習(養生法演習) 臨床生化学

◇ 文献講読ゼミＢ

◇ 医療ボランティア実習Ｂ

１群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 物理学 ◎ 病院・薬局実習事前実習 ◎ 病院・薬局実習 実践薬学概論

◎ 生物学 ４群科目 ◎

実践薬学概論

◎：必修科目，記号なし：選択科目，※：自由科目

5・6年次に同時開講している科目は、いずれかの学年でしか履修できない。

◇ 文献講読ゼミ及び医療ボランティア実習は、4単位のうち1単位までを卒業要件単位として認める。

1群選択科目は未記載。1群シラバス参照のこと。

卒業要件単位

Ａ区分・・・文化の領域、社会の領域、総合領域科目

Ｂ区分・・・健康の領域、数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習系

※1 上記Ａ区分から４科目８単位修得（薬学部履修指定科目の倫理学Ａ・Ｂのいずれか１科目選択必修）

※2 上記Ｂ区分から２科目４単位修得

上記Ｂ区分の数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位選択必修

※3 １～６年次で計６単位修得

※4 薬事行政は５・６年のいずれかで修得

自由科目は卒業要件単位に含まない。

(補)

(注)

前　　　　　期

後　　　　　期

通　　　　　年

薬学卒業特別実習　　

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

A区分 ※1

B区分 ※2

※3 ※3 ※3 ※3 ※4 ※3 ※4 ※3

1年次 2年次 3年次 4年次 5年次

計

6年次 卒業単位

1群科目

2群科目

3群科目

小計
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2021年度入学生カリキュラム

【薬学科】PP21000

１群科目 ２群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 英語ＡⅠ ◎ 英語ＣⅠ ◎ 医薬品構造学Ⅰ ◎ 医薬品化学 ◎ 薬事行政 ◎ 薬事行政

◎ 英語ＢⅠ ３群科目 ３群科目 ◎ 薬物速度論 臨床統計学 臨床統計学

◎ 物理学実験 ◎ 有機化学Ⅱ ◎ 分析科学Ⅲ ◎ 公衆衛生学Ⅱ ケミカルバイオロジー論 ケミカルバイオロジー論

◎ 生物学実験 ◎ 分析科学Ⅰ ◎ 合成化学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅲ 香粧品学 香粧品学

２群科目 ◎ 生薬学Ⅰ ◎ 衛生化学Ⅰ ◎ 医薬品安全性学Ⅰ 医薬品マーケティング論 医薬品マーケティング論

◎ 化学 ◎ 生命物理化学Ⅰ ◎ 放射薬品学 ◎ 医薬品情報学 医療薬学英語 医療薬学英語

◎ 基礎有機化学 ◎ 生化学Ⅱ ◎ 免疫学 ◎ 薬事関係法規 終末期・緩和医療論 終末期・緩和医療論

３群科目 ◎ 微生物学Ⅰ ◎ 化学療法学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅲ 生薬・東洋医学精説 生薬・東洋医学精説

◎ 薬学概論 ◎ 生理学Ⅱ ◎ 薬理学Ⅲ ◎ 地域医療薬学Ⅱ 感染制御学 感染制御学

◎ 薬用植物学 ◎ 薬理学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅰ ◎ 医療薬学 ◎ チーム医療演習

◎ 病理学 ◎ 物理薬剤学Ⅰ ◎ プレゼンテーション実習 医療コミュニケーション演習

◎ 薬学統計学 ◎ 薬物治療学Ⅰ 看護学 薬局管理学

◎ 薬と仕事Ⅱ ◎ 医療心理学 物理薬剤学Ⅱ 臨床検査学Ⅱ

◎ 医薬品化学実習 ◎ 臨床検査学Ⅰ 健康食品論 臨床病理学

◎ 有機分析実習 ◎ 公衆衛生学Ⅰ 臨床栄養学 ※ 漢方調剤薬局実務演習 

◎ 定量分析実習 ◎ ゲノム医学 ◇ 文献講読ゼミＣ ※ 臨床化学実習　　  

◎ 社会薬学実習 ◎ 微生物学実習Ⅰ ◇ 医療ボランティア実習Ｃ ※ 臨床検査総論実習

健康科学 ◎ 微生物学実習Ⅱ

◎ 物理薬剤学実習

薬学英語Ⅰ

構造生命科学

放射薬品学実習

◇ 文献講読ゼミＡ

◇ 医療ボランティア実習Ａ

１群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 北里の世界 ◎ 英語ＣⅡ ◎ 製剤学 ◎ 医薬品安全性学Ⅱ ◎ 薬学総合演習

◎ 英語ＡⅡ ３群科目 ◎ 合成化学Ⅱ ◎ 医薬関連制度 ※ 臨床生理学実習 

◎ 英語ＢⅡ ◎ 有機化学Ⅲ ◎ 東洋医学概論 ◎ 臨床薬物動態学 ※ 臨床検査学実習

２群科目 ◎ 分析科学Ⅱ ◎ 生物薬剤学 ◎ 薬物治療学Ⅳ ※ 医用工学概論実習 

◎ 代数学 ◎ 生薬学Ⅱ ◎ 衛生化学Ⅱ ◎ 地域医療薬学Ⅲ

◎ 統計学 ◎ 生命物理化学Ⅱ ◎ 臨床医学概論Ⅱ ◎ 医療倫理学

◎ 有機化学Ⅰ ◎ 生化学Ⅲ ◎ 疾病解析学 ◎ 薬物治療学演習Ⅰ

◎ 情報リテラシーⅠ ◎ 微生物学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅱ ◎ 薬物治療学演習Ⅱ

◎ 情報リテラシーⅡ ◎ 化学療法学Ⅰ ◎ 調剤学 薬品製造化学

３群科目 ◎ 薬理学Ⅱ ◎ 地域医療薬学Ⅰ 臨床試験総論

◎ 薬と仕事Ⅰ ◎ 病態評価学 ◎ 衛生化学実習 臨床生理学Ⅱ

◎ 解剖学 ◎ 医療コミュニケーション論 ◎ 公衆衛生学実習 救急治療・臨床中毒学

◎ 生化学Ⅰ ◎ 生命物理化学実習 ◎ 薬理学実習Ⅰ 創薬化学

◎ 生理学Ⅰ ◎ 生薬学実習 ◎ 薬理学実習Ⅱ リハビリテーション論

◎ チーム医療論 ◎ 生化学実習 薬学英語Ⅱ ◇ 文献講読ゼミＤ 

臨床心理学入門 ◎ 有機合成実習 医薬品構造学Ⅱ ◇ 医療ボランティア実習Ｄ

４群科目 細胞生物学 臨床生理学Ⅰ

※ 基礎有機化学演習 ※ 初級太極拳演習(養生法演習) 臨床生化学

◇ 文献講読ゼミＢ

◇ 医療ボランティア実習Ｂ

１群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 物理学 ◎ 病院・薬局実習事前実習 ◎ 病院・薬局実習 実践薬学概論

◎ 生物学 ４群科目 ◎

実践薬学概論

◎：必修科目，記号なし：選択科目，※：自由科目

5・6年次に同時開講している科目は、いずれかの学年でしか履修できない。

◇ 文献講読ゼミ及び医療ボランティア実習は、4単位のうち1単位までを卒業要件単位として認める。

1群選択科目は未記載。1群シラバス参照のこと。

卒業要件単位

Ａ区分・・・文化の領域、社会の領域、総合領域科目

Ｂ区分・・・健康の領域、数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習系

※1 上記Ａ区分から４科目８単位修得（薬学部履修指定科目の倫理学Ａ・Ｂのいずれか１科目選択必修）

※2 上記Ｂ区分から２科目４単位修得

上記Ｂ区分の数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位選択必修

※3 １～６年次で計６単位修得

※4 薬事行政は５・６年のいずれかで修得

自由科目は卒業要件単位に含まない。

(補)

(注)

前　　　　　期

後　　　　　期

通　　　　　年

薬学卒業特別実習　　

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

A区分 ※1

B区分 ※2

※3 ※3 ※3 ※3 ※4 ※3 ※4 ※3

1年次 2年次 3年次 4年次 5年次

計

6年次 卒業単位

1群科目

2群科目

3群科目

小計

2020年度入学生カリキュラム

【薬学科】PP20000

１群科目 ２群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 英語ＡⅠ ◎ 英語ＣⅠ ◎ 医薬品構造学Ⅰ ◎ 医薬品化学 ◎ 薬事行政 ◎ 薬事行政

◎ 英語ＢⅠ ３群科目 ３群科目 ◎ 薬物速度論 臨床統計学 臨床統計学

◎ 物理学実験 ◎ 有機化学Ⅱ ◎ 分析科学Ⅲ ◎ 公衆衛生学Ⅱ ケミカルバイオロジー論 ケミカルバイオロジー論

◎ 生物学実験 ◎ 分析科学Ⅰ ◎ 合成化学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅲ 香粧品学 香粧品学

２群科目 ◎ 生薬学Ⅰ ◎ 衛生化学Ⅰ ◎ 医薬品安全性学Ⅰ 医薬品マーケティング論 医薬品マーケティング論

◎ 化学 ◎ 生命物理化学Ⅰ ◎ 放射薬品学 ◎ 医薬品情報学 医療薬学英語 医療薬学英語

◎ 基礎有機化学 ◎ 生化学Ⅱ ◎ 免疫学 ◎ 薬事関係法規 終末期・緩和医療論 終末期・緩和医療論

３群科目 ◎ 微生物学Ⅰ ◎ 化学療法学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅲ 生薬・東洋医学精説 生薬・東洋医学精説

◎ 薬学概論 ◎ 生理学Ⅱ ◎ 薬理学Ⅲ ◎ 地域医療薬学Ⅱ 感染制御学 感染制御学

◎ 薬用植物学 ◎ 薬理学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅰ ◎ 医療薬学 ◎ チーム医療演習

◎ 病理学 ◎ 物理薬剤学Ⅰ ◎ プレゼンテーション実習 医療コミュニケーション演習

◎ 薬学統計学 ◎ 薬物治療学Ⅰ 看護学 薬局管理学

◎ 薬と仕事Ⅱ ◎ 医療心理学 物理薬剤学Ⅱ 臨床検査学Ⅱ

◎ 医薬品化学実習 ◎ 臨床検査学Ⅰ 健康食品論 臨床病理学

◎ 有機分析実習 ◎ 公衆衛生学Ⅰ 臨床栄養学 ※ 漢方調剤薬局実務演習 

◎ 定量分析実習 ◎ ゲノム医学 ◇ 文献講読ゼミＣ ※ 臨床化学実習　　  

◎ 社会薬学実習 ◎ 微生物学実習Ⅰ ◇ 医療ボランティア実習Ｃ ※ 臨床検査総論実習

健康科学 ◎ 微生物学実習Ⅱ

◎ 物理薬剤学実習

薬学英語Ⅰ

構造生命科学

放射薬品学実習

◇ 文献講読ゼミＡ

◇ 医療ボランティア実習Ａ

１群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 北里の世界 ◎ 英語ＣⅡ ◎ 製剤学 ◎ 医薬品安全性学Ⅱ ◎ 薬学総合演習

◎ 英語ＡⅡ ３群科目 ◎ 合成化学Ⅱ ◎ 医薬関連制度 ※ 臨床生理学実習 

◎ 英語ＢⅡ ◎ 有機化学Ⅲ ◎ 東洋医学概論 ◎ 臨床薬物動態学 ※ 臨床検査学実習

２群科目 ◎ 分析科学Ⅱ ◎ 生物薬剤学 ◎ 薬物治療学Ⅳ ※ 医用工学概論実習 

◎ 代数学 ◎ 生薬学Ⅱ ◎ 衛生化学Ⅱ ◎ 地域医療薬学Ⅲ

◎ 統計学 ◎ 生命物理化学Ⅱ ◎ 臨床医学概論Ⅱ ◎ 医療倫理学

◎ 有機化学Ⅰ ◎ 生化学Ⅲ ◎ 疾病解析学 ◎ 薬物治療学演習Ⅰ

◎ 情報リテラシーⅠ ◎ 微生物学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅱ ◎ 薬物治療学演習Ⅱ

◎ 情報リテラシーⅡ ◎ 化学療法学Ⅰ ◎ 調剤学 薬品製造化学

３群科目 ◎ 薬理学Ⅱ ◎ 地域医療薬学Ⅰ 臨床試験総論

◎ 薬と仕事Ⅰ ◎ 病態評価学 ◎ 衛生化学実習 臨床生理学Ⅱ

◎ 解剖学 ◎ 医療コミュニケーション論 ◎ 公衆衛生学実習 救急治療・臨床中毒学

◎ 生化学Ⅰ ◎ 生命物理化学実習 ◎ 薬理学実習Ⅰ 創薬化学

◎ 生理学Ⅰ ◎ 生薬学実習 ◎ 薬理学実習Ⅱ リハビリテーション論

◎ チーム医療論 ◎ 生化学実習 薬学英語Ⅱ ◇ 文献講読ゼミＤ 

臨床心理学入門 ◎ 有機合成実習 医薬品構造学Ⅱ ◇ 医療ボランティア実習Ｄ

４群科目 細胞生物学 臨床生理学Ⅰ

※ 基礎有機化学演習 ※ 初級太極拳演習(養生法演習) 臨床生化学

◇ 文献講読ゼミＢ

◇ 医療ボランティア実習Ｂ

１群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 物理学 ◎ 病院・薬局実習事前実習 ◎ 病院・薬局実習 実践薬学概論

◎ 生物学 ４群科目 ◎

※ 実践医療薬学Ａ 実践薬学概論

◎：必修科目，記号なし：選択科目，※：自由科目

5・6年次に同時開講している科目は、いずれかの学年でしか履修できない。

◇ 文献講読ゼミ及び医療ボランティア実習は、4単位のうち1単位までを卒業要件単位として認める。

1群選択科目は未記載。1群シラバス参照のこと。

卒業要件単位

Ａ区分・・・文化の領域、社会の領域、総合領域科目

Ｂ区分・・・健康の領域、数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習系

※1 上記Ａ区分から４科目８単位修得（薬学部履修指定科目の倫理学Ａ・Ｂのいずれか１科目選択必修）

※2 上記Ｂ区分から２科目４単位修得

上記Ｂ区分の数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位選択必修

※3 １～６年次で計６単位修得

※4 薬事行政は５・６年のいずれかで修得

自由科目は卒業要件単位に含まない。

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

(補)

(注)

前　　　　　期

後　　　　　期

通　　　　　年

薬学卒業特別実習　　

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

A区分 ※1

B区分 ※2

※3 ※3 ※3 ※3 ※4 ※3 ※4 ※3

計

1群科目

2群科目

3群科目

小計

2年次 3年次 4年次 5年次 6年次 卒業単位1年次
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【薬学科】PP19000

１群科目 ２群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 英語ＡⅠ ◎ 英語ＣⅠ ◎ 医薬品構造学Ⅰ ◎ 医薬品化学 ◎ 薬事行政 ◎ 薬事行政

◎ 英語ＢⅠ ３群科目 ３群科目 ◎ 薬物速度論 臨床統計学 臨床統計学

◎ 物理学実験 ◎ 有機化学Ⅱ ◎ 分析科学Ⅲ ◎ 公衆衛生学Ⅱ ケミカルバイオロジー論 ケミカルバイオロジー論

◎ 生物学実験 ◎ 分析科学Ⅰ ◎ 合成化学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅲ 香粧品学 香粧品学

２群科目 ◎ 生薬学Ⅰ ◎ 衛生化学Ⅰ ◎ 医薬品安全性学Ⅰ 医薬品マーケティング論 医薬品マーケティング論

◎ 化学 ◎ 生命物理化学Ⅰ ◎ 放射薬品学 ◎ 医薬品情報学 医療薬学英語 医療薬学英語

◎ 基礎有機化学 ◎ 生化学Ⅱ ◎ 免疫学 ◎ 薬事関係法規 終末期・緩和医療論 終末期・緩和医療論

３群科目 ◎ 微生物学Ⅰ ◎ 化学療法学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅲ 生薬・東洋医学精説 生薬・東洋医学精説

◎ 薬学概論 ◎ 生理学Ⅱ ◎ 薬理学Ⅲ ◎ 地域医療薬学Ⅱ 感染制御学 感染制御学

◎ 薬用植物学 ◎ 薬理学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅰ ◎ 医療薬学 ◎ チーム医療演習

◎ 病理学 ◎ 物理薬剤学Ⅰ ◎ プレゼンテーション実習 医療コミュニケーション演習

◎ 薬学統計学 ◎ 薬物治療学Ⅰ 看護学 薬局管理学

◎ 薬と仕事Ⅱ ◎ 医療心理学 物理薬剤学Ⅱ 臨床検査学Ⅱ

◎ 医薬品化学実習 ◎ 臨床検査学Ⅰ 健康食品論 臨床病理学

◎ 有機分析実習 ◎ 公衆衛生学Ⅰ 臨床栄養学 ※ 漢方調剤薬局実務演習 

◎ 定量分析実習 ◎ ゲノム医学 ◇ 文献講読ゼミＣ ※ 臨床化学実習　　  

◎ 社会薬学実習 ◎ 微生物学実習Ⅰ ◇ 医療ボランティア実習Ｃ ※ 臨床検査総論実習

健康科学 ◎ 微生物学実習Ⅱ

◎ 物理薬剤学実習

薬学英語Ⅰ

構造生命科学

放射薬品学実習

◇ 文献講読ゼミＡ

◇ 医療ボランティア実習Ａ

１群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 北里の世界 ◎ 英語ＣⅡ ◎ 製剤学 ◎ 医薬品安全性学Ⅱ ◎ 薬学総合演習

◎ 英語ＡⅡ ３群科目 ◎ 合成化学Ⅱ ◎ 医薬関連制度 ※ 臨床生理学実習 

◎ 英語ＢⅡ ◎ 有機化学Ⅲ ◎ 東洋医学概論 ◎ 臨床薬物動態学 ※ 臨床検査学実習

２群科目 ◎ 分析科学Ⅱ ◎ 生物薬剤学 ◎ 薬物治療学Ⅳ ※ 医用工学概論実習 

◎ 代数学 ◎ 生薬学Ⅱ ◎ 衛生化学Ⅱ ◎ 地域医療薬学Ⅲ

◎ 統計学 ◎ 生命物理化学Ⅱ ◎ 臨床医学概論Ⅱ ◎ 医療倫理学

◎ 有機化学Ⅰ ◎ 生化学Ⅲ ◎ 疾病解析学 ◎ 薬物治療学演習Ⅰ

◎ 情報リテラシーⅠ ◎ 微生物学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅱ ◎ 薬物治療学演習Ⅱ

◎ 情報リテラシーⅡ ◎ 化学療法学Ⅰ ◎ 調剤学 薬品製造化学

３群科目 ◎ 薬理学Ⅱ ◎ 地域医療薬学Ⅰ 臨床試験総論

◎ 薬と仕事Ⅰ ◎ 病態評価学 ◎ 衛生化学実習 臨床生理学Ⅱ

◎ 解剖学 ◎ 医療コミュニケーション論 ◎ 公衆衛生学実習 救急治療・臨床中毒学

◎ 生化学Ⅰ ◎ 生命物理化学実習 ◎ 薬理学実習Ⅰ 創薬化学

◎ 生理学Ⅰ ◎ 生薬学実習 ◎ 薬理学実習Ⅱ リハビリテーション論

◎ チーム医療論 ◎ 生化学実習 薬学英語Ⅱ ◇ 文献講読ゼミＤ 

臨床心理学入門 ◎ 有機合成実習 医薬品構造学Ⅱ ◇ 医療ボランティア実習Ｄ

４群科目 細胞生物学 臨床生理学Ⅰ

※ 基礎有機化学演習 ※ 初級太極拳演習(養生法演習) 臨床生化学

◇ 文献講読ゼミＢ

◇ 医療ボランティア実習Ｂ

１群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 物理学 ◎ 病院・薬局実習事前実習 ◎ 病院・薬局実習 実践薬学概論

◎ 生物学 ４群科目 ◎

※ 実践医療薬学Ａ ４群科目

※ 実践医療薬学Ｂ

◎：必修科目，記号なし：選択科目，※：自由科目

5・6年次に同時開講している科目は、いずれかの学年でしか履修できない。

◇ 文献講読ゼミ及び医療ボランティア実習は、4単位のうち1単位までを卒業要件単位として認める。

1群選択科目は未記載。1群シラバス参照のこと。

卒業要件単位

Ａ区分・・・文化の領域、社会の領域、総合領域科目

Ｂ区分・・・健康の領域、数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習系

※1 上記Ａ区分から４科目８単位修得（薬学部履修指定科目の倫理学Ａ・Ｂのいずれか１科目選択必修）

※2 上記Ｂ区分から２科目４単位修得

上記Ｂ区分の数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位選択必修

※3 １～６年次で計６単位修得

※4 薬事行政は５・６年のいずれかで修得

自由科目は卒業要件単位に含まない。

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

(補)

(注)

前　　　　　期

後　　　　　期

通　　　　　年

薬学卒業特別実習　　

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

A区分 ※1

B区分 ※2

※3 ※3 ※3 ※3 ※4 ※3 ※4 ※3

計

1群科目

2群科目

3群科目

小計

2年次 3年次 4年次 5年次 6年次 卒業単位1年次
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【薬学科】PP19000

１群科目 ２群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 英語ＡⅠ ◎ 英語ＣⅠ ◎ 医薬品構造学Ⅰ ◎ 医薬品化学 ◎ 薬事行政 ◎ 薬事行政

◎ 英語ＢⅠ ３群科目 ３群科目 ◎ 薬物速度論 臨床統計学 臨床統計学

◎ 物理学実験 ◎ 有機化学Ⅱ ◎ 分析科学Ⅲ ◎ 公衆衛生学Ⅱ ケミカルバイオロジー論 ケミカルバイオロジー論

◎ 生物学実験 ◎ 分析科学Ⅰ ◎ 合成化学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅲ 香粧品学 香粧品学

２群科目 ◎ 生薬学Ⅰ ◎ 衛生化学Ⅰ ◎ 医薬品安全性学Ⅰ 医薬品マーケティング論 医薬品マーケティング論

◎ 化学 ◎ 生命物理化学Ⅰ ◎ 放射薬品学 ◎ 医薬品情報学 医療薬学英語 医療薬学英語

◎ 基礎有機化学 ◎ 生化学Ⅱ ◎ 免疫学 ◎ 薬事関係法規 終末期・緩和医療論 終末期・緩和医療論

３群科目 ◎ 微生物学Ⅰ ◎ 化学療法学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅲ 生薬・東洋医学精説 生薬・東洋医学精説

◎ 薬学概論 ◎ 生理学Ⅱ ◎ 薬理学Ⅲ ◎ 地域医療薬学Ⅱ 感染制御学 感染制御学

◎ 薬用植物学 ◎ 薬理学Ⅰ ◎ 臨床医学概論Ⅰ ◎ 医療薬学 ◎ チーム医療演習

◎ 病理学 ◎ 物理薬剤学Ⅰ ◎ プレゼンテーション実習 医療コミュニケーション演習

◎ 薬学統計学 ◎ 薬物治療学Ⅰ 看護学 薬局管理学

◎ 薬と仕事Ⅱ ◎ 医療心理学 物理薬剤学Ⅱ 臨床検査学Ⅱ

◎ 医薬品化学実習 ◎ 臨床検査学Ⅰ 健康食品論 臨床病理学

◎ 有機分析実習 ◎ 公衆衛生学Ⅰ 臨床栄養学 ※ 漢方調剤薬局実務演習 

◎ 定量分析実習 ◎ ゲノム医学 ◇ 文献講読ゼミＣ ※ 臨床化学実習　　  

◎ 社会薬学実習 ◎ 微生物学実習Ⅰ ◇ 医療ボランティア実習Ｃ ※ 臨床検査総論実習

健康科学 ◎ 微生物学実習Ⅱ

◎ 物理薬剤学実習

薬学英語Ⅰ

構造生命科学

放射薬品学実習

◇ 文献講読ゼミＡ

◇ 医療ボランティア実習Ａ

１群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 北里の世界 ◎ 英語ＣⅡ ◎ 製剤学 ◎ 医薬品安全性学Ⅱ ◎ 薬学総合演習

◎ 英語ＡⅡ ３群科目 ◎ 合成化学Ⅱ ◎ 医薬関連制度 ※ 臨床生理学実習 

◎ 英語ＢⅡ ◎ 有機化学Ⅲ ◎ 東洋医学概論 ◎ 臨床薬物動態学 ※ 臨床検査学実習

２群科目 ◎ 分析科学Ⅱ ◎ 生物薬剤学 ◎ 薬物治療学Ⅳ ※ 医用工学概論実習 

◎ 代数学 ◎ 生薬学Ⅱ ◎ 衛生化学Ⅱ ◎ 地域医療薬学Ⅲ

◎ 統計学 ◎ 生命物理化学Ⅱ ◎ 臨床医学概論Ⅱ ◎ 医療倫理学

◎ 有機化学Ⅰ ◎ 生化学Ⅲ ◎ 疾病解析学 ◎ 薬物治療学演習Ⅰ

◎ 情報リテラシーⅠ ◎ 微生物学Ⅱ ◎ 薬物治療学Ⅱ ◎ 薬物治療学演習Ⅱ

◎ 情報リテラシーⅡ ◎ 化学療法学Ⅰ ◎ 調剤学 薬品製造化学

３群科目 ◎ 薬理学Ⅱ ◎ 地域医療薬学Ⅰ 臨床試験総論

◎ 薬と仕事Ⅰ ◎ 病態評価学 ◎ 衛生化学実習 臨床生理学Ⅱ

◎ 解剖学 ◎ 医療コミュニケーション論 ◎ 公衆衛生学実習 救急治療・臨床中毒学

◎ 生化学Ⅰ ◎ 生命物理化学実習 ◎ 薬理学実習Ⅰ 創薬化学

◎ 生理学Ⅰ ◎ 生薬学実習 ◎ 薬理学実習Ⅱ リハビリテーション論

◎ チーム医療論 ◎ 生化学実習 薬学英語Ⅱ ◇ 文献講読ゼミＤ 

臨床心理学入門 ◎ 有機合成実習 医薬品構造学Ⅱ ◇ 医療ボランティア実習Ｄ

４群科目 細胞生物学 臨床生理学Ⅰ

※ 基礎有機化学演習 ※ 初級太極拳演習(養生法演習) 臨床生化学

◇ 文献講読ゼミＢ

◇ 医療ボランティア実習Ｂ

１群科目 ３群科目 ３群科目 ３群科目

◎ 物理学 ◎ 病院・薬局実習事前実習 ◎ 病院・薬局実習 実践薬学概論

◎ 生物学 ４群科目 ◎

※ 実践医療薬学Ａ ４群科目

※ 実践医療薬学Ｂ

◎：必修科目，記号なし：選択科目，※：自由科目

5・6年次に同時開講している科目は、いずれかの学年でしか履修できない。

◇ 文献講読ゼミ及び医療ボランティア実習は、4単位のうち1単位までを卒業要件単位として認める。

1群選択科目は未記載。1群シラバス参照のこと。

卒業要件単位

Ａ区分・・・文化の領域、社会の領域、総合領域科目

Ｂ区分・・・健康の領域、数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習系

※1 上記Ａ区分から４科目８単位修得（薬学部履修指定科目の倫理学Ａ・Ｂのいずれか１科目選択必修）

※2 上記Ｂ区分から２科目４単位修得

上記Ｂ区分の数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位選択必修

※3 １～６年次で計６単位修得

※4 薬事行政は５・６年のいずれかで修得

自由科目は卒業要件単位に含まない。

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

(補)

(注)

前　　　　　期

後　　　　　期

通　　　　　年

薬学卒業特別実習　　

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

A区分 ※1

B区分 ※2

※3 ※3 ※3 ※3 ※4 ※3 ※4 ※3

計

1群科目

2群科目

3群科目

小計

2年次 3年次 4年次 5年次 6年次 卒業単位1年次

Ⅵ. 
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Ⅵ. カリキュラムツリー及び学科別・
入学年度別カリキュラム表

（生命創薬科学科）







語 学 系
①
英語ＡⅠ 英語ＡⅡ
英語ＢⅠ 英語ＢⅡ

①
英語ＣⅠ 英語ＣⅡ

衛 生 薬 学 系

数理・情報系
①
数学　発展数学A・B　情報科学A・B・C ①

薬学統計学
①②④
創薬情報科学 生命創薬科学特別演習

①②
薬学概論　北里の世界　仕事と人生　農医連携論
創薬科学への招待　生命創薬科学研究概説
①②④　1群選択科目※1

総 合 領 域
①④
生命創薬科学Ⅰ　生命創薬科学Ⅱ

①②③④⑤
文献講読ゼミＡ　文献講読ゼミＢ

化 学 系
①
化学　基礎有機化学　有機化学Ⅰ
薬用植物学

①
医薬品構造学Ⅰ
合成化学Ⅰ・合成化学Ⅱ

①
免疫学　化学療法学Ⅱ　ゲノム医学
①③
微生物学実習Ⅰ　微生物学実習Ⅱ

物 理 系
①
物理学　物理学要習

物理学実験

①
生命物理化学Ⅰ　生命物理化学Ⅱ
分析科学Ⅰ　分析科学Ⅱ
①③
生命物理化学実習

①
放射薬品学　分析科学Ⅲ　構造生命科学

法 規 系
①②
薬事行政　薬事関係法規
医薬関連制度

生理・薬理 系 ①
解剖学　生理学Ⅰ

①
生理学Ⅱ　薬理学Ⅰ　薬理学Ⅱ 生命創薬科学卒業特別実習

①　　薬理学Ⅲ
①③　　薬理学実習Ⅰ　薬理学実習Ⅱ

ヒューマニズム系

薬 剤 系 物理薬剤学実習

分　　類 1　年　次 2　年　次 3　年　次 4　年　次

①
衛生化学Ⅰ　衛生化学Ⅱ　公衆衛生学Ⅰ
①③
衛生化学実習　公衆衛生学実習　

生命創薬科学科（4年制）のカリキュラムツリー
（2024年度以降入学生）

会

表

発

究

研

業

卒

業
卒
科
学
科
薬
創
命
生

課
期
後
士
博
・
程
課
士
修
（
院
学
大

程
）

1 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

生命創薬科学科
の学びの特徴

④
医療コミュニケーション論

②④
医療心理学

②
医療倫理学

知識と教養を身に付け、多角的に物事をとらえ
る力を養う一般教育科目（1群科目）と、薬学の
基礎専門科目（2群科目、3群科目）を学ぶ。ま
た、企業の研究所、研究機関とも連携して実施さ
れる「創薬科学への招待」、研究イメージを早期
から意識する「生命創薬科学研究概説」を学ぶ。
※1 “1群選択科目”：「文化の領域」「社会の領

当該が目科るす属に」系習演養教「」域

生命活動や薬の効き目を分子レベルで学ぶた
め、物理化学系、生化学系、薬理学系などの基
礎専門科目を学ぶ。
また、実習科目を通じて、研究に役立つ実験の
手技や実験結果の解決法を身につける。

創薬研究の各段階で必要となる知識や研
究情報の概要を学ぶ「創薬情報科学」「創
薬化学」などより高度な専門科目を学ぶ。

「生命創薬科学卒業特別実習」
を1年間実施し、卒業研究を仕
上げる。

ディプロマ・ポリシー（DP） プログラムの到達目標（目標としての学修成果評価）
①薬学関連領域における幅広い専門的な能力
②研究活動における高い倫理観
③薬学関連領域の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力
④課題発見・問題解決や研究成果の社会還元に必要なコミュニケーション・プレゼン
テーション能力
⑤自律的・協働的な生涯学習の姿勢

人材育成目標（卒業生が身につけるべき資質・能力）
生命創薬科学科では、生命科学・創薬科学等の領域における研究者・技術
者をはじめとして、薬学関連領域の幅広い専門知識・技能をもって様々な分
野で活躍できる人材を育成します。
卒業に必要な条件を充足し、下記のプログラムの到達目標に示された資
質・能力を身につけたものに対して学位を授与します。

①③

①②③④⑤

①②③④⑤

①③

①
有機化学Ⅱ・有機化学Ⅲ
生薬学Ⅰ　生薬学Ⅱ
①③
医薬品化学実習　有機分析実習　
生薬学実習　定量分析実習　有機合成実習

①
生化学Ⅱ　生化学Ⅲ　微生物学Ⅰ
微生物学Ⅱ　化学療法学Ⅰ　細胞生物学
①③
生化学実習

①
生物学　生物学要習　生化学Ⅰ

生物学実験
①③生 物 系

代数学　統計学　情報リテラシー（演習含） 
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語 学 系
①
英語ＡⅠ 英語ＡⅡ
英語ＢⅠ 英語ＢⅡ

①
英語ＣⅠ 英語ＣⅡ

衛 生 薬 学 系

数理・情報系
①
数学　発展数学A・B　情報科学A・B・C ①

薬学統計学
①②④
創薬情報科学 生命創薬科学特別演習

①②
薬学概論　北里の世界　仕事と人生　農医連携論
創薬科学への招待　生命創薬科学研究概説
①②④　1群選択科目※1

総 合 領 域
①④
生命創薬科学Ⅰ　生命創薬科学Ⅱ

①②③④⑤
文献講読ゼミＡ　文献講読ゼミＢ

化 学 系
①
化学　基礎有機化学　有機化学Ⅰ
薬用植物学

①
医薬品構造学Ⅰ
合成化学Ⅰ・合成化学Ⅱ

①
免疫学　化学療法学Ⅱ　ゲノム医学
①③
微生物学実習Ⅰ　微生物学実習Ⅱ

物 理 系
①
物理学　物理学要習

物理学実験

①
生命物理化学Ⅰ　生命物理化学Ⅱ
分析科学Ⅰ　分析科学Ⅱ
①③
生命物理化学実習

①
放射薬品学　分析科学Ⅲ　構造生命科学

法 規 系
①②
薬事行政　薬事関係法規
医薬関連制度

生理・薬理 系 ①
解剖学　生理学Ⅰ

①
生理学Ⅱ　薬理学Ⅰ　薬理学Ⅱ 生命創薬科学卒業特別実習

①　　薬理学Ⅲ
①③　　薬理学実習Ⅰ　薬理学実習Ⅱ

ヒューマニズム系

薬 剤 系 物理薬剤学実習

分　　類 1　年　次 2　年　次 3　年　次 4　年　次

①
衛生化学Ⅰ　衛生化学Ⅱ　公衆衛生学Ⅰ
①③
衛生化学実習　公衆衛生学実習　

生命創薬科学科（4年制）のカリキュラムツリー
（2024年度以降入学生）

会

表

発

究

研

業

卒

業
卒
科
学
科
薬
創
命
生

課
期
後
士
博
・
程
課
士
修
（
院
学
大

程
）

1 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

生命創薬科学科
の学びの特徴

④
医療コミュニケーション論

②④
医療心理学

②
医療倫理学

知識と教養を身に付け、多角的に物事をとらえ
る力を養う一般教育科目（1群科目）と、薬学の
基礎専門科目（2群科目、3群科目）を学ぶ。ま
た、企業の研究所、研究機関とも連携して実施さ
れる「創薬科学への招待」、研究イメージを早期
から意識する「生命創薬科学研究概説」を学ぶ。
※1 “1群選択科目”：「文化の領域」「社会の領

当該が目科るす属に」系習演養教「」域

生命活動や薬の効き目を分子レベルで学ぶた
め、物理化学系、生化学系、薬理学系などの基
礎専門科目を学ぶ。
また、実習科目を通じて、研究に役立つ実験の
手技や実験結果の解決法を身につける。

創薬研究の各段階で必要となる知識や研
究情報の概要を学ぶ「創薬情報科学」「創
薬化学」などより高度な専門科目を学ぶ。

「生命創薬科学卒業特別実習」
を1年間実施し、卒業研究を仕
上げる。

ディプロマ・ポリシー（DP） プログラムの到達目標（目標としての学修成果評価）
①薬学関連領域における幅広い専門的な能力
②研究活動における高い倫理観
③薬学関連領域の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力
④課題発見・問題解決や研究成果の社会還元に必要なコミュニケーション・プレゼン
テーション能力
⑤自律的・協働的な生涯学習の姿勢

人材育成目標（卒業生が身につけるべき資質・能力）
生命創薬科学科では、生命科学・創薬科学等の領域における研究者・技術
者をはじめとして、薬学関連領域の幅広い専門知識・技能をもって様々な分
野で活躍できる人材を育成します。
卒業に必要な条件を充足し、下記のプログラムの到達目標に示された資
質・能力を身につけたものに対して学位を授与します。

①③

①②③④⑤

①②③④⑤

①③

①
有機化学Ⅱ・有機化学Ⅲ
生薬学Ⅰ　生薬学Ⅱ
①③
医薬品化学実習　有機分析実習　
生薬学実習　定量分析実習　有機合成実習

①
生化学Ⅱ　生化学Ⅲ　微生物学Ⅰ
微生物学Ⅱ　化学療法学Ⅰ　細胞生物学
①③
生化学実習

①
生物学　生物学要習　生化学Ⅰ

生物学実験
①③生 物 系

代数学　統計学　情報リテラシー（演習含） 
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2023年度入学生カリキュラム

【生命創薬科学科】PL23700

１群科目 ２群科目 ２群科目 ３群科目

◎仕事と人生 ◎英語ＣⅠ ◎ 医薬品構造学Ⅰ ◎ 薬事行政

◎英語ＡⅠ ３群科目 ３群科目 ◎ 薬事関係法規

◎英語ＢⅠ ◎有機化学Ⅱ ◎ ゲノム医学 医薬品化学

◎物理学実験 ◎分析科学Ⅰ ◎ 分析科学Ⅲ 公衆衛生学Ⅱ

◎生物学実験 ◎生薬学Ⅰ ◎ 合成化学Ⅰ 医薬品安全性学Ⅰ

２群科目 ◎生命物理化学Ⅰ ◎ 衛生化学Ⅰ 医薬品情報学

◎化学 ◎生化学Ⅱ ◎ 放射薬品学 薬物速度論

◎基礎有機化学 ◎微生物学Ⅰ ◎ 免疫学 臨床医学概論Ⅲ

３群科目 ◎生理学Ⅱ ◎ 化学療法学Ⅱ 看護学

◎薬学概論 ◎薬理学Ⅰ ◎ 薬理学Ⅲ 物理薬剤学Ⅱ

◎薬用植物学 ◎薬学統計学 ◎ 構造生命科学 健康食品論

◎生命創薬科学Ⅰ ◎ 創薬情報科学 臨床病理学

◎医薬品化学実習 ◎ 公衆衛生学Ⅰ 臨床統計学

◎有機分析実習 ◎ 文献講読ゼミＡ ケミカルバイオロジー論

◎定量分析実習 ◎ 微生物学実習Ⅰ 香粧品学

社会薬学実習 ◎ 微生物学実習Ⅱ 医薬品マーケティング論

病理学 ◎ 物理薬剤学実習 生薬・東洋医学精説

放射薬品学実習 感染制御学

物理薬剤学Ⅰ 薬物治療学Ⅲ

薬物治療学Ⅰ 地域医療薬学Ⅱ

医療心理学 医療薬学

臨床医学概論Ⅰ 臨床栄養学

薬学英語Ⅰ

１群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目

◎北里の世界 ◎英語ＣⅡ ◎ 合成化学Ⅱ ◎ 医薬関連制度

◎英語ＡⅡ ３群科目 ◎ 衛生化学Ⅱ 医薬品安全性学Ⅱ

◎英語ＢⅡ ◎有機化学Ⅲ ◎ 衛生化学実習 薬品製造化学

２群科目 ◎分析科学Ⅱ ◎ 公衆衛生学実習 臨床薬物動態学

◎代数学 ◎生薬学Ⅱ ◎ 薬理学実習Ⅰ 臨床試験総論

◎統計学 ◎生命物理化学Ⅱ ◎ 薬理学実習Ⅱ 臨床生理学Ⅱ

◎有機化学Ⅰ ◎生化学Ⅲ ◎ 文献講読ゼミＢ 救急治療・臨床中毒学

◎情報リテラシーⅠ ◎微生物学Ⅱ 製剤学 リハビリテーション論

◎情報リテラシーⅡ ◎化学療法学Ⅰ 東洋医学概論 薬物治療学Ⅳ

３群科目 ◎薬理学Ⅱ 生物薬剤学 地域医療薬学Ⅲ

◎解剖学 ◎細胞生物学 臨床医学概論Ⅱ 医療倫理学

◎生化学Ⅰ ◎生命創薬科学Ⅱ 疾病解析学

◎生理学Ⅰ ◎生命物理化学実習 薬学英語Ⅱ

◎生命創薬科学研究概説 ◎生薬学実習 医薬品構造学Ⅱ

◎創薬科学への招待 ◎生化学実習 臨床生理学Ⅰ

チーム医療論 ◎有機合成実習 臨床生化学

４群科目 病態評価学 理論分子設計学

※基礎有機化学演習 健康科学 創薬化学

医療コミュニケーション論 薬物治療学Ⅱ

調剤学

地域医療薬学Ⅰ

通　　　　　年

１群科目 ３群科目

◎物理学 ◎ 生命創薬科学特別演習

◎生物学 ◎ 生命創薬科学卒業特別実習

◎：必修科目，記号なし：選択科目，※：自由科目 　　

１群選択科目は未記載。１群シラバス参照のこと。

卒業要件単位

Ａ区分・・・文化の領域、社会の領域、総合領域科目

Ｂ区分・・・健康の領域、数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習系

上記Ａ区分から４科目８単位修得（薬学部履修指定科目の倫理学Ａ・Ｂのいずれか１科目選択必修）

上記Ｂ区分から２科目４単位修得

上記Ｂ区分の数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位選択必修

１～４年次で計１７単位修得

(注)自由科目は卒業要件単位に含まない。

後　　　　　期

(補)

※1

※2

※3

１年 ２年 ３年 ４年

前　　　　　期

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

A区分 ※1

B区分 ※2

※3 ※3 ※3 ※3

計

卒業単位

1群科目

2群科目

3群科目

小計

1年次 2年次 3年次 4年次
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2023年度入学生カリキュラム

【生命創薬科学科】PL23700

１群科目 ２群科目 ２群科目 ３群科目

◎仕事と人生 ◎英語ＣⅠ ◎ 医薬品構造学Ⅰ ◎ 薬事行政

◎英語ＡⅠ ３群科目 ３群科目 ◎ 薬事関係法規

◎英語ＢⅠ ◎有機化学Ⅱ ◎ ゲノム医学 医薬品化学

◎物理学実験 ◎分析科学Ⅰ ◎ 分析科学Ⅲ 公衆衛生学Ⅱ

◎生物学実験 ◎生薬学Ⅰ ◎ 合成化学Ⅰ 医薬品安全性学Ⅰ

２群科目 ◎生命物理化学Ⅰ ◎ 衛生化学Ⅰ 医薬品情報学

◎化学 ◎生化学Ⅱ ◎ 放射薬品学 薬物速度論

◎基礎有機化学 ◎微生物学Ⅰ ◎ 免疫学 臨床医学概論Ⅲ

３群科目 ◎生理学Ⅱ ◎ 化学療法学Ⅱ 看護学

◎薬学概論 ◎薬理学Ⅰ ◎ 薬理学Ⅲ 物理薬剤学Ⅱ

◎薬用植物学 ◎薬学統計学 ◎ 構造生命科学 健康食品論

◎生命創薬科学Ⅰ ◎ 創薬情報科学 臨床病理学

◎医薬品化学実習 ◎ 公衆衛生学Ⅰ 臨床統計学

◎有機分析実習 ◎ 文献講読ゼミＡ ケミカルバイオロジー論

◎定量分析実習 ◎ 微生物学実習Ⅰ 香粧品学

社会薬学実習 ◎ 微生物学実習Ⅱ 医薬品マーケティング論

病理学 ◎ 物理薬剤学実習 生薬・東洋医学精説

放射薬品学実習 感染制御学

物理薬剤学Ⅰ 薬物治療学Ⅲ

薬物治療学Ⅰ 地域医療薬学Ⅱ

医療心理学 医療薬学

臨床医学概論Ⅰ 臨床栄養学

薬学英語Ⅰ

１群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目

◎北里の世界 ◎英語ＣⅡ ◎ 合成化学Ⅱ ◎ 医薬関連制度

◎英語ＡⅡ ３群科目 ◎ 衛生化学Ⅱ 医薬品安全性学Ⅱ

◎英語ＢⅡ ◎有機化学Ⅲ ◎ 衛生化学実習 薬品製造化学

２群科目 ◎分析科学Ⅱ ◎ 公衆衛生学実習 臨床薬物動態学

◎代数学 ◎生薬学Ⅱ ◎ 薬理学実習Ⅰ 臨床試験総論

◎統計学 ◎生命物理化学Ⅱ ◎ 薬理学実習Ⅱ 臨床生理学Ⅱ

◎有機化学Ⅰ ◎生化学Ⅲ ◎ 文献講読ゼミＢ 救急治療・臨床中毒学

◎情報リテラシーⅠ ◎微生物学Ⅱ 製剤学 リハビリテーション論

◎情報リテラシーⅡ ◎化学療法学Ⅰ 東洋医学概論 薬物治療学Ⅳ

３群科目 ◎薬理学Ⅱ 生物薬剤学 地域医療薬学Ⅲ

◎解剖学 ◎細胞生物学 臨床医学概論Ⅱ 医療倫理学

◎生化学Ⅰ ◎生命創薬科学Ⅱ 疾病解析学

◎生理学Ⅰ ◎生命物理化学実習 薬学英語Ⅱ

◎生命創薬科学研究概説 ◎生薬学実習 医薬品構造学Ⅱ

◎創薬科学への招待 ◎生化学実習 臨床生理学Ⅰ

チーム医療論 ◎有機合成実習 臨床生化学

４群科目 病態評価学 理論分子設計学

※基礎有機化学演習 健康科学 創薬化学

医療コミュニケーション論 薬物治療学Ⅱ

調剤学

地域医療薬学Ⅰ

通　　　　　年

１群科目 ３群科目

◎物理学 ◎ 生命創薬科学特別演習

◎生物学 ◎ 生命創薬科学卒業特別実習

◎：必修科目，記号なし：選択科目，※：自由科目 　　

１群選択科目は未記載。１群シラバス参照のこと。

卒業要件単位

Ａ区分・・・文化の領域、社会の領域、総合領域科目

Ｂ区分・・・健康の領域、数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習系

上記Ａ区分から４科目８単位修得（薬学部履修指定科目の倫理学Ａ・Ｂのいずれか１科目選択必修）

上記Ｂ区分から２科目４単位修得

上記Ｂ区分の数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位選択必修

１～４年次で計１７単位修得

(注)自由科目は卒業要件単位に含まない。

後　　　　　期

(補)

※1

※2

※3

１年 ２年 ３年 ４年

前　　　　　期

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

A区分 ※1

B区分 ※2

※3 ※3 ※3 ※3

計

卒業単位

1群科目

2群科目

3群科目

小計

1年次 2年次 3年次 4年次

2022年度入学生カリキュラム

【生命創薬科学科】PL22700

１群科目 ２群科目 ２群科目 ３群科目

◎仕事と人生 ◎英語ＣⅠ ◎医薬品構造学Ⅰ ◎薬事行政

◎英語ＡⅠ ３群科目 ３群科目 ◎薬事関係法規

◎英語ＢⅠ ◎有機化学Ⅱ ◎ゲノム医学 医薬品化学

◎物理学実験 ◎分析科学Ⅰ ◎分析科学Ⅲ 公衆衛生学Ⅱ

◎生物学実験 ◎生薬学Ⅰ ◎合成化学Ⅰ 医薬品安全性学Ⅰ

２群科目 ◎生命物理化学Ⅰ ◎衛生化学Ⅰ 医薬品情報学

◎化学 ◎生化学Ⅱ ◎放射薬品学 薬物速度論

◎基礎有機化学 ◎微生物学Ⅰ ◎免疫学 臨床医学概論Ⅲ

３群科目 ◎生理学Ⅱ ◎化学療法学Ⅱ 看護学

◎薬学概論 ◎薬理学Ⅰ ◎薬理学Ⅲ 物理薬剤学Ⅱ

◎薬用植物学 ◎薬学統計学 ◎構造生命科学 健康食品論

◎生命創薬科学Ⅰ ◎創薬情報科学 臨床病理学

◎医薬品化学実習 ◎公衆衛生学Ⅰ 臨床統計学

◎有機分析実習 ◎文献講読ゼミＡ ケミカルバイオロジー論

◎定量分析実習 ◎微生物学実習Ⅰ 香粧品学

社会薬学実習 ◎微生物学実習Ⅱ 医薬品マーケティング論

病理学 ◎物理薬剤学実習 生薬・東洋医学精説

健康科学 放射薬品学実習 感染制御学

物理薬剤学Ⅰ 薬物治療学Ⅲ

薬物治療学Ⅰ 地域医療薬学Ⅱ

医療心理学 医療薬学

臨床医学概論Ⅰ 臨床栄養学

薬学英語Ⅰ

１群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目

◎北里の世界 ◎英語ＣⅡ ◎合成化学Ⅱ ◎医薬関連制度

◎英語ＡⅡ ３群科目 ◎衛生化学Ⅱ 医薬品安全性学Ⅱ

◎英語ＢⅡ ◎有機化学Ⅲ ◎衛生化学実習 薬品製造化学

２群科目 ◎分析科学Ⅱ ◎公衆衛生学実習 臨床薬物動態学

◎代数学 ◎生薬学Ⅱ ◎薬理学実習Ⅰ 臨床試験総論

◎統計学 ◎生命物理化学Ⅱ ◎薬理学実習Ⅱ 臨床生理学Ⅱ

◎有機化学Ⅰ ◎生化学Ⅲ ◎文献講読ゼミＢ 救急治療・臨床中毒学

◎情報リテラシーⅠ ◎微生物学Ⅱ 製剤学 リハビリテーション論

◎情報リテラシーⅡ ◎化学療法学Ⅰ 東洋医学概論 薬物治療学Ⅳ

３群科目 ◎薬理学Ⅱ 生物薬剤学 地域医療薬学Ⅲ

◎解剖学 ◎細胞生物学 臨床医学概論Ⅱ 医療倫理学

◎生化学Ⅰ ◎生命創薬科学Ⅱ 疾病解析学

◎生理学Ⅰ ◎生命物理化学実習 薬学英語Ⅱ

◎生命創薬科学研究概説 ◎生薬学実習 医薬品構造学Ⅱ

◎創薬科学への招待 ◎生化学実習 臨床生理学Ⅰ

チーム医療論 ◎有機合成実習 臨床生化学

４群科目 病態評価学 理論分子設計学

※基礎有機化学演習 医療コミュニケーション論 創薬化学

薬物治療学Ⅱ

調剤学

地域医療薬学Ⅰ

１群科目 ３群科目

◎物理学 ◎生命創薬科学特別演習

◎生物学 ◎生命創薬科学卒業特別実習

◎：必修科目，記号なし：選択科目，※：自由科目 　　

１群選択科目は未記載。１群シラバス参照のこと。

卒業要件単位

Ａ区分・・・文化の領域、社会の領域、総合領域科目

Ｂ区分・・・健康の領域、数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習系

上記Ａ区分から４科目８単位修得（薬学部履修指定科目の倫理学Ａ・Ｂのいずれか１科目選択必修）

上記Ｂ区分から２科目４単位修得

上記Ｂ区分の数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位選択必修

１～４年次で計１７単位修得

(注)自由科目は卒業要件単位に含まない。

１年 ２年 ３年 ４年

前　　　　　期

後　　　　　期

通　　　　　年

(補)

※1

※2

※3

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

A区分 ※1

B区分 ※2

※3 ※3 ※3 ※3

計

卒業単位

1群科目

2群科目

3群科目

小計

1年次 2年次 3年次 4年次
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2021年度入学生カリキュラム

【生命創薬科学科】PL21700

１群科目 ２群科目 ２群科目 ３群科目

◎仕事と人生 ◎英語ＣⅠ ◎医薬品構造学Ⅰ ◎薬事行政

◎英語ＡⅠ ３群科目 ３群科目 ◎薬事関係法規

◎英語ＢⅠ ◎有機化学Ⅱ ◎ゲノム医学 医薬品化学

◎物理学実験 ◎分析科学Ⅰ ◎分析科学Ⅲ 公衆衛生学Ⅱ

◎生物学実験 ◎生薬学Ⅰ ◎合成化学Ⅰ 医薬品安全性学Ⅰ

２群科目 ◎生命物理化学Ⅰ ◎衛生化学Ⅰ 医薬品情報学

◎化学 ◎生化学Ⅱ ◎放射薬品学 薬物速度論

◎基礎有機化学 ◎微生物学Ⅰ ◎免疫学 臨床医学概論Ⅲ

３群科目 ◎生理学Ⅱ ◎化学療法学Ⅱ 看護学

◎薬学概論 ◎薬理学Ⅰ ◎薬理学Ⅲ 物理薬剤学Ⅱ

◎薬用植物学 ◎薬学統計学 ◎構造生命科学 健康食品論

◎生命創薬科学Ⅰ ◎創薬情報科学 臨床病理学

◎医薬品化学実習 ◎公衆衛生学Ⅰ 臨床統計学

◎有機分析実習 ◎文献講読ゼミＡ ケミカルバイオロジー論

◎定量分析実習 ◎微生物学実習Ⅰ 香粧品学

社会薬学実習 ◎微生物学実習Ⅱ 医薬品マーケティング論

病理学 ◎物理薬剤学実習 生薬・東洋医学精説

健康科学 放射薬品学実習 感染制御学

物理薬剤学Ⅰ 薬物治療学Ⅲ

薬物治療学Ⅰ 地域医療薬学Ⅱ

医療心理学 医療薬学

臨床医学概論Ⅰ 臨床栄養学

薬学英語Ⅰ

１群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目

◎北里の世界 ◎英語ＣⅡ ◎合成化学Ⅱ ◎医薬関連制度

◎英語ＡⅡ ３群科目 ◎衛生化学Ⅱ 医薬品安全性学Ⅱ

◎英語ＢⅡ ◎有機化学Ⅲ ◎衛生化学実習 薬品製造化学

２群科目 ◎分析科学Ⅱ ◎公衆衛生学実習 臨床薬物動態学

◎代数学 ◎生薬学Ⅱ ◎薬理学実習Ⅰ 臨床試験総論

◎統計学 ◎生命物理化学Ⅱ ◎薬理学実習Ⅱ 臨床生理学Ⅱ

◎有機化学Ⅰ ◎生化学Ⅲ ◎文献講読ゼミＢ 救急治療・臨床中毒学

◎情報リテラシーⅠ ◎微生物学Ⅱ 製剤学 リハビリテーション論

◎情報リテラシーⅡ ◎化学療法学Ⅰ 東洋医学概論 薬物治療学Ⅳ

３群科目 ◎薬理学Ⅱ 生物薬剤学 地域医療薬学Ⅲ

◎解剖学 ◎細胞生物学 臨床医学概論Ⅱ 医療倫理学

◎生化学Ⅰ ◎生命創薬科学Ⅱ 疾病解析学

◎生理学Ⅰ ◎生命物理化学実習 薬学英語Ⅱ

◎生命創薬科学研究概説 ◎生薬学実習 医薬品構造学Ⅱ

◎創薬科学への招待 ◎生化学実習 臨床生理学Ⅰ

チーム医療論 ◎有機合成実習 臨床生化学

４群科目 病態評価学 理論分子設計学

※基礎有機化学演習 医療コミュニケーション論 創薬化学

薬物治療学Ⅱ

調剤学

地域医療薬学Ⅰ

１群科目 ３群科目

◎物理学 ◎生命創薬科学特別演習

◎生物学 ◎生命創薬科学卒業特別実習

◎：必修科目，記号なし：選択科目，※：自由科目 　　

１群選択科目は未記載。１群シラバス参照のこと。

卒業要件単位

Ａ区分・・・文化の領域、社会の領域、総合領域科目

Ｂ区分・・・健康の領域、数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習系

上記Ａ区分から４科目８単位修得（薬学部履修指定科目の倫理学Ａ・Ｂのいずれか１科目選択必修）

上記Ｂ区分から２科目４単位修得

上記Ｂ区分の数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位選択必修

１～４年次で計１７単位修得

(注)自由科目は卒業要件単位に含まない。

後　　　　　期

通　　　　　年

(補)

※1

※2

※3

１年 ２年 ３年 ４年

前　　　　　期

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

A区分 ※1

B区分 ※2

※3 ※3 ※3 ※3

計

卒業単位

1群科目

2群科目

3群科目

小計

1年次 2年次 3年次 4年次
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2021年度入学生カリキュラム

【生命創薬科学科】PL21700

１群科目 ２群科目 ２群科目 ３群科目

◎仕事と人生 ◎英語ＣⅠ ◎医薬品構造学Ⅰ ◎薬事行政

◎英語ＡⅠ ３群科目 ３群科目 ◎薬事関係法規

◎英語ＢⅠ ◎有機化学Ⅱ ◎ゲノム医学 医薬品化学

◎物理学実験 ◎分析科学Ⅰ ◎分析科学Ⅲ 公衆衛生学Ⅱ

◎生物学実験 ◎生薬学Ⅰ ◎合成化学Ⅰ 医薬品安全性学Ⅰ

２群科目 ◎生命物理化学Ⅰ ◎衛生化学Ⅰ 医薬品情報学

◎化学 ◎生化学Ⅱ ◎放射薬品学 薬物速度論

◎基礎有機化学 ◎微生物学Ⅰ ◎免疫学 臨床医学概論Ⅲ

３群科目 ◎生理学Ⅱ ◎化学療法学Ⅱ 看護学

◎薬学概論 ◎薬理学Ⅰ ◎薬理学Ⅲ 物理薬剤学Ⅱ

◎薬用植物学 ◎薬学統計学 ◎構造生命科学 健康食品論

◎生命創薬科学Ⅰ ◎創薬情報科学 臨床病理学

◎医薬品化学実習 ◎公衆衛生学Ⅰ 臨床統計学

◎有機分析実習 ◎文献講読ゼミＡ ケミカルバイオロジー論

◎定量分析実習 ◎微生物学実習Ⅰ 香粧品学

社会薬学実習 ◎微生物学実習Ⅱ 医薬品マーケティング論

病理学 ◎物理薬剤学実習 生薬・東洋医学精説

健康科学 放射薬品学実習 感染制御学

物理薬剤学Ⅰ 薬物治療学Ⅲ

薬物治療学Ⅰ 地域医療薬学Ⅱ

医療心理学 医療薬学

臨床医学概論Ⅰ 臨床栄養学

薬学英語Ⅰ

１群科目 ２群科目 ３群科目 ３群科目

◎北里の世界 ◎英語ＣⅡ ◎合成化学Ⅱ ◎医薬関連制度

◎英語ＡⅡ ３群科目 ◎衛生化学Ⅱ 医薬品安全性学Ⅱ

◎英語ＢⅡ ◎有機化学Ⅲ ◎衛生化学実習 薬品製造化学

２群科目 ◎分析科学Ⅱ ◎公衆衛生学実習 臨床薬物動態学

◎代数学 ◎生薬学Ⅱ ◎薬理学実習Ⅰ 臨床試験総論

◎統計学 ◎生命物理化学Ⅱ ◎薬理学実習Ⅱ 臨床生理学Ⅱ

◎有機化学Ⅰ ◎生化学Ⅲ ◎文献講読ゼミＢ 救急治療・臨床中毒学

◎情報リテラシーⅠ ◎微生物学Ⅱ 製剤学 リハビリテーション論

◎情報リテラシーⅡ ◎化学療法学Ⅰ 東洋医学概論 薬物治療学Ⅳ

３群科目 ◎薬理学Ⅱ 生物薬剤学 地域医療薬学Ⅲ

◎解剖学 ◎細胞生物学 臨床医学概論Ⅱ 医療倫理学

◎生化学Ⅰ ◎生命創薬科学Ⅱ 疾病解析学

◎生理学Ⅰ ◎生命物理化学実習 薬学英語Ⅱ

◎生命創薬科学研究概説 ◎生薬学実習 医薬品構造学Ⅱ

◎創薬科学への招待 ◎生化学実習 臨床生理学Ⅰ

チーム医療論 ◎有機合成実習 臨床生化学

４群科目 病態評価学 理論分子設計学

※基礎有機化学演習 医療コミュニケーション論 創薬化学

薬物治療学Ⅱ

調剤学

地域医療薬学Ⅰ

１群科目 ３群科目

◎物理学 ◎生命創薬科学特別演習

◎生物学 ◎生命創薬科学卒業特別実習

◎：必修科目，記号なし：選択科目，※：自由科目 　　

１群選択科目は未記載。１群シラバス参照のこと。

卒業要件単位

Ａ区分・・・文化の領域、社会の領域、総合領域科目

Ｂ区分・・・健康の領域、数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ、教養演習系

上記Ａ区分から４科目８単位修得（薬学部履修指定科目の倫理学Ａ・Ｂのいずれか１科目選択必修）

上記Ｂ区分から２科目４単位修得

上記Ｂ区分の数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位選択必修

１～４年次で計１７単位修得

(注)自由科目は卒業要件単位に含まない。

後　　　　　期

通　　　　　年

(補)

※1

※2

※3

１年 ２年 ３年 ４年

前　　　　　期

必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

A区分 ※1

B区分 ※2

※3 ※3 ※3 ※3

計

卒業単位

1群科目

2群科目

3群科目

小計

1年次 2年次 3年次 4年次

Ⅶ.  
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級 
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Ⅶ. 進級規程





薬学部学年進級規程（ 年度～ 年度入学生）

北里大学薬学部に在籍する学生の進級ならびに留年に関する扱いは、この規程の定めるところ

による。

＜総則＞

第１条 進級、留年、卒業の決定については、学則により薬学部教授会で審議し、決定する。

第２条 履修すべき必修科目中、不合格科目の数が４科目以上の者は進級できない。

第３条 実験・実習科目に不合格科目を有する者は進級できない。

第４条 必修科目に不合格科目を有して進級する者は、４年次終了までに再試験を受験し当該不

合格科目の単位を全て修得しなければならない。

第５条 ３群選択必修科目に不合格科目を有して進級した者は、教授会の指示に従い、次年度以降

の再試験に合格するか、もしくは、他の選択科目の単位を修得し、卒業要件の単位を充足

しなければならない。

第６条 同一学年における在学年数は２年以内とする。（休学期間を除く）

上記に規定する期間を超えた者は学則により除籍する。

＜薬学科における１年次から２年次への進級に関する規程＞

第７条 薬学科における１年次に履修すべき必修科目は、以下とする。

〈１群科目〉 総合領域科目 １科目（必修科目）

・総合領域 北里の世界

基礎教育科目 ８科目（必修科目）

・外国語系 英語ＡⅠ、英語ＡⅡ、英語ＢⅠ、英語ＢⅡ

・自然科学系 物理学、物理学実験、生物学、生物学実験

〈２群科目〉 ７科目（必修科目）

化学、基礎有機化学、代数学、統計学、有機化学Ⅰ

情報リテラシーⅠ（講義）、情報リテラシーⅡ（演習）

〈３群科目〉 ７科目（必修科目）

薬学概論、薬用植物学、解剖学、薬と仕事Ⅰ、

生化学Ⅰ、生理学Ⅰ、チーム医療論

２ 薬学科における卒業要件となる１年次選択必修科目は、以下とする。

〈１群科目〉 人間形成の基礎科目

・文化の領域 （Ａ区分）

なお、倫理学は薬学部履修指定科目であるので、「倫理学Ａ」または「倫

理学Ｂ」のいずれか１科目は必ず履修し、単位を修得しなければならな

い。

・社会の領域 （Ａ区分）

総合領域科目 （Ａ区分）

上記Ａ区分から４科目８単位以上

人間形成の基礎科目

・健康の領域（Ｂ区分）
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ただし、健康とスポーツ演習、ライフスポーツ演習Ａ・Ｂ・Ｃの４科目

のうち、１年次の当該年度に履修できる科目はいずれか１科目までとす

る。また、卒業要件単位としては、履修した科目より１科目２単位のみ

認める。

基礎教育科目（Ｂ区分）

・数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ

教養演習科目（Ｂ区分）

・教養演習系

上記Ｂ区分から２科目４単位以上

数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位以上選択必修。

３ 特に指定するものを除き、１群自由科目（生物学要習、物理学要習、化学要習）および４

群科目（自由科目および単位互換科目）は、本規程の適用外とする。

４ 「北里の世界」「薬学概論」「チーム医療論」「薬と仕事Ⅰ」のうち１科目でも不合格を有

する者は、２年次に進級できない。

＜薬学科における２年次から３年次への進級に関する規程＞

第８条 薬学科における２年次から３年次への進級については、総則第１条から第６条を適用す

る。

＜薬学科における３年次から４年次への進級に関する規程＞

第９条 薬学科における３年次から４年次への進級については、総則第１条から第６条を適用す

る。

＜薬学科における４年次から５年次への進級に関する規程＞

第 条 薬学科における４年次から５年次への進級については、総則第１条、第３条、第４条、第

５条、第６条を適用する。

第 条 ４年次終了までに必修科目の全てを修得した者が、共用試験（ ・ ）に合格してい

ない場合は、４年次から５年次への進級は認めるが、「病院・薬局実習」を履修すること

はできない。

＜薬学科における５年次から６年次への進級に関する規程＞

第 条 薬学科における５年次から６年次への進級については、総則第１条、第３条、第５条、第

６条を適用する。

２ 第 条により「病院・薬局実習」が履修できない者は、留年とする。

第 条 共用試験（ ・ ）の有効期間の延長が認められる特別な事由により年度途中で「病

院・薬局実習」の履修が継続できなくなった場合に限り、「病院・薬局実習」を６年次で

履修することを教授会が認めた場合は、進級することができる。

＜薬学科における卒業要件に関する規程＞

第 条 薬学科における卒業要件は、必修科目１６７単位、１群選択必修科目１６単位以上、３群

選択必修科目６単位以上、計１８９単位以上を修得しなければならない。

＜生命創薬科学科における１年次から２年次への進級に関する規程＞

第 条 生命創薬科学科における１年次に履修すべき必修科目は、以下とする。
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〈１群科目〉 総合領域科目 ２科目（必修科目）

・総合領域 北里の世界、仕事と人生

基礎教育科目 ８科目（必修科目）

・外国語系 英語ＡⅠ、英語ＡⅡ、英語ＢⅠ、英語ＢⅡ

・自然科学系 物理学、物理学実験、生物学、生物学実験

〈２群科目〉 ７科目（必修科目）

化学、基礎有機化学、代数学、統計学、有機化学Ⅰ

情報リテラシーⅠ（講義）、情報リテラシーⅡ（演習）

〈３群科目〉 ７科目（必修科目）

薬学概論、薬用植物学、解剖学、創薬科学への招待

生化学Ⅰ、生理学Ⅰ、生命創薬科学研究概説

２ 生命創薬科学科における卒業要件となる１年次選択必修科目は、以下とする。

〈１群科目〉 人間形成の基礎科目

・文化の領域 （Ａ区分）

なお、倫理学は薬学部履修指定科目であるので、「倫理学Ａ」または「倫

理学Ｂ」のいずれか１科目は必ず履修し、単位を修得しなければならな

い。

・社会の領域 （Ａ区分）

総合領域科目 （Ａ区分）

上記Ａ区分から４科目８単位以上

人間形成の基礎科目

・健康の領域（Ｂ区分）

ただし、健康とスポーツ演習、ライフスポーツ演習Ａ・Ｂ・Ｃの４科目

のうち、１年次の当該年度に履修できる科目はいずれか１科目までとす

る。また、卒業要件単位としては、履修した科目より１科目２単位のみ

認める。

基礎教育科目（Ｂ区分）

・数理情報系のうち情報科学Ａ・Ｂ・Ｃ

教養演習科目（Ｂ区分）

・教養演習系

上記Ｂ区分から２科目４単位以上

数学または発展数学（Ａ＋Ｂ）のいずれか４単位以上選択必修。

３ 特に指定するものを除き、１群自由科目（生物学要習、物理学要習、化学要習）および４

群科目（自由科目および単位互換科目）は、本規程の適用外とする。

４ 「北里の世界」「薬学概論」「仕事と人生」「創薬科学への招待」のうち１科目でも不合格

を有する者は、２年次に進級できない。

＜生命創薬科学科における２年次から３年次への進級に関する規程＞

第 条 生命創薬科学科における２年次から３年次への進級については、総則第１条から第６条

を適用する。

＜生命創薬科学科における３年次から４年次への進級に関する規程＞

第 条 生命創薬科学科における３年次から４年次への進級については、総則第１条から第６条

を適用する。

＜生命創薬科学科における卒業要件に関する規程＞

第 条 生命創薬科学科における卒業要件は、必修科目９７単位、１群選択必修科目１６単位以
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上、３群選択必修科目１７単位以上、計１３０単位以上を修得しなければならない。

附 則

１ 本規程は、 年 月 日から施行する。

２ 教授会が必要と認めた場合、この規程は特定年度に限ってその実施を変更することができる。

３ 本規程の実施の細目は別に定める。

４ 薬学科３群選択必修科目のうち文献講読ゼミＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄは、４単位のうち１単位までを卒

業要件単位として認める。

５ 第 条に規定する共用試験の有効期間の延長が認められる特別な事由とは、事故や病気、経済

的理由による一時的な勉学の中断、自然災害等により実習が行えなくなった場合などとする

（留年や海外留学は特別な事由として認めない）。

附 則

１ 本規程は、 年 月 日から施行する。

附 則

１ 本規程は、 年 月 日から施行する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

（施行日、適用）

１ この規程は、 年 月 日から施行する。

２ 年度入学生から 年度入学生に適用する。

なお、編入学生については、編入学する学年（入学年度）の進級規程を適用する。

３ 薬学科における４年次から５年次への進級に関する規程第 条の「必修科目 単位全て」

を「必修科目の全て」に変更する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

（施行日、適用）

１ この規程は、 年 月 日から施行する。

２ 年度入学生から 年度入学生に適用する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

（施行日、適用）

１ この規程は、 年 月 日から施行する。

２ 年度入学生から 年度入学生に適用する。

附 則（北学総第 ‐ 号）

（施行日、適用）

１ この規程は、 年 月 日から施行する。

２ 年度入学生から 年度入学生に適用する。

平成 年 月 日 薬学部教授会承認

平成 年 月 日 薬学部教授会承認

年 月 日 薬学部教授会承認

年 月 日 薬学部教授会承認

年 月 日 薬学部教授会承認

年 月 日 薬学部教授会承認

年 月 日 薬学部教授会承認

年 月 日 薬学部教授会承認
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Ⅷ.  

科 
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内 

容

Ⅷ. 科目内容

 
 

 
Ⅷ．科目内容 

 
・各担当者に付されている※印は、実務経験のある教員を表す。 
・授業科目が関連する実務経験がある教員により行われている場合は、「実務経験
のある教員による授業科目」と示す。 

 
 
 





２２００２２４４年年度度　　２２年年生生

薬 創薬 前期 後期

2 英語ＣⅠ 必修 必修 1 - 各担当教員

2 英語ＣⅡ 必修 必修 - 1 各担当教員

3 有機化学Ⅱ 必修 必修 1 - 藤井　秀明

3 分析科学Ⅰ 必修 必修 1 - 加藤くみ子

3 生薬学Ⅰ 必修 必修 1 - 小林　義典

3 生命物理化学Ⅰ 必修 必修 1 - 志鷹真由子

3 生化学Ⅱ 必修 必修 1 - 飯田　直幸

3 微生物学Ⅰ 必修 必修 1 - 金　　倫基

3 生理学Ⅱ 必修 必修 1 - 中原　　 努

3 薬理学Ⅰ 必修 必修 1 - 田辺　光男

3 病理学 必修 選択 1 - 鈴木　雄介

3 薬学統計学 必修 必修 1 - 道前　洋史

3 薬と仕事Ⅱ 必修 - 1 - 平山　武司

3 医薬品化学実習 必修 必修 1 - 牧野　一石

3 有機分析実習 必修 必修 1 - 藤井　秀明

3 定量分析実習 必修 必修 1 - 加藤くみ子

3 社会薬学実習 必修 選択 1 - 清野　正子

3 有機化学Ⅲ 必修 必修 - 1 藤井　秀明

3 分析科学Ⅱ 必修 必修 - 1 加藤くみ子

3 生薬学Ⅱ 必修 必修 - 1 小林　義典

3 生命物理化学Ⅱ 必修 必修 - 1 志鷹真由子

3 生化学Ⅲ 必修 必修 - 1 奥脇　 　暢

3 微生物学Ⅱ 必修 必修 - 1 金　　倫基

3 化学療法学Ⅰ 必修 必修 - 1 大城　太一

3 薬理学Ⅱ 必修 必修 - 1 田辺　光男

3 病態評価学 必修 選択 - 1 鈴木　雄介

3 医療コミュニケーション論 必修 選択 - 1 有田　悦子

3 生命物理化学実習 必修 必修 - 1 志鷹真由子

3 生薬学実習 必修 必修 - 1 小林　義典

3 生化学実習 必修 必修 - 1 奥脇　　 暢

3 有機合成実習 必修 必修 - 1 長光　　 亨

3 細胞生物学 選択 必修 - 1 奥脇　 　暢

3 生命創薬科学Ⅰ - 必修 1 - 長光　　 亨

3 生命創薬科学Ⅱ - 必修 - 1 長光　　 亨

3 健康科学 選択 選択 - 1 清野　正子

3 初級太極拳演習（養生法演習） 自由 - - 1 小林　義典

群 科　目　名
履修区分 単位数

科目責任者 頁

− 103 −

107

115

123

126

129

132

134

137

140

143

146

149

151

154

156

159

162

164

167

170

174

176

178

181

184

186

189

192

194

198

201

204

207

210

213

215



２２００２２４４年年度度　　３３年年生生

薬 創薬 前期 後期

2 医薬品構造学Ⅰ 必修 必修 1 - 牧野　一石

3 ゲノム医学 必修 必修 1 - 奥脇　 　暢

3 分析科学Ⅲ 必修 必修 1 - 加藤くみ子

3 合成化学Ⅰ 必修 必修 1 - 長光　 　亨

3 衛生化学Ⅰ 必修 必修 1 - 今井　浩孝

3 放射薬品学 必修 必修 1 - 坂本　 　光

3 免疫学 必修 必修 1 - 金　　倫基

3 化学療法学Ⅱ 必修 必修 1 - 大城　太一

3 薬理学Ⅲ 必修 必修 1 - 田辺　光男

3 臨床医学概論Ⅰ 必修 選択 1 - 鈴木　雄介

3 物理薬剤学Ⅰ 必修 選択 1 - 田中　信忠

3 薬物治療学Ⅰ 必修 選択 1 - 尾鳥　勝也

3 医療心理学 必修 選択 1 - 有田　悦子

3 臨床検査学Ⅰ 必修 - 1 - 喜来　　望

3 公衆衛生学Ⅰ 必修 必修 1 - 清野　正子

3 微生物学実習Ⅰ 必修 必修 1 - 金　　倫基

3 微生物学実習Ⅱ 必修 必修 1 - 大城　太一

3 物理薬剤学実習 必修 必修 1 - 田中　信忠

3 薬学英語Ⅰ※ 選択 選択 1 - 奥脇　 　暢

3 構造生命科学 選択 必修 1 - 志鷹真由子

3 放射薬品学実習 選択 選択 1 - 坂本　 　光

3 文献講読ゼミＡ 選択 必修 1 - 各教室教員

3 医療ボランティア実習Ａ 選択 - 1 - 平山　武司

3 製剤学 必修 選択 - 1 田中　信忠

3 合成化学Ⅱ 必修 必修 - 1 長光　 　亨

3 東洋医学概論 必修 選択 - 1 日向須美子

3 生物薬剤学 必修 選択 - 1 前田　和哉

3 衛生化学Ⅱ 必修 必修 - 1 今井　浩孝

3 臨床医学概論Ⅱ 必修 選択 - 1 鈴木　雄介

3 疾病解析学 必修 選択 - 1 久保田理恵

3 薬物治療学Ⅱ 必修 選択 - 1 尾鳥　勝也

3 調剤学 必修 選択 - 1 平山　武司

3 地域医療薬学Ⅰ 必修 選択 - 1 根岸　健一

3 衛生化学実習 必修 必修 - 1 今井　浩孝

3 公衆衛生学実習 必修 必修 - 1 清野　正子

3 薬理学実習Ⅰ 必修 必修 - 1 田辺　光男

3 薬理学実習Ⅱ 必修 必修 - 1 中原　 　努

3 薬学英語Ⅱ 選択 選択 - 1 井原久美子

3 医薬品構造学Ⅱ 選択 選択 - 1 牧野　一石

3 臨床生理学Ⅰ 選択 選択 - 1 喜来　　望

3 臨床生化学 選択 選択 - 1 飯田　直幸

3 文献講読ゼミＢ 選択 必修 - 1 各教室教員

3 医療ボランティア実習Ｂ 選択 - - 1 平山　武司

3 創薬情報科学 - 必修 1 - 志鷹真由子

3 理論分子設計学 - 選択 - 1 田中　信忠

3 創薬化学 - 選択 - 1 藤井　秀明

※ 薬学科については、2024年度休講とする。

履修区分
頁群 科　目　名

単位数
科目責任者

− 104 −

219
222
224
227
230
233
236
239
242
245
248
250
253
256
259
262
265
267
270
272
274
276
287
289
292
295
298
302
305
308
311
314
317
321
323
325
328
331
334
337
340
276
287
343
345
348



２２００２２４４年年度度　　３３年年生生

薬 創薬 前期 後期

2 医薬品構造学Ⅰ 必修 必修 1 - 牧野　一石

3 ゲノム医学 必修 必修 1 - 奥脇　 　暢

3 分析科学Ⅲ 必修 必修 1 - 加藤くみ子

3 合成化学Ⅰ 必修 必修 1 - 長光　 　亨

3 衛生化学Ⅰ 必修 必修 1 - 今井　浩孝

3 放射薬品学 必修 必修 1 - 坂本　 　光

3 免疫学 必修 必修 1 - 金　　倫基

3 化学療法学Ⅱ 必修 必修 1 - 大城　太一

3 薬理学Ⅲ 必修 必修 1 - 田辺　光男

3 臨床医学概論Ⅰ 必修 選択 1 - 鈴木　雄介

3 物理薬剤学Ⅰ 必修 選択 1 - 田中　信忠

3 薬物治療学Ⅰ 必修 選択 1 - 尾鳥　勝也

3 医療心理学 必修 選択 1 - 有田　悦子

3 臨床検査学Ⅰ 必修 - 1 - 喜来　　望

3 公衆衛生学Ⅰ 必修 必修 1 - 清野　正子

3 微生物学実習Ⅰ 必修 必修 1 - 金　　倫基

3 微生物学実習Ⅱ 必修 必修 1 - 大城　太一

3 物理薬剤学実習 必修 必修 1 - 田中　信忠

3 薬学英語Ⅰ※ 選択 選択 1 - 奥脇　 　暢

3 構造生命科学 選択 必修 1 - 志鷹真由子

3 放射薬品学実習 選択 選択 1 - 坂本　 　光

3 文献講読ゼミＡ 選択 必修 1 - 各教室教員

3 医療ボランティア実習Ａ 選択 - 1 - 平山　武司

3 製剤学 必修 選択 - 1 田中　信忠

3 合成化学Ⅱ 必修 必修 - 1 長光　 　亨

3 東洋医学概論 必修 選択 - 1 日向須美子

3 生物薬剤学 必修 選択 - 1 前田　和哉

3 衛生化学Ⅱ 必修 必修 - 1 今井　浩孝

3 臨床医学概論Ⅱ 必修 選択 - 1 鈴木　雄介

3 疾病解析学 必修 選択 - 1 久保田理恵

3 薬物治療学Ⅱ 必修 選択 - 1 尾鳥　勝也

3 調剤学 必修 選択 - 1 平山　武司

3 地域医療薬学Ⅰ 必修 選択 - 1 根岸　健一

3 衛生化学実習 必修 必修 - 1 今井　浩孝

3 公衆衛生学実習 必修 必修 - 1 清野　正子

3 薬理学実習Ⅰ 必修 必修 - 1 田辺　光男

3 薬理学実習Ⅱ 必修 必修 - 1 中原　 　努

3 薬学英語Ⅱ 選択 選択 - 1 井原久美子

3 医薬品構造学Ⅱ 選択 選択 - 1 牧野　一石

3 臨床生理学Ⅰ 選択 選択 - 1 喜来　　望

3 臨床生化学 選択 選択 - 1 飯田　直幸

3 文献講読ゼミＢ 選択 必修 - 1 各教室教員

3 医療ボランティア実習Ｂ 選択 - - 1 平山　武司

3 創薬情報科学 - 必修 1 - 志鷹真由子

3 理論分子設計学 - 選択 - 1 田中　信忠

3 創薬化学 - 選択 - 1 藤井　秀明

※ 薬学科については、2024年度休講とする。

履修区分
頁群 科　目　名

単位数
科目責任者

２２００２２４４年年度度　　４４年年生生

薬 創薬 前期 後期

3 医薬品化学 必修 選択 1 - 西野　貴司

3 薬物速度論 必修 選択 1 - 前田　和哉

3 公衆衛生学Ⅱ 必修 選択 1 - 清野　正子

3 臨床医学概論Ⅲ※ 必修 選択 1 - 鈴木　雄介

3 医薬品安全性学Ⅰ 必修 選択 1 - 中原　 　努

3 医薬品情報学 必修 選択 1 - 岩澤真紀子

3 薬事関係法規 必修 必修 1 - 山本　大介

3 薬物治療学Ⅲ 必修 選択 1 - 菅原　充広

3 地域医療薬学Ⅱ 必修 選択 1 - 根岸　健一

3 医療薬学 必修 選択 1 - 平山　武司

3 プレゼンテーション実習 必修 - 1 - 有田　悦子

3 病院・薬局実習事前実習 必修 - 田辺　光男

3 看護学 選択 選択 1 - 久保田理恵

3 物理薬剤学Ⅱ 選択 選択 1 - 田中　信忠 開講せず

3 健康食品論 選択 選択 1 - 小林　義典

3 臨床栄養学 選択 選択 1 - 今井　浩孝

3 文献講読ゼミＣ 選択 - 1 - 各教室教員

3 医療ボランティア実習Ｃ 選択 - 1 - 平山　武司

3 医薬品安全性学Ⅱ 必修 選択 - 1 熊谷　　剛

3 医薬関連制度 必修 必修 - 1 山本　大介

3 臨床薬物動態学 必修 選択 - 1 小林　昌宏

3 薬物治療学Ⅳ 必修 選択 - 1 菅原　充広

3 地域医療薬学Ⅲ 必修 選択 - 1 根岸　健一

3 医療倫理学 必修 選択 - 1 有田　悦子

3 薬物治療学演習Ⅰ 必修 - - 1 尾鳥　勝也

3 薬物治療学演習Ⅱ 必修 - - 1 尾鳥　勝也

3 薬品製造化学 選択 選択 - 1 長光　 　亨

3 臨床試験総論 選択 選択 - 1 成川　 　衛

3 臨床生理学Ⅱ 選択 選択 - 1 喜来　　望

3 救急治療・臨床中毒学 選択 選択 - 1 熊谷　　剛

3 創薬化学 選択 - - 1 藤井　秀明

3 リハビリテーション論 選択 選択 - 1 福田　倫也

3 文献講読ゼミＤ 選択 - - 1 各教室教員

3 医療ボランティア実習Ｄ 選択 - - 1 平山　武司

3 薬事行政 - 必修 1 - 成川　 　衛

3 臨床病理学 - 選択 1 - 鈴木　雄介

3 臨床統計学 - 選択 1 - 道前　洋史

3 ケミカルバイオロジー論 - 選択 1 - 大城　太一

3 香粧品学 - 選択 1 - 田中　美加

3 医薬品マーケティング論 - 選択 1 - 藤井　秀明

3 生薬・東洋医学精説 - 選択 1 - 小林　義典

3 感染制御学 - 選択 1 - 金　　倫基

3 生命創薬科学特別演習 - 必修 各教室教員

3 生命創薬科学卒業特別実習 - 必修 各教室教員

※ 生命創薬科学科については、2024年度休講とする。

← １０ →

科目責任者 頁

← ４ →

群 科　目　名
単位数履修区分

←　２　→

− 105 −

351
354
358
361
363
366
370
373
376
379
382
385
389

392
396
276
399
401
404
407
410
413
417
420
422
424
426
428
431
348
434
276
399
436
439
442
445
447
449
452
455
458
462



２２００２２４４年年度度　　５５年年生生

履修区分

薬 前期 後期

3 病院・薬局実習 必修 尾鳥　勝也

3 薬学卒業特別実習（※1） 必修 各教室教員

3 薬事行政（※2） 必修 1 - 成川　　衛 開講せず

3 臨床医学概説 選択 1 - 鈴木　雄介 開講せず

3 臨床統計学 選択 1 - 道前　洋史

3 薬剤経済学 選択 1 - 長光　　亨 開講せず

3 ケミカルバイオロジー論 選択 1 - 大城　太一

3 香粧品学 選択 1 - 田中　美加

3 医薬品マーケティング論 選択 1 - 藤井　秀明

3 医療薬学英語 選択 1 - 井原久美子

3 終末期・緩和医療論 選択 1 - 長光　　亨 開講せず

3 生薬・東洋医学精説 選択 1 - 小林　義典

3 感染制御学 選択 1 - 金　　倫基

3 実践薬学概論 選択 有田　悦子

※1　5年次前期～6年次前期で10単位
※2　6年次に履修する

履修区分

薬 前期 後期

3 薬事行政 必修 1 - 成川　　衛

3 チーム医療演習 必修 1 - 中原　　努

3 薬学卒業特別実習（※１） 必修 10 - 各教室教員

3 薬学総合演習 必修 - 20 清野　正子

3 臨床医学概説 選択 1 - 鈴木　雄介 開講せず

3 臨床統計学 選択 1 - 道前　洋史

3 薬剤経済学 選択 1 - 長光　　亨 開講せず

3 ケミカルバイオロジー論 選択 1 - 大城　太一

3 香粧品学 選択 1 - 田中　美加

3 医薬品マーケティング論 選択 1 - 藤井　秀明

3 医療薬学英語 選択 1 - 井原久美子

3 終末期・緩和医療論 選択 1 - 長光　　亨 開講せず

3 生薬・東洋医学精説 選択 1 - 小林　義典

3 感染制御学 選択 1 - 金　　倫基

3 医療コミュニケーション演習 選択 1 - 有田　悦子

3 薬局管理学 選択 1 - 根岸　健一

3 臨床検査学Ⅱ 選択 1 - 喜来　　望

3 臨床病理学 選択 1 - 鈴木　雄介

3 実践薬学概論 選択 有田　悦子

3 漢方調剤薬局実務演習 自由 1 - 小林　義典

3 臨床化学実習 自由 1 - 喜来　　望

3 医用工学概論実習 自由 1 - 鈴木　雄介

3 臨床検査総論実習 自由 1 - 喜来　　望

3 臨床検査学実習 自由 - 1 喜来　　望

3 臨床生理学実習 自由 - 1 鈴木　雄介

※１　5年次前期～6年次前期で10単位

頁群 科　目　名
単位数

科目責任者

科目責任者 頁

← ２０ →

← １０ →

２２００２２４４年年度度　　６６年年生生

群 科　目　名
単位数

←　１　→

←　１　→

− 106 −

466
468

442

445
447
449
473

452
455
476

436
479
468
481

442

445
447
449
473

452
455
483
486
489
439
476
492
496
499
502
504
507



２２００２２４４年年度度　　５５年年生生

履修区分

薬 前期 後期

3 病院・薬局実習 必修 尾鳥　勝也

3 薬学卒業特別実習（※1） 必修 各教室教員

3 薬事行政（※2） 必修 1 - 成川　　衛 開講せず

3 臨床医学概説 選択 1 - 鈴木　雄介 開講せず

3 臨床統計学 選択 1 - 道前　洋史

3 薬剤経済学 選択 1 - 長光　　亨 開講せず

3 ケミカルバイオロジー論 選択 1 - 大城　太一

3 香粧品学 選択 1 - 田中　美加

3 医薬品マーケティング論 選択 1 - 藤井　秀明

3 医療薬学英語 選択 1 - 井原久美子

3 終末期・緩和医療論 選択 1 - 長光　　亨 開講せず

3 生薬・東洋医学精説 選択 1 - 小林　義典

3 感染制御学 選択 1 - 金　　倫基

3 実践薬学概論 選択 有田　悦子

※1　5年次前期～6年次前期で10単位
※2　6年次に履修する

履修区分

薬 前期 後期

3 薬事行政 必修 1 - 成川　　衛

3 チーム医療演習 必修 1 - 中原　　努

3 薬学卒業特別実習（※１） 必修 10 - 各教室教員

3 薬学総合演習 必修 - 20 清野　正子

3 臨床医学概説 選択 1 - 鈴木　雄介 開講せず

3 臨床統計学 選択 1 - 道前　洋史

3 薬剤経済学 選択 1 - 長光　　亨 開講せず

3 ケミカルバイオロジー論 選択 1 - 大城　太一

3 香粧品学 選択 1 - 田中　美加

3 医薬品マーケティング論 選択 1 - 藤井　秀明

3 医療薬学英語 選択 1 - 井原久美子

3 終末期・緩和医療論 選択 1 - 長光　　亨 開講せず

3 生薬・東洋医学精説 選択 1 - 小林　義典

3 感染制御学 選択 1 - 金　　倫基

3 医療コミュニケーション演習 選択 1 - 有田　悦子

3 薬局管理学 選択 1 - 根岸　健一

3 臨床検査学Ⅱ 選択 1 - 喜来　　望

3 臨床病理学 選択 1 - 鈴木　雄介

3 実践薬学概論 選択 有田　悦子

3 漢方調剤薬局実務演習 自由 1 - 小林　義典

3 臨床化学実習 自由 1 - 喜来　　望

3 医用工学概論実習 自由 1 - 鈴木　雄介

3 臨床検査総論実習 自由 1 - 喜来　　望

3 臨床検査学実習 自由 - 1 喜来　　望

3 臨床生理学実習 自由 - 1 鈴木　雄介

※１　5年次前期～6年次前期で10単位

頁群 科　目　名
単位数

科目責任者

科目責任者 頁

← ２０ →

← １０ →

２２００２２４４年年度度　　６６年年生生

群 科　目　名
単位数

←　１　→

←　１　→

− 107 −



− 108 −



− 109 −



− 110 −



− 111 −



− 112 −



− 113 −



− 114 −



− 115 −



− 116 −



− 117 −



− 118 −



− 119 −



− 120 −



− 121 −



− 122 −



− 123 −



− 124 −



− 125 −



− 126 −



− 127 −



− 128 −



− 129 −



− 130 −



− 131 −



− 132 −



− 133 −



− 134 −



− 135 −



− 136 −



− 137 −



− 138 −



− 139 −



− 140 −



− 141 −



− 142 −



− 143 −



− 144 −



− 145 −



− 146 −



− 147 −



− 148 −



− 149 −



− 150 −



− 151 −



− 152 −



− 153 −



− 154 −



− 155 −



− 156 −



− 157 −



− 158 −



− 159 −



− 160 −



− 161 −



− 162 −



− 163 −



− 164 −



− 165 −



− 166 −



− 167 −



− 168 −



− 169 −



− 170 −



− 171 −



− 172 −



− 173 −



− 174 −



− 175 −



− 176 −



− 177 −



− 178 −



− 179 −



− 180 −



− 181 −



− 182 −



− 183 −



− 184 −



− 185 −



− 186 −



− 187 −



− 188 −



− 189 −



− 190 −



− 191 −



− 192 −



− 193 −



− 194 −



− 195 −



− 196 −



− 197 −



− 198 −



− 199 −



− 200 −



− 201 −



− 202 −



− 203 −



− 204 −



− 205 −



− 206 −



− 207 −



− 208 −



− 209 −



− 210 −



− 211 −



− 212 −



− 213 −



− 214 −



− 215 −



− 216 −



− 217 −



− 218 −



− 219 −



− 220 −



− 221 −



− 222 −



− 223 −



− 224 −



− 225 −



− 226 −



− 227 −



− 228 −



− 229 −



− 230 −



− 231 −



− 232 −



− 233 −



− 234 −



− 235 −



− 236 −



− 237 −



− 238 −



− 239 −



− 240 −



− 241 −



− 242 −



− 243 −



− 244 −



− 245 −



− 246 −



− 247 −



− 248 −



− 249 −



− 250 −



− 251 −



− 252 −



− 253 −



− 254 −



− 255 −



− 256 −



− 257 −



− 258 −



− 259 −



− 260 −



− 261 −



− 262 −



− 263 −



− 264 −



− 265 −



− 266 −



− 267 −



− 268 −



− 269 −



− 270 −



− 271 −



− 272 −



− 273 −



− 274 −



− 275 −



− 276 −



− 277 −



− 278 −



− 279 −



− 280 −



− 281 −



− 282 −



− 283 −



− 284 −



− 285 −



− 286 −



− 287 −



− 288 −



− 289 −



− 290 −



− 291 −



− 292 −



− 293 −



− 294 −



− 295 −



− 296 −



− 297 −



− 298 −



− 299 −



− 300 −



− 301 −



− 302 −



− 303 −



− 304 −



− 305 −



− 306 −



− 307 −



− 308 −



− 309 −



− 310 −



− 311 −



− 312 −



− 313 −



− 314 −



− 315 −



− 316 −



− 317 −



− 318 −



− 319 −



− 320 −



− 321 −



− 322 −



− 323 −



− 324 −



− 325 −



− 326 −



− 327 −



− 328 −



− 329 −



− 330 −



− 331 −



− 332 −



− 333 −



− 334 −



− 335 −



− 336 −



− 337 −



− 338 −



− 339 −



− 340 −



− 341 −



− 342 −



− 343 −



− 344 −



− 345 −



− 346 −



− 347 −



− 348 −



− 349 −



− 350 −



− 351 −



− 352 −



− 353 −



− 354 −



− 355 −



− 356 −



− 357 −



− 358 −



− 359 −



− 360 −



− 361 −



− 362 −



− 363 −



− 364 −



− 365 −



− 366 −



− 367 −



− 368 −



− 369 −



− 370 −



− 371 −



− 372 −



− 373 −



− 374 −



− 375 −



− 376 −



− 377 −



− 378 −



− 379 −



− 380 −



− 381 −



− 382 −



− 383 −



− 384 −



− 385 −



− 386 −



− 387 −



− 388 −



− 389 −



− 390 −



− 391 −



− 392 −



− 393 −



− 394 −



− 395 −



− 396 −



− 397 −



− 398 −



− 399 −



− 400 −



− 401 −



− 402 −



− 403 −



− 404 −



− 405 −



− 406 −



− 407 −



− 408 −



− 409 −



− 410 −



− 411 −



− 412 −



− 413 −



− 414 −



− 415 −



− 416 −



− 417 −



− 418 −



− 419 −



− 420 −



− 421 −



− 422 −



− 423 −



− 424 −



− 425 −



− 426 −



− 427 −



− 428 −



− 429 −



− 430 −



− 431 −



− 432 −



− 433 −



− 434 −



− 435 −



− 436 −



− 437 −



− 438 −



− 439 −



− 440 −



− 441 −



− 442 −



− 443 −



− 444 −



− 445 −



− 446 −



− 447 −



− 448 −



− 449 −



− 450 −



− 451 −



− 452 −



− 453 −



− 454 −



− 455 −



− 456 −



− 457 −



− 458 −



− 459 −



− 460 −



− 461 −



− 462 −



− 463 −



− 464 −



− 465 −



− 466 −



− 467 −



− 468 −



− 469 −



− 470 −



− 471 −



− 472 −



− 473 −



− 474 −



− 475 −



− 476 −



− 477 −



− 478 −



− 479 −



− 480 −



− 481 −



− 482 −



− 483 −



− 484 −



− 485 −



− 486 −



− 487 −



− 488 −



− 489 −



− 490 −



− 491 −



− 492 −



− 493 −



− 494 −



− 495 −



− 496 −



− 497 −



− 498 −



− 499 −



− 500 −



− 501 −



− 502 −



− 503 −



− 504 −



− 505 −



− 506 −



− 507 −



− 508 −



− 509 −





Ⅸ.  

読
替
表

（
薬
学
科
・
生
命
創
薬
科
学
科
）

Ⅸ. 読替表
（薬学科・生命創薬科学科）







◎
：
必
修
、
※
：
自
由

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

◎
北
里
の
世
界

1
年

→
◎

北
里
の
世
界

1
年

→
◎

北
里
の
世
界

1
年

→
◎

北
里
の
世
界

1
年

→
◎

北
里
の
世
界

1
年

→
◎

北
里
の
世
界

1
年

◎
英
語
Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅰ

1
年

◎
英
語
Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅱ

1
年

◎
英
語
Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅰ

1
年

◎
英
語
Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅱ

1
年

◎
物
理
学

1
年

→
◎

物
理
学

1
年

→
◎

物
理
学

1
年

→
◎

物
理
学

1
年

→
◎

物
理
学

1
年

→
◎

物
理
学

1
年

◎
物
理
学
実
験

1
年

→
◎

物
理
学
実
験

1
年

→
◎

物
理
学
実
験

1
年

→
◎

物
理
学
実
験

1
年

→
◎

物
理
学
実
験

1
年

→
◎

物
理
学
実
験

1
年

◎
生
物
学

1
年

→
◎

生
物
学

1
年

→
◎

生
物
学

1
年

→
◎

生
物
学

1
年

→
◎

生
物
学

1
年

→
◎

生
物
学

1
年

◎
生
物
学
実
験

1
年

→
◎

生
物
学
実
験

1
年

→
◎

生
物
学
実
験

1
年

→
◎

生
物
学
実
験

1
年

→
◎

生
物
学
実
験

1
年

→
◎

生
物
学
実
験

1
年

◎
化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

◎
基
礎
有
機
化
学

1
年

→
◎

基
礎
有
機
化
学

1
年

→
◎

基
礎
有
機
化
学

1
年

→
◎

基
礎
有
機
化
学

1
年

→
◎

基
礎
有
機
化
学

1
年

→
◎

基
礎
有
機
化
学

1
年

◎
代
数
学

1
年

→
◎

代
数
学

1
年

→
◎

代
数
学

1
年

→
◎

代
数
学

1
年

→
◎

代
数
学

1
年

→
◎

代
数
学

1
年

◎
統
計
学

1
年

→
◎

統
計
学

1
年

→
◎

統
計
学

1
年

→
◎

統
計
学

1
年

→
◎

統
計
学

1
年

→
◎

統
計
学

1
年

◎
有
機
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅰ

1
年

◎
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅰ

1
年

→
◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅰ

1
年

→
◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅰ

1
年

→
◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅰ

1
年

→
◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅰ

1
年

◎
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
演
習
含
）

1
年

◎
薬
学
概
論

1
年

→
◎

薬
学
概
論

1
年

→
◎

薬
学
概
論

1
年

→
◎

薬
学
概
論

1
年

→
◎

薬
学
概
論

1
年

→
◎

薬
学
概
論

1
年

◎
薬
用
植
物
学

1
年

→
◎

薬
用
植
物
学

1
年

→
◎

薬
用
植
物
学

1
年

→
◎

薬
用
植
物
学

1
年

→
◎

薬
用
植
物
学

1
年

→
◎

薬
用
植
物
学

1
年

◎
薬
と
仕
事
Ⅰ

1
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅰ

1
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅰ

1
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅰ

1
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅰ

1
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅰ

1
年

◎
解
剖
学

1
年

→
◎

解
剖
学

1
年

→
◎

解
剖
学

1
年

→
◎

解
剖
学

1
年

→
◎

解
剖
学

1
年

→
◎

解
剖
学

1
年

◎
生
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化
学
Ⅰ

1
年

◎
生
理
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
理
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
理
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
理
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
理
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
理
学
Ⅰ

1
年

◎
チ
ー
ム
医
療
論

1
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
論

1
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
論

1
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
論

1
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
論

1
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
論

1
年

臨
床
心
理
学
入
門

1
年

→
臨
床
心
理
学
入
門

1
年

→
臨
床
心
理
学
入
門

1
年

→
臨
床
心
理
学
入
門

1
年

→
臨
床
心
理
学
入
門

1
年

→
臨
床
心
理
学
入
門

1
年

※
基
礎
有
機
化
学
演
習

1
年

→
※

基
礎
有
機
化
学
演
習

1
年

→
※

基
礎
有
機
化
学
演
習

1
年

→
※

基
礎
有
機
化
学
演
習

1
年

→
※

基
礎
有
機
化
学
演
習

1
年

→
※

基
礎
有
機
化
学
演
習

1
年

◎
英
語
C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅰ

2
年

◎
英
語
C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅱ

2
年

◎
有
機
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅱ

2
年

◎
分
析
科
学
Ⅰ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅰ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅰ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅰ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅰ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅰ

2
年

◎
生
薬
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅰ

2
年

◎
生
命
物
理
化
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅰ

2
年

◎
生
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅱ

2
年

◎
微
生
物
学
Ⅰ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅰ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅰ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅰ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅰ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅰ

2
年

◎
生
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
理
学
Ⅱ

2
年

◎
薬
理
学
Ⅰ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅰ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅰ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅰ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅰ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅰ

2
年

◎
病
理
学

2
年

→
◎

病
理
学

2
年

→
◎

病
理
学

2
年

→
◎

病
理
学

2
年

→
◎

病
理
学

2
年

→
◎

病
理
学

2
年

◎
薬
学
統
計
学

2
年

→
◎

薬
学
統
計
学

2
年

→
◎

薬
学
統
計
学

2
年

→
◎

薬
学
統
計
学

2
年

→
◎

薬
学
統
計
学

2
年

→
◎

薬
学
統
計
学

2
年

◎
薬
と
仕
事
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅱ

2
年

健
康
科
学

2
年

→
健
康
科
学

2
年

→
健
康
科
学

2
年

→
健
康
科
学

2
年

→
健
康
科
学

2
年

→
健
康
科
学

2
年

◎
医
薬
品
化
学
実
習

2
年

→
◎

医
薬
品
化
学
実
習

2
年

→
◎

医
薬
品
化
学
実
習

2
年

→
◎

医
薬
品
化
学
実
習

2
年

→
◎

医
薬
品
化
学
実
習

2
年

→
◎

医
薬
品
化
学
実
習

2
年

◎
有
機
分
析
実
習

2
年

→
◎

有
機
分
析
実
習

2
年

→
◎

有
機
分
析
実
習

2
年

→
◎

有
機
分
析
実
習

2
年

→
◎

有
機
分
析
実
習

2
年

→
◎

有
機
分
析
実
習

2
年

◎
定
量
分
析
実
習

2
年

→
◎

定
量
分
析
実
習

2
年

→
◎

定
量
分
析
実
習

2
年

→
◎

定
量
分
析
実
習

2
年

→
◎

定
量
分
析
実
習

2
年

→
◎

定
量
分
析
実
習

2
年

◎
社
会
薬
学
実
習

2
年

→
◎

社
会
薬
学
実
習

2
年

→
◎

社
会
薬
学
実
習

2
年

→
◎

社
会
薬
学
実
習

2
年

→
◎

社
会
薬
学
実
習

2
年

→
◎

社
会
薬
学
実
習

2
年

◎
有
機
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅲ

2
年

◎
分
析
科
学
Ⅱ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅱ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅱ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅱ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅱ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅱ

2
年

◎
生
薬
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅱ

2
年

◎
生
命
物
理
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅱ

2
年

◎
生
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅲ

2
年

◎
微
生
物
学
Ⅱ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅱ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅱ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅱ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅱ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅱ

2
年

◎
化
学
療
法
学
Ⅰ

2
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅰ

2
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅰ

2
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅰ

2
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅰ

2
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅰ

2
年

◎
薬
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅱ

2
年

◎
病
態
評
価
学

2
年

→
◎

病
態
評
価
学

2
年

→
◎

病
態
評
価
学

2
年

→
◎

病
態
評
価
学

2
年

→
◎

病
態
評
価
学

2
年

◎
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

2
年

→
◎

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

2
年

→
◎

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

2
年

→
◎

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

2
年

→
◎

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

2
年

→
◎

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

2
年

◎
ゲ
ノ
ム
医
学

3
年

→
◎

ゲ
ノ
ム
医
学

3
年

→
◎

ゲ
ノ
ム
医
学

3
年

→
◎

ゲ
ノ
ム
医
学

3
年

→
◎

ゲ
ノ
ム
医
学

3
年

→
◎

ゲ
ノ
ム
医
学

3
年

◎
生
命
物
理
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
実
習

2
年

◎
生
薬
学
実
習

2
年

→
◎

生
薬
学
実
習

2
年

→
◎

生
薬
学
実
習

2
年

→
◎

生
薬
学
実
習

2
年

→
◎

生
薬
学
実
習

2
年

→
◎

生
薬
学
実
習

2
年

◎
生
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
化
学
実
習

2
年

◎
有
機
合
成
実
習

2
年

→
◎

有
機
合
成
実
習

2
年

→
◎

有
機
合
成
実
習

2
年

→
◎

有
機
合
成
実
習

2
年

→
◎

有
機
合
成
実
習

2
年

→
◎

有
機
合
成
実
習

2
年

※
初
級
太
極
拳
演
習
（
養
生
法
演
習
）

2
年

→
※

初
級
太
極
拳
演
習
（
養
生
法
演
習
）

2
年

→
※

初
級
太
極
拳
演
習
（
養
生
法
演
習
）

2
年

→
※

初
級
太
極
拳
演
習
（
養
生
法
演
習
）

2
年

→
※

初
級
太
極
拳
演
習
（
養
生
法
演
習
）

2
年

→
※

初
級
太
極
拳
演
習
（
養
生
法
演
習
）

2
年

◎
医
薬
品
構
造
学
Ⅰ

3
年

→
◎

医
薬
品
構
造
学
Ⅰ

3
年

→
◎

医
薬
品
構
造
学
Ⅰ

3
年

→
◎

医
薬
品
構
造
学
Ⅰ

3
年

→
◎

医
薬
品
構
造
学
Ⅰ

3
年

→
◎

医
薬
品
構
造
学
Ⅰ

3
年

◎
分
析
科
学
Ⅲ

3
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅲ

3
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅲ

3
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅲ

3
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅲ

3
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅲ

3
年

◎
合
成
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅰ

3
年

◎
衛
生
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅰ

3
年

◎
放
射
薬
品
学

3
年

→
◎

放
射
薬
品
学

3
年

→
◎

放
射
薬
品
学

3
年

→
◎

放
射
薬
品
学

3
年

→
◎

放
射
薬
品
学

3
年

→
◎

放
射
薬
品
学

3
年

◎
免
疫
学

3
年

→
◎

免
疫
学

3
年

→
◎

免
疫
学

3
年

→
◎

免
疫
学

3
年

→
◎

免
疫
学

3
年

→
◎

免
疫
学

3
年

◎
化
学
療
法
学
Ⅱ

3
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅱ

3
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅱ

3
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅱ

3
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅱ

3
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅱ

3
年

◎
薬
理
学
Ⅲ

3
年

→
◎

薬
理
学
Ⅲ

3
年

→
◎

薬
理
学
Ⅲ

3
年

→
◎

薬
理
学
Ⅲ

3
年

→
◎

薬
理
学
Ⅲ

3
年

→
◎

薬
理
学
Ⅲ

3
年

◎
臨
床
医
学
概
論
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅰ

3
年

◎
物
理
薬
剤
学
Ⅰ

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
Ⅰ

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
Ⅰ

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
Ⅰ

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
Ⅰ

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
Ⅰ

3
年

◎
薬
物
治
療
学
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅰ

3
年

◎
医
療
心
理
学

3
年

→
◎

医
療
心
理
学

3
年

→
◎

医
療
心
理
学

3
年

→
◎

医
療
心
理
学

3
年

→
◎

医
療
心
理
学

3
年

→
◎

医
療
心
理
学

3
年

◎
臨
床
検
査
学
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
検
査
学
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
検
査
学
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
検
査
学
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
検
査
学
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
検
査
学
Ⅰ

3
年

◎
公
衆
衛
生
学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅰ

3
年

◎
微
生
物
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅰ

3
年

◎
微
生
物
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅱ

3
年

◎
物
理
薬
剤
学
実
習

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
実
習

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
実
習

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
実
習

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
実
習

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
実
習

3
年

薬
学
英
語
Ⅰ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅰ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅰ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅰ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅰ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅰ

3
年

細
胞
生
物
学

2
年

→
細
胞
生
物
学

2
年

→
細
胞
生
物
学

2
年

→
細
胞
生
物
学

2
年

→
細
胞
生
物
学

2
年

→
細
胞
生
物
学

2
年

構
造
生
命
科
学

3
年

→
構
造
生
命
科
学

3
年

→
構
造
生
命
科
学

3
年

→
構
造
生
命
科
学

3
年

→
構
造
生
命
科
学

3
年

→
構
造
生
命
科
学

3
年

放
射
薬
品
学
実
習

3
年

→
放
射
薬
品
学
実
習

3
年

→
放
射
薬
品
学
実
習

3
年

→
放
射
薬
品
学
実
習

3
年

→
放
射
薬
品
学
実
習

3
年

→
放
射
薬
品
学
実
習

3
年

文
献
講
読
ゼ
ミ
Ａ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ａ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ａ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ａ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ａ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ａ

3
年

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ａ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ａ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ａ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ａ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ａ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ａ

3
年

◎
製
剤
学

3
年

→
◎

製
剤
学

3
年

→
◎

製
剤
学

3
年

→
◎

製
剤
学

3
年

→
◎

製
剤
学

3
年

→
◎

製
剤
学

3
年

◎
合
成
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅱ

3
年

◎
東
洋
医
学
概
論

3
年

→
◎

東
洋
医
学
概
論

3
年

→
◎

東
洋
医
学
概
論

3
年

→
◎

東
洋
医
学
概
論

3
年

→
◎

東
洋
医
学
概
論

3
年

→
◎

東
洋
医
学
概
論

3
年

◎
生
物
薬
剤
学

3
年

→
◎

生
物
薬
剤
学

3
年

→
◎

生
物
薬
剤
学

3
年

→
◎

生
物
薬
剤
学

3
年

→
◎

生
物
薬
剤
学

3
年

→
◎

生
物
薬
剤
学

3
年

◎
衛
生
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅱ

3
年

◎
臨
床
医
学
概
論
Ⅱ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅱ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅱ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅱ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅱ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅱ

3
年

◎
疾
病
解
析
学

3
年

→
◎

疾
病
解
析
学

3
年

→
◎

疾
病
解
析
学

3
年

→
◎

疾
病
解
析
学

3
年

→
◎

疾
病
解
析
学

3
年

→
◎

疾
病
解
析
学

3
年

◎
薬
物
治
療
学
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅱ

3
年

◎
調
剤
学

3
年

→
◎

調
剤
学

3
年

→
◎

調
剤
学

3
年

→
◎

調
剤
学

3
年

→
◎

調
剤
学

3
年

→
◎

調
剤
学

3
年

◎
地
域
医
療
薬
学
Ⅰ

3
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅰ

3
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅰ

3
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅰ

3
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅰ

3
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅰ

3
年

◎
衛
生
化
学
実
習

3
年

→
◎

衛
生
化
学
実
習

3
年

→
◎

衛
生
化
学
実
習

3
年

→
◎

衛
生
化
学
実
習

3
年

→
◎

衛
生
化
学
実
習

3
年

→
◎

衛
生
化
学
実
習

3
年

◎
公
衆
衛
生
学
実
習

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
実
習

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
実
習

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
実
習

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
実
習

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
実
習

3
年

◎
薬
理
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅰ

3
年

◎
薬
理
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅱ

3
年

◎
薬
剤
学
実
習

3
年

薬
学
英
語
Ⅱ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅱ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅱ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅱ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅱ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅱ

3
年

医
薬
品
構
造
学
Ⅱ

3
年

→
医
薬
品
構
造
学
Ⅱ

3
年

→
医
薬
品
構
造
学
Ⅱ

3
年

→
医
薬
品
構
造
学
Ⅱ

3
年

→
医
薬
品
構
造
学
Ⅱ

3
年

→
医
薬
品
構
造
学
Ⅱ

3
年

臨
床
生
理
学
Ⅰ

3
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅰ

3
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅰ

3
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅰ

3
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅰ

3
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅰ

3
年

臨
床
生
化
学

3
年

→
臨
床
生
化
学

3
年

→
臨
床
生
化
学

3
年

→
臨
床
生
化
学

3
年

→
臨
床
生
化
学

3
年

→
臨
床
生
化
学

3
年

文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｂ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｂ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｂ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｂ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｂ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｂ

3
年

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｂ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｂ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｂ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｂ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｂ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｂ

3
年

◎
医
薬
品
化
学

4
年

→
◎

医
薬
品
化
学

4
年

→
◎

医
薬
品
化
学

4
年

→
◎

医
薬
品
化
学

4
年

→
◎

医
薬
品
化
学

4
年

→
◎

医
薬
品
化
学

4
年

◎
薬
物
速
度
論

4
年

→
◎

薬
物
速
度
論

4
年

→
◎

薬
物
速
度
論

4
年

→
◎

薬
物
速
度
論

4
年

→
◎

薬
物
速
度
論

4
年

→
◎

薬
物
速
度
論

4
年

◎
公
衆
衛
生
学
Ⅱ

4
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅱ

4
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅱ

4
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅱ

4
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅱ

4
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅱ

4
年

◎
臨
床
医
学
概
論
Ⅲ

4
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅲ

4
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅲ

4
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅲ

4
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅲ

4
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅲ

4
年

◎
医
薬
品
安
全
性
学
Ⅰ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅰ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅰ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅰ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅰ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅰ

4
年

◎
医
薬
品
情
報
学

4
年

→
◎

医
薬
品
情
報
学

4
年

→
◎

医
薬
品
情
報
学

4
年

→
◎

医
薬
品
情
報
学

4
年

→
◎

医
薬
品
情
報
学

4
年

→
◎

医
薬
品
情
報
学

4
年

◎
薬
事
関
係
法
規

4
年

→
◎

薬
事
関
係
法
規

4
年

→
◎

薬
事
関
係
法
規

4
年

→
◎

薬
事
関
係
法
規

4
年

→
◎

薬
事
関
係
法
規

4
年

→
◎

薬
事
関
係
法
規

4
年

◎
薬
物
治
療
学
Ⅲ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅲ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅲ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅲ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅲ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅲ

4
年

◎
地
域
医
療
薬
学
Ⅱ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅱ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅱ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅱ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅱ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅱ
(
※
1
)

4
年

◎
地
域
医
療
薬
学
Ⅲ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅲ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅲ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅲ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅲ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅲ
(
※
1
)

4
年

◎
医
療
薬
学

4
年

→
◎

医
療
薬
学

4
年

→
◎

医
療
薬
学

4
年

→
◎

医
療
薬
学

4
年

→
◎

医
療
薬
学

4
年

→
◎

医
療
薬
学

4
年

◎
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
習

4
年

→
◎

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
習

4
年

→
◎

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
習

4
年

→
◎

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
習

4
年

→
◎

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
習

4
年

→
◎

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
習

4
年

看
護
学

4
年

→
看
護
学

4
年

→
看
護
学

4
年

→
看
護
学

4
年

→
看
護
学

4
年

→
看
護
学

4
年

物
理
薬
剤
学
Ⅱ

4
年

→
物
理
薬
剤
学
Ⅱ

4
年

→
物
理
薬
剤
学
Ⅱ

4
年

→
物
理
薬
剤
学
Ⅱ

4
年

→
物
理
薬
剤
学
Ⅱ

4
年

→
物
理
薬
剤
学
Ⅱ

4
年

健
康
食
品
論

4
年

→
健
康
食
品
論

4
年

→
健
康
食
品
論

4
年

→
健
康
食
品
論

4
年

→
健
康
食
品
論

4
年

→
健
康
食
品
論

4
年

臨
床
生
理
学
Ⅱ

4
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅱ

4
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅱ

4
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅱ

4
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅱ

4
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅱ

4
年

文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｃ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｃ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｃ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｃ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｃ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｃ

4
年

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｃ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｃ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｃ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｃ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｃ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｃ

4
年

◎
医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

4
年

◎
医
薬
関
連
制
度

4
年

→
◎

医
薬
関
連
制
度

4
年

→
◎

医
薬
関
連
制
度

4
年

→
◎

医
薬
関
連
制
度

4
年

→
◎

医
薬
関
連
制
度

4
年

→
◎

医
薬
関
連
制
度

4
年

◎
臨
床
薬
物
動
態
学

4
年

→
◎

臨
床
薬
物
動
態
学

4
年

→
◎

臨
床
薬
物
動
態
学

4
年

→
◎

臨
床
薬
物
動
態
学

4
年

→
◎

臨
床
薬
物
動
態
学

4
年

→
◎

臨
床
薬
物
動
態
学

4
年

◎
薬
物
治
療
学
Ⅳ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅳ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅳ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅳ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅳ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅳ

4
年

◎
医
療
倫
理
学

4
年

→
◎

医
療
倫
理
学

4
年

→
◎

医
療
倫
理
学

4
年

→
◎

医
療
倫
理
学

4
年

→
◎

医
療
倫
理
学

4
年

→
◎

医
療
倫
理
学

4
年

◎
病
院
・
薬
局
実
習
事
前
実
習

4
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習
事
前
実
習

4
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習
事
前
実
習

4
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習
事
前
実
習

4
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習
事
前
実
習

4
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習
事
前
実
習

4
年

薬
品
製
造
化
学

4
年

→
薬
品
製
造
化
学

4
年

→
薬
品
製
造
化
学

4
年

→
薬
品
製
造
化
学

4
年

→
薬
品
製
造
化
学

4
年

→
薬
品
製
造
化
学

4
年

臨
床
試
験
総
論

4
年

→
臨
床
試
験
総
論

4
年

→
臨
床
試
験
総
論

4
年

→
臨
床
試
験
総
論

4
年

→
臨
床
試
験
総
論

4
年

→
臨
床
試
験
総
論

4
年

臨
床
栄
養
学

4
年

→
臨
床
栄
養
学

4
年

→
臨
床
栄
養
学

4
年

→
臨
床
栄
養
学

4
年

→
臨
床
栄
養
学

4
年

→
臨
床
栄
養
学

4
年

救
急
治
療
・
臨
床
中
毒
学

4
年

→
救
急
治
療
・
臨
床
中
毒
学

4
年

→
救
急
治
療
・
臨
床
中
毒
学

4
年

→
救
急
治
療
・
臨
床
中
毒
学

4
年

→
救
急
治
療
・
臨
床
中
毒
学

4
年

→
救
急
治
療
・
臨
床
中
毒
学

4
年

創
薬
化
学

4
年

→
創
薬
化
学

4
年

→
創
薬
化
学

4
年

→
創
薬
化
学

4
年

→
創
薬
化
学

4
年

→
創
薬
化
学

4
年

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論

4
年

→
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論

4
年

→
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論

4
年

→
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論

4
年

→
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論

4
年

→
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論

4
年

文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｄ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｄ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｄ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｄ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｄ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｄ

4
年

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｄ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｄ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｄ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｄ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｄ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｄ

4
年

◎
病
院
・
薬
局
実
習

5
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習

5
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習

5
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習

5
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習

5
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習

5
年

◎
薬
事
行
政

5
・
6
年

→
◎

薬
事
行
政

5
・
6
年

→
◎

薬
事
行
政

5
・
6
年

→
◎

薬
事
行
政

5
・
6
年

→
◎

薬
事
行
政

5
・
6
年

→
◎

薬
事
行
政

5
・
6
年

→
→

→
→

→
臨
床
統
計
学

5
・
6
年

→
臨
床
統
計
学

5
・
6
年

→
臨
床
統
計
学

5
・
6
年

→
臨
床
統
計
学

5
・
6
年

→
臨
床
統
計
学

5
・
6
年

→
臨
床
統
計
学

5
・
6
年

→
→

→
→

→
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
論

5
・
6
年

→
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
論

5
・
6
年

→
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
論

5
・
6
年

→
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
論

5
・
6
年

→
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
論

5
・
6
年

→
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
論

5
・
6
年

香
粧
品
学

5
・
6
年

→
香
粧
品
学

5
・
6
年

→
香
粧
品
学

5
・
6
年

→
香
粧
品
学

5
・
6
年

→
香
粧
品
学

5
・
6
年

→
香
粧
品
学

5
・
6
年

医
薬
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

5
・
6
年

→
医
薬
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

5
・
6
年

→
医
薬
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

5
・
6
年

→
医
薬
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

5
・
6
年

→
医
薬
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

5
・
6
年

→
医
薬
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

5
・
6
年

医
療
薬
学
英
語

5
・
6
年

→
医
療
薬
学
英
語

5
・
6
年

→
医
療
薬
学
英
語

5
・
6
年

→
医
療
薬
学
英
語

5
・
6
年

→
医
療
薬
学
英
語

5
・
6
年

→
医
療
薬
学
英
語

5
・
6
年

終
末
期
・
緩
和
医
療
論

5
・
6
年

→
終
末
期
・
緩
和
医
療
論

5
・
6
年

→
終
末
期
・
緩
和
医
療
論

5
・
6
年

→
終
末
期
・
緩
和
医
療
論

5
・
6
年

→
終
末
期
・
緩
和
医
療
論

5
・
6
年

→
終
末
期
・
緩
和
医
療
論

5
・
6
年

生
薬
・
東
洋
医
学
精
説

5
・
6
年

→
生
薬
・
東
洋
医
学
精
説

5
・
6
年

→
生
薬
・
東
洋
医
学
精
説

5
・
6
年

→
生
薬
・
東
洋
医
学
精
説

5
・
6
年

→
生
薬
・
東
洋
医
学
精
説

5
・
6
年

→
生
薬
・
東
洋
医
学
精
説

5
・
6
年

感
染
制
御
学

5
・
6
年

→
感
染
制
御
学

5
・
6
年

→
感
染
制
御
学

5
・
6
年

→
感
染
制
御
学

5
・
6
年

→
感
染
制
御
学

5
・
6
年

→
感
染
制
御
学

5
・
6
年

実
践
薬
学
概
論

5
・
6
年

→
実
践
薬
学
概
論

5
・
6
年

→
実
践
薬
学
概
論

5
・
6
年

→
実
践
薬
学
概
論

5
・
6
年

→
実
践
薬
学
概
論

5
・
6
年

→
実
践
薬
学
概
論

5
・
6
年

◎
薬
物
治
療
学
演
習
Ⅰ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅰ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅰ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅰ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅰ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅰ

4
年

◎
薬
物
治
療
学
演
習
Ⅱ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅱ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅱ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅱ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅱ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅱ

4
年

◎
チ
ー
ム
医
療
演
習

6
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
演
習

6
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
演
習

6
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
演
習

6
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
演
習

6
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
演
習

6
年

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

薬
局
管
理
学

6
年

→
薬
局
管
理
学

6
年

→
薬
局
管
理
学

6
年

→
薬
局
管
理
学

6
年

→
薬
局
管
理
学

6
年

→
薬
局
管
理
学

6
年

臨
床
検
査
学
Ⅱ

6
年

→
臨
床
検
査
学
Ⅱ

6
年

→
臨
床
検
査
学
Ⅱ

6
年

→
臨
床
検
査
学
Ⅱ

6
年

→
臨
床
検
査
学
Ⅱ

6
年

→
臨
床
検
査
学
Ⅱ

6
年

臨
床
病
理
学

6
年

→
臨
床
病
理
学

6
年

→
臨
床
病
理
学

6
年

→
臨
床
病
理
学

6
年

→
臨
床
病
理
学

6
年

→
臨
床
病
理
学

6
年

◎
薬
学
卒
業
特
別
実
習

5
・
6
年

→
◎

薬
学
卒
業
特
別
実
習

5
・
6
年

→
◎

薬
学
卒
業
特
別
実
習

5
・
6
年

→
◎

薬
学
卒
業
特
別
実
習

5
・
6
年

→
◎

薬
学
卒
業
特
別
実
習

5
・
6
年

→
◎

薬
学
卒
業
特
別
実
習

5
・
6
年

◎
薬
学
総
合
演
習

6
年

→
◎

薬
学
総
合
演
習

6
年

→
◎

薬
学
総
合
演
習

6
年

→
◎

薬
学
総
合
演
習

6
年

→
◎

薬
学
総
合
演
習

6
年

→
◎

薬
学
総
合
演
習

6
年

※
漢
方
調
剤
薬
局
実
務
演
習

6
年

→
※

漢
方
調
剤
薬
局
実
務
演
習

6
年

→
※

漢
方
調
剤
薬
局
実
務
演
習

6
年

→
※

漢
方
調
剤
薬
局
実
務
演
習

6
年

→
※

漢
方
調
剤
薬
局
実
務
演
習

6
年

→
※

漢
方
調
剤
薬
局
実
務
演
習

6
年

※
臨
床
生
理
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
生
理
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
生
理
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
生
理
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
生
理
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
生
理
学
実
習

6
年

※
臨
床
検
査
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
学
実
習

6
年

※
臨
床
化
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
化
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
化
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
化
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
化
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
化
学
実
習

6
年

※
医
用
工
学
概
論
実
習

6
年

→
※

医
用
工
学
概
論
実
習

6
年

→
※

医
用
工
学
概
論
実
習

6
年

→
※

医
用
工
学
概
論
実
習

6
年

→
※

医
用
工
学
概
論
実
習

6
年

→
※

医
用
工
学
概
論
実
習

6
年

※
臨
床
検
査
総
論
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
総
論
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
総
論
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
総
論
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
総
論
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
総
論
実
習

6
年

※
実
践
医
療
薬
学
Ａ

4
年

→
※

実
践
医
療
薬
学
Ａ

4
年

→
→

→
※

実
践
医
療
薬
学
Ｂ

5
年

→
※

実
践
医
療
薬
学
Ｂ

5
年

→
→

→
※

実
践
医
療
薬
学
Ｃ

6
年

→
※

実
践
医
療
薬
学
Ｃ

6
年

→
→

→

22
00
11
99
年年

度度
入入

学学
生生

22
00
22
00
年年

度度
入入

学学
生生

22
00
22
11
年年

度度
入入

学学
生生

22
00
22
22
年年

度度
入入

学学
生生

科
　

目

22
00
22
44
年年

度度
入入

学学
生生

（（
22
00
22
44
度度

66
年年

生生
  
11
99
00
00
00
番番

台台
））

（（
22
00
22
44
度度

55
年年

生生
  
22
00
00
00
00
番番

台台
））

（（
22
00
22
44
度度

44
年年

生生
  
22
11
00
00
00
番番

台台
））

（（
22
00
22
44
度度

33
年年

生生
  
22
22
00
00
00
番番

台台
））

（（
22
00
22
44
度度

22
年年

生生
  
22
33
00
00
00
番番

台台
））

（（
22
00
22
44
度度

11
年年

生生
  
22
44
00
00
00
番番

台台
））

22
00
22
33
年年

度度
入入

学学
生生

科
　

目
科

　
目

科
　

目
科

　
目

科
　

目

− 514 −



◎
：
必
修
、
※
：
自
由

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

◎
北
里
の
世
界

1
年

→
◎

北
里
の
世
界

1
年

→
◎

北
里
の
世
界

1
年

→
◎

北
里
の
世
界

1
年

→
◎

北
里
の
世
界

1
年

→
◎

北
里
の
世
界

1
年

◎
英
語
Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅰ

1
年

◎
英
語
Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ａ
Ⅱ

1
年

◎
英
語
Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅰ

1
年

◎
英
語
Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語
Ｂ
Ⅱ

1
年

◎
物
理
学

1
年

→
◎

物
理
学

1
年

→
◎

物
理
学

1
年

→
◎

物
理
学

1
年

→
◎

物
理
学

1
年

→
◎

物
理
学

1
年

◎
物
理
学
実
験

1
年

→
◎

物
理
学
実
験

1
年

→
◎

物
理
学
実
験

1
年

→
◎

物
理
学
実
験

1
年

→
◎

物
理
学
実
験

1
年

→
◎

物
理
学
実
験

1
年

◎
生
物
学

1
年

→
◎

生
物
学

1
年

→
◎

生
物
学

1
年

→
◎

生
物
学

1
年

→
◎

生
物
学

1
年

→
◎

生
物
学

1
年

◎
生
物
学
実
験

1
年

→
◎

生
物
学
実
験

1
年

→
◎

生
物
学
実
験

1
年

→
◎

生
物
学
実
験

1
年

→
◎

生
物
学
実
験

1
年

→
◎

生
物
学
実
験

1
年

◎
化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

◎
基
礎
有
機
化
学

1
年

→
◎

基
礎
有
機
化
学

1
年

→
◎

基
礎
有
機
化
学

1
年

→
◎

基
礎
有
機
化
学

1
年

→
◎

基
礎
有
機
化
学

1
年

→
◎

基
礎
有
機
化
学

1
年

◎
代
数
学

1
年

→
◎

代
数
学

1
年

→
◎

代
数
学

1
年

→
◎

代
数
学

1
年

→
◎

代
数
学

1
年

→
◎

代
数
学

1
年

◎
統
計
学

1
年

→
◎

統
計
学

1
年

→
◎

統
計
学

1
年

→
◎

統
計
学

1
年

→
◎

統
計
学

1
年

→
◎

統
計
学

1
年

◎
有
機
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅰ

1
年

◎
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅰ

1
年

→
◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅰ

1
年

→
◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅰ

1
年

→
◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅰ

1
年

→
◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅰ

1
年

◎
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
演
習
含
）

1
年

◎
薬
学
概
論

1
年

→
◎

薬
学
概
論

1
年

→
◎

薬
学
概
論

1
年

→
◎

薬
学
概
論

1
年

→
◎

薬
学
概
論

1
年

→
◎

薬
学
概
論

1
年

◎
薬
用
植
物
学

1
年

→
◎

薬
用
植
物
学

1
年

→
◎

薬
用
植
物
学

1
年

→
◎

薬
用
植
物
学

1
年

→
◎

薬
用
植
物
学

1
年

→
◎

薬
用
植
物
学

1
年

◎
薬
と
仕
事
Ⅰ

1
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅰ

1
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅰ

1
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅰ

1
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅰ

1
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅰ

1
年

◎
解
剖
学

1
年

→
◎

解
剖
学

1
年

→
◎

解
剖
学

1
年

→
◎

解
剖
学

1
年

→
◎

解
剖
学

1
年

→
◎

解
剖
学

1
年

◎
生
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化
学
Ⅰ

1
年

◎
生
理
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
理
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
理
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
理
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
理
学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
理
学
Ⅰ

1
年

◎
チ
ー
ム
医
療
論

1
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
論

1
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
論

1
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
論

1
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
論

1
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
論

1
年

臨
床
心
理
学
入
門

1
年

→
臨
床
心
理
学
入
門

1
年

→
臨
床
心
理
学
入
門

1
年

→
臨
床
心
理
学
入
門

1
年

→
臨
床
心
理
学
入
門

1
年

→
臨
床
心
理
学
入
門

1
年

※
基
礎
有
機
化
学
演
習

1
年

→
※

基
礎
有
機
化
学
演
習

1
年

→
※

基
礎
有
機
化
学
演
習

1
年

→
※

基
礎
有
機
化
学
演
習

1
年

→
※

基
礎
有
機
化
学
演
習

1
年

→
※

基
礎
有
機
化
学
演
習

1
年

◎
英
語
C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅰ

2
年

◎
英
語
C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語
C
Ⅱ

2
年

◎
有
機
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅱ

2
年

◎
分
析
科
学
Ⅰ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅰ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅰ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅰ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅰ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅰ

2
年

◎
生
薬
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅰ

2
年

◎
生
命
物
理
化
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅰ

2
年

◎
生
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅱ

2
年

◎
微
生
物
学
Ⅰ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅰ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅰ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅰ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅰ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅰ

2
年

◎
生
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
理
学
Ⅱ

2
年

◎
薬
理
学
Ⅰ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅰ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅰ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅰ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅰ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅰ

2
年

◎
病
理
学

2
年

→
◎

病
理
学

2
年

→
◎

病
理
学

2
年

→
◎

病
理
学

2
年

→
◎

病
理
学

2
年

→
◎

病
理
学

2
年

◎
薬
学
統
計
学

2
年

→
◎

薬
学
統
計
学

2
年

→
◎

薬
学
統
計
学

2
年

→
◎

薬
学
統
計
学

2
年

→
◎

薬
学
統
計
学

2
年

→
◎

薬
学
統
計
学

2
年

◎
薬
と
仕
事
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
と
仕
事
Ⅱ

2
年

健
康
科
学

2
年

→
健
康
科
学

2
年

→
健
康
科
学

2
年

→
健
康
科
学

2
年

→
健
康
科
学

2
年

→
健
康
科
学

2
年

◎
医
薬
品
化
学
実
習

2
年

→
◎

医
薬
品
化
学
実
習

2
年

→
◎

医
薬
品
化
学
実
習

2
年

→
◎

医
薬
品
化
学
実
習

2
年

→
◎

医
薬
品
化
学
実
習

2
年

→
◎

医
薬
品
化
学
実
習

2
年

◎
有
機
分
析
実
習

2
年

→
◎

有
機
分
析
実
習

2
年

→
◎

有
機
分
析
実
習

2
年

→
◎

有
機
分
析
実
習

2
年

→
◎

有
機
分
析
実
習

2
年

→
◎

有
機
分
析
実
習

2
年

◎
定
量
分
析
実
習

2
年

→
◎

定
量
分
析
実
習

2
年

→
◎

定
量
分
析
実
習

2
年

→
◎

定
量
分
析
実
習

2
年

→
◎

定
量
分
析
実
習

2
年

→
◎

定
量
分
析
実
習

2
年

◎
社
会
薬
学
実
習

2
年

→
◎

社
会
薬
学
実
習

2
年

→
◎

社
会
薬
学
実
習

2
年

→
◎

社
会
薬
学
実
習

2
年

→
◎

社
会
薬
学
実
習

2
年

→
◎

社
会
薬
学
実
習

2
年

◎
有
機
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

有
機
化
学
Ⅲ

2
年

◎
分
析
科
学
Ⅱ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅱ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅱ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅱ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅱ

2
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅱ

2
年

◎
生
薬
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
薬
学
Ⅱ

2
年

◎
生
命
物
理
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
Ⅱ

2
年

◎
生
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅲ

2
年

→
◎

生
化
学
Ⅲ

2
年

◎
微
生
物
学
Ⅱ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅱ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅱ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅱ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅱ

2
年

→
◎

微
生
物
学
Ⅱ

2
年

◎
化
学
療
法
学
Ⅰ

2
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅰ

2
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅰ

2
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅰ

2
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅰ

2
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅰ

2
年

◎
薬
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
理
学
Ⅱ

2
年

◎
病
態
評
価
学

2
年

→
◎

病
態
評
価
学

2
年

→
◎

病
態
評
価
学

2
年

→
◎

病
態
評
価
学

2
年

→
◎

病
態
評
価
学

2
年

◎
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

2
年

→
◎

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

2
年

→
◎

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

2
年

→
◎

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

2
年

→
◎

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

2
年

→
◎

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

2
年

◎
ゲ
ノ
ム
医
学

3
年

→
◎

ゲ
ノ
ム
医
学

3
年

→
◎

ゲ
ノ
ム
医
学

3
年

→
◎

ゲ
ノ
ム
医
学

3
年

→
◎

ゲ
ノ
ム
医
学

3
年

→
◎

ゲ
ノ
ム
医
学

3
年

◎
生
命
物
理
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
命
物
理
化
学
実
習

2
年

◎
生
薬
学
実
習

2
年

→
◎

生
薬
学
実
習

2
年

→
◎

生
薬
学
実
習

2
年

→
◎

生
薬
学
実
習

2
年

→
◎

生
薬
学
実
習

2
年

→
◎

生
薬
学
実
習

2
年

◎
生
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
化
学
実
習

2
年

→
◎

生
化
学
実
習

2
年

◎
有
機
合
成
実
習

2
年

→
◎

有
機
合
成
実
習

2
年

→
◎

有
機
合
成
実
習

2
年

→
◎

有
機
合
成
実
習

2
年

→
◎

有
機
合
成
実
習

2
年

→
◎

有
機
合
成
実
習

2
年

※
初
級
太
極
拳
演
習
（
養
生
法
演
習
）

2
年

→
※

初
級
太
極
拳
演
習
（
養
生
法
演
習
）

2
年

→
※

初
級
太
極
拳
演
習
（
養
生
法
演
習
）

2
年

→
※

初
級
太
極
拳
演
習
（
養
生
法
演
習
）

2
年

→
※

初
級
太
極
拳
演
習
（
養
生
法
演
習
）

2
年

→
※

初
級
太
極
拳
演
習
（
養
生
法
演
習
）

2
年

◎
医
薬
品
構
造
学
Ⅰ

3
年

→
◎

医
薬
品
構
造
学
Ⅰ

3
年

→
◎

医
薬
品
構
造
学
Ⅰ

3
年

→
◎

医
薬
品
構
造
学
Ⅰ

3
年

→
◎

医
薬
品
構
造
学
Ⅰ

3
年

→
◎

医
薬
品
構
造
学
Ⅰ

3
年

◎
分
析
科
学
Ⅲ

3
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅲ

3
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅲ

3
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅲ

3
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅲ

3
年

→
◎

分
析
科
学
Ⅲ

3
年

◎
合
成
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅰ

3
年

◎
衛
生
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅰ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅰ

3
年

◎
放
射
薬
品
学

3
年

→
◎

放
射
薬
品
学

3
年

→
◎

放
射
薬
品
学

3
年

→
◎

放
射
薬
品
学

3
年

→
◎

放
射
薬
品
学

3
年

→
◎

放
射
薬
品
学

3
年

◎
免
疫
学

3
年

→
◎

免
疫
学

3
年

→
◎

免
疫
学

3
年

→
◎

免
疫
学

3
年

→
◎

免
疫
学

3
年

→
◎

免
疫
学

3
年

◎
化
学
療
法
学
Ⅱ

3
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅱ

3
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅱ

3
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅱ

3
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅱ

3
年

→
◎

化
学
療
法
学
Ⅱ

3
年

◎
薬
理
学
Ⅲ

3
年

→
◎

薬
理
学
Ⅲ

3
年

→
◎

薬
理
学
Ⅲ

3
年

→
◎

薬
理
学
Ⅲ

3
年

→
◎

薬
理
学
Ⅲ

3
年

→
◎

薬
理
学
Ⅲ

3
年

◎
臨
床
医
学
概
論
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅰ

3
年

◎
物
理
薬
剤
学
Ⅰ

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
Ⅰ

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
Ⅰ

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
Ⅰ

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
Ⅰ

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
Ⅰ

3
年

◎
薬
物
治
療
学
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅰ

3
年

◎
医
療
心
理
学

3
年

→
◎

医
療
心
理
学

3
年

→
◎

医
療
心
理
学

3
年

→
◎

医
療
心
理
学

3
年

→
◎

医
療
心
理
学

3
年

→
◎

医
療
心
理
学

3
年

◎
臨
床
検
査
学
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
検
査
学
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
検
査
学
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
検
査
学
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
検
査
学
Ⅰ

3
年

→
◎

臨
床
検
査
学
Ⅰ

3
年

◎
公
衆
衛
生
学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅰ

3
年

◎
微
生
物
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅰ

3
年

◎
微
生
物
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

微
生
物
学
実
習
Ⅱ

3
年

◎
物
理
薬
剤
学
実
習

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
実
習

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
実
習

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
実
習

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
実
習

3
年

→
◎

物
理
薬
剤
学
実
習

3
年

薬
学
英
語
Ⅰ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅰ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅰ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅰ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅰ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅰ

3
年

細
胞
生
物
学

2
年

→
細
胞
生
物
学

2
年

→
細
胞
生
物
学

2
年

→
細
胞
生
物
学

2
年

→
細
胞
生
物
学

2
年

→
細
胞
生
物
学

2
年

構
造
生
命
科
学

3
年

→
構
造
生
命
科
学

3
年

→
構
造
生
命
科
学

3
年

→
構
造
生
命
科
学

3
年

→
構
造
生
命
科
学

3
年

→
構
造
生
命
科
学

3
年

放
射
薬
品
学
実
習

3
年

→
放
射
薬
品
学
実
習

3
年

→
放
射
薬
品
学
実
習

3
年

→
放
射
薬
品
学
実
習

3
年

→
放
射
薬
品
学
実
習

3
年

→
放
射
薬
品
学
実
習

3
年

文
献
講
読
ゼ
ミ
Ａ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ａ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ａ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ａ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ａ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ａ

3
年

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ａ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ａ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ａ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ａ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ａ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ａ

3
年

◎
製
剤
学

3
年

→
◎

製
剤
学

3
年

→
◎

製
剤
学

3
年

→
◎

製
剤
学

3
年

→
◎

製
剤
学

3
年

→
◎

製
剤
学

3
年

◎
合
成
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

合
成
化
学
Ⅱ

3
年

◎
東
洋
医
学
概
論

3
年

→
◎

東
洋
医
学
概
論

3
年

→
◎

東
洋
医
学
概
論

3
年

→
◎

東
洋
医
学
概
論

3
年

→
◎

東
洋
医
学
概
論

3
年

→
◎

東
洋
医
学
概
論

3
年

◎
生
物
薬
剤
学

3
年

→
◎

生
物
薬
剤
学

3
年

→
◎

生
物
薬
剤
学

3
年

→
◎

生
物
薬
剤
学

3
年

→
◎

生
物
薬
剤
学

3
年

→
◎

生
物
薬
剤
学

3
年

◎
衛
生
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅱ

3
年

→
◎

衛
生
化
学
Ⅱ

3
年

◎
臨
床
医
学
概
論
Ⅱ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅱ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅱ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅱ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅱ

3
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅱ

3
年

◎
疾
病
解
析
学

3
年

→
◎

疾
病
解
析
学

3
年

→
◎

疾
病
解
析
学

3
年

→
◎

疾
病
解
析
学

3
年

→
◎

疾
病
解
析
学

3
年

→
◎

疾
病
解
析
学

3
年

◎
薬
物
治
療
学
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅱ

3
年

◎
調
剤
学

3
年

→
◎

調
剤
学

3
年

→
◎

調
剤
学

3
年

→
◎

調
剤
学

3
年

→
◎

調
剤
学

3
年

→
◎

調
剤
学

3
年

◎
地
域
医
療
薬
学
Ⅰ

3
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅰ

3
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅰ

3
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅰ

3
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅰ

3
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅰ

3
年

◎
衛
生
化
学
実
習

3
年

→
◎

衛
生
化
学
実
習

3
年

→
◎

衛
生
化
学
実
習

3
年

→
◎

衛
生
化
学
実
習

3
年

→
◎

衛
生
化
学
実
習

3
年

→
◎

衛
生
化
学
実
習

3
年

◎
公
衆
衛
生
学
実
習

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
実
習

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
実
習

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
実
習

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
実
習

3
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
実
習

3
年

◎
薬
理
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅰ

3
年

◎
薬
理
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理
学
実
習
Ⅱ

3
年

◎
薬
剤
学
実
習

3
年

薬
学
英
語
Ⅱ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅱ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅱ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅱ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅱ

3
年

→
薬
学
英
語
Ⅱ

3
年

医
薬
品
構
造
学
Ⅱ

3
年

→
医
薬
品
構
造
学
Ⅱ

3
年

→
医
薬
品
構
造
学
Ⅱ

3
年

→
医
薬
品
構
造
学
Ⅱ

3
年

→
医
薬
品
構
造
学
Ⅱ

3
年

→
医
薬
品
構
造
学
Ⅱ

3
年

臨
床
生
理
学
Ⅰ

3
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅰ

3
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅰ

3
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅰ

3
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅰ

3
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅰ

3
年

臨
床
生
化
学

3
年

→
臨
床
生
化
学

3
年

→
臨
床
生
化
学

3
年

→
臨
床
生
化
学

3
年

→
臨
床
生
化
学

3
年

→
臨
床
生
化
学

3
年

文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｂ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｂ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｂ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｂ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｂ

3
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｂ

3
年

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｂ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｂ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｂ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｂ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｂ

3
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｂ

3
年

◎
医
薬
品
化
学

4
年

→
◎

医
薬
品
化
学

4
年

→
◎

医
薬
品
化
学

4
年

→
◎

医
薬
品
化
学

4
年

→
◎

医
薬
品
化
学

4
年

→
◎

医
薬
品
化
学

4
年

◎
薬
物
速
度
論

4
年

→
◎

薬
物
速
度
論

4
年

→
◎

薬
物
速
度
論

4
年

→
◎

薬
物
速
度
論

4
年

→
◎

薬
物
速
度
論

4
年

→
◎

薬
物
速
度
論

4
年

◎
公
衆
衛
生
学
Ⅱ

4
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅱ

4
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅱ

4
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅱ

4
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅱ

4
年

→
◎

公
衆
衛
生
学
Ⅱ

4
年

◎
臨
床
医
学
概
論
Ⅲ

4
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅲ

4
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅲ

4
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅲ

4
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅲ

4
年

→
◎

臨
床
医
学
概
論
Ⅲ

4
年

◎
医
薬
品
安
全
性
学
Ⅰ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅰ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅰ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅰ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅰ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅰ

4
年

◎
医
薬
品
情
報
学

4
年

→
◎

医
薬
品
情
報
学

4
年

→
◎

医
薬
品
情
報
学

4
年

→
◎

医
薬
品
情
報
学

4
年

→
◎

医
薬
品
情
報
学

4
年

→
◎

医
薬
品
情
報
学

4
年

◎
薬
事
関
係
法
規

4
年

→
◎

薬
事
関
係
法
規

4
年

→
◎

薬
事
関
係
法
規

4
年

→
◎

薬
事
関
係
法
規

4
年

→
◎

薬
事
関
係
法
規

4
年

→
◎

薬
事
関
係
法
規

4
年

◎
薬
物
治
療
学
Ⅲ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅲ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅲ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅲ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅲ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅲ

4
年

◎
地
域
医
療
薬
学
Ⅱ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅱ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅱ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅱ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅱ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅱ
(
※
1
)

4
年

◎
地
域
医
療
薬
学
Ⅲ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅲ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅲ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅲ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅲ
(
※
1
)

4
年

→
◎

地
域
医
療
薬
学
Ⅲ
(
※
1
)

4
年

◎
医
療
薬
学

4
年

→
◎

医
療
薬
学

4
年

→
◎

医
療
薬
学

4
年

→
◎

医
療
薬
学

4
年

→
◎

医
療
薬
学

4
年

→
◎

医
療
薬
学

4
年

◎
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
習

4
年

→
◎

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
習

4
年

→
◎

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
習

4
年

→
◎

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
習

4
年

→
◎

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
習

4
年

→
◎

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
習

4
年

看
護
学

4
年

→
看
護
学

4
年

→
看
護
学

4
年

→
看
護
学

4
年

→
看
護
学

4
年

→
看
護
学

4
年

物
理
薬
剤
学
Ⅱ

4
年

→
物
理
薬
剤
学
Ⅱ

4
年

→
物
理
薬
剤
学
Ⅱ

4
年

→
物
理
薬
剤
学
Ⅱ

4
年

→
物
理
薬
剤
学
Ⅱ

4
年

→
物
理
薬
剤
学
Ⅱ

4
年

健
康
食
品
論

4
年

→
健
康
食
品
論

4
年

→
健
康
食
品
論

4
年

→
健
康
食
品
論

4
年

→
健
康
食
品
論

4
年

→
健
康
食
品
論

4
年

臨
床
生
理
学
Ⅱ

4
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅱ

4
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅱ

4
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅱ

4
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅱ

4
年

→
臨
床
生
理
学
Ⅱ

4
年

文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｃ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｃ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｃ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｃ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｃ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｃ

4
年

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｃ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｃ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｃ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｃ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｃ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｃ

4
年

◎
医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

4
年

→
◎

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

4
年

◎
医
薬
関
連
制
度

4
年

→
◎

医
薬
関
連
制
度

4
年

→
◎

医
薬
関
連
制
度

4
年

→
◎

医
薬
関
連
制
度

4
年

→
◎

医
薬
関
連
制
度

4
年

→
◎

医
薬
関
連
制
度

4
年

◎
臨
床
薬
物
動
態
学

4
年

→
◎

臨
床
薬
物
動
態
学

4
年

→
◎

臨
床
薬
物
動
態
学

4
年

→
◎

臨
床
薬
物
動
態
学

4
年

→
◎

臨
床
薬
物
動
態
学

4
年

→
◎

臨
床
薬
物
動
態
学

4
年

◎
薬
物
治
療
学
Ⅳ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅳ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅳ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅳ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅳ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
Ⅳ

4
年

◎
医
療
倫
理
学

4
年

→
◎

医
療
倫
理
学

4
年

→
◎

医
療
倫
理
学

4
年

→
◎

医
療
倫
理
学

4
年

→
◎

医
療
倫
理
学

4
年

→
◎

医
療
倫
理
学

4
年

◎
病
院
・
薬
局
実
習
事
前
実
習

4
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習
事
前
実
習

4
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習
事
前
実
習

4
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習
事
前
実
習

4
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習
事
前
実
習

4
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習
事
前
実
習

4
年

薬
品
製
造
化
学

4
年

→
薬
品
製
造
化
学

4
年

→
薬
品
製
造
化
学

4
年

→
薬
品
製
造
化
学

4
年

→
薬
品
製
造
化
学

4
年

→
薬
品
製
造
化
学

4
年

臨
床
試
験
総
論

4
年

→
臨
床
試
験
総
論

4
年

→
臨
床
試
験
総
論

4
年

→
臨
床
試
験
総
論

4
年

→
臨
床
試
験
総
論

4
年

→
臨
床
試
験
総
論

4
年

臨
床
栄
養
学

4
年

→
臨
床
栄
養
学

4
年

→
臨
床
栄
養
学

4
年

→
臨
床
栄
養
学

4
年

→
臨
床
栄
養
学

4
年

→
臨
床
栄
養
学

4
年

救
急
治
療
・
臨
床
中
毒
学

4
年

→
救
急
治
療
・
臨
床
中
毒
学

4
年

→
救
急
治
療
・
臨
床
中
毒
学

4
年

→
救
急
治
療
・
臨
床
中
毒
学

4
年

→
救
急
治
療
・
臨
床
中
毒
学

4
年

→
救
急
治
療
・
臨
床
中
毒
学

4
年

創
薬
化
学

4
年

→
創
薬
化
学

4
年

→
創
薬
化
学

4
年

→
創
薬
化
学

4
年

→
創
薬
化
学

4
年

→
創
薬
化
学

4
年

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論

4
年

→
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論

4
年

→
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論

4
年

→
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論

4
年

→
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論

4
年

→
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論

4
年

文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｄ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｄ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｄ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｄ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｄ

4
年

→
文
献
講
読
ゼ
ミ
Ｄ

4
年

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｄ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｄ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｄ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｄ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｄ

4
年

→
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ｄ

4
年

◎
病
院
・
薬
局
実
習

5
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習

5
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習

5
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習

5
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習

5
年

→
◎

病
院
・
薬
局
実
習

5
年

◎
薬
事
行
政

5
・
6
年

→
◎

薬
事
行
政

5
・
6
年

→
◎

薬
事
行
政

5
・
6
年

→
◎

薬
事
行
政

5
・
6
年

→
◎

薬
事
行
政

5
・
6
年

→
◎

薬
事
行
政

5
・
6
年

→
→

→
→

→
臨
床
統
計
学

5
・
6
年

→
臨
床
統
計
学

5
・
6
年

→
臨
床
統
計
学

5
・
6
年

→
臨
床
統
計
学

5
・
6
年

→
臨
床
統
計
学

5
・
6
年

→
臨
床
統
計
学

5
・
6
年

→
→

→
→

→
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
論

5
・
6
年

→
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
論

5
・
6
年

→
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
論

5
・
6
年

→
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
論

5
・
6
年

→
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
論

5
・
6
年

→
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
論

5
・
6
年

香
粧
品
学

5
・
6
年

→
香
粧
品
学

5
・
6
年

→
香
粧
品
学

5
・
6
年

→
香
粧
品
学

5
・
6
年

→
香
粧
品
学

5
・
6
年

→
香
粧
品
学

5
・
6
年

医
薬
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

5
・
6
年

→
医
薬
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

5
・
6
年

→
医
薬
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

5
・
6
年

→
医
薬
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

5
・
6
年

→
医
薬
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

5
・
6
年

→
医
薬
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

5
・
6
年

医
療
薬
学
英
語

5
・
6
年

→
医
療
薬
学
英
語

5
・
6
年

→
医
療
薬
学
英
語

5
・
6
年

→
医
療
薬
学
英
語

5
・
6
年

→
医
療
薬
学
英
語

5
・
6
年

→
医
療
薬
学
英
語

5
・
6
年

終
末
期
・
緩
和
医
療
論

5
・
6
年

→
終
末
期
・
緩
和
医
療
論

5
・
6
年

→
終
末
期
・
緩
和
医
療
論

5
・
6
年

→
終
末
期
・
緩
和
医
療
論

5
・
6
年

→
終
末
期
・
緩
和
医
療
論

5
・
6
年

→
終
末
期
・
緩
和
医
療
論

5
・
6
年

生
薬
・
東
洋
医
学
精
説

5
・
6
年

→
生
薬
・
東
洋
医
学
精
説

5
・
6
年

→
生
薬
・
東
洋
医
学
精
説

5
・
6
年

→
生
薬
・
東
洋
医
学
精
説

5
・
6
年

→
生
薬
・
東
洋
医
学
精
説

5
・
6
年

→
生
薬
・
東
洋
医
学
精
説

5
・
6
年

感
染
制
御
学

5
・
6
年

→
感
染
制
御
学

5
・
6
年

→
感
染
制
御
学

5
・
6
年

→
感
染
制
御
学

5
・
6
年

→
感
染
制
御
学

5
・
6
年

→
感
染
制
御
学

5
・
6
年

実
践
薬
学
概
論

5
・
6
年

→
実
践
薬
学
概
論

5
・
6
年

→
実
践
薬
学
概
論

5
・
6
年

→
実
践
薬
学
概
論

5
・
6
年

→
実
践
薬
学
概
論

5
・
6
年

→
実
践
薬
学
概
論

5
・
6
年

◎
薬
物
治
療
学
演
習
Ⅰ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅰ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅰ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅰ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅰ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅰ

4
年

◎
薬
物
治
療
学
演
習
Ⅱ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅱ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅱ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅱ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅱ

4
年

→
◎

薬
物
治
療
学
演
習
Ⅱ

4
年

◎
チ
ー
ム
医
療
演
習

6
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
演
習

6
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
演
習

6
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
演
習

6
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
演
習

6
年

→
◎

チ
ー
ム
医
療
演
習

6
年

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

→
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

6
年

薬
局
管
理
学

6
年

→
薬
局
管
理
学

6
年

→
薬
局
管
理
学

6
年

→
薬
局
管
理
学

6
年

→
薬
局
管
理
学

6
年

→
薬
局
管
理
学

6
年

臨
床
検
査
学
Ⅱ

6
年

→
臨
床
検
査
学
Ⅱ

6
年

→
臨
床
検
査
学
Ⅱ

6
年

→
臨
床
検
査
学
Ⅱ

6
年

→
臨
床
検
査
学
Ⅱ

6
年

→
臨
床
検
査
学
Ⅱ

6
年

臨
床
病
理
学

6
年

→
臨
床
病
理
学

6
年

→
臨
床
病
理
学

6
年

→
臨
床
病
理
学

6
年

→
臨
床
病
理
学

6
年

→
臨
床
病
理
学

6
年

◎
薬
学
卒
業
特
別
実
習

5
・
6
年

→
◎

薬
学
卒
業
特
別
実
習

5
・
6
年

→
◎

薬
学
卒
業
特
別
実
習

5
・
6
年

→
◎

薬
学
卒
業
特
別
実
習

5
・
6
年

→
◎

薬
学
卒
業
特
別
実
習

5
・
6
年

→
◎

薬
学
卒
業
特
別
実
習

5
・
6
年

◎
薬
学
総
合
演
習

6
年

→
◎

薬
学
総
合
演
習

6
年

→
◎

薬
学
総
合
演
習

6
年

→
◎

薬
学
総
合
演
習

6
年

→
◎

薬
学
総
合
演
習

6
年

→
◎

薬
学
総
合
演
習

6
年

※
漢
方
調
剤
薬
局
実
務
演
習

6
年

→
※

漢
方
調
剤
薬
局
実
務
演
習

6
年

→
※

漢
方
調
剤
薬
局
実
務
演
習

6
年

→
※

漢
方
調
剤
薬
局
実
務
演
習

6
年

→
※

漢
方
調
剤
薬
局
実
務
演
習

6
年

→
※

漢
方
調
剤
薬
局
実
務
演
習

6
年

※
臨
床
生
理
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
生
理
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
生
理
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
生
理
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
生
理
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
生
理
学
実
習

6
年

※
臨
床
検
査
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
学
実
習

6
年

※
臨
床
化
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
化
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
化
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
化
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
化
学
実
習

6
年

→
※

臨
床
化
学
実
習

6
年

※
医
用
工
学
概
論
実
習

6
年

→
※

医
用
工
学
概
論
実
習

6
年

→
※

医
用
工
学
概
論
実
習

6
年

→
※

医
用
工
学
概
論
実
習

6
年

→
※

医
用
工
学
概
論
実
習

6
年

→
※

医
用
工
学
概
論
実
習

6
年

※
臨
床
検
査
総
論
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
総
論
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
総
論
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
総
論
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
総
論
実
習

6
年

→
※

臨
床
検
査
総
論
実
習

6
年

※
実
践
医
療
薬
学
Ａ

4
年

→
※

実
践
医
療
薬
学
Ａ

4
年

→
→

→
※

実
践
医
療
薬
学
Ｂ

5
年

→
※

実
践
医
療
薬
学
Ｂ

5
年

→
→

→
※

実
践
医
療
薬
学
Ｃ

6
年

→
※

実
践
医
療
薬
学
Ｃ

6
年

→
→

→

22
00
11
99
年年

度度
入入

学学
生生

22
00
22
00
年年

度度
入入

学学
生生

22
00
22
11
年年

度度
入入

学学
生生

22
00
22
22
年年

度度
入入

学学
生生

科
　

目

22
00
22
44
年年

度度
入入

学学
生生

（（
22
00
22
44
度度

66
年年

生生
  
11
99
00
00
00
番番

台台
））

（（
22
00
22
44
度度

55
年年

生生
  
22
00
00
00
00
番番

台台
））
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22
00
22
44
度度
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年年

生生
  
22
11
00
00
00
番番

台台
））
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22
00
22
44
度度

33
年年

生生
  
22
22
00
00
00
番番

台台
））

（（
22
00
22
44
度度

22
年年

生生
  
22
33
00
00
00
番番

台台
））

（（
22
00
22
44
度度

11
年年

生生
  
22
44
00
00
00
番番

台台
））

22
00
22
33
年年

度度
入入

学学
生生

科
　

目
科

　
目

科
　

目
科

　
目

科
　

目
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◎
：

必
修

、
※

：
自

由

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

◎
北

里
の

世
界

1
年

→
◎

北
里

の
世

界
1
年

→
◎

北
里

の
世

界
1
年

→
◎

北
里

の
世

界
1
年

◎
仕

事
と

人
生

1
年

→
◎

仕
事

と
人

生
1
年

→
◎

仕
事

と
人

生
1
年

→
◎

仕
事

と
人

生
1
年

◎
英

語
Ａ

Ⅰ
1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅰ

1
年

◎
英

語
Ａ

Ⅱ
1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅱ

1
年

◎
英

語
Ｂ

Ⅰ
1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅰ

1
年

◎
英

語
Ｂ

Ⅱ
1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅱ

1
年

◎
物

理
学

1
年

→
◎

物
理

学
1
年

→
◎

物
理

学
1
年

→
◎

物
理

学
1
年

◎
物

理
学

実
験

1
年

→
◎

物
理

学
実

験
1
年

→
◎

物
理

学
実

験
1
年

→
◎

物
理

学
実

験
1
年

◎
生

物
学

1
年

→
◎

生
物

学
1
年

→
◎

生
物

学
1
年

→
◎

生
物

学
1
年

◎
生

物
学

実
験

1
年

→
◎

生
物

学
実

験
1
年

→
◎

生
物

学
実

験
1
年

→
◎

生
物

学
実

験
1
年

◎
化

学
1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

◎
基

礎
有

機
化

学
1
年

→
◎

基
礎

有
機

化
学

1
年

→
◎

基
礎

有
機

化
学

1
年

→
◎

基
礎

有
機

化
学

1
年

◎
代

数
学

1
年

→
◎

代
数

学
1
年

→
◎

代
数

学
1
年

→
◎

代
数

学
1
年

◎
統

計
学

1
年

→
◎

統
計

学
1
年

→
◎

統
計

学
1
年

→
◎

統
計

学
1
年

◎
有

機
化

学
Ⅰ

1
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅰ
1
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅰ
1
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅰ
1
年

◎
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅰ
1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅰ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅰ

1
年

◎
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅱ
1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
（

演
習

含
）

1
年

◎
薬

学
概

論
1
年

→
◎

薬
学

概
論

1
年

→
◎

薬
学

概
論

1
年

→
◎

薬
学

概
論

1
年

◎
薬

用
植

物
学

1
年

→
◎

薬
用

植
物

学
1
年

→
◎

薬
用

植
物

学
1
年

→
◎

薬
用

植
物

学
1
年

◎
創

薬
科

学
へ

の
招

待
1
年

→
◎

創
薬

科
学

へ
の

招
待

1
年

→
◎

創
薬

科
学

へ
の

招
待

1
年

→
◎

創
薬

科
学

へ
の

招
待

1
年

◎
解

剖
学

1
年

→
◎

解
剖

学
1
年

→
◎

解
剖

学
1
年

→
◎

解
剖

学
1
年

◎
生

化
学

Ⅰ
1
年

→
◎

生
化

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化

学
Ⅰ

1
年

◎
生

理
学

Ⅰ
1
年

→
◎

生
理

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
理

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
理

学
Ⅰ

1
年

◎
生

命
創

薬
科

学
研

究
概

説
1
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

研
究

概
説

1
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

研
究

概
説

1
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

研
究

概
説

1
年

チ
ー

ム
医

療
論

1
年

→
チ

ー
ム

医
療

論
1
年

→
チ

ー
ム

医
療

論
1
年

→
チ

ー
ム

医
療

論
1
年

※
基

礎
有

機
化

学
演

習
1
年

→
※

基
礎

有
機

化
学

演
習

1
年

→
※

基
礎

有
機

化
学

演
習

1
年

→
※

基
礎

有
機

化
学

演
習

1
年

◎
英

語
C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅰ

2
年

◎
英

語
C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅱ

2
年

◎
有

機
化

学
Ⅱ

2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅱ
2
年

◎
分

析
科

学
Ⅰ

2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅰ
2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅰ
2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅰ
2
年

◎
生

薬
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅰ

2
年

◎
生

命
物

理
化

学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅰ
2
年

◎
生

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
化

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
化

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
化

学
Ⅱ

2
年

◎
微

生
物

学
Ⅰ

2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅰ
2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅰ
2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅰ
2
年

◎
生

理
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
理

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
理

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
理

学
Ⅱ

2
年

◎
薬

理
学

Ⅰ
2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅰ

2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅰ

2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅰ

2
年

◎
薬

学
統

計
学

2
年

→
◎

薬
学

統
計

学
2
年

→
◎

薬
学

統
計

学
2
年

→
◎

薬
学

統
計

学
2
年

◎
生

命
創

薬
科

学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅰ
2
年

　
　

病
理

学
2
年

→
　

　
病

理
学

2
年

→
　

　
病

理
学

2
年

→
　

　
病

理
学

2
年

健
康

科
学

2
年

→
健

康
科

学
2
年

→
健

康
科

学
2
年

→
健

康
科

学
2
年

◎
医

薬
品

化
学

実
習

2
年

→
◎

医
薬

品
化

学
実

習
2
年

→
◎

医
薬

品
化

学
実

習
2
年

→
◎

医
薬

品
化

学
実

習
2
年

◎
有

機
分

析
実

習
2
年

→
◎

有
機

分
析

実
習

2
年

→
◎

有
機

分
析

実
習

2
年

→
◎

有
機

分
析

実
習

2
年

◎
定

量
分

析
実

習
2
年

→
◎

定
量

分
析

実
習

2
年

→
◎

定
量

分
析

実
習

2
年

→
◎

定
量

分
析

実
習

2
年

　
　

社
会

薬
学

実
習

2
年

→
　

　
社

会
薬

学
実

習
2
年

→
　

　
社

会
薬

学
実

習
2
年

→
　

　
社

会
薬

学
実

習
2
年

◎
有

機
化

学
Ⅲ

2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅲ
2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅲ
2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅲ
2
年

◎
分

析
科

学
Ⅱ

2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅱ
2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅱ
2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅱ
2
年

◎
生

薬
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅱ

2
年

◎
生

命
物

理
化

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅱ
2
年

◎
生

化
学

Ⅲ
2
年

→
◎

生
化

学
Ⅲ

2
年

→
◎

生
化

学
Ⅲ

2
年

→
◎

生
化

学
Ⅲ

2
年

◎
微

生
物

学
Ⅱ

2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅱ
2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅱ
2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅱ
2
年

◎
化

学
療

法
学

Ⅰ
2
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅰ

2
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅰ

2
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅰ

2
年

◎
薬

理
学

Ⅱ
2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅱ

2
年

◎
ゲ

ノ
ム

医
学

3
年

→
◎

ゲ
ノ

ム
医

学
3
年

→
◎

ゲ
ノ

ム
医

学
3
年

→
◎

ゲ
ノ

ム
医

学
3
年

◎
生

命
創

薬
科

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅱ
2
年

◎
生

命
物

理
化

学
実

習
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

実
習

2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

実
習

2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

実
習

2
年

◎
生

薬
学

実
習

2
年

→
◎

生
薬

学
実

習
2
年

→
◎

生
薬

学
実

習
2
年

→
◎

生
薬

学
実

習
2
年

◎
生

化
学

実
習

2
年

→
◎

生
化

学
実

習
2
年

→
◎

生
化

学
実

習
2
年

→
◎

生
化

学
実

習
2
年

◎
有

機
合

成
実

習
2
年

→
◎

有
機

合
成

実
習

2
年

→
◎

有
機

合
成

実
習

2
年

→
◎

有
機

合
成

実
習

2
年

　
　

病
態

評
価

学
2
年

→
　

　
病

態
評

価
学

2
年

→
　

　
病

態
評

価
学

2
年

→
　

　
医

療
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
2
年

→
　

　
医

療
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
2
年

→
　

　
医

療
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
2
年

→
　

　
医

療
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
2
年

◎
医

薬
品

構
造

学
Ⅰ

3
年

→
◎

医
薬

品
構

造
学

Ⅰ
3
年

→
◎

医
薬

品
構

造
学

Ⅰ
3
年

→
◎

医
薬

品
構

造
学

Ⅰ
3
年

◎
分

析
科

学
Ⅲ

3
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅲ
3
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅲ
3
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅲ
3
年

◎
合

成
化

学
Ⅰ

3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅰ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅰ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅰ
3
年

◎
衛

生
化

学
Ⅰ

3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅰ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅰ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅰ
3
年

◎
放

射
薬

品
学

3
年

→
◎

放
射

薬
品

学
3
年

→
◎

放
射

薬
品

学
3
年

→
◎

放
射

薬
品

学
3
年

◎
免

疫
学

3
年

→
◎

免
疫

学
3
年

→
◎

免
疫

学
3
年

→
◎

免
疫

学
3
年

◎
化

学
療

法
学

Ⅱ
3
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅱ

3
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅱ

3
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅱ

3
年

◎
薬

理
学

Ⅲ
3
年

→
◎

薬
理

学
Ⅲ

3
年

→
◎

薬
理

学
Ⅲ

3
年

→
◎

薬
理

学
Ⅲ

3
年

◎
細

胞
生

物
学

2
年

→
◎

細
胞

生
物

学
2
年

→
◎

細
胞

生
物

学
2
年

→
◎

細
胞

生
物

学
2
年

◎
構

造
生

命
科

学
3
年

→
◎

構
造

生
命

科
学

3
年

→
◎

構
造

生
命

科
学

3
年

→
◎

構
造

生
命

科
学

3
年

◎
創

薬
情

報
科

学
3
年

→
◎

創
薬

情
報

科
学

3
年

→
◎

創
薬

情
報

科
学

3
年

→
◎

創
薬

情
報

科
学

3
年

◎
公

衆
衛

生
学

Ⅰ
3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

3
年

◎
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ａ

3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ａ
3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ａ
3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ａ
3
年

◎
微

生
物

学
実

習
Ⅰ

3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
3
年

◎
微

生
物

学
実

習
Ⅱ

3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
3
年

◎
物

理
薬

剤
学

実
習

3
年

→
◎

物
理

薬
剤

学
実

習
3
年

→
◎

物
理

薬
剤

学
実

習
3
年

→
◎

物
理

薬
剤

学
実

習
3
年

　
　

物
理

薬
剤

学
Ⅰ

3
年

→
　

　
物

理
薬

剤
学

Ⅰ
3
年

→
　

　
物

理
薬

剤
学

Ⅰ
3
年

→
　

　
物

理
薬

剤
学

Ⅰ
3
年

　
　

薬
物

治
療

学
Ⅰ

3
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅰ
3
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅰ
3
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅰ
3
年

医
療

心
理

学
3
年

→
医

療
心

理
学

3
年

→
医

療
心

理
学

3
年

→
医

療
心

理
学

3
年

　
　

臨
床

医
学

概
論

Ⅰ
3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅰ

3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅰ

3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅰ

3
年

薬
学

英
語

Ⅰ
3
年

→
薬

学
英

語
Ⅰ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅰ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅰ

3
年

放
射

薬
品

学
実

習
3
年

→
放

射
薬

品
学

実
習

3
年

→
放

射
薬

品
学

実
習

3
年

→
放

射
薬

品
学

実
習

3
年

◎
合

成
化

学
Ⅱ

3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅱ
3
年

◎
衛

生
化

学
Ⅱ

3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅱ
3
年

◎
衛

生
化

学
実

習
3
年

→
◎

衛
生

化
学

実
習

3
年

→
◎

衛
生

化
学

実
習

3
年

→
◎

衛
生

化
学

実
習

3
年

◎
公

衆
衛

生
学

実
習

3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
実

習
3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
実

習
3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
実

習
3
年

◎
薬

理
学

実
習

Ⅰ
3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅰ

3
年

◎
薬

理
学

実
習

Ⅱ
3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅱ

3
年

◎
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｂ

3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｂ
3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｂ
3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｂ
3
年

　
　

製
剤

学
3
年

→
　

　
製

剤
学

3
年

→
　

　
製

剤
学

3
年

→
　

　
製

剤
学

3
年

　
　

東
洋

医
学

概
論

3
年

→
　

　
東

洋
医

学
概

論
3
年

→
　

　
東

洋
医

学
概

論
3
年

→
　

　
東

洋
医

学
概

論
3
年

　
　

生
物

薬
剤

学
3
年

→
　

　
生

物
薬

剤
学

3
年

→
　

　
生

物
薬

剤
学

3
年

→
　

　
生

物
薬

剤
学

3
年

　
　

臨
床

医
学

概
論

Ⅱ
3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅱ

3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅱ

3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅱ

3
年

　
　

疾
病

解
析

学
3
年

→
　

　
疾

病
解

析
学

3
年

→
　

　
疾

病
解

析
学

3
年

→
　

　
疾

病
解

析
学

3
年

薬
学

英
語

Ⅱ
3
年

→
薬

学
英

語
Ⅱ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅱ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅱ

3
年

医
薬

品
構

造
学

Ⅱ
3
年

→
医

薬
品

構
造

学
Ⅱ

3
年

→
医

薬
品

構
造

学
Ⅱ

3
年

→
医

薬
品

構
造

学
Ⅱ

3
年

臨
床

生
理

学
Ⅰ

3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

臨
床

生
化

学
3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

理
論

分
子

設
計

学
3
年

→
理

論
分

子
設

計
学

3
年

→
理

論
分

子
設

計
学

3
年

→
理

論
分

子
設

計
学

3
年

創
薬

化
学

3
年

→
創

薬
化

学
3
年

→
創

薬
化

学
3
年

→
創

薬
化

学
3
年

薬
物

治
療

学
Ⅱ

3
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅱ
3
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅱ
3
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅱ
3
年

調
剤

学
3
年

→
調

剤
学

3
年

→
調

剤
学

3
年

→
調

剤
学

3
年

地
域

医
療

薬
学

Ⅰ
3
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅰ

3
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅰ

3
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅰ

3
年

薬
剤

学
実

習
3
年

◎
薬

事
行

政
4
年

→
◎

薬
事

行
政

4
年

→
◎

薬
事

行
政

4
年

→
◎

薬
事

行
政

4
年

◎
薬

事
関

係
法

規
4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

　
　

医
薬

品
化

学
4
年

→
　

　
医

薬
品

化
学

4
年

→
　

　
医

薬
品

化
学

4
年

→
　

　
医

薬
品

化
学

4
年

　
　

公
衆

衛
生

学
Ⅱ

4
年

→
　

　
公

衆
衛

生
学

Ⅱ
4
年

→
　

　
公

衆
衛

生
学

Ⅱ
4
年

→
　

　
公

衆
衛

生
学

Ⅱ
4
年

　
　

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅰ

4
年

→
　

　
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅰ
4
年

→
　

　
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅰ
4
年

→
　

　
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅰ
4
年

　
　

医
薬

品
情

報
学

4
年

→
　

　
医

薬
品

情
報

学
4
年

→
　

　
医

薬
品

情
報

学
4
年

→
　

　
医

薬
品

情
報

学
4
年

薬
物

速
度

論
4
年

→
薬

物
速

度
論

4
年

→
薬

物
速

度
論

4
年

→
薬

物
速

度
論

4
年

臨
床

医
学

概
論

Ⅲ
4
年

→
臨

床
医

学
概

論
Ⅲ

4
年

→
臨

床
医

学
概

論
Ⅲ

4
年

→
臨

床
医

学
概

論
Ⅲ

4
年

看
護

学
4
年

→
看

護
学

4
年

→
看

護
学

4
年

→
看

護
学

4
年

物
理

薬
剤

学
Ⅱ

4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

健
康

食
品

論
4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

臨
床

病
理

学
4
年

→
臨

床
病

理
学

4
年

→
臨

床
病

理
学

4
年

→
臨

床
病

理
学

4
年

臨
床

統
計

学
4
年

→
臨

床
統

計
学

4
年

→
臨

床
統

計
学

4
年

→
臨

床
統

計
学

4
年

ケ
ミ

カ
ル

バ
イ

オ
ロ

ジ
ー

論
4
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

4
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

4
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

4
年

香
粧

品
学

4
年

→
香

粧
品

学
4
年

→
香

粧
品

学
4
年

→
香

粧
品

学
4
年

医
薬

品
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
4
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

4
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

4
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

4
年

生
薬

・
東

洋
医

学
精

説
4
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

4
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

4
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

4
年

感
染

制
御

学
4
年

→
感

染
制

御
学

4
年

→
感

染
制

御
学

4
年

→
感

染
制

御
学

4
年

　
　

薬
物

治
療

学
Ⅲ

4
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅲ
4
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅲ
4
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅲ
4
年

地
域

医
療

薬
学

Ⅱ
4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅱ

4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅱ

4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅱ

4
年

医
療

薬
学

4
年

→
医

療
薬

学
4
年

→
医

療
薬

学
4
年

→
医

療
薬

学
4
年

臨
床

生
理

学
Ⅱ

4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

◎
医

薬
関

連
制

度
4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅱ

4
年

→
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅱ
4
年

→
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅱ
4
年

→
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅱ
4
年

薬
品

製
造

化
学

4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

臨
床

薬
物

動
態

学
4
年

→
臨

床
薬

物
動

態
学

4
年

→
臨

床
薬

物
動

態
学

4
年

→
臨

床
薬

物
動

態
学

4
年

臨
床

試
験

総
論

4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

臨
床

栄
養

学
4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

救
急

治
療

・
臨

床
中

毒
学

4
年

→
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒

学
4
年

→
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒

学
4
年

→
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒

学
4
年

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
論

4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

薬
物

治
療

学
Ⅳ

4
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅳ
4
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅳ
4
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅳ
4
年

地
域

医
療

薬
学

Ⅲ
4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅲ

4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅲ

4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅲ

4
年

　
　

医
療

倫
理

学
4
年

→
　

　
医

療
倫

理
学

4
年

→
　

　
医

療
倫

理
学

4
年

→
　

　
医

療
倫

理
学

4
年

◎
生

命
創

薬
科

学
特

別
演

習
4
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

特
別

演
習

4
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

特
別

演
習

4
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

特
別

演
習

4
年

◎
生

命
創

薬
科

学
卒

業
特

別
実

習
4
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

卒
業

特
別

実
習

4
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

卒
業

特
別

実
習

4
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

卒
業

特
別

実
習

4
年

22
00
22
44
年年

度度
入入

学学
生生

（（
22
00
22
44
年年

度度
11
年年

生生
  
22
44
77
00
00
番番

台台
））

科
　
目

22
00
22
33
年年

度度
入入

学学
生生

（（
22
00
22
44
年年

度度
22
年年

生生
  
22
33
77
00
00
番番

台台
））

科
　
目

22
00
22
22
年年

度度
入入

学学
生生

（（
22
00
22
44
年年

度度
33
年年

生生
  
22
22
77
00
00
番番

台台
））

科
　
目

22
00
22
11
年年

度度
入入

学学
生生

（（
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00
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年年

度度
44
年年

生生
  
22
11
77
00
00
番番
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））

科
　
目
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◎
：

必
修

、
※

：
自

由

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

単
位

学
年

◎
北

里
の

世
界

1
年

→
◎

北
里

の
世

界
1
年

→
◎

北
里

の
世

界
1
年

→
◎

北
里

の
世

界
1
年

◎
仕

事
と

人
生

1
年

→
◎

仕
事

と
人

生
1
年

→
◎

仕
事

と
人

生
1
年

→
◎

仕
事

と
人

生
1
年

◎
英

語
Ａ

Ⅰ
1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅰ

1
年

◎
英

語
Ａ

Ⅱ
1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ａ
Ⅱ

1
年

◎
英

語
Ｂ

Ⅰ
1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅰ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅰ

1
年

◎
英

語
Ｂ

Ⅱ
1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅱ

1
年

→
◎

英
語

Ｂ
Ⅱ

1
年

◎
物

理
学

1
年

→
◎

物
理

学
1
年

→
◎

物
理

学
1
年

→
◎

物
理

学
1
年

◎
物

理
学

実
験

1
年

→
◎

物
理

学
実

験
1
年

→
◎

物
理

学
実

験
1
年

→
◎

物
理

学
実

験
1
年

◎
生

物
学

1
年

→
◎

生
物

学
1
年

→
◎

生
物

学
1
年

→
◎

生
物

学
1
年

◎
生

物
学

実
験

1
年

→
◎

生
物

学
実

験
1
年

→
◎

生
物

学
実

験
1
年

→
◎

生
物

学
実

験
1
年

◎
化

学
1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

→
◎

化
学

1
年

◎
基

礎
有

機
化

学
1
年

→
◎

基
礎

有
機

化
学

1
年

→
◎

基
礎

有
機

化
学

1
年

→
◎

基
礎

有
機

化
学

1
年

◎
代

数
学

1
年

→
◎

代
数

学
1
年

→
◎

代
数

学
1
年

→
◎

代
数

学
1
年

◎
統

計
学

1
年

→
◎

統
計

学
1
年

→
◎

統
計

学
1
年

→
◎

統
計

学
1
年

◎
有

機
化

学
Ⅰ

1
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅰ
1
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅰ
1
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅰ
1
年

◎
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅰ
1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅰ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅰ

1
年

◎
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅱ
1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅱ

1
年

→
◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
（

演
習

含
）

1
年

◎
薬

学
概

論
1
年

→
◎

薬
学

概
論

1
年

→
◎

薬
学

概
論

1
年

→
◎

薬
学

概
論

1
年

◎
薬

用
植

物
学

1
年

→
◎

薬
用

植
物

学
1
年

→
◎

薬
用

植
物

学
1
年

→
◎

薬
用

植
物

学
1
年

◎
創

薬
科

学
へ

の
招

待
1
年

→
◎

創
薬

科
学

へ
の

招
待

1
年

→
◎

創
薬

科
学

へ
の

招
待

1
年

→
◎

創
薬

科
学

へ
の

招
待

1
年

◎
解

剖
学

1
年

→
◎

解
剖

学
1
年

→
◎

解
剖

学
1
年

→
◎

解
剖

学
1
年

◎
生

化
学

Ⅰ
1
年

→
◎

生
化

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
化

学
Ⅰ

1
年

◎
生

理
学

Ⅰ
1
年

→
◎

生
理

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
理

学
Ⅰ

1
年

→
◎

生
理

学
Ⅰ

1
年

◎
生

命
創

薬
科

学
研

究
概

説
1
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

研
究

概
説

1
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

研
究

概
説

1
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

研
究

概
説

1
年

チ
ー

ム
医

療
論

1
年

→
チ

ー
ム

医
療

論
1
年

→
チ

ー
ム

医
療

論
1
年

→
チ

ー
ム

医
療

論
1
年

※
基

礎
有

機
化

学
演

習
1
年

→
※

基
礎

有
機

化
学

演
習

1
年

→
※

基
礎

有
機

化
学

演
習

1
年

→
※

基
礎

有
機

化
学

演
習

1
年

◎
英

語
C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅰ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅰ

2
年

◎
英

語
C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅱ

2
年

→
◎

英
語

C
Ⅱ

2
年

◎
有

機
化

学
Ⅱ

2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅱ
2
年

◎
分

析
科

学
Ⅰ

2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅰ
2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅰ
2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅰ
2
年

◎
生

薬
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅰ

2
年

◎
生

命
物

理
化

学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅰ
2
年

◎
生

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
化

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
化

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
化

学
Ⅱ

2
年

◎
微

生
物

学
Ⅰ

2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅰ
2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅰ
2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅰ
2
年

◎
生

理
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
理

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
理

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
理

学
Ⅱ

2
年

◎
薬

理
学

Ⅰ
2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅰ

2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅰ

2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅰ

2
年

◎
薬

学
統

計
学

2
年

→
◎

薬
学

統
計

学
2
年

→
◎

薬
学

統
計

学
2
年

→
◎

薬
学

統
計

学
2
年

◎
生

命
創

薬
科

学
Ⅰ

2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅰ
2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅰ
2
年

　
　

病
理

学
2
年

→
　

　
病

理
学

2
年

→
　

　
病

理
学

2
年

→
　

　
病

理
学

2
年

健
康

科
学

2
年

→
健

康
科

学
2
年

→
健

康
科

学
2
年

→
健

康
科

学
2
年

◎
医

薬
品

化
学

実
習

2
年

→
◎

医
薬

品
化

学
実

習
2
年

→
◎

医
薬

品
化

学
実

習
2
年

→
◎

医
薬

品
化

学
実

習
2
年

◎
有

機
分

析
実

習
2
年

→
◎

有
機

分
析

実
習

2
年

→
◎

有
機

分
析

実
習

2
年

→
◎

有
機

分
析

実
習

2
年

◎
定

量
分

析
実

習
2
年

→
◎

定
量

分
析

実
習

2
年

→
◎

定
量

分
析

実
習

2
年

→
◎

定
量

分
析

実
習

2
年

　
　

社
会

薬
学

実
習

2
年

→
　

　
社

会
薬

学
実

習
2
年

→
　

　
社

会
薬

学
実

習
2
年

→
　

　
社

会
薬

学
実

習
2
年

◎
有

機
化

学
Ⅲ

2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅲ
2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅲ
2
年

→
◎

有
機

化
学

Ⅲ
2
年

◎
分

析
科

学
Ⅱ

2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅱ
2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅱ
2
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅱ
2
年

◎
生

薬
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
薬

学
Ⅱ

2
年

◎
生

命
物

理
化

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

Ⅱ
2
年

◎
生

化
学

Ⅲ
2
年

→
◎

生
化

学
Ⅲ

2
年

→
◎

生
化

学
Ⅲ

2
年

→
◎

生
化

学
Ⅲ

2
年

◎
微

生
物

学
Ⅱ

2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅱ
2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅱ
2
年

→
◎

微
生

物
学

Ⅱ
2
年

◎
化

学
療

法
学

Ⅰ
2
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅰ

2
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅰ

2
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅰ

2
年

◎
薬

理
学

Ⅱ
2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅱ

2
年

→
◎

薬
理

学
Ⅱ

2
年

◎
ゲ

ノ
ム

医
学

3
年

→
◎

ゲ
ノ

ム
医

学
3
年

→
◎

ゲ
ノ

ム
医

学
3
年

→
◎

ゲ
ノ

ム
医

学
3
年

◎
生

命
創

薬
科

学
Ⅱ

2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅱ
2
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

Ⅱ
2
年

◎
生

命
物

理
化

学
実

習
2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

実
習

2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

実
習

2
年

→
◎

生
命

物
理

化
学

実
習

2
年

◎
生

薬
学

実
習

2
年

→
◎

生
薬

学
実

習
2
年

→
◎

生
薬

学
実

習
2
年

→
◎

生
薬

学
実

習
2
年

◎
生

化
学

実
習

2
年

→
◎

生
化

学
実

習
2
年

→
◎

生
化

学
実

習
2
年

→
◎

生
化

学
実

習
2
年

◎
有

機
合

成
実

習
2
年

→
◎

有
機

合
成

実
習

2
年

→
◎

有
機

合
成

実
習

2
年

→
◎

有
機

合
成

実
習

2
年

　
　

病
態

評
価

学
2
年

→
　

　
病

態
評

価
学

2
年

→
　

　
病

態
評

価
学

2
年

→
　

　
医

療
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
2
年

→
　

　
医

療
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
2
年

→
　

　
医

療
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
2
年

→
　

　
医

療
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
2
年

◎
医

薬
品

構
造

学
Ⅰ

3
年

→
◎

医
薬

品
構

造
学

Ⅰ
3
年

→
◎

医
薬

品
構

造
学

Ⅰ
3
年

→
◎

医
薬

品
構

造
学

Ⅰ
3
年

◎
分

析
科

学
Ⅲ

3
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅲ
3
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅲ
3
年

→
◎

分
析

科
学

Ⅲ
3
年

◎
合

成
化

学
Ⅰ

3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅰ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅰ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅰ
3
年

◎
衛

生
化

学
Ⅰ

3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅰ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅰ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅰ
3
年

◎
放

射
薬

品
学

3
年

→
◎

放
射

薬
品

学
3
年

→
◎

放
射

薬
品

学
3
年

→
◎

放
射

薬
品

学
3
年

◎
免

疫
学

3
年

→
◎

免
疫

学
3
年

→
◎

免
疫

学
3
年

→
◎

免
疫

学
3
年

◎
化

学
療

法
学

Ⅱ
3
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅱ

3
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅱ

3
年

→
◎

化
学

療
法

学
Ⅱ

3
年

◎
薬

理
学

Ⅲ
3
年

→
◎

薬
理

学
Ⅲ

3
年

→
◎

薬
理

学
Ⅲ

3
年

→
◎

薬
理

学
Ⅲ

3
年

◎
細

胞
生

物
学

2
年

→
◎

細
胞

生
物

学
2
年

→
◎

細
胞

生
物

学
2
年

→
◎

細
胞

生
物

学
2
年

◎
構

造
生

命
科

学
3
年

→
◎

構
造

生
命

科
学

3
年

→
◎

構
造

生
命

科
学

3
年

→
◎

構
造

生
命

科
学

3
年

◎
創

薬
情

報
科

学
3
年

→
◎

創
薬

情
報

科
学

3
年

→
◎

創
薬

情
報

科
学

3
年

→
◎

創
薬

情
報

科
学

3
年

◎
公

衆
衛

生
学

Ⅰ
3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

3
年

◎
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ａ

3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ａ
3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ａ
3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ａ
3
年

◎
微

生
物

学
実

習
Ⅰ

3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅰ
3
年

◎
微

生
物

学
実

習
Ⅱ

3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
3
年

→
◎

微
生

物
学

実
習

Ⅱ
3
年

◎
物

理
薬

剤
学

実
習

3
年

→
◎

物
理

薬
剤

学
実

習
3
年

→
◎

物
理

薬
剤

学
実

習
3
年

→
◎

物
理

薬
剤

学
実

習
3
年

　
　

物
理

薬
剤

学
Ⅰ

3
年

→
　

　
物

理
薬

剤
学

Ⅰ
3
年

→
　

　
物

理
薬

剤
学

Ⅰ
3
年

→
　

　
物

理
薬

剤
学

Ⅰ
3
年

　
　

薬
物

治
療

学
Ⅰ

3
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅰ
3
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅰ
3
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅰ
3
年

医
療

心
理

学
3
年

→
医

療
心

理
学

3
年

→
医

療
心

理
学

3
年

→
医

療
心

理
学

3
年

　
　

臨
床

医
学

概
論

Ⅰ
3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅰ

3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅰ

3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅰ

3
年

薬
学

英
語

Ⅰ
3
年

→
薬

学
英

語
Ⅰ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅰ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅰ

3
年

放
射

薬
品

学
実

習
3
年

→
放

射
薬

品
学

実
習

3
年

→
放

射
薬

品
学

実
習

3
年

→
放

射
薬

品
学

実
習

3
年

◎
合

成
化

学
Ⅱ

3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

合
成

化
学

Ⅱ
3
年

◎
衛

生
化

学
Ⅱ

3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅱ
3
年

→
◎

衛
生

化
学

Ⅱ
3
年

◎
衛

生
化

学
実

習
3
年

→
◎

衛
生

化
学

実
習

3
年

→
◎

衛
生

化
学

実
習

3
年

→
◎

衛
生

化
学

実
習

3
年

◎
公

衆
衛

生
学

実
習

3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
実

習
3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
実

習
3
年

→
◎

公
衆

衛
生

学
実

習
3
年

◎
薬

理
学

実
習

Ⅰ
3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅰ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅰ

3
年

◎
薬

理
学

実
習

Ⅱ
3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅱ

3
年

→
◎

薬
理

学
実

習
Ⅱ

3
年

◎
文

献
講

読
ゼ

ミ
Ｂ

3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｂ
3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｂ
3
年

→
◎

文
献

講
読

ゼ
ミ

Ｂ
3
年

　
　

製
剤

学
3
年

→
　

　
製

剤
学

3
年

→
　

　
製

剤
学

3
年

→
　

　
製

剤
学

3
年

　
　

東
洋

医
学

概
論

3
年

→
　

　
東

洋
医

学
概

論
3
年

→
　

　
東

洋
医

学
概

論
3
年

→
　

　
東

洋
医

学
概

論
3
年

　
　

生
物

薬
剤

学
3
年

→
　

　
生

物
薬

剤
学

3
年

→
　

　
生

物
薬

剤
学

3
年

→
　

　
生

物
薬

剤
学

3
年

　
　

臨
床

医
学

概
論

Ⅱ
3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅱ

3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅱ

3
年

→
　

　
臨

床
医

学
概

論
Ⅱ

3
年

　
　

疾
病

解
析

学
3
年

→
　

　
疾

病
解

析
学

3
年

→
　

　
疾

病
解

析
学

3
年

→
　

　
疾

病
解

析
学

3
年

薬
学

英
語

Ⅱ
3
年

→
薬

学
英

語
Ⅱ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅱ

3
年

→
薬

学
英

語
Ⅱ

3
年

医
薬

品
構

造
学

Ⅱ
3
年

→
医

薬
品

構
造

学
Ⅱ

3
年

→
医

薬
品

構
造

学
Ⅱ

3
年

→
医

薬
品

構
造

学
Ⅱ

3
年

臨
床

生
理

学
Ⅰ

3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅰ
3
年

臨
床

生
化

学
3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

→
臨

床
生

化
学

3
年

理
論

分
子

設
計

学
3
年

→
理

論
分

子
設

計
学

3
年

→
理

論
分

子
設

計
学

3
年

→
理

論
分

子
設

計
学

3
年

創
薬

化
学

3
年

→
創

薬
化

学
3
年

→
創

薬
化

学
3
年

→
創

薬
化

学
3
年

薬
物

治
療

学
Ⅱ

3
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅱ
3
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅱ
3
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅱ
3
年

調
剤

学
3
年

→
調

剤
学

3
年

→
調

剤
学

3
年

→
調

剤
学

3
年

地
域

医
療

薬
学

Ⅰ
3
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅰ

3
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅰ

3
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅰ

3
年

薬
剤

学
実

習
3
年

◎
薬

事
行

政
4
年

→
◎

薬
事

行
政

4
年

→
◎

薬
事

行
政

4
年

→
◎

薬
事

行
政

4
年

◎
薬

事
関

係
法

規
4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

→
◎

薬
事

関
係

法
規

4
年

　
　

医
薬

品
化

学
4
年

→
　

　
医

薬
品

化
学

4
年

→
　

　
医

薬
品

化
学

4
年

→
　

　
医

薬
品

化
学

4
年

　
　

公
衆

衛
生

学
Ⅱ

4
年

→
　

　
公

衆
衛

生
学

Ⅱ
4
年

→
　

　
公

衆
衛

生
学

Ⅱ
4
年

→
　

　
公

衆
衛

生
学

Ⅱ
4
年

　
　

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅰ

4
年

→
　

　
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅰ
4
年

→
　

　
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅰ
4
年

→
　

　
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅰ
4
年

　
　

医
薬

品
情

報
学

4
年

→
　

　
医

薬
品

情
報

学
4
年

→
　

　
医

薬
品

情
報

学
4
年

→
　

　
医

薬
品

情
報

学
4
年

薬
物

速
度

論
4
年

→
薬

物
速

度
論

4
年

→
薬

物
速

度
論

4
年

→
薬

物
速

度
論

4
年

臨
床

医
学

概
論

Ⅲ
4
年

→
臨

床
医

学
概

論
Ⅲ

4
年

→
臨

床
医

学
概

論
Ⅲ

4
年

→
臨

床
医

学
概

論
Ⅲ

4
年

看
護

学
4
年

→
看

護
学

4
年

→
看

護
学

4
年

→
看

護
学

4
年

物
理

薬
剤

学
Ⅱ

4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

→
物

理
薬

剤
学

Ⅱ
4
年

健
康

食
品

論
4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

→
健

康
食

品
論

4
年

臨
床

病
理

学
4
年

→
臨

床
病

理
学

4
年

→
臨

床
病

理
学

4
年

→
臨

床
病

理
学

4
年

臨
床

統
計

学
4
年

→
臨

床
統

計
学

4
年

→
臨

床
統

計
学

4
年

→
臨

床
統

計
学

4
年

ケ
ミ

カ
ル

バ
イ

オ
ロ

ジ
ー

論
4
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

4
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

4
年

→
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
論

4
年

香
粧

品
学

4
年

→
香

粧
品

学
4
年

→
香

粧
品

学
4
年

→
香

粧
品

学
4
年

医
薬

品
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
4
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

4
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

4
年

→
医

薬
品

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

4
年

生
薬

・
東

洋
医

学
精

説
4
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

4
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

4
年

→
生

薬
・

東
洋

医
学

精
説

4
年

感
染

制
御

学
4
年

→
感

染
制

御
学

4
年

→
感

染
制

御
学

4
年

→
感

染
制

御
学

4
年

　
　

薬
物

治
療

学
Ⅲ

4
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅲ
4
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅲ
4
年

→
　

　
薬

物
治

療
学

Ⅲ
4
年

地
域

医
療

薬
学

Ⅱ
4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅱ

4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅱ

4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅱ

4
年

医
療

薬
学

4
年

→
医

療
薬

学
4
年

→
医

療
薬

学
4
年

→
医

療
薬

学
4
年

臨
床

生
理

学
Ⅱ

4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

→
臨

床
生

理
学

Ⅱ
4
年

◎
医

薬
関

連
制

度
4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

→
◎

医
薬

関
連

制
度

4
年

医
薬

品
安

全
性

学
Ⅱ

4
年

→
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅱ
4
年

→
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅱ
4
年

→
医

薬
品

安
全

性
学

Ⅱ
4
年

薬
品

製
造

化
学

4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

→
薬

品
製

造
化

学
4
年

臨
床

薬
物

動
態

学
4
年

→
臨

床
薬

物
動

態
学

4
年

→
臨

床
薬

物
動

態
学

4
年

→
臨

床
薬

物
動

態
学

4
年

臨
床

試
験

総
論

4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

→
臨

床
試

験
総

論
4
年

臨
床

栄
養

学
4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

→
臨

床
栄

養
学

4
年

救
急

治
療

・
臨

床
中

毒
学

4
年

→
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒

学
4
年

→
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒

学
4
年

→
救

急
治

療
・

臨
床

中
毒

学
4
年

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
論

4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

→
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
4
年

薬
物

治
療

学
Ⅳ

4
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅳ
4
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅳ
4
年

→
薬

物
治

療
学

Ⅳ
4
年

地
域

医
療

薬
学

Ⅲ
4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅲ

4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅲ

4
年

→
地

域
医

療
薬

学
Ⅲ

4
年

　
　

医
療

倫
理

学
4
年

→
　

　
医

療
倫

理
学

4
年

→
　

　
医

療
倫

理
学

4
年

→
　

　
医

療
倫

理
学

4
年

◎
生

命
創

薬
科

学
特

別
演

習
4
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

特
別

演
習

4
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

特
別

演
習

4
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

特
別

演
習

4
年

◎
生

命
創

薬
科

学
卒

業
特

別
実

習
4
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

卒
業

特
別

実
習

4
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

卒
業

特
別

実
習

4
年

→
◎

生
命

創
薬

科
学

卒
業

特
別

実
習

4
年

22
00
22
44
年年

度度
入入

学学
生生

（（
22
00
22
44
年年

度度
11
年年

生生
  
22
44
77
00
00
番番

台台
））

科
　
目

22
00
22
33
年年

度度
入入

学学
生生

（（
22
00
22
44
年年

度度
22
年年

生生
  
22
33
77
00
00
番番

台台
））

科
　
目

22
00
22
22
年年

度度
入入

学学
生生

（（
22
00
22
44
年年

度度
33
年年

生生
  
22
22
77
00
00
番番

台台
））

科
　
目

22
00
22
11
年年

度度
入入

学学
生生

（（
22
00
22
44
年年

度度
44
年年

生生
  
22
11
77
00
00
番番

台台
））

科
　
目
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Ⅹ.  

薬
学
教
育
モ
デ
ル・

コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ｓ
Ｂ
Ｏｓ
）

Ⅹ. 薬学教育モデル・
コアカリキュラム（SBOs）



ＡＡ
　　

基基
本本

事事
項項

（（
１１

））
薬薬

剤剤
師師

のの
使使

命命

【【
①①

医医
療療

人人
とと

しし
てて

】】

　
１

）
常

に
患

者
・

生
活

者
の

視
点

に
立

ち
、

医
療

の
担

い
手

と
し

て
ふ

さ
わ

し
い

態
度

で
行

動
す

る
。

（
態

度
）

 
 
２

）
患

者
・

生
活

者
の

健
康

の
回

復
と

維
持

に
積

極
的

に
貢

献
す

る
こ

と
へ

の
責

任
感

を
持

つ
。

（
態

度
）

　
３

）
チ

ー
ム

医
療

や
地

域
保

健
・

医
療

・
福

祉
を

担
う

一
員

と
し

て
の

責
任

を
自

覚
し

行
動

す
る

。
（

態
度

）

　
４

）
患

者
・

患
者

家
族

・
生

活
者

が
求

め
る

医
療

人
に

つ
い

て
、

自
ら

の
考

え
を

述
べ

る
。

（
知

識
・

態
度

）

　
５

）
生

と
死

を
通

し
て

、
生

き
る

意
味

や
役

割
に

つ
い

て
、

自
ら

の
考

え
を

述
べ

る
。

（
知

識
・

態
度

）

　
６

）
一

人
の

人
間

と
し

て
、

自
分

が
生

き
て

い
る

意
味

や
役

割
を

問
い

直
し

、
自

ら
の

考
え

を
述

べ
る

。
（

知
識

・
態

度
）

　
７

）
様

々
な

死
生

観
・

価
値

観
・

信
条

等
を

受
容

す
る

こ
と

の
重

要
性

に
つ

い
て

、
自

ら
の

言
葉

で
説

明
す

る
。

　
　

　
（

知
識

・
 
態

度
）

【【
②②

薬薬
剤剤

師師
がが

果果
たた

すす
べべ

きき
役役

割割
】】

　
１

）
患

者
・

生
活

者
の

た
め

に
薬

剤
師

が
果

た
す

べ
き

役
割

を
自

覚
す

る
。

（
態

度
）

　
２

）
薬

剤
師

の
活

動
分

野
（

医
療

機
関

、
薬

局
、

製
薬

企
業

、
衛

生
行

政
等

）
と

社
会

に
お

け
る

役
割

に
つ

い
て

　
　

　
説

明
で

き
る

。

　
３

）
医

薬
品

の
適

正
使

用
に

お
け

る
薬

剤
師

の
役

割
と

フ
ァ

ー
マ

シ
ュ

ー
テ

ィ
カ

ル
ケ

ア
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
４

）
医

薬
品

の
効

果
が

確
率

論
的

で
あ

る
こ

と
を

説
明

で
き

る
。

　
５

）
医

薬
品

の
創

製
（

研
究

開
発

、
生

産
等

）
に

お
け

る
薬

剤
師

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
６

）
健

康
管

理
、

疾
病

予
防

、
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

及
び

公
衆

衛
生

に
お

け
る

薬
剤

師
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

　
　

　
で

き
る

。

　
７

）
薬

物
乱

用
防

止
、

自
殺

防
止

に
お

け
る

薬
剤

師
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
８

）
現

代
社

会
が

抱
え

る
課

題
（

少
子

・
超

高
齢

社
会

等
）

に
対

し
て

、
薬

剤
師

が
果

た
す

べ
き

役
割

を
提

案
す

る
。

　
　

　
（

知
識

・
態

度
）

【【
③③

患患
者者

安安
全全

とと
薬薬

害害
のの

防防
止止

】】

　
１

）
医

薬
品

の
リ

ス
ク

を
認

識
し

、
患

者
を

守
る

責
任

と
義

務
を

自
覚

す
る

。
（

態
度

）

　
２

）
Ｗ

Ｈ
Ｏ

に
よ

る
患

者
安

全
の

考
え

方
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
３

）
医

療
に

関
す

る
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

け
る

薬
剤

師
の

責
任

と
義

務
を

説
明

で
き

る
。

　
４

）
医

薬
品

が
関

わ
る

代
表

的
な

医
療

過
誤

や
イ

ン
シ

デ
ン

ト
の

事
例

を
列

挙
し

、
そ

の
原

因
と

防
止

策
を

説
明

で
き

る
。

　
５

）
重

篤
な

副
作

用
の

例
に

つ
い

て
、

患
者

や
家

族
の

苦
痛

を
理

解
し

、
こ

れ
ら

を
回

避
す

る
た

め
の

手
段

を
討

議
す

る
。

　
　

　
（

知
識

・
態

度
）

　
６

）
代

表
的

な
薬

害
の

例
（

サ
リ

ド
マ

イ
ド

、
ス

モ
ン

、
非

加
熱

血
液

製
剤

、
ソ

リ
ブ

ジ
ン

等
）

に
つ

い
て

、
そ

の
原

因
　

　
　

と
社

会
的

背
景

及
び

そ
の

後
の

対
応

を
説

明
で

き
る

。

　
７

）
代

表
的

な
薬

害
に

つ
い

て
、

患
者

や
家

族
の

苦
痛

を
理

解
し

、
こ

れ
ら

を
回

避
す

る
た

め
の

手
段

を
討

議
す

る
。

　
　

　
（

知
識

・
態

度
）

【【
④④

薬薬
学学

のの
歴歴

史史
とと

未未
来来

】】

　
１

）
薬

学
の

歴
史

的
な

流
れ

と
医

療
に

お
い

て
薬

学
が

果
た

し
て

き
た

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
薬

物
療

法
の

歴
史

と
、

人
類

に
与

え
て

き
た

影
響

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
薬

剤
師

の
誕

生
か

ら
現

在
ま

で
の

役
割

の
変

遷
の

歴
史

（
医

薬
分

業
を

含
む

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
４

）
将

来
の

薬
剤

師
と

薬
学

が
果

た
す

役
割

に
つ

い
て

討
議

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

（（
２２

））
薬薬

剤剤
師師

にに
求求

めめ
らら

れれ
るる

倫倫
理理

観観

【【
①①

生生
命命

倫倫
理理

】】

　
１

）
生

命
の

尊
厳

に
つ

い
て

、
自

ら
の

言
葉

で
説

明
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

　
２

）
生

命
倫

理
の

諸
原

則
（

自
律

尊
重

、
無

危
害

、
善

行
、

正
義

等
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
生

と
死

に
関

わ
る

倫
理

的
問

題
に

つ
い

て
討

議
し

、
自

ら
の

考
え

を
述

べ
る

。
（

知
識

・
態

度
）

　
４

）
科

学
技

術
の

進
歩

、
社

会
情

勢
の

変
化

に
伴

う
生

命
観

の
変

遷
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

【【
②②

医医
療療

倫倫
理理

】】

　
１

）
医

療
倫

理
に

関
す

る
規

範
（

ジ
ュ

ネ
ー

ブ
宣

言
等

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
２

）
薬

剤
師

が
遵

守
す

べ
き

倫
理

規
範

（
薬

剤
師

綱
領

、
薬

剤
師

倫
理

規
定

等
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
３

）
医

療
の

進
歩

に
伴

う
倫

理
的

問
題

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
③③

患患
者者

のの
権権

利利
】】

　
１

）
患

者
の

価
値

観
、

人
間

性
に

配
慮

す
る

こ
と

の
重

要
性

を
認

識
す

る
。

（
態

度
）

　
２

）
患

者
の

基
本

的
権

利
の

内
容

（
リ

ス
ボ

ン
宣

言
等

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
患

者
の

自
己

決
定

権
と

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
コ

ン
セ

ン
ト

の
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
４

）
知

り
得

た
情

報
の

守
秘

義
務

と
患

者
等

へ
の

情
報

提
供

の
重

要
性

を
理

解
し

、
適

切
な

取
扱

い
が

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
 
技

能
・

態
度

）

【【
④④

研研
究究

倫倫
理理

】】

　
１

）
臨

床
研

究
に

お
け

る
倫

理
規

範
（

ヘ
ル

シ
ン

キ
宣

言
等

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
「

ヒ
ト

を
対

象
と

す
る

研
究

に
お

い
て

遵
守

す
べ

き
倫

理
指

針
」

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
３

）
正

義
性

、
社

会
性

、
誠

実
性

に
配

慮
し

、
法

規
範

を
遵

守
し

て
研

究
に

取
り

組
む

。
（

態
度

）

（（
３３

））
信信

頼頼
関関

係係
のの

構構
築築

【【
①①

ココ
ミミ

ュュ
ニニ

ケケ
ーー

シシ
ョョ

ンン
】】

　
１

）
意

思
、

情
報

の
伝

達
に

必
要

な
要

素
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
言

語
的

及
び

非
言

語
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
相

手
の

立
場

、
文

化
、

習
慣

等
に

よ
っ

て
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

在
り

方
が

異
な

る
こ

と
を

例
を

挙
げ

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

　
４

）
対

人
関

係
に

影
響

を
及

ぼ
す

心
理

的
要

因
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
５

）
相

手
の

心
理

状
態

と
そ

の
変

化
に

配
慮

し
、

対
応

す
る

。
（

態
度

）

　
６

）
自

分
の

心
理

状
態

を
意

識
し

て
、

他
者

と
接

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

態
度

）

　
７

）
適

切
な

聴
き

方
、

質
問

を
通

じ
て

相
手

の
考

え
や

感
情

を
理

解
す

る
よ

う
に

努
め

る
。

（
技

能
・

態
度

）

　
８

）
適

切
な

手
段

に
よ

り
自

分
の

考
え

や
感

情
を

相
手

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

　
９

）
他

者
の

意
見

を
尊

重
し

、
協

力
し

て
よ

り
よ

い
解

決
法

を
見

出
す

こ
と

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
・

態
度

）

【【
②②

患患
者者

・・
生生

活活
者者

とと
薬薬

剤剤
師師

】】

　
１

）
患

者
や

家
族

、
周

囲
の

人
々

の
心

身
に

及
ぼ

す
病

気
や

ケ
ア

の
影

響
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
患

者
・

家
族

・
生

活
者

の
心

身
の

状
態

や
多

様
な

価
値

観
に

配
慮

し
て

行
動

す
る

。
（

態
度

）

（（
４４

））
多多

職職
種種

連連
携携

協協
働働

とと
チチ

ーー
ムム

医医
療療

　
１

）
保

健
、

医
療

、
福

祉
、

介
護

に
お

け
る

多
職

種
連

携
協

働
及

び
チ

ー
ム

医
療

の
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
多

職
種

連
携

協
働

に
関

わ
る

薬
剤

師
、

各
職

種
及

び
行

政
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
チ

ー
ム

医
療

に
関

わ
る

薬
剤

師
、

各
職

種
、

患
者

・
家

族
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
自

己
の

能
力

の
限

界
を

認
識

し
、

状
況

に
応

じ
て

他
者

に
協

力
・

支
援

を
求

め
る

。
（

態
度

）

　
５

）
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
と

情
報

共
有

の
重

要
性

を
理

解
し

、
チ

ー
ム

の
一

員
と

し
て

の
役

割
を

積
極

的
に

果
た

す
よ

う
　

　
　

に
努

め
る

。
（

知
識

・
態

度
）

（（
５５

））
自自

己己
研研

鑽鑽
とと

次次
世世

代代
をを

担担
うう

人人
材材

のの
育育

成成

【【
①①

学学
習習

のの
在在

りり
方方

】】

　
１

）
医

療
・

福
祉

・
医

薬
品

に
関

わ
る

問
題

、
社

会
的

動
向

、
科

学
の

進
歩

に
常

に
目

を
向

け
、

自
ら

課
題

を
見

出
し

、
　

　
　

解
決

に
向

け
て

努
力

す
る

。
（

態
度

）

　
２

）
講

義
、

国
内

外
の

教
科

書
・

論
文

、
検

索
情

報
等

の
内

容
に

つ
い

て
、

重
要

事
項

や
問

題
点

を
抽

出
で

き
る

。
（

技
能

）

　
３

）
必

要
な

情
報

を
的

確
に

収
集

し
、

信
憑

性
に

つ
い

て
判

断
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

　
４

）
得

ら
れ

た
情

報
を

論
理

的
に

統
合

・
整

理
し

、
自

ら
の

考
え

と
と

も
に

分
か

り
や

す
く

表
現

で
き

る
。

（
技

能
）

　
５

）
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

情
報

が
持

つ
意

味
・

特
徴

を
知

り
、

情
報

倫
理

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

配
慮

し
て

活
用

　
　

　
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

【【
②②

薬薬
学学

教教
育育

のの
概概

要要
】】

　
１

）
「

薬
剤

師
と

し
て

求
め

ら
れ

る
基

本
的

な
資

質
」

に
つ

い
て

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
薬

学
が

総
合

科
学

で
あ

る
こ

と
を

認
識

し
、

薬
剤

師
の

役
割

と
学

習
内

容
を

関
連

づ
け

る
。

（
知

識
・

態
度

）

【【
③③

生生
涯涯

学学
習習

】】

　
１

）
生

涯
に

わ
た

っ
て

自
ら

学
習

す
る

重
要

性
を

認
識

し
、

そ
の

意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
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平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
２

）
生

涯
に

わ
た

っ
て

継
続

的
に

学
習

す
る

た
め

に
必

要
な

情
報

を
収

集
で

き
る

。
（

技
能

）

【【
④④

次次
世世

代代
をを

担担
うう

人人
材材

のの
育育

成成
】】

　
１

）
薬

剤
師

の
使

命
に

後
輩

等
の

育
成

が
含

ま
れ

る
こ

と
を

認
識

し
、

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

と
な

る
よ

う
に

努
め

る
。

（
態

度
）

　
２

）
後

輩
等

へ
の

適
切

な
指

導
を

実
践

す
る

。
（

技
能

・
態

度
）

ＢＢ
　　

薬薬
学学

とと
社社

会会

（（
１１

））
人人

とと
社社

会会
にに

関関
わわ

るる
薬薬

剤剤
師師

　
１

）
人

の
行

動
が

ど
の

よ
う

な
要

因
に

よ
っ

て
決

定
さ

れ
る

の
か

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
人

・
社

会
が

医
薬

品
に

対
し

て
抱

く
考

え
方

や
思

い
の

多
様

性
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

　
３

）
人

・
社

会
の

視
点

か
ら

薬
剤

師
を

取
り

巻
く

様
々

な
仕

組
み

と
規

制
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

　
４

）
薬

剤
師

が
倫

理
規

範
や

法
令

を
守

る
こ

と
の

重
要

性
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

　
５

）
倫

理
規

範
や

法
令

に
則

し
た

行
動

を
取

る
。

（
態

度
）

（（
２２

））
薬薬

剤剤
師師

とと
医医

薬薬
品品

等等
にに

係係
るる

法法
規規

範範

【【
①①

薬薬
剤剤

師師
のの

社社
会会

的的
位位

置置
づづ

けけ
とと

責責
任任

にに
係係

るる
法法

規規
範範

】】

　
１

）
薬

剤
師

に
関

わ
る

法
令

と
そ

の
構

成
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
薬

剤
師

免
許

に
関

す
る

薬
剤

師
法

の
規

定
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
薬

剤
師

の
任

務
や

業
務

に
関

す
る

薬
剤

師
法

の
規

定
と

そ
の

意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
薬

剤
師

以
外

の
医

療
職

種
の

任
務

に
関

す
る

法
令

の
規

定
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
５

）
医

療
の

理
念

と
医

療
の

担
い

手
の

責
務

に
関

す
る

医
療

法
の

規
定

と
そ

の
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
６

）
医

療
提

供
体

制
に

関
す

る
医

療
法

の
規

定
と

そ
の

意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
７

）
個

人
情

報
の

取
扱

い
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
８

）
薬

剤
師

の
刑

事
責

任
、

民
事

責
任

（
製

造
物

責
任

を
含

む
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

【【
②②

医医
薬薬

品品
等等

のの
品品

質質
、、

有有
効効

性性
及及

びび
安安

全全
性性

のの
確確

保保
にに

係係
るる

法法
規規

範範
】】

　
１

）
「

医
薬

品
、

医
療

機
器

等
の

品
質

、
有

効
性

及
び

安
全

性
の

確
保

等
に

関
す

る
法

律
」

の
目

的
及

び
医

薬
品

等
　

　
　

（
医

薬
品

（
薬

局
医

薬
品

、
要

指
導

医
薬

品
、

一
般

用
医

薬
品

）
、

医
薬

部
外

品
、

化
粧

品
、

医
療

機
器

、
再

生
　

　
　

医
療

等
 
製

品
）

の
定

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
医

薬
品

の
開

発
か

ら
承

認
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

と
法

規
範

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
３

）
治

験
の

意
義

と
仕

組
み

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
４

）
医

薬
品

等
の

製
造

販
売

及
び

製
造

に
係

る
法

規
範

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
５

）
製

造
販

売
後

調
査

制
度

及
び

製
造

販
売

後
安

全
対

策
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
６

）
薬

局
、

医
薬

品
販

売
業

及
び

医
療

機
器

販
売

業
に

係
る

法
規

範
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
７

）
医

薬
品

等
の

取
扱

い
に

関
す

る
「

医
薬

品
、

医
療

機
器

等
の

品
質

、
有

効
性

及
び

安
全

性
の

確
保

等
に

関
す

る
　

　
　

法
律

」
の

規
定

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
８

）
日

本
薬

局
方

の
意

義
と

構
成

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
９

）
生

物
由

来
製

品
の

取
扱

い
と

血
液

供
給

体
制

に
係

る
法

規
範

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
1
0
）

健
康

被
害

救
済

制
度

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
1
1
）

レ
ギ

ュ
ラ

ト
リ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

の
必

要
性

と
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
③③

特特
別別

なな
管管

理理
をを

要要
すす

るる
薬薬

物物
等等

にに
係係

るる
法法

規規
範範

】】

　
１

）
麻

薬
、

向
精

神
薬

、
覚

醒
剤

原
料

等
の

取
扱

い
に

係
る

規
定

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
覚

醒
剤

、
大

麻
、

あ
へ

ん
、

指
定

薬
物

等
の

乱
用

防
止

規
制

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
３

）
毒

物
劇

物
の

取
扱

い
に

係
る

規
定

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

（（
３３

））
社社

会会
保保

障障
制制

度度
とと

医医
療療

経経
済済

【【
①①

医医
療療

、、
福福

祉祉
、、

介介
護護

のの
制制

度度
】】

　
１

）
日

本
の

社
会

保
障

制
度

の
枠

組
み

と
特

徴
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
医

療
保

険
制

度
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
療

養
担

当
規

則
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
４

）
公

費
負

担
医

療
制

度
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
５

）
介

護
保

険
制

度
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
６

）
薬

価
基

準
制

度
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
７

）
調

剤
報

酬
、

診
療

報
酬

及
び

介
護

報
酬

の
仕

組
み

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

【【
②②

医医
薬薬

品品
とと

医医
療療

のの
経経

済済
性性

】】

　
１

）
医

薬
品

の
市

場
の

特
徴

と
流

通
の

仕
組

み
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
２

）
国

民
医

療
費

の
動

向
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
３

）
後

発
医

薬
品

と
そ

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
４

）
薬

物
療

法
の

経
済

評
価

手
法

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

（（
４４

））
地地

域域
にに

おお
けけ

るる
薬薬

局局
とと

薬薬
剤剤

師師

【【
①①

地地
域域

にに
おお

けけ
るる

薬薬
局局

のの
役役

割割
】】

　
１

）
地

域
に

お
け

る
薬

局
の

機
能

と
業

務
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
医

薬
分

業
の

意
義

と
動

向
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
か

か
り

つ
け

薬
局

・
薬

剤
師

に
よ

る
薬

学
的

管
理

の
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
４

）
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

薬
局

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
５

）
災

害
時

の
薬

局
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
６

）
医

療
費

の
適

正
化

に
薬

局
が

果
た

す
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
②②

地地
域域

にに
おお

けけ
るる

保保
健健

、、
医医

療療
、、

福福
祉祉

のの
連連

携携
体体

制制
とと

薬薬
剤剤

師師
】】

　
１

）
地

域
包

括
ケ

ア
の

理
念

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
在

宅
医

療
及

び
居

宅
介

護
に

お
け

る
薬

局
と

薬
剤

師
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
学

校
薬

剤
師

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
４

）
地

域
の

保
健

、
医

療
、

福
祉

に
お

い
て

利
用

可
能

な
社

会
資

源
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
５

）
地

域
か

ら
求

め
ら

れ
る

医
療

提
供

施
設

、
福

祉
施

設
及

び
行

政
と

の
連

携
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）

ＣＣ
　　

薬薬
学学

基基
礎礎

CC
11
　　

物物
質質

のの
物物

理理
的的

性性
質質

（（
１１

））
物物

質質
のの

構構
造造

【【
①①

化化
学学

結結
合合

】】

　
１

）
化

学
結

合
の

様
式

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
分

子
軌

道
の

基
本

概
念

お
よ

び
軌

道
の

混
成

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
共

役
や

共
鳴

の
概

念
を

説
明

で
き

る
。

【【
②②

分分
子子

間間
相相

互互
作作

用用
】】

　
１

）
フ

ァ
ン

デ
ル

ワ
ー

ル
ス

力
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
静

電
相

互
作

用
に

つ
い

て
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
双

極
子

間
相

互
作

用
に

つ
い

て
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
分

散
力

に
つ

い
て

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。

　
５

）
水

素
結

合
に

つ
い

て
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

　
６

）
電

荷
移

動
相

互
作

用
に

つ
い

て
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

　
７

）
疎

水
性

相
互

作
用

に
つ

い
て

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。

【【
③③

原原
子子

・・
分分

子子
のの

挙挙
動動

】】

　
１

）
電

磁
波

の
性

質
お

よ
び

物
質

と
の

相
互

作
用

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
分

子
の

振
動

、
回

転
、

電
子

遷
移

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
電

子
や

核
の

ス
ピ

ン
と

そ
の

磁
気

共
鳴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
光

の
屈

折
、

偏
光

、
お

よ
び

旋
光

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
５

）
光

の
散

乱
お

よ
び

干
渉

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
６

）
結

晶
構

造
と

回
折

現
象

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

【【
④④

放放
射射

線線
とと

放放
射射

能能
】】
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平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
１

）
原

子
の

構
造

と
放

射
壊

変
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
電

離
放

射
線

の
種

類
を

列
挙

し
、

そ
れ

ら
の

性
質

お
よ

び
物

質
と

の
相

互
作

用
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
代

表
的

な
放

射
性

核
種

の
物

理
的

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
核

反
応

お
よ

び
放

射
平

衡
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
５

）
放

射
線

測
定

の
原

理
と

利
用

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

（（
２２

））
物物

質質
のの

エエ
ネネ

ルル
ギギ

ーー
とと

平平
衡衡

【【
①①

気気
体体

のの
微微

視視
的的

状状
態態

とと
巨巨

視視
的的

状状
態態

】】

　
１

）
フ

ァ
ン

デ
ル

ワ
ー

ル
ス

の
状

態
方

程
式

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
気

体
の

分
子

運
動

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
関

係
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
量

子
化

と
ボ

ル
ツ

マ
ン

分
布

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
②②

エエ
ネネ

ルル
ギギ

ーー
】】

　
１

）
熱

力
学

に
お

け
る

系
、

外
界

、
境

界
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
熱

力
学

第
一

法
則

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
状

態
関

数
と

経
路

関
数

の
違

い
を

説
明

で
き

る
。

　
４

）
定

圧
過

程
、

定
容

過
程

、
等

温
過

程
、

断
熱

過
程

を
説

明
で

き
る

。

　
５

）
定

容
熱

容
量

お
よ

び
定

圧
熱

容
量

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
６

）
エ

ン
タ

ル
ピ

ー
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
７

）
化

学
変

化
に

伴
う

エ
ン

タ
ル

ピ
ー

変
化

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
③③

自自
発発

的的
なな

変変
化化

】】

　
１

）
エ

ン
ト

ロ
ピ

ー
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
熱

力
学

第
二

法
則

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
熱

力
学

第
三

法
則

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
ギ

ブ
ズ

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
５

）
熱

力
学

関
数

を
使

い
、

自
発

的
な

変
化

の
方

向
と

程
度

を
予

測
で

き
る

。

【【
④④

化化
学学

平平
衡衡

のの
原原

理理
】】

　
１

）
ギ

ブ
ズ

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

化
学

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
関

係
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
ギ

ブ
ズ

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

平
衡

定
数

の
関

係
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
平

衡
定

数
に

及
ぼ

す
圧

力
お

よ
び

温
度

の
影

響
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
４

）
共

役
反

応
の

原
理

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
⑤⑤

相相
平平

衡衡
】】

　
１

）
相

変
化

に
伴

う
熱

の
移

動
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
相

平
衡

と
相

律
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
状

態
図

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
⑥⑥

溶溶
液液

のの
性性

質質
】】

　
１

）
希

薄
溶

液
の

束
一

的
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
活

量
と

活
量

係
数

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
電

解
質

溶
液

の
電

気
伝

導
率

お
よ

び
モ

ル
伝

導
率

の
濃

度
に

よ
る

変
化

を
説

明
で

き
る

。

 
 
４

）
イ

オ
ン

強
度

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
⑦⑦

電電
気気

化化
学学

】】

　
１

）
起

電
力

と
ギ

ブ
ズ

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

関
係

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
電

極
電

位
（

酸
化

還
元

電
位

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

（（
３３

））
物物

質質
のの

変変
化化

【【
①①

反反
応応

速速
度度

】】

　
１

）
反

応
次

数
と

速
度

定
数

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
微

分
型

速
度

式
を

積
分

型
速

度
式

に
変

換
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
３

）
代

表
的

な
反

応
次

数
の

決
定

法
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

　
４

）
代

表
的

な
(
擬

)
一

次
反

応
の

反
応

速
度

を
測

定
し

、
速

度
定

数
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
技

能
）

　
５

）
代

表
的

な
複

合
反

応
（

可
逆

反
応

、
平

行
反

応
、

連
続

反
応

な
ど

）
の

特
徴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
６

）
反

応
速

度
と

温
度

と
の

関
係

を
説

明
で

き
る

。

　
７

）
代

表
的

な
触

媒
反

応
（

酸
・

塩
基

触
媒

反
応

、
酵

素
反

応
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

CC
22
　　

化化
学学

物物
質質

のの
分分

析析

（（
１１

））
分分

析析
のの

基基
礎礎

【【
①①

分分
析析

のの
基基

本本
】】

　
１

）
分

析
に

用
い

る
器

具
を

正
し

く
使

用
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

 
 
２

）
測

定
値

を
適

切
に

取
り

扱
う

こ
と

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

　
３

）
分

析
法

の
バ

リ
デ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

（（
２２

））
溶溶

液液
中中

のの
化化

学学
平平

衡衡

【【
①①

酸酸
・・

塩塩
基基

平平
衡衡

】】

　
１

）
酸

・
塩

基
平

衡
の

概
念

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
p
H
 
お

よ
び

解
離

定
数

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）

　
３

）
溶

液
の

 
p
H
 
を

測
定

で
き

る
。

（
技

能
）

　
４

）
緩

衝
作

用
や

緩
衝

液
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
②②

各各
種種

のの
化化

学学
平平

衡衡
】】

　
１

）
錯

体
・

キ
レ

ー
ト

生
成

平
衡

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
沈

殿
平

衡
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
酸

化
還

元
平

衡
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
４

）
分

配
平

衡
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

（（
３３

））
化化

学学
物物

質質
のの

定定
性性

分分
析析

・・
定定

量量
分分

析析

【【
①①

定定
性性

分分
析析

】】

 
 
１

）
代

表
的

な
無

機
イ

オ
ン

の
定

性
反

応
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
日

本
薬

局
方

収
載

の
代

表
的

な
医

薬
品

の
確

認
試

験
を

列
挙

し
、

そ
の

内
容

を
説

明
で

き
る

。

【【
②②

定定
量量

分分
析析

（（
容容

量量
分分

析析
・・

重重
量量

分分
析析

））
】】

　
１

）
中

和
滴

定
（

非
水

滴
定

を
含

む
）

の
原

理
、

操
作

法
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
キ

レ
ー

ト
滴

定
の

原
理

、
操

作
法

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
沈

殿
滴

定
の

原
理

、
操

作
法

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。

　
４

）
酸

化
還

元
滴

定
の

原
理

、
操

作
法

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。

　
５

）
日

本
薬

局
方

収
載

の
代

表
的

な
医

薬
品

の
容

量
分

析
を

実
施

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）

　
６

）
日

本
薬

局
方

収
載

の
代

表
的

な
純

度
試

験
を

列
挙

し
、

そ
の

内
容

を
説

明
で

き
る

。

 
 
７

）
日

本
薬

局
方

収
載

の
重

量
分

析
法

の
原

理
お

よ
び

操
作

法
を

説
明

で
き

る
。

（（
４４

））
機機

器器
をを

用用
いい

るる
分分

析析
法法

【【
①①

分分
光光

分分
析析

法法
】】

　
１

）
紫

外
可

視
吸

光
度

測
定

法
の

原
理

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
蛍

光
光

度
法

の
原

理
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
赤

外
吸

収
（

I
R
）

ス
ペ

ク
ト

ル
測

定
法

の
原

理
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。

　
４

）
原

子
吸

光
光

度
法

、
誘

導
結

合
プ

ラ
ズ

マ
（

I
C
P
）

発
光

分
光

分
析

法
お

よ
び

 
I
C
P
 
質

量
分

析
法

の
原

理
お

よ
び

　
　

　
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。

　
５

）
旋

光
度

測
定

法
（

旋
光

分
散

）
の

原
理

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。

　
６

）
分

光
分

析
法

を
用

い
て

、
日

本
薬

局
方

収
載

の
代

表
的

な
医

薬
品

の
分

析
を

実
施

で
き

る
。

（
技

能
）

【【
②②

核核
磁磁

気気
共共

鳴鳴
（（

NN
MM
RR
））

スス
ペペ

クク
トト

ルル
測測

定定
法法

】】

　
１

）
核

磁
気

共
鳴

（
N
M
R
）

ス
ペ

ク
ト

ル
測

定
法

の
原

理
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。
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平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

【【
③③

質質
量量

分分
析析

法法
】】

 
 
１

）
質

量
分

析
法

の
原

理
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。

【【
④④

ＸＸ
線線

分分
析析

法法
】】

 
 
１

）
Ｘ

線
結

晶
解

析
の

原
理

お
よ

び
応

用
例

を
概

説
で

き
る

。

　
２

）
粉

末
Ｘ

線
回

折
測

定
法

の
原

理
と

利
用

法
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

【【
⑤⑤

熱熱
分分

析析
】】

　
１

）
熱

重
量

測
定

法
の

原
理

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
示

差
熱

分
析

法
お

よ
び

示
差

走
査

熱
量

測
定

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

（（
５５

））
分分

離離
分分

析析
法法

【【
①①

クク
ロロ

ママ
トト

ググ
ララ

フフ
ィィ

ーー
】】

　
１

）
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

ィ
ー

の
分

離
機

構
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
薄

層
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

ィ
ー

の
特

徴
と

代
表

的
な

検
出

法
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
液

体
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

ィ
ー

の
特

徴
と

代
表

的
な

検
出

法
を

説
明

で
き

る
。

　
４

）
ガ

ス
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

ィ
ー

の
特

徴
と

代
表

的
な

検
出

法
を

説
明

で
き

る
。

　
５

）
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

ィ
ー

を
用

い
て

試
料

を
定

性
・

定
量

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）

【【
②②

電電
気気

泳泳
動動

法法
】】

　
１

）
電

気
泳

動
法

の
原

理
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。

（（
６６

））
臨臨

床床
現現

場場
でで

用用
いい

るる
分分

析析
技技

術術

【【
①①

分分
析析

のの
準準

備備
】】

　
１

）
分

析
目

的
に

即
し

た
試

料
の

前
処

理
法

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
臨

床
分

析
に

お
け

る
精

度
管

理
お

よ
び

標
準

物
質

の
意

義
を

説
明

で
き

る
。

【【
②②

分分
析析

技技
術術

】】

　
１

）
臨

床
分

析
で

用
い

ら
れ

る
代

表
的

な
分

析
法

を
列

挙
で

き
る

。

　
２

）
免

疫
化

学
的

測
定

法
の

原
理

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
酵

素
を

用
い

た
代

表
的

な
分

析
法

の
原

理
を

説
明

で
き

る
。

　
４

）
代

表
的

な
ド

ラ
イ

ケ
ミ

ス
ト

リ
ー

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
５

）
代

表
的

な
画

像
診

断
技

術
（

X
線

検
査

、
M
R
I
、

超
音

波
、

内
視

鏡
検

査
、

核
医

学
検

査
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

　
　

　
で

き
る

。

CC
33
  
  
化化

学学
物物

質質
のの

性性
質質

とと
反反

応応

（（
１１

））
化化

学学
物物

質質
のの

基基
本本

的的
性性

質質

【【
①①

基基
本本

事事
項項

】】

　
１

）
代

表
的

な
化

合
物

を
 
I
U
P
A
C
 
規

則
に

基
づ

い
て

命
名

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
２

）
薬

学
領

域
で

用
い

ら
れ

る
代

表
的

な
化

合
物

を
慣

用
名

で
記

述
で

き
る

。

 
 
３

）
基

本
的

な
化

合
物

を
、

ル
イ

ス
構

造
式

で
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

 
 
４

）
有

機
化

合
物

の
性

質
と

共
鳴

の
関

係
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
５

）
ル

イ
ス

酸
・

塩
基

、
ブ

レ
ン

ス
テ

ッ
ド

酸
・

塩
基

を
定

義
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 
６

）
基

本
的

な
有

機
反

応
（

置
換

、
付

加
、

脱
離

）
の

特
徴

を
理

解
し

、
分

類
で

き
る

。

 
 
７

）
炭

素
原

子
を

含
む

反
応

中
間

体
（

カ
ル

ボ
カ

チ
オ

ン
、

カ
ル

ボ
ア

ニ
オ

ン
、

ラ
ジ

カ
ル

）
の

構
造

と
性

質
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。

　
８

）
反

応
の

過
程

を
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
図

を
用

い
て

説
明

で
き

る
。

 
 
９

）
基

本
的

な
有

機
反

応
機

構
を

、
電

子
の

動
き

を
示

す
矢

印
を

用
い

て
表

す
こ

と
が

で
き

る
。

(
技

能
)

【【
②②

有有
機機

化化
合合

物物
のの

立立
体体

構構
造造

】】

　
１

）
構

造
異

性
体

と
立

体
異

性
体

の
違

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

 
 
２

）
キ

ラ
リ

テ
ィ

ー
と

光
学

活
性

の
関

係
を

概
説

で
き

る
。

 
 
３

）
エ

ナ
ン

チ
オ

マ
ー

と
ジ

ア
ス

テ
レ

オ
マ

ー
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

 
 
４

）
ラ

セ
ミ

体
と

メ
ソ

体
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
５

）
絶

対
配

置
の

表
示

法
を

説
明

し
、

キ
ラ

ル
化

合
物

の
構

造
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。
(
知

識
、

技
能

)

 
 
６

）
炭

素
―

炭
素

二
重

結
合

の
立

体
異

性
（

c
i
s
,
 
t
r
a
n
s
 
な

ら
び

に
 
E
,
Z
 
異

性
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

 
 
７

）
フ

ィ
ッ

シ
ャ

ー
投

影
式

と
ニ

ュ
ー

マ
ン

投
影

式
を

用
い

て
有

機
化

合
物

の
構

造
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。
(
技

能
)

　
８

）
エ

タ
ン

、
ブ

タ
ン

の
立

体
配

座
と

そ
の

安
定

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

（（
２２

））
有有

機機
化化

合合
物物

のの
基基

本本
骨骨

格格
のの

構構
造造

とと
反反

応応

【【
①①

アア
ルル

カカ
ンン

】】

　
１

）
ア

ル
カ

ン
の

基
本

的
な

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

 
 
２

）
ア

ル
カ

ン
の

構
造

異
性

体
を

図
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
(
技

能
)

 
 
３

）
シ

ク
ロ

ア
ル

カ
ン

の
環

の
ひ

ず
み

を
決

定
す

る
要

因
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

 
 
４

）
シ

ク
ロ

ヘ
キ

サ
ン

の
い

す
形

配
座

に
お

け
る

水
素

の
結

合
方

向
（

ア
キ

シ
ア

ル
、

エ
ク

ア
ト

リ
ア

ル
）

を
図

示
　

　
　

で
き

る
。

(
技

能
)

　
５

）
置

換
シ

ク
ロ

ヘ
キ

サ
ン

の
安

定
な

立
体

配
座

を
決

定
す

る
要

因
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
②②

アア
ルル

ケケ
ンン

・・
アア

ルル
キキ

ンン
】】

　
１

）
ア

ル
ケ

ン
へ

の
代

表
的

な
付

加
反

応
を

列
挙

し
、

そ
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。

 
 
２

）
ア

ル
ケ

ン
の

代
表

的
な

酸
化

、
還

元
反

応
を

列
挙

し
、

そ
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。

 
 
３

）
ア

ル
キ

ン
の

代
表

的
な

反
応

を
列

挙
し

、
そ

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

【【
③③

芳芳
香香

族族
化化

合合
物物

】】

 
 
１

）
代

表
的

な
芳

香
族

炭
化

水
素

化
合

物
の

性
質

と
反

応
性

を
説

明
で

き
る

。

 
 
２

）
芳

香
族

性
の

概
念

を
説

明
で

き
る

。

 
 
３

）
芳

香
族

炭
化

水
素

化
合

物
の

求
電

子
置

換
反

応
の

反
応

性
、

配
向

性
、

置
換

基
の

効
果

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

 
 
４

）
代

表
的

な
芳

香
族

複
素

環
化

合
物

の
性

質
を

芳
香

族
性

と
関

連
づ

け
て

説
明

で
き

る
。

　
５

）
代

表
的

な
芳

香
族

複
素

環
の

求
電

子
置

換
反

応
の

反
応

性
、

配
向

性
、

置
換

基
の

効
果

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

（（
３３

））
官官

能能
基基

のの
性性

質質
とと

反反
応応

【【
①①

概概
説説

】】

　
１

）
代

表
的

な
官

能
基

を
列

挙
し

、
性

質
を

説
明

で
き

る
。

 
 
２

）
官

能
基

の
性

質
を

利
用

し
た

分
離

精
製

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

）

【【
②②

有有
機機

ハハ
ロロ

ゲゲ
ンン

化化
合合

物物
】】

　
１

）
有

機
ハ

ロ
ゲ

ン
化

合
物

の
基

本
的

な
性

質
と

反
応

を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。

 
 
２

）
求

核
置

換
反

応
の

特
徴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
脱

離
反

応
の

特
徴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
③③

アア
ルル

ココ
ーー

ルル
･･
フフ

ェェ
ノノ

ーー
ルル

･･
エエ

ーー
テテ

ルル
】】

　
１

）
ア

ル
コ

ー
ル

、
フ

ェ
ノ

ー
ル

類
の

基
本

的
な

性
質

と
反

応
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

 
 
２

）
エ

ー
テ

ル
類

の
基

本
的

な
性

質
と

反
応

を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。

【【
④④

アア
ルル

デデ
ヒヒ

ドド
・・

ケケ
トト

ンン
・・

カカ
ルル

ボボ
ンン

酸酸
・・

カカ
ルル

ボボ
ンン

酸酸
誘誘

導導
体体

】】

　
１

）
ア

ル
デ

ヒ
ド

類
お

よ
び

ケ
ト

ン
類

の
基

本
的

な
性

質
と

反
応

を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。

 
 
２

）
カ

ル
ボ

ン
酸

の
基

本
的

性
質

と
反

応
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

　
３

）
カ

ル
ボ

ン
酸

誘
導

体
（

酸
ハ

ロ
ゲ

ン
化

物
、

酸
無

水
物

、
エ

ス
テ

ル
、

ア
ミ

ド
）

の
基

本
的

性
質

と
反

応
を

　
　

　
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。

【【
⑤⑤

アア
ミミ

ンン
】】

　
１

）
ア

ミ
ン

類
の

基
本

的
性

質
と

反
応

を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。

【【
⑥⑥

電電
子子

効効
果果

】】

　
１

）
官

能
基

が
及

ぼ
す

電
子

効
果

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

【【
⑦⑦

酸酸
性性

度度
・・

塩塩
基基

性性
度度

】】

　
１

）
ア

ル
コ

ー
ル

、
フ

ェ
ノ

ー
ル

、
カ

ル
ボ

ン
酸

、
炭

素
酸

な
ど

の
酸

性
度

を
比

較
し

て
説

明
で

き
る

。

 
 
２

）
含

窒
素

化
合

物
の

塩
基

性
度

を
比

較
し

て
説

明
で

き
る

。

（（
４４

））
化化

学学
物物

質質
のの

構構
造造

決決
定定
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平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

【【
①①

核核
磁磁

気気
共共

鳴鳴
（（

NN
MM
RR
））

】】

　
１

）
H
 
お

よ
び

 
C
 
N
M
R
 
ス

ペ
ク

ト
ル

よ
り

得
ら

れ
る

情
報

を
概

説
で

き
る

。

　
２

）
有

機
化

合
物

中
の

代
表

的
プ

ロ
ト

ン
に

つ
い

て
、

お
お

よ
そ

の
化

学
シ

フ
ト

値
を

示
す

こ
と

が
で

き
る

。

　
３

）
H
 
N
M
R
 
の

積
分

値
の

意
味

を
説

明
で

き
る

。

　
４

）
H
 
N
M
R
 
シ

グ
ナ

ル
が

近
接

プ
ロ

ト
ン

に
よ

り
分

裂
（

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

）
す

る
基

本
的

な
分

裂
様

式
を

説
明

で
き

る
。

　
５

）
代

表
的

な
化

合
物

の
部

分
構

造
を

 
H
 
N
M
R
 
か

ら
決

定
で

き
る

。
(
技

能
)

【【
②②

赤赤
外外

吸吸
収収

（（
II
RR
））

】】

　
１

）
I
R
 
ス

ペ
ク

ト
ル

よ
り

得
ら

れ
る

情
報

を
概

説
で

き
る

。

　
２

）
I
R
 
ス

ペ
ク

ト
ル

上
の

基
本

的
な

官
能

基
の

特
性

吸
収

を
列

挙
し

、
帰

属
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）

【【
③③

質質
量量

分分
析析

】】

　
１

）
マ

ス
ス

ペ
ク

ト
ル

よ
り

得
ら

れ
る

情
報

を
概

説
で

き
る

。

　
２

）
測

定
化

合
物

に
適

し
た

イ
オ

ン
化

法
を

選
択

で
き

る
。

（
技

能
）

　
３

）
ピ

ー
ク

の
種

類
（

基
準

ピ
ー

ク
、

分
子

イ
オ

ン
ピ

ー
ク

、
同

位
体

ピ
ー

ク
、

フ
ラ

グ
メ

ン
ト

ピ
ー

ク
）

を
説

明
で

き
る

。

　
４

）
代

表
的

な
化

合
物

の
マ

ス
ス

ペ
ク

ト
ル

を
解

析
で

き
る

。
（

技
能

）

【【
④④

総総
合合

演演
習習

】】

　
１

）
代

表
的

な
機

器
分

析
法

を
用

い
て

、
代

表
的

な
化

合
物

の
構

造
決

定
が

で
き

る
。

（
技

能
）

（（
５５

））
無無

機機
化化

合合
物物

・・
錯錯

体体
のの

構構
造造

とと
性性

質質

【【
①①

無無
機機

化化
合合

物物
・・

錯錯
体体

】】

　
１

）
代

表
的

な
典

型
元

素
と

遷
移

元
素

を
列

挙
で

き
る

。

　
２

）
代

表
的

な
無

機
酸

化
物

、
オ

キ
ソ

化
合

物
の

名
称

、
構

造
、

性
質

を
列

挙
で

き
る

。

　
３

）
活

性
酸

素
と

窒
素

酸
化

物
の

名
称

、
構

造
、

性
質

を
列

挙
で

き
る

。

　
４

）
代

表
的

な
錯

体
の

名
称

、
構

造
、

基
本

的
な

性
質

を
説

明
で

き
る

。

　
５

）
医

薬
品

と
し

て
用

い
ら

れ
る

代
表

的
な

無
機

化
合

物
、

お
よ

び
錯

体
を

列
挙

で
き

る
。

CC
44
  
  
生生

体体
分分

子子
・・

医医
薬薬

品品
のの

化化
学学

にに
よよ

るる
理理

解解

（（
１１

））
医医

薬薬
品品

のの
標標

的的
とと

なな
るる

生生
体体

分分
子子

のの
構構

造造
とと

化化
学学

的的
なな

性性
質質

【【
①①

医医
薬薬

品品
のの

標標
的的

とと
なな

るる
生生

体体
高高

分分
子子

のの
化化

学学
構構

造造
】】

　
１

）
代

表
的

な
生

体
高

分
子

を
構

成
す

る
小

分
子

（
ア

ミ
ノ

酸
、

糖
、

脂
質

、
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
な

ど
）

の
構

造
に

　
　

　
基

づ
く

化
学

的
性

質
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
医

薬
品

の
標

的
と

な
る

生
体

高
分

子
（

タ
ン

パ
ク

質
、

核
酸

な
ど

）
の

立
体

構
造

と
そ

れ
を

規
定

す
る

化
学

　
　

　
結

合
、

相
互

作
用

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
②②

生生
体体

内内
でで

機機
能能

すす
るる

小小
分分

子子
】】

　
１

）
細

胞
膜

受
容

体
お

よ
び

細
胞

内
（

核
内

）
受

容
体

の
代

表
的

な
内

因
性

リ
ガ

ン
ド

の
構

造
と

性
質

に
つ

い
て

　
　

　
概

説
で

き
る

。

　
２

）
代

表
的

な
補

酵
素

が
酵

素
反

応
で

果
た

す
役

割
に

つ
い

て
、

有
機

反
応

機
構

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。

　
３

）
活

性
酸

素
、

一
酸

化
窒

素
の

構
造

に
基

づ
く

生
体

内
反

応
を

化
学

的
に

説
明

で
き

る
。

　
４

）
生

体
内

に
存

在
す

る
代

表
的

な
金

属
イ

オ
ン

お
よ

び
錯

体
の

機
能

を
化

学
的

に
説

明
で

き
る

。

（（
２２

））
生生

体体
反反

応応
のの

化化
学学

にに
よよ

るる
理理

解解

【【
①①

生生
体体

内内
でで

機機
能能

すす
るる

リリ
ンン

、、
硫硫

黄黄
化化

合合
物物

】】

　
１

）
リ

ン
化

合
物

（
リ

ン
酸

誘
導

体
な

ど
）

お
よ

び
硫

黄
化

合
物

（
チ

オ
ー

ル
、

ジ
ス

ル
フ

ィ
ド

、
チ

オ
エ

ス
テ

ル
　

　
　

な
ど

）
の

構
造

と
化

学
的

性
質

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
リ

ン
化

合
物

（
リ

ン
酸

誘
導

体
な

ど
）

お
よ

び
硫

黄
化

合
物

（
チ

オ
ー

ル
、

ジ
ス

ル
フ

ィ
ド

、
チ

オ
エ

ス
テ

ル
　

　
　

な
ど

）
の

生
体

内
で

の
機

能
を

化
学

的
性

質
に

基
づ

き
説

明
で

き
る

。

【【
②②

酵酵
素素

阻阻
害害

剤剤
とと

作作
用用

様様
式式

】】

　
１

）
不

可
逆

的
酵

素
阻

害
薬

の
作

用
を

酵
素

の
反

応
機

構
に

基
づ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
基

質
ア

ナ
ロ

グ
が

競
合

阻
害

薬
と

な
る

こ
と

を
酵

素
の

反
応

機
構

に
基

づ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
遷

移
状

態
ア

ナ
ロ

グ
が

競
合

阻
害

薬
と

な
る

こ
と

を
酵

素
の

反
応

機
構

に
基

づ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
③③

受受
容容

体体
のの

アア
ゴゴ

ニニ
スス

トト
おお

よよ
びび

アア
ンン

タタ
ゴゴ

ニニ
スス

トト
】】

平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
１

）
代

表
的

な
受

容
体

の
ア

ゴ
ニ

ス
ト

（
作

用
薬

、
作

動
薬

、
刺

激
薬

）
と

ア
ン

タ
ゴ

ニ
ス

ト
（

拮
抗

薬
、

遮
断

薬
）

　
　

　
と

の
相

違
点

に
つ

い
て

、
内

因
性

リ
ガ

ン
ド

の
構

造
と

比
較

し
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
低

分
子

内
因

性
リ

ガ
ン

ド
誘

導
体

が
医

薬
品

と
し

て
用

い
ら

れ
て

い
る

理
由

を
説

明
で

き
る

。

【【
④④

生生
体体

内内
でで

起起
ここ

るる
有有

機機
反反

応応
】】

　
１

）
代

表
的

な
生

体
分

子
（

脂
肪

酸
、

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
な

ど
）

の
代

謝
反

応
を

有
機

化
学

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。

　
２

）
異

物
代

謝
の

反
応

（
発

が
ん

性
物

質
の

代
謝

的
活

性
化

な
ど

）
を

有
機

化
学

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。

（（
３３

））
医医

薬薬
品品

のの
化化

学学
構構

造造
とと

性性
質質

、、
作作

用用

【【
①①

医医
薬薬

品品
とと

生生
体体

分分
子子

のの
相相

互互
作作

用用
】】

　
１

）
医

薬
品

と
生

体
分

子
と

の
相

互
作

用
を

化
学

的
な

観
点

（
結

合
親

和
性

と
自

由
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
化

、
電

子
効

果
、

　
　

　
立

体
効

果
な

ど
）

か
ら

説
明

で
き

る
。

【【
②②

医医
薬薬

品品
のの

化化
学学

構構
造造

にに
基基

づづ
くく

性性
質質

】】

　
１

）
医

薬
品

の
構

造
か

ら
そ

の
物

理
化

学
的

性
質

（
酸

性
、

塩
基

性
、

疎
水

性
、

親
水

性
な

ど
）

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
プ

ロ
ド

ラ
ッ

グ
な

ど
の

薬
物

動
態

を
考

慮
し

た
医

薬
品

の
化

学
構

造
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
③③

医医
薬薬

品品
のの

ココ
ンン

ポポ
ーー

ネネ
ンン

トト
】】

　
１

）
代

表
的

な
医

薬
品

の
フ

ァ
ー

マ
コ

フ
ォ

ア
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
２

）
バ

イ
オ

ア
イ

ソ
ス

タ
ー

（
生

物
学

的
等

価
体

）
に

つ
い

て
、

代
表

的
な

例
を

挙
げ

て
概

説
で

き
る

。

　
３

）
医

薬
品

に
含

ま
れ

る
代

表
的

な
複

素
環

を
構

造
に

基
づ

い
て

分
類

し
、

医
薬

品
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

と
し

て
の

性
質

　
　

　
を

説
明

で
き

る
。

【【
④④

酵酵
素素

にに
作作

用用
すす

るる
医医

薬薬
品品

のの
構構

造造
とと

性性
質質

】】

　
１

）
ヌ

ク
レ

オ
シ

ド
お

よ
び

核
酸

塩
基

ア
ナ

ロ
グ

を
有

す
る

代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

基
づ

く
性

質
に

　
　

　
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
フ

ェ
ニ

ル
酢

酸
、

フ
ェ

ニ
ル

プ
ロ

ピ
オ

ン
酸

構
造

な
ど

を
も

つ
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

　
　

　
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
ス

ル
ホ

ン
ア

ミ
ド

構
造

を
も

つ
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
キ

ノ
ロ

ン
骨

格
を

も
つ

代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

基
づ

く
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
５

）
β

-
ラ

ク
タ

ム
構

造
を

も
つ

代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

基
づ

く
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
６

）
ペ

プ
チ

ド
ア

ナ
ロ

グ
の

代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

基
づ

く
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
⑤⑤

受受
容容

体体
にに

作作
用用

すす
るる

医医
薬薬

品品
のの

構構
造造

とと
性性

質質
】】

　
１

）
カ

テ
コ

ー
ル

ア
ミ

ン
骨

格
を

有
す

る
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
ア

セ
チ

ル
コ

リ
ン

ア
ナ

ロ
グ

の
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
ス

テ
ロ

イ
ド

ア
ナ

ロ
グ

の
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
ベ

ン
ゾ

ジ
ア

ゼ
ピ

ン
骨

格
お

よ
び

バ
ル

ビ
タ

ー
ル

骨
格

を
有

す
る

代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

　
　

　
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
５

）
オ

ピ
オ

イ
ド

ア
ナ

ロ
グ

の
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
⑥⑥

DD
NN
AA
  
にに

作作
用用

すす
るる

医医
薬薬

品品
のの

構構
造造

とと
性性

質質
】】

　
１

）
D
N
A
と

結
合

す
る

医
薬

品
（

ア
ル

キ
ル

化
剤

、
シ

ス
プ

ラ
チ

ン
類

）
を

列
挙

し
、

そ
れ

ら
の

化
学

構
造

と
反

応
機

構
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。

　
２

）
D
N
A
に

イ
ン

タ
ー

カ
レ

ー
ト

す
る

医
薬

品
を

列
挙

し
、

そ
れ

ら
の

構
造

上
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
D
N
A
鎖

を
切

断
す

る
医

薬
品

を
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
構

造
上

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

【【
⑦⑦

イイ
オオ

ンン
チチ

ャャ
ネネ

ルル
にに

作作
用用

すす
るる

医医
薬薬

品品
のの

構構
造造

とと
性性

質質
】】

　
１

）
イ

オ
ン

チ
ャ

ネ
ル

に
作

用
す

る
医

薬
品

の
代

表
的

な
基

本
構

造
（

ジ
ヒ

ド
ロ

ピ
リ

ジ
ン

な
ど

）
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。

CC
55
  
  
自自

然然
がが

生生
みみ

出出
すす

薬薬
物物

（（
１１

））
薬薬

にに
なな

るる
動動

植植
鉱鉱

物物

【【
①①

薬薬
用用

植植
物物

】】

　
１

）
代

表
的

な
薬

用
植

物
の

学
名

、
薬

用
部

位
、

薬
効

な
ど

を
挙

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
２

）
代

表
的

な
薬

用
植

物
を

外
部

形
態

か
ら

説
明

し
、

区
別

で
き

る
。

（
知

識
、

技
能

）

　
３

）
植

物
の

主
な

内
部

形
態

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
法

律
に

よ
っ

て
取

り
扱

い
が

規
制

さ
れ

て
い

る
植

物
（

ケ
シ

、
ア

サ
）

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。
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成成
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度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

【【
②②

生生
薬薬

のの
基基

原原
】】

　
１

）
日

本
薬

局
方

収
載

の
代

表
的

な
生

薬
（

植
物

、
動

物
、

藻
類

、
菌

類
由

来
）

を
列

挙
し

、
そ

の
基

原
、

薬
用

部
位

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

【【
③③

生生
薬薬

のの
用用

途途
】】

　
１

）
日

本
薬

局
方

収
載

の
代

表
的

な
生

薬
（

植
物

、
動

物
、

藻
類

、
菌

類
、

鉱
物

由
来

）
の

薬
効

、
成

分
、

用
途

な
ど

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

　
２

）
副

作
用

や
使

用
上

の
注

意
が

必
要

な
代

表
的

な
生

薬
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

【【
④④

生生
薬薬

のの
同同

定定
とと

品品
質質

評評
価価

】】

 
 
１

）
生

薬
の

同
定

と
品

質
評

価
法

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
２

）
日

本
薬

局
方

の
生

薬
総

則
お

よ
び

生
薬

試
験

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
代

表
的

な
生

薬
を

鑑
別

で
き

る
。

（
技

能
）

　
４

）
代

表
的

な
生

薬
の

確
認

試
験

を
説

明
で

き
る

。

　
５

）
代

表
的

な
生

薬
の

純
度

試
験

を
説

明
で

き
る

。

（（
２２

））
薬薬

のの
宝宝

庫庫
とと

しし
てて

のの
天天

然然
物物

【【
①①

生生
薬薬

由由
来来

のの
生生

物物
活活

性性
物物

質質
のの

構構
造造

とと
作作

用用
】】

 
 
１

）
生

薬
由

来
の

代
表

的
な

生
物

活
性

物
質

を
化

学
構

造
に

基
づ

い
て

分
類

し
、

そ
れ

ら
の

生
合

成
経

路
を

概
説

で
き

る
。

　
２

）
脂

質
や

糖
質

に
分

類
さ

れ
る

生
薬

由
来

の
代

表
的

な
生

物
活

性
物

質
を

列
挙

し
、

そ
の

作
用

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
芳

香
族

化
合

物
に

分
類

さ
れ

る
生

薬
由

来
の

代
表

的
な

生
物

活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

説
明

で
き

る
。

　
４

）
テ

ル
ペ

ノ
イ

ド
、

ス
テ

ロ
イ

ド
に

分
類

さ
れ

る
生

薬
由

来
の

代
表

的
な

生
物

活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。

　
５

）
ア

ル
カ

ロ
イ

ド
に

分
類

さ
れ

る
生

薬
由

来
の

代
表

的
な

生
物

活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

説
明

で
き

る
。

【【
②②

微微
生生

物物
由由

来来
のの

生生
物物

活活
性性

物物
質質

のの
構構

造造
とと

作作
用用

】】

　
１

）
微

生
物

由
来

の
生

物
活

性
物

質
を

化
学

構
造

に
基

づ
い

て
分

類
で

き
る

。

 
 
２

）
微

生
物

由
来

の
代

表
的

な
生

物
活

性
物

質
を

列
挙

し
、

そ
の

作
用

を
説

明
で

き
る

。

【【
③③

天天
然然

生生
物物

活活
性性

物物
質質

のの
取取

扱扱
いい

】】

　
１

）
天

然
生

物
活

性
物

質
の

代
表

的
な

抽
出

法
、

分
離

精
製

法
を

概
説

し
、

実
施

で
き

る
。

（
知

識
、

技
能

）

【【
④④

天天
然然

生生
物物

活活
性性

物物
質質

のの
利利

用用
】】

　
１

）
医

薬
品

と
し

て
使

わ
れ

て
い

る
代

表
的

な
天

然
生

物
活

性
物

質
を

列
挙

し
、

そ
の

用
途

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
天

然
生

物
活

性
物

質
を

基
に

化
学

修
飾

等
に

よ
り

開
発

さ
れ

た
代

表
的

な
医

薬
品

を
列

挙
し

、
そ

の
用

途
、

リ
ー

ド
　

　
　

化
合

物
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
農

薬
や

香
粧

品
な

ど
と

し
て

使
わ

れ
て

い
る

代
表

的
な

天
然

生
物

活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
用

途
を

説
明

で
き

る
。

CC
66
  
  
生生

命命
現現

象象
のの

基基
礎礎

（（
１１

））
細細

胞胞
のの

構構
造造

とと
機機

能能

【【
①①

細細
胞胞

膜膜
】】

　
１

）
細

胞
膜

を
構

成
す

る
代

表
的

な
生

体
成

分
を

列
挙

し
、

そ
の

機
能

を
分

子
レ

ベ
ル

で
説

明
で

き
る

。

　
２

）
エ

ン
ド

サ
イ

ト
ー

シ
ス

と
エ

キ
ソ

サ
イ

ト
ー

シ
ス

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
②②

細細
胞胞

小小
器器

官官
】】

　
１

）
細

胞
小

器
官

（
核

、
ミ

ト
コ

ン
ド

リ
ア

、
小

胞
体

、
リ

ソ
ソ

ー
ム

、
ゴ

ル
ジ

体
、

ペ
ル

オ
キ

シ
ソ

ー
ム

な
ど

）
や

　
　

　
リ

ボ
ソ

ー
ム

の
構

造
と

機
能

を
説

明
で

き
る

。

【【
③③

細細
胞胞

骨骨
格格

】】

　
１

）
細

胞
骨

格
の

構
造

と
機

能
を

説
明

で
き

る
。

（（
２２

））
生生

命命
現現

象象
をを

担担
うう

分分
子子

【【
①①

脂脂
質質

】】

　
１

）
代

表
的

な
脂

質
の

種
類

、
構

造
、

性
質

、
役

割
を

説
明

で
き

る
。

【【
②②

糖糖
質質

】】

　
１

）
代

表
的

な
単

糖
、

二
糖

の
種

類
、

構
造

、
性

質
、

役
割

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
代

表
的

な
多

糖
の

種
類

、
構

造
、

性
質

、
役

割
を

説
明

で
き

る
。

平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

【【
③③

アア
ミミ

ノノ
酸酸

】】

　
１

）
ア

ミ
ノ

酸
を

列
挙

し
、

そ
の

構
造

に
基

づ
い

て
性

質
を

説
明

で
き

る
。

【【
④④

タタ
ンン

パパ
クク

質質
】】

　
１

）
タ

ン
パ

ク
質

の
構

造
（

一
次

、
二

次
、

三
次

、
四

次
構

造
）

と
性

質
を

説
明

で
き

る
。

【【
⑤⑤

ヌヌ
クク

レレ
オオ

チチ
ドド

とと
核核

酸酸
】】

　
１

）
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
と

核
酸

（
D
N
A
、

R
N
A
）

の
種

類
、

構
造

、
性

質
を

説
明

で
き

る
。

【【
⑥⑥

ビビ
タタ

ミミ
ンン

】】

　
１

）
代

表
的

な
ビ

タ
ミ

ン
の

種
類

、
構

造
、

性
質

、
役

割
を

説
明

で
き

る
。

【【
⑦⑦

微微
量量

元元
素素

】】

　
１

）
代

表
的

な
必

須
微

量
元

素
の

種
類

、
役

割
を

説
明

で
き

る
。

【【
⑧⑧

生生
体体

分分
子子

のの
定定

性性
、、

定定
量量

】】

　
１

）
脂

質
、

糖
質

、
ア

ミ
ノ

酸
、

タ
ン

パ
ク

質
、

も
し

く
は

核
酸

の
定

性
ま

た
は

定
量

試
験

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

）

（（
３３

））
生生

命命
活活

動動
をを

担担
うう

タタ
ンン

パパ
クク

質質

【【
①①

タタ
ンン

パパ
クク

質質
のの

構構
造造

とと
機機

能能
】】

　
１

）
多

彩
な

機
能

を
も

つ
タ

ン
パ

ク
質

（
酵

素
、

受
容

体
、

シ
グ

ナ
ル

分
子

、
膜

輸
送

体
、

運
搬

・
輸

送
タ

ン
パ

ク
質

、
　

　
　

貯
蔵

タ
ン

パ
ク

質
、

構
造

タ
ン

パ
ク

質
、

接
着

タ
ン

パ
ク

質
、

防
御

タ
ン

パ
ク

質
、

調
節

タ
ン

パ
ク

質
）

を
列

挙
し

　
　

　
概

説
で

き
る

。

【【
②②

タタ
ンン

パパ
クク

質質
のの

成成
熟熟

とと
分分

解解
】】

　
１

）
タ

ン
パ

ク
質

の
翻

訳
後

の
成

熟
過

程
（

細
胞

小
器

官
間

の
輸

送
や

翻
訳

後
修

飾
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
タ

ン
パ

ク
質

の
細

胞
内

で
の

分
解

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
③③

酵酵
素素

】】

 
 
１

）
酵

素
反

応
の

特
性

と
反

応
速

度
論

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
酵

素
反

応
に

お
け

る
補

酵
素

、
微

量
金

属
の

役
割

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
代

表
的

な
酵

素
活

性
調

節
機

構
を

説
明

で
き

る
。

 
 
４

）
酵

素
反

応
速

度
を

測
定

し
、

解
析

で
き

る
。

(
技

能
)

【【
④④

酵酵
素素

以以
外外

のの
タタ

ンン
パパ

クク
質質

】】

　
１

）
膜

輸
送

体
の

種
類

、
構

造
、

機
能

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
血

漿
リ

ポ
タ

ン
パ

ク
質

の
種

類
、

構
造

、
機

能
を

説
明

で
き

る
。

（（
４４

））
生生

命命
情情

報報
をを

担担
うう

遺遺
伝伝

子子

【【
①①

概概
論論

】】

　
１

）
遺

伝
情

報
の

保
存

と
発

現
の

流
れ

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
D
N
A
、

遺
伝

子
、

染
色

体
、

ゲ
ノ

ム
と

は
何

か
を

説
明

で
き

る
。

【【
②②

遺遺
伝伝

情情
報報

をを
担担

うう
分分

子子
】】

 
 
１

）
染

色
体

の
構

造
（

ヌ
ク

レ
オ

ソ
ー

ム
、

ク
ロ

マ
チ

ン
、

セ
ン

ト
ロ

メ
ア

、
テ

ロ
メ

ア
な

ど
）

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
遺

伝
子

の
構

造
（

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

、
エ

ン
ハ

ン
サ

ー
、

エ
キ

ソ
ン

、
イ

ン
ト

ロ
ン

な
ど

）
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
R
N
A
 
の

種
類

(
h
n
R
N
A
、

m
R
N
A
、

r
R
N
A
、

t
R
N
A
 
な

ど
)
と

機
能

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
③③

遺遺
伝伝

子子
のの

複複
製製

】】

　
１

）
D
N
A
 
の

複
製

の
過

程
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
④④

転転
写写

・・
翻翻

訳訳
のの

過過
程程

とと
調調

節節
】】

　
１

）
D
N
A
 
か

ら
 
R
N
A
 
へ

の
転

写
の

過
程

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
エ

ピ
ジ

ェ
ネ

テ
ィ

ッ
ク

な
転

写
制

御
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
転

写
因

子
に

よ
る

転
写

制
御

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
R
N
A
 
の

プ
ロ

セ
シ

ン
グ

（
キ

ャ
ッ

プ
構

造
、

ス
プ

ラ
イ

シ
ン

グ
、

s
n
R
N
P
、

ポ
リ

A
鎖

な
ど

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
５

）
R
N
A
 
か

ら
タ

ン
パ

ク
質

へ
の

翻
訳

の
過

程
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
⑤⑤

遺遺
伝伝

子子
のの

変変
異異

・・
修修

復復
】】

　
１

）
D
N
A
 
の

変
異

と
修

復
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
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平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

【【
⑥⑥

組組
換換

ええ
  
DD
NN
AA
】】

　
１

）
遺

伝
子

工
学

技
術

（
遺

伝
子

ク
ロ

ー
ニ

ン
グ

、
c
D
N
A
 
ク

ロ
ー

ニ
ン

グ
、

P
C
R
、

組
換

え
タ

ン
パ

ク
質

発
現

法
な

ど
）

　
　

　
を

概
説

で
き

る
。

　
２

）
遺

伝
子

改
変

生
物

（
遺

伝
子

導
入

•
欠

損
動

物
、

ク
ロ

ー
ン

動
物

、
遺

伝
子

組
換

え
植

物
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

（（
５５

））
生生

体体
エエ

ネネ
ルル

ギギ
ーー

とと
生生

命命
活活

動動
をを

支支
ええ

るる
代代

謝謝
系系

【【
①①

  
概概

論論
】】

　
１

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝

の
概

要
を

説
明

で
き

る
。

【【
②②

AA
TT
PP
  
のの

産産
生生

とと
糖糖

質質
代代

謝謝
】】

　
１

）
解

糖
系

及
び

乳
酸

の
生

成
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
ク

エ
ン

酸
回

路
(
T
C
A
 
サ

イ
ク

ル
)
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
電

子
伝

達
系

（
酸

化
的

リ
ン

酸
化

）
と

 
A
T
P
 
合

成
酵

素
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
４

）
グ

リ
コ

ー
ゲ

ン
の

代
謝

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
５

）
糖

新
生

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
③③

脂脂
質質

代代
謝謝

】】

　
１

）
脂

肪
酸

の
生

合
成

と
β

酸
化

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

の
生

合
成

と
代

謝
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
④④

飢飢
餓餓

状状
態態

とと
飽飽

食食
状状

態態
】】

　
１

）
飢

餓
状

態
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
代

謝
（

ケ
ト

ン
体

の
利

用
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
余

剰
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

蓄
え

る
し

く
み

を
説

明
で

き
る

。

【【
⑤⑤

そそ
のの

他他
のの

代代
謝謝

系系
】】

　
１

）
ア

ミ
ノ

酸
分

子
中

の
炭

素
お

よ
び

窒
素

の
代

謝
（

尿
素

回
路

な
ど

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
の

生
合

成
と

分
解

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
ペ

ン
ト

ー
ス

リ
ン

酸
回

路
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

（（
６６

））
細細

胞胞
間間

ココ
ミミ

ュュ
ニニ

ケケ
ーー

シシ
ョョ

ンン
とと

細細
胞胞

内内
情情

報報
伝伝

達達

【【
①①

  
概概

論論
】】

　
１

）
細

胞
間

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
情

報
伝

達
様

式
を

説
明

で
き

る
。

【【
②②

細細
胞胞

内内
情情

報報
伝伝

達達
】】

　
１

）
細

胞
膜

チ
ャ

ネ
ル

内
蔵

型
受

容
体

を
介

す
る

細
胞

内
情

報
伝

達
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
細

胞
膜

受
容

体
か

ら
 
G
 
タ

ン
パ

ク
系

を
介

す
る

細
胞

内
情

報
伝

達
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
細

胞
膜

受
容

体
タ

ン
パ

ク
質

な
ど

の
リ

ン
酸

化
を

介
す

る
細

胞
内

情
報

伝
達

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
細

胞
内

情
報

伝
達

に
お

け
る

セ
カ

ン
ド

メ
ッ

セ
ン

ジ
ャ

ー
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
５

）
細

胞
内

（
核

内
）

受
容

体
を

介
す

る
細

胞
内

情
報

伝
達

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
③③

細細
胞胞

間間
ココ

ミミ
ュュ

ニニ
ケケ

ーー
シシ

ョョ
ンン

】】

　
１

）
細

胞
間

の
接

着
構

造
、

主
な

細
胞

接
着

分
子

の
種

類
と

特
徴

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
主

な
細

胞
外

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

分
子

の
種

類
と

特
徴

を
説

明
で

き
る

。

（（
７７

））
細細

胞胞
のの

分分
裂裂

とと
死死

【【
①①

細細
胞胞

分分
裂裂

】】

　
１

）
細

胞
周

期
と

そ
の

制
御

機
構

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
体

細
胞

と
生

殖
細

胞
の

細
胞

分
裂

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
②②

細細
胞胞

死死
】】

　
１

）
細

胞
死

（
ア

ポ
ト

ー
シ

ス
と

ネ
ク

ロ
ー

シ
ス

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
③③

がが
んん

細細
胞胞

】】

　
１

）
正

常
細

胞
と

が
ん

細
胞

の
違

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
が

ん
遺

伝
子

と
が

ん
抑

制
遺

伝
子

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

CC
77
  
  
人人

体体
のの

成成
りり

立立
ちち

とと
生生

体体
機機

能能
のの

調調
節節
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（（
１１

））
人人

体体
のの

成成
りり

立立
ちち

【【
①①

遺遺
伝伝

】】

　
１

）
遺

伝
子

と
遺

伝
の

し
く

み
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
２

）
遺

伝
子

多
型

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
３

）
代

表
的

な
遺

伝
疾

患
を

概
説

で
き

る
。

【【
②②

発発
生生

】】

　
１

）
個

体
発

生
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
２

）
細

胞
の

分
化

に
お

け
る

幹
細

胞
、

前
駆

細
胞

の
役

割
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

【【
③③

器器
官官

系系
概概

論論
】】

　
１

）
人

体
を

構
成

す
る

器
官

、
器

官
系

の
名

称
、

形
態

、
体

内
で

の
位

置
お

よ
び

機
能

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
組

織
、

器
官

を
構

成
す

る
代

表
的

な
細

胞
の

種
類

（
上

皮
、

内
皮

、
間

葉
系

な
ど

）
を

列
挙

し
、

形
態

的
お

よ
び

　
　

　
機

能
的

特
徴

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
実

験
動

物
・

人
体

模
型

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

な
ど

を
用

い
て

各
種

臓
器

の
名

称
と

位
置

を
確

認
で

き
る

。
（

技
能

）

　
４

）
代

表
的

な
器

官
の

組
織

や
細

胞
を

顕
微

鏡
で

観
察

で
き

る
。

（
技

能
）

【【
④④

神神
経経

系系
】】

　
１

）
中

枢
神

経
系

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
２

）
末

梢
（

体
性

・
自

律
）

神
経

系
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

【【
⑤⑤

骨骨
格格

系系
・・

筋筋
肉肉

系系
】】

　
１

）
骨

、
筋

肉
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
２

）
代

表
的

な
骨

格
筋

お
よ

び
関

節
の

名
称

を
挙

げ
、

位
置

を
示

す
こ

と
が

で
き

る
。

【【
⑥⑥

皮皮
膚膚

】】

　
１

）
皮

膚
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

【【
⑦⑦

循循
環環

器器
系系

】】

　
１

）
心

臓
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
２

）
血

管
系

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

 
 
３

）
リ

ン
パ

管
系

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

【【
⑧⑧

呼呼
吸吸

器器
系系

】】

　
１

）
肺

、
気

管
支

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

【【
⑨⑨

消消
化化

器器
系系

】】

　
１

）
胃

、
小

腸
、

大
腸

な
ど

の
消

化
管

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
２

）
肝

臓
、

膵
臓

、
胆

囊
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

【【
⑩⑩

泌泌
尿尿

器器
系系

】】

　
１

）
泌

尿
器

系
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

【【
⑪⑪

生生
殖殖

器器
系系

】】

　
１

）
生

殖
器

系
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

【【
⑫⑫

内内
分分

泌泌
系系

】】

　
１

）
内

分
泌

系
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

【【
⑬⑬

感感
覚覚

器器
系系

】】

　
１

）
感

覚
器

系
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

【【
⑭⑭

血血
液液

・・
造造

血血
器器

系系
】】

　
１

）
血

液
・

造
血

器
系

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

((
２２

))
　　

生生
体体

機機
能能

のの
調調

節節

【【
①①

神神
経経

にに
よよ

るる
調調

節節
機機

構構
】】

　
１

）
神

経
細

胞
の

興
奮

と
伝

導
、

シ
ナ

プ
ス

伝
達

の
調

節
機

構
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
代

表
的

な
神

経
伝

達
物

質
を

挙
げ

、
生

理
活

性
お

よ
び

作
用

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。
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３

）
神

経
系

、
感

覚
器

を
介

す
る

ホ
メ

オ
ス

タ
シ

ス
の

調
節

機
構

の
代

表
例

を
列

挙
し

、
概

説
で

き
る

。

　
４

）
神

経
に

よ
る

筋
収

縮
の

調
節

機
構

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
②②

ホホ
ルル

モモ
ンン

・・
内内

分分
泌泌

系系
にに

よよ
るる

調調
節節

機機
構構

】】

　
１

）
代

表
的

な
ホ

ル
モ

ン
を

挙
げ

、
そ

の
産

生
器

官
、

生
理

活
性

お
よ

び
作

用
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

【【
③③

オオ
ーー

タタ
ココ

イイ
ドド

にに
よよ

るる
調調

節節
機機

構構
】】

　
１

）
代

表
的

な
オ

ー
タ

コ
イ

ド
を

挙
げ

、
生

理
活

性
お

よ
び

作
用

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

【【
④④

ササ
イイ

トト
カカ

イイ
ンン

・・
増増

殖殖
因因

子子
にに

よよ
るる

調調
節節

機機
構構

】】

　
１

）
代

表
的

な
サ

イ
ト

カ
イ

ン
、

増
殖

因
子

を
挙

げ
、

生
理

活
性

お
よ

び
作

用
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

【【
⑤⑤

血血
圧圧

のの
調調

節節
機機

構構
】】

　
１

）
血

圧
の

調
節

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

【【
⑥⑥

血血
糖糖

のの
調調

節節
機機

構構
】】

　
１

）
血

糖
の

調
節

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

【【
⑦⑦

体体
液液

のの
調調

節節
】】

　
１

）
体

液
の

調
節

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
２

）
尿

の
生

成
機

構
、

尿
量

の
調

節
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

【【
⑧⑧

体体
温温

のの
調調

節節
】】

　
１

）
体

温
の

調
節

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

【【
⑨⑨

血血
液液

凝凝
固固

・・
線線

溶溶
系系

】】

　
１

）
血

液
凝

固
・

線
溶

系
の

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

【【
⑩⑩

性性
周周

期期
のの

調調
節節

】】

　
１

）
性

周
期

の
調

節
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

CC
88
  
  
生生

体体
防防

御御
とと

微微
生生

物物

（（
１１

））
身身

体体
をを

まま
もも

るる

【【
①①

  
生生

体体
防防

御御
反反

応応
】】

　
１

）
異

物
の

侵
入

に
対

す
る

物
理

的
、

生
理

的
、

化
学

的
バ

リ
ア

ー
、

お
よ

び
補

体
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
免

疫
反

応
の

特
徴

（
自

己
と

非
自

己
の

識
別

、
特

異
性

、
多

様
性

、
ク

ロ
ー

ン
性

、
記

憶
、

寛
容

）
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
自

然
免

疫
と

獲
得

免
疫

、
お

よ
び

両
者

の
関

係
を

説
明

で
き

る
。

　
４

）
体

液
性

免
疫

と
細

胞
性

免
疫

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
②②

免免
疫疫

をを
担担

当当
すす

るる
組組

織織
・・

細細
胞胞

】】

　
１

）
免

疫
に

関
与

す
る

組
織

を
列

挙
し

、
そ

の
役

割
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
免

疫
担

当
細

胞
の

種
類

と
役

割
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
免

疫
反

応
に

お
け

る
主

な
細

胞
間

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
③③

分分
子子

レレ
ベベ

ルル
でで

見見
たた

免免
疫疫

のの
しし

くく
みみ

】】

　
１

）
自

然
免

疫
お

よ
び

獲
得

免
疫

に
お

け
る

異
物

の
認

識
を

比
較

し
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
M
H
C
 
抗

原
の

構
造

と
機

能
お

よ
び

抗
原

提
示

で
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
T
 
細

胞
と

 
B
 
細

胞
に

よ
る

抗
原

認
識

の
多

様
性

（
遺

伝
子

再
構

成
）

と
活

性
化

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
抗

体
分

子
の

基
本

構
造

、
種

類
、

役
割

を
説

明
で

き
る

。

　
５

）
免

疫
系

に
関

わ
る

主
な

サ
イ

ト
カ

イ
ン

を
挙

げ
、

そ
の

作
用

を
概

説
で

き
る

。

（（
２２

））
免免

疫疫
系系

のの
制制

御御
とと

そそ
のの

破破
綻綻

・・
免免

疫疫
系系

のの
応応

用用

【【
①①

  
免免

疫疫
応応

答答
のの

制制
御御

とと
破破

綻綻
】】

　
１

）
炎

症
の

一
般

的
症

状
、

担
当

細
胞

お
よ

び
反

応
機

構
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

 
 
２

）
ア

レ
ル

ギ
ー

を
分

類
し

、
担

当
細

胞
お

よ
び

反
応

機
構

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
自

己
免

疫
疾

患
と

免
疫

不
全

症
候

群
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
４

）
臓

器
移

植
と

免
疫

反
応

の
関

わ
り

（
拒

絶
反

応
、

免
疫

抑
制

剤
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
５

）
感

染
症

と
免

疫
応

答
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
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成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
６

）
腫

瘍
排

除
に

関
与

す
る

免
疫

反
応

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
②②

  
免免

疫疫
反反

応応
のの

利利
用用

】】

　
１

）
ワ

ク
チ

ン
の

原
理

と
種

類
（

生
ワ

ク
チ

ン
、

不
活

化
ワ

ク
チ

ン
、

ト
キ

ソ
イ

ド
、

混
合

ワ
ク

チ
ン

な
ど

）
に

つ
い

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

　
２

）
モ

ノ
ク

ロ
ー

ナ
ル

抗
体

と
ポ

リ
ク

ロ
ー

ナ
ル

抗
体

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
血

清
療

法
と

抗
体

医
薬

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
４

）
抗

原
抗

体
反

応
を

利
用

し
た

検
査

方
法

（
E
L
I
S
A
 
法

、
ウ

エ
ス

タ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
な

ど
）

を
実

施
で

き
る

。
(
技

能
）

（（
３３

））
微微

生生
物物

のの
基基

本本

【【
①①

  
総総

論論
】】

　
１

）
原

核
生

物
、

真
核

生
物

お
よ

び
ウ

イ
ル

ス
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。

【【
②②

  
細細

菌菌
】】

　
１

）
細

菌
の

分
類

や
性

質
（

系
統

学
的

分
類

、
グ

ラ
ム

陽
性

菌
と

陰
性

菌
、

好
気

性
菌

と
嫌

気
性

菌
な

ど
）

を
説

明
で

き
る

。

 
 
２

）
細

菌
の

構
造

と
増

殖
機

構
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
細

菌
の

異
化

作
用

（
呼

吸
と

発
酵

）
お

よ
び

同
化

作
用

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
細

菌
の

遺
伝

子
伝

達
（

接
合

、
形

質
導

入
、

形
質

転
換

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
５

）
薬

剤
耐

性
菌

お
よ

び
薬

剤
耐

性
化

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
６

）
代

表
的

な
細

菌
毒

素
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
③③

  
ウウ

イイ
ルル

スス
】】

　
１

）
ウ

イ
ル

ス
の

構
造

、
分

類
、

お
よ

び
増

殖
機

構
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
④④

  
真真

菌菌
・・

原原
虫虫

・・
蠕蠕

虫虫
】】

　
１

）
真

菌
の

性
状

を
概

説
で

き
る

。

 
 
２

）
原

虫
お

よ
び

蠕
虫

の
性

状
を

概
説

で
き

る
。

【【
⑤⑤

  
消消

毒毒
とと

滅滅
菌菌

】】

　
１

）
滅

菌
、

消
毒

お
よ

び
殺

菌
、

静
菌

の
概

念
を

説
明

で
き

る
。

 
 
２

）
主

な
滅

菌
法

お
よ

び
消

毒
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
⑥⑥

  
検検

出出
方方

法法
】】

　
１

）
グ

ラ
ム

染
色

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

）

 
 
２

）
無

菌
操

作
を

実
施

で
き

る
。

（
技

能
）

 
 
３

）
代

表
的

な
細

菌
ま

た
は

真
菌

の
分

離
培

養
、

純
培

養
を

実
施

で
き

る
。

（
技

能
）

（（
４４

））
病病

原原
体体

とと
しし

てて
のの

微微
生生

物物

【【
①①

感感
染染

のの
成成

立立
とと

共共
生生

】】

　
１

）
感

染
の

成
立

（
感

染
源

、
感

染
経

路
、

侵
入

門
戸

な
ど

）
と

共
生

（
腸

内
細

菌
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
日

和
見

感
染

と
院

内
感

染
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
②②

代代
表表

的的
なな

病病
原原

体体
】】

　
１

）
D
N
A
 
ウ

イ
ル

ス
（

ヒ
ト

ヘ
ル

ペ
ス

ウ
イ

ル
ス

、
ア

デ
ノ

ウ
イ

ル
ス

、
パ

ピ
ロ

ー
マ

ウ
イ

ル
ス

、
B
 
型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

　
　

　
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
２

）
R
N
A
 
ウ

イ
ル

ス
（

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

、
ロ

タ
ウ

イ
ル

ス
、

ポ
リ

オ
ウ

イ
ル

ス
、

コ
ク

サ
ッ

キ
ー

ウ
イ

ル
ス

、
エ

コ
ー

　
　

　
ウ

イ
ル

ス
、

ラ
イ

ノ
ウ

イ
ル

ス
、

Ａ
型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

、
C
 
型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

、
　

　
　

麻
疹

ウ
イ

ル
ス

、
風

疹
ウ

イ
ル

ス
、

日
本

脳
炎

ウ
イ

ル
ス

、
狂

犬
病

ウ
イ

ル
ス

、
ム

ン
プ

ス
ウ

イ
ル

ス
、

　
　

　
H
I
V
、

H
T
L
V
 
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
３

）
グ

ラ
ム

陽
性

球
菌

（
ブ

ド
ウ

球
菌

、
レ

ン
サ

球
菌

な
ど

）
お

よ
び

グ
ラ

ム
陽

性
桿

菌
（

破
傷

風
菌

、
ガ

ス
壊

疽
菌

、
　

　
　

ボ
ツ

リ
ヌ

ス
菌

、
ジ

フ
テ

リ
ア

菌
、

炭
疽

菌
、

セ
レ

ウ
ス

菌
、

デ
ィ

フ
ィ

シ
ル

菌
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
４

）
グ

ラ
ム

陰
性

球
菌

（
淋

菌
、

髄
膜

炎
菌

な
ど

）
お

よ
び

グ
ラ

ム
陰

性
桿

菌
（

大
腸

菌
、

赤
痢

菌
、

サ
ル

モ
ネ

ラ
属

菌
、

　
　

　
チ

フ
ス

菌
、

エ
ル

シ
ニ

ア
属

菌
、

ク
レ

ブ
シ

エ
ラ

属
菌

、
コ

レ
ラ

菌
、

百
日

咳
菌

、
腸

炎
ビ

ブ
リ

オ
、

緑
膿

菌
、

　
　

　
レ

ジ
オ

ネ
ラ

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

菌
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
５

）
グ

ラ
ム

陰
性

ら
せ

ん
菌

（
ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

、
カ

ン
ピ

ロ
バ

ク
タ

ー
・

ジ
ェ

ジ
ュ

ニ
／

コ
リ

な
ど

）
お

よ
び

　
　

　
ス

ピ
ロ

ヘ
ー

タ
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
６

）
抗

酸
菌

（
結

核
菌

、
ら

い
菌

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
７

）
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

、
リ

ケ
ッ

チ
ア

、
ク

ラ
ミ

ジ
ア

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。
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平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
８

）
真

菌
（

ア
ス

ペ
ル

ギ
ル

ス
、

ク
リ

プ
ト

コ
ッ

ク
ス

、
カ

ン
ジ

ダ
、

ム
ー

コ
ル

、
白

癬
菌

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
９

）
原

虫
（

マ
ラ

リ
ア

原
虫

、
ト

キ
ソ

プ
ラ

ズ
マ

、
腟

ト
リ

コ
モ

ナ
ス

、
ク

リ
プ

ト
ス

ポ
リ

ジ
ウ

ム
、

赤
痢

ア
メ

ー
バ

　
　

　
な

ど
）

、
蠕

虫
（

回
虫

、
鞭

虫
、

ア
ニ

サ
キ

ス
、

エ
キ

ノ
コ

ッ
ク

ス
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

DD
　　

衛衛
生生

薬薬
学学

DD
11
　　

健健
康康

（（
１１

））
社社

会会
・・

集集
団団

とと
健健

康康

【【
①①

健健
康康

とと
疾疾

病病
のの

概概
念念

】】

　
１

）
健

康
と

疾
病

の
概

念
の

変
遷

と
、

そ
の

理
由

を
説

明
で

き
る

。

【【
②②

保保
健健

統統
計計

】】

　
１

）
集

団
の

健
康

と
疾

病
の

現
状

お
よ

び
そ

の
影

響
要

因
を

把
握

す
る

上
で

の
人

口
統

計
の

意
義

を
概

説
で

き
る

。

　
２

）
人

口
統

計
お

よ
び

傷
病

統
計

に
関

す
る

指
標

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

 
 
３

）
人

口
動

態
（

死
因

別
死

亡
率

な
ど

）
の

変
遷

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
③③

疫疫
学学

】】

　
１

）
疾

病
の

予
防

に
お

け
る

疫
学

の
役

割
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
疫

学
の

三
要

因
（

病
因

、
環

境
要

因
、

宿
主

要
因

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
疫

学
の

種
類

（
記

述
疫

学
、

分
析

疫
学

な
ど

）
と

そ
の

方
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
リ

ス
ク

要
因

の
評

価
と

し
て

、
オ

ッ
ズ

比
、

相
対

危
険

度
、

寄
与

危
険

度
お

よ
び

信
頼

区
間

に
つ

い
て

説
明

し
、

　
　

　
計

算
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

（（
２２

））
疾疾

病病
のの

予予
防防

【【
①①

疾疾
病病

のの
予予

防防
とと

はは
】】

　
１

）
疾

病
の

予
防

に
つ

い
て

、
一

次
、

二
次

、
三

次
予

防
と

い
う

言
葉

を
用

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
健

康
増

進
政

策
（

健
康

日
本

２
１

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

【【
②②

感感
染染

症症
とと

そそ
のの

予予
防防

】】

　
１

）
現

代
に

お
け

る
感

染
症

（
日

和
見

感
染

、
院

内
感

染
、

新
興

感
染

症
、

再
興

感
染

症
な

ど
）

の
特

徴
に

つ
い

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

　
２

）
感

染
症

法
に

お
け

る
、

感
染

症
と

そ
の

分
類

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
代

表
的

な
性

感
染

症
を

列
挙

し
、

そ
の

予
防

対
策

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
予

防
接

種
の

意
義

と
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
③③

生生
活活

習習
慣慣

病病
とと

そそ
のの

予予
防防

】】

　
１

）
生

活
習

慣
病

の
種

類
と

そ
の

動
向

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
生

活
習

慣
病

の
代

表
的

な
リ

ス
ク

要
因

を
列

挙
し

、
そ

の
予

防
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
食

生
活

や
喫

煙
な

ど
の

生
活

習
慣

と
疾

病
の

関
わ

り
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

【【
④④

母母
子子

保保
健健

】】

　
１

）
新

生
児

マ
ス

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

意
義

に
つ

い
て

説
明

し
、

代
表

的
な

検
査

項
目

を
列

挙
で

き
る

。

　
２

）
母

子
感

染
す

る
代

表
的

な
疾

患
を

列
挙

し
、

そ
の

予
防

対
策

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
⑤⑤

労労
働働

衛衛
生生

】】

　
１

）
代

表
的

な
労

働
災

害
、

職
業

性
疾

病
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
労

働
衛

生
管

理
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

（（
３３

））
栄栄

養養
とと

健健
康康

【【
①①

栄栄
養養

】】

　
１

）
五

大
栄

養
素

を
列

挙
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
各

栄
養

素
の

消
化

、
吸

収
、

代
謝

の
プ

ロ
セ

ス
を

概
説

で
き

る
。

　
３

）
食

品
中

の
三

大
栄

養
素

の
栄

養
的

な
価

値
を

説
明

で
き

る
。

　
４

）
五

大
栄

養
素

以
外

の
食

品
成

分
（

食
物

繊
維

、
抗

酸
化

物
質

な
ど

）
の

機
能

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
５

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝

に
関

わ
る

基
礎

代
謝

量
、

呼
吸

商
、

推
定

エ
ネ

ル
ギ

ー
必

要
量

の
意

味
を

説
明

で
き

る
。

　
６

）
日

本
人

の
食

事
摂

取
基

準
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
７

）
栄

養
素

の
過

不
足

に
よ

る
主

な
疾

病
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

　
８

）
疾

病
治

療
に

お
け

る
栄

養
の

重
要

性
を

説
明

で
き

る
。

【【
②②

食食
品品

機機
能能

とと
食食

品品
衛衛

生生
】】

　
１

）
炭

水
化

物
・

タ
ン

パ
ク

質
が

変
質

す
る

機
構

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
油

脂
が

変
敗

す
る

機
構

を
説

明
し

、
油

脂
の

変
質

試
験

を
実

施
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

　
３

）
食

品
の

変
質

を
防

ぐ
方

法
（

保
存

法
）

を
説

明
で

き
る

。

　
４

）
食

品
成

分
由

来
の

発
が

ん
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
生

成
機

構
を

説
明

で
き

る
。

　
５

）
代

表
的

な
食

品
添

加
物

を
用

途
別

に
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
働

き
を

説
明

で
き

る
。

 
 
６

）
特

別
用

途
食

品
と

保
健

機
能

食
品

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

 
 
７

）
食

品
衛

生
に

関
す

る
法

的
規

制
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
③③

食食
中中

毒毒
とと

食食
品品

汚汚
染染

】】

　
１

）
代

表
的

な
細

菌
性

・
ウ

イ
ル

ス
性

食
中

毒
を

列
挙

し
、

そ
れ

ら
の

原
因

と
な

る
微

生
物

の
性

質
、

症
状

、
原

因
食

品
　

　
　

お
よ

び
予

防
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
食

中
毒

の
原

因
と

な
る

代
表

的
な

自
然

毒
を

列
挙

し
、

そ
の

原
因

物
質

、
作

用
機

構
、

症
状

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
化

学
物

質
（

重
金

属
、

残
留

農
薬

な
ど

）
や

カ
ビ

に
よ

る
食

品
汚

染
の

具
体

例
を

挙
げ

、
ヒ

ト
の

健
康

に
及

ぼ
す

　
　

　
影

響
を

説
明

で
き

る
。

DD
22
　　

環環
境境

（（
１１

））
化化

学学
物物

質質
・・

放放
射射

線線
のの

生生
体体

へへ
のの

影影
響響

【【
①①

化化
学学

物物
質質

のの
毒毒

性性
】】

　
１

）
代

表
的

な
有

害
化

学
物

質
の

吸
収

、
分

布
、

代
謝

、
排

泄
の

基
本

的
な

プ
ロ

セ
ス

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
肝

臓
、

腎
臓

、
神

経
な

ど
に

特
異

的
に

毒
性

を
示

す
代

表
的

な
化

学
物

質
を

列
挙

で
き

る
。

　
３

）
重

金
属

、
P
C
B
、

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

な
ど

の
代

表
的

な
有

害
化

学
物

質
や

農
薬

の
急

性
毒

性
、

慢
性

毒
性

の
特

徴
に

　
　

　
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
重

金
属

や
活

性
酸

素
に

よ
る

障
害

を
防

ぐ
た

め
の

生
体

防
御

因
子

に
つ

い
て

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。

　
５

）
薬

物
の

乱
用

に
よ

る
健

康
へ

の
影

響
に

つ
い

て
説

明
し

、
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）

　
６

）
代

表
的

な
中

毒
原

因
物

質
の

解
毒

処
置

法
を

説
明

で
き

る
。

　
７

）
代

表
的

な
中

毒
原

因
物

質
（

乱
用

薬
物

を
含

む
）

の
試

験
法

を
列

挙
し

、
概

説
で

き
る

。

【【
②②

化化
学学

物物
質質

のの
安安

全全
性性

評評
価価

とと
適適

正正
使使

用用
】】

　
１

）
個

々
の

化
学

物
質

の
使

用
目

的
に

鑑
み

、
適

正
使

用
と

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

討
議

す
る

。
　

　
　

（
態

度
）

　
２

）
化

学
物

質
の

毒
性

を
評

価
す

る
た

め
の

主
な

試
験

法
を

列
挙

し
、

概
説

で
き

る
。

　
３

）
毒

性
試

験
の

結
果

を
評

価
す

る
の

に
必

要
な

量
-
反

応
関

係
、

閾
値

、
無

毒
性

量
（

N
O
A
E
L
）

な
ど

に
つ

い
て

　
　

　
概

説
で

き
る

。

　
４

）
化

学
物

質
の

安
全

摂
取

量
（

1
日

許
容

摂
取

量
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
５

）
有

害
化

学
物

質
に

よ
る

人
体

影
響

を
防

ぐ
た

め
の

法
的

規
制

（
化

審
法

、
化

管
法

な
ど

）
を

説
明

で
き

る
。

【【
③③

化化
学学

物物
質質

にに
よよ

るる
発発

がが
んん

】】

　
１

）
発

が
ん

性
物

質
な

ど
の

代
謝

的
活

性
化

の
機

構
を

列
挙

し
、

そ
の

反
応

機
構

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
遺

伝
毒

性
試

験
（

A
m
e
s
試

験
な

ど
）

の
原

理
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
発

が
ん

に
至

る
過

程
（

イ
ニ

シ
エ

ー
シ

ョ
ン

、
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

【【
④④

放放
射射

線線
のの

生生
体体

へへ
のの

影影
響響

】】

　
１

）
電

離
放

射
線

を
列

挙
し

、
生

体
へ

の
影

響
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
代

表
的

な
放

射
性

核
種

（
天

然
、

人
工

）
と

生
体

と
の

相
互

作
用

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
電

離
放

射
線

を
防

御
す

る
方

法
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
４

）
非

電
離

放
射

線
（

紫
外

線
、

赤
外

線
な

ど
）

を
列

挙
し

、
生

体
へ

の
影

響
を

説
明

で
き

る
。

（（
２２

））
生生

活活
環環

境境
とと

健健
康康

【【
①①

地地
球球

環環
境境

とと
生生

態態
系系

】】

　
１

）
地

球
規

模
の

環
境

問
題

の
成

因
、

人
に

与
え

る
影

響
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
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平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
２

）
生

態
系

の
構

成
員

を
列

挙
し

、
そ

の
特

徴
と

相
互

関
係

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
化

学
物

質
の

環
境

内
動

態
（

生
物

濃
縮

な
ど

）
に

つ
い

て
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
地

球
環

境
の

保
全

に
関

す
る

国
際

的
な

取
り

組
み

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
５

）
人

が
生

態
系

の
一

員
で

あ
る

こ
と

を
ふ

ま
え

て
環

境
問

題
を

討
議

す
る

。
（

態
度

）

【【
②②

環環
境境

保保
全全

とと
法法

的的
規規

制制
】】

　
１

）
典

型
七

公
害

と
そ

の
現

状
、

お
よ

び
四

大
公

害
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
環

境
基

本
法

の
理

念
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
環

境
汚

染
（

大
気

汚
染

、
水

質
汚

濁
、

土
壌

汚
染

な
ど

）
を

防
止

す
る

た
め

の
法

規
制

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
③③

水水
環環

境境
】】

　
１

）
原

水
の

種
類

を
挙

げ
、

特
徴

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
水

の
浄

化
法

、
塩

素
処

理
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
水

道
水

の
水

質
基

準
の

主
な

項
目

を
列

挙
し

、
測

定
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

　
４

）
下

水
処

理
お

よ
び

排
水

処
理

の
主

な
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
５

）
水

質
汚

濁
の

主
な

指
標

を
列

挙
し

、
測

定
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

　
６

）
富

栄
養

化
の

原
因

と
そ

れ
に

よ
っ

て
も

た
ら

さ
れ

る
問

題
点

を
挙

げ
、

対
策

を
説

明
で

き
る

。

【【
④④

大大
気気

環環
境境

】】

　
１

）
主

な
大

気
汚

染
物

質
を

列
挙

し
、

そ
の

推
移

と
発

生
源

、
健

康
影

響
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
主

な
大

気
汚

染
物

質
を

測
定

で
き

る
。

（
技

能
）

 
 
３

）
大

気
汚

染
に

影
響

す
る

気
象

要
因

（
逆

転
層

な
ど

）
を

概
説

で
き

る
。

【【
⑤⑤

室室
内内

環環
境境

】】

　
１

）
室

内
環

境
を

評
価

す
る

た
め

の
代

表
的

な
指

標
を

列
挙

し
、

測
定

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）

　
２

）
室

内
環

境
と

健
康

と
の

関
係

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
⑥⑥

廃廃
棄棄

物物
】】

　
１

）
廃

棄
物

の
種

類
と

処
理

方
法

を
列

挙
で

き
る

。

　
２

）
廃

棄
物

処
理

の
問

題
点

を
列

挙
し

、
そ

の
対

策
を

説
明

で
き

る
。

 
 
３

）
マ

ニ
フ

ェ
ス

ト
制

度
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

EE
　　

医医
療療

薬薬
学学

EE
11
　　

薬薬
のの

作作
用用

とと
体体

のの
変変

化化

（（
１１

））
薬薬

のの
作作

用用

【【
①①

薬薬
のの

作作
用用

】】

　
１

）
薬

の
用

量
と

作
用

の
関

係
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
ア

ゴ
ニ

ス
ト

（
作

用
薬

、
作

動
薬

、
刺

激
薬

）
と

ア
ン

タ
ゴ

ニ
ス

ト
（

拮
抗

薬
、

遮
断

薬
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
薬

物
が

作
用

す
る

し
く

み
に

つ
い

て
、

受
容

体
、

酵
素

、
イ

オ
ン

チ
ャ

ネ
ル

お
よ

び
ト

ラ
ン

ス
ポ

ー
タ

ー
を

例
に

　
　

　
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
代

表
的

な
受

容
体

を
列

挙
し

、
刺

激
あ

る
い

は
遮

断
さ

れ
た

場
合

の
生

理
反

応
を

説
明

で
き

る
。

　
５

）
薬

物
の

作
用

発
現

に
関

連
す

る
代

表
的

な
細

胞
内

情
報

伝
達

系
を

列
挙

し
、

活
性

化
あ

る
い

は
抑

制
さ

れ
た

場
合

　
　

　
の

生
理

反
応

を
説

明
で

き
る

。
（

C
6
(
6
)
【

②
細

胞
内

情
報

伝
達

】
1
.
～

 
5
.
 
参

照
）

　
６

）
薬

物
の

体
内

動
態

（
吸

収
、

分
布

、
代

謝
、

排
泄

）
と

薬
効

発
現

の
関

わ
り

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
　

　
（

E
4
（

1
）

【
②

吸
収

】
、

【
③

分
布

】
、

【
④

代
謝

】
、

【
⑤

排
泄

】
参

照
）

　
７

）
薬

物
の

選
択

（
禁

忌
を

含
む

）
、

用
法

、
用

量
の

変
更

が
必

要
と

な
る

要
因

（
年

齢
、

疾
病

、
妊

娠
等

）
に

つ
い

て
　

　
　

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。

　
８

）
薬

理
作

用
に

由
来

す
る

代
表

的
な

薬
物

相
互

作
用

を
列

挙
し

、
そ

の
機

序
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
（

E
4
（

1
）

【
②

吸
収

】
5
.
【

④
代

謝
】

5
.
【

⑤
排

泄
】

5
.
参

照
）

　
９

）
薬

物
依

存
性

、
耐

性
に

つ
い

て
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

【【
②②

動動
物物

実実
験験

】】

　
１

）
動

物
実

験
に

お
け

る
倫

理
に

つ
い

て
配

慮
で

き
る

。
（

態
度

）

　
２

）
実

験
動

物
を

適
正

に
取

り
扱

う
こ

と
が

で
き

る
。

（
技

能
）

平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
３

）
実

験
動

物
で

の
代

表
的

な
投

与
方

法
が

実
施

で
き

る
。

（
技

能
）

【【
③③

日日
本本

薬薬
局局

方方
】】

　
１

）
日

本
薬

局
方

収
載

の
生

物
学

的
定

量
法

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

（（
２２

））
身身

体体
のの

病病
的的

変変
化化

をを
知知

るる

【【
①①

症症
候候

】】

　
１

）
以

下
の

症
候

・
病

態
に

つ
い

て
、

生
じ

る
原

因
と

そ
れ

ら
を

伴
う

代
表

的
疾

患
を

挙
げ

、
患

者
情

報
を

も
と

に
疾

患
を

　
　

　
推

測
で

き
る

。
　

　
　

シ
ョ

ッ
ク

、
高

血
圧

、
低

血
圧

、
発

熱
、

け
い

れ
ん

、
意

識
障

害
・

失
神

、
チ

ア
ノ

ー
ゼ

、
脱

水
、

全
身

倦
怠

感
、

　
　

　
肥

満
・

や
せ

、
黄

疸
、

発
疹

、
貧

血
、

出
血

傾
向

、
リ

ン
パ

節
腫

脹
、

浮
腫

、
心

悸
亢

進
・

動
悸

、
胸

水
、

胸
痛

、
　

　
　

呼
吸

困
難

、
咳

・
痰

、
　

血
痰

・
喀

血
、

め
ま

い
、

頭
痛

、
運

動
麻

痺
・

不
随

意
運

動
・

筋
力

低
下

、
腹

痛
、

　
　

　
悪

心
・

嘔
吐

、
嚥

下
困

難
・

障
害

、
食

欲
不

振
、

　
下

痢
・

便
秘

、
吐

血
・

下
血

、
腹

部
膨

満
（

腹
水

を
含

む
）

、
　

　
　

タ
ン

パ
ク

 
尿

、
血

尿
、

尿
量

・
排

尿
の

異
常

、
月

経
異

常
、

関
節

痛
・

関
節

腫
脹

、
腰

背
部

痛
、

記
憶

障
害

、
　

　
　

知
覚

異
常

（
し

び
れ

を
含

む
）

・
神

経
痛

、
視

力
障

害
、

聴
力

障
害

【【
②②

病病
態態

・・
臨臨

床床
検検

査査
】】

　
１

）
尿

検
査

お
よ

び
糞

便
検

査
の

検
査

項
目

を
列

挙
し

、
目

的
と

異
常

所
見

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
血

液
検

査
、

血
液

凝
固

機
能

検
査

お
よ

び
脳

脊
髄

液
検

査
の

検
査

項
目

を
列

挙
し

、
目

的
と

異
常

所
見

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
血

液
生

化
学

検
査

の
検

査
項

目
を

列
挙

し
、

目
的

と
異

常
所

見
を

説
明

で
き

る
。

　
４

）
免

疫
学

的
検

査
の

検
査

項
目

を
列

挙
し

、
目

的
と

異
常

所
見

を
説

明
で

き
る

。

　
５

）
動

脈
血

ガ
ス

分
析

の
検

査
項

目
を

列
挙

し
、

目
的

と
異

常
所

見
を

説
明

で
き

る
。

　
６

）
代

表
的

な
生

理
機

能
検

査
（

心
機

能
、

腎
機

能
、

肝
機

能
、

呼
吸

機
能

等
）

、
病

理
組

織
検

査
お

よ
び

画
像

検
査

の
　

　
　

検
査

項
目

を
列

挙
し

、
目

的
と

異
常

所
見

を
説

明
で

き
る

。

　
７

）
代

表
的

な
微

生
物

検
査

の
検

査
項

目
を

列
挙

し
、

目
的

と
異

常
所

見
を

説
明

で
き

る
。

　
８

）
代

表
的

な
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
検

査
項

目
を

列
挙

し
、

目
的

と
異

常
所

見
を

説
明

で
き

る
。

（（
３３

））
薬薬

物物
治治

療療
のの

位位
置置

づづ
けけ

　
１

）
代

表
的

な
疾

患
に

お
け

る
薬

物
治

療
、

食
事

療
法

、
そ

の
他

の
非

薬
物

治
療

（
外

科
手

術
な

ど
）

の
位

置
づ

け
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。

　
２

）
代

表
的

な
疾

患
に

お
け

る
薬

物
治

療
の

役
割

に
つ

い
て

、
病

態
、

薬
効

薬
理

、
薬

物
動

態
に

基
づ

い
て

討
議

す
る

。
　

　
（

知
識

・
技

能
）

（（
４４

））
医医

薬薬
品品

のの
安安

全全
性性

　
１

）
薬

物
の

主
作

用
と

副
作

用
、

毒
性

と
の

関
連

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
薬

物
の

副
作

用
と

有
害

事
象

の
違

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
以

下
の

障
害

を
呈

す
る

代
表

的
な

副
作

用
疾

患
に

つ
い

て
、

推
定

さ
れ

る
原

因
医

薬
品

、
身

体
所

見
、

検
査

所
見

　
　

　
お

よ
び

対
処

方
法

を
説

明
で

き
る

。
 

　
　

　
血

液
障

害
・

電
解

質
異

常
、

肝
障

害
、

腎
障

害
、

消
化

器
障

害
、

循
環

器
障

害
、

精
神

障
害

、
皮

膚
障

害
、

　
　

　
呼

吸
器

障
害

、
薬

物
ア

レ
ル

ギ
ー

（
シ

ョ
ッ

ク
を

含
む

）
、

代
謝

障
害

、
筋

障
害

　
４

）
代

表
的

薬
害

、
薬

物
乱

用
に

つ
い

て
、

健
康

リ
ス

ク
の

観
点

か
ら

討
議

す
る

。
（

態
度

）

EE
22
　　

薬薬
理理

・・
病病

態態
・・

薬薬
物物

治治
療療

（（
１１

））
神神

経経
系系

のの
疾疾

患患
とと

薬薬

【【
①①

自自
律律

神神
経経

系系
にに

作作
用用

すす
るる

薬薬
】】

　
１

）
交

感
神

経
系

に
作

用
し

、
そ

の
支

配
器

官
の

機
能

を
修

飾
す

る
代

表
的

な
薬

物
を

挙
げ

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
　

　
　

副
作

用
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
副

交
感

神
経

系
に

作
用

し
、

そ
の

支
配

器
官

の
機

能
を

修
飾

す
る

代
表

的
な

薬
物

を
挙

げ
、

薬
理

作
用

、
機

序
、

　
　

　
主

な
副

作
用

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
神

経
節

に
作

用
す

る
代

表
的

な
薬

物
を

挙
げ

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

を
説

明
で

き
る

。

 
 
４

）
自

律
神

経
系

に
作

用
す

る
代

表
的

な
薬

物
の

効
果

を
動

物
実

験
で

測
定

で
き

る
。

（
技

能
）

【【
②②

体体
性性

神神
経経

系系
にに

作作
用用

すす
るる

薬薬
・・

筋筋
のの

疾疾
患患

のの
薬薬

、、
病病

態態
、、

治治
療療

】】

　
１

）
知

覚
神

経
に

作
用

す
る

代
表

的
な

薬
物

（
局

所
麻

酔
薬

な
ど

）
を

挙
げ

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

　
２

）
運

動
神

経
系

に
作

用
す

る
代

表
的

な
薬

物
を

挙
げ

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
知

覚
神

経
、

運
動

神
経

に
作

用
す

る
代

表
的

な
薬

物
の

効
果

を
動

物
実

験
で

測
定

で
き

る
。

（
技

能
）

　
４

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
　

　
進

行
性

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

、
B
a
r
r
é
（
ギ

ラ
ン

・
バ

レ
ー

）
症

候
群

、
重

症
筋

無
力

症
（
重

複
）

− 529 −



平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

【【
③③

中中
枢枢

神神
経経

系系
のの

疾疾
患患

のの
薬薬

、、
病病

態態
、、

治治
療療

】】

 
 
１

）
全

身
麻

酔
薬

、
催

眠
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

 
 
２

）
麻

薬
性

鎮
痛

薬
、

非
麻

薬
性

鎮
痛

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
お

よ
び

臨
床

適
用

（
W
H
O

　
　

　
三

段
階

除
痛

ラ
ダ

ー
を

含
む

）
を

説
明

で
き

る
。

 
 
３

）
中

枢
興

奮
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

 
 
４

）
統

合
失

調
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

 
 
５

）
う

つ
病

、
躁

う
つ

病
（

双
極

性
障

害
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

 
 
６

）
不

安
神

経
症

（
パ

ニ
ッ

ク
障

害
と

全
般

性
不

安
障

害
）

、
心

身
症

、
不

眠
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
　

　
　

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
　

　
　

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

 
 
７

）
て

ん
か

ん
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

 
 
８

）
脳

血
管

疾
患

（
脳

内
出

血
、

脳
梗

塞
（

脳
血

栓
、

脳
塞

栓
、

一
過

性
脳

虚
血

）
、

く
も

膜
下

出
血

）
に

つ
い

て
、

　
　

　
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
　

　
　

（
医

薬
品

の
 
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

 
 
９

）
P
a
r
k
i
n
s
o
n
（

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

）
病

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

 
 
1
0
）

認
知

症
（

A
l
z
h
e
i
m
e
r
（

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
）

型
認

知
症

、
脳

血
管

性
認

知
症

等
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
　

　
　

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
　

　
　

等
）

を
説

明
で

き
る

。

 
 
1
1
）

片
頭

痛
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

 
 
1
2
）

中
枢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
物

の
効

果
を

動
物

実
験

で
測

定
で

き
る

。
（

技
能

）

 
 
1
3
）

中
枢

神
経

系
疾

患
の

社
会

生
活

へ
の

影
響

お
よ

び
薬

物
治

療
の

重
要

性
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

 
 
1
4
）

以
下

の
疾

患
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
　

　
　

脳
炎

・
髄

膜
炎

（
重

複
）

、
多

発
性

硬
化

症
（

重
複

）
、

筋
萎

縮
性

側
索

硬
化

症
、

N
a
r
c
o
l
e
p
s
y

　
　

　
（

ナ
ル

コ
レ

プ
シ

ー
）

、
薬

物
依

存
症

、
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症

【【
④④

化化
学学

構構
造造

とと
薬薬

効効
】】

　
１

）
神

経
系

の
疾

患
に

用
い

ら
れ

る
代

表
的

な
薬

物
の

基
本

構
造

と
薬

効
（

薬
理

・
薬

物
動

態
）

の
関

連
を

概
説

で
き

る
。

（（
２２

））
免免

疫疫
・・

炎炎
症症

・・
アア

レレ
ルル

ギギ
ーー

おお
よよ

びび
骨骨

・・
関関

節節
のの

疾疾
患患

とと
薬薬

【【
①①

抗抗
炎炎

症症
薬薬

】】

　
１

）
抗

炎
症

薬
（

ス
テ

ロ
イ

ド
性

お
よ

び
非

ス
テ

ロ
イ

ド
性

）
お

よ
び

解
熱

性
鎮

痛
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

　
　

　
主

な
副

作
用

）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
抗

炎
症

薬
の

作
用

機
序

に
基

づ
い

て
炎

症
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
創

傷
治

癒
の

過
程

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
②②

免免
疫疫

・・
炎炎

症症
・・

アア
レレ

ルル
ギギ

ーー
疾疾

患患
のの

薬薬
、、

病病
態態

、、
治治

療療
】】

　
１

）
ア

レ
ル

ギ
ー

治
療

薬
（

抗
ヒ

ス
タ

ミ
ン

薬
、

抗
ア

レ
ル

ギ
ー

薬
等

）
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
　

　
　

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
免

疫
抑

制
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
以

下
の

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

ア
ト

ピ
ー

性
皮

膚
炎

、
蕁

麻
疹

、
接

触
性

皮
膚

炎
、

ア
レ

ル
ギ

ー
性

鼻
炎

、
ア

レ
ル

ギ
ー

性
結

膜
炎

、
花

粉
症

、
　

　
　

消
化

管
ア

レ
ル

ギ
ー

、
気

管
支

喘
息

（
重

複
）

　
４

）
以

下
の

薬
物

ア
レ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
、

原
因

薬
物

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
お

よ
び

対
処

法
を

説
明

　
　

　
で

き
る

。
　

　
　

S
t
e
v
e
n
s
-
J
o
h
n
s
o
n
（

ス
テ

ィ
ー

ブ
ン

ス
-
ジ

ョ
ン

ソ
ン

）
症

候
群

、
中

毒
性

表
皮

壊
死

症
（

重
複

）
、

薬
剤

性
　

　
　

過
敏

症
症

候
群

、
薬

疹

　
５

）
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
シ

ョ
ッ

ク
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
　

　
　

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

　
６

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
尋

常
性

乾
癬

、
水

疱
症

、
光

線
過

敏
症

、
ベ

ー
チ

ェ
ッ

ト
病

平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
７

）
以

下
の

臓
器

特
異

的
自

己
免

疫
疾

患
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

バ
セ

ド
ウ

病
（

重
複

）
、

橋
本

病
（

重
複

）
、

悪
性

貧
血

(
重

複
）

、
ア

ジ
ソ

ン
病

、
1
型

糖
尿

病
（

重
複

）
、

　
　

　
重

症
筋

無
力

症
、

多
発

性
硬

化
症

、
特

発
性

血
小

板
減

少
性

紫
斑

病
、

自
己

免
疫

性
溶

血
性

貧
血

（
重

複
）

、
　

　
　

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

症
候

群

　
８

）
以

下
の

全
身

性
自

己
免

疫
疾

患
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
　

　
　

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

全
身

性
エ

リ
テ

マ
ト

ー
デ

ス
、

強
皮

症
、

多
発

筋
炎

／
皮

膚
筋

炎
、

関
節

リ
ウ

マ
チ

（
重

複
）

　
９

）
臓

器
移

植
（

腎
臓

、
肝

臓
、

骨
髄

、
臍

帯
血

、
輸

血
）

に
つ

い
て

、
拒

絶
反

応
お

よ
び

移
植

片
対

宿
主

病
（

G
V
H
D
）

　
　

　
の

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

【【
③③

骨骨
・・

関関
節節

・・
カカ

ルル
シシ

ウウ
ムム

代代
謝謝

疾疾
患患

のの
薬薬

、、
病病

態態
、、

治治
療療

】】

　
１

）
関

節
リ

ウ
マ

チ
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
骨

粗
鬆

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
変

形
性

関
節

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

　
４

）
カ

ル
シ

ウ
ム

代
謝

の
異

常
を

伴
う

疾
患

（
副

甲
状

腺
機

能
亢

進
（

低
下

）
症

、
骨

軟
化

症
（

く
る

病
を

含
む

）
、

　
　

　
悪

性
腫

瘍
に

伴
う

高
カ

ル
シ

ウ
ム

血
症

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

 
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

【【
④④

化化
学学

構構
造造

とと
薬薬

効効
】】

　
１

）
免

疫
・

炎
症

・
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

に
用

い
ら

れ
る

代
表

的
な

薬
物

の
基

本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
　

　
　

の
関

連
を

概
説

で
き

る
。

（（
３３

））
循循

環環
器器

系系
・・

血血
液液

系系
・・

造造
血血

器器
系系

・・
泌泌

尿尿
器器

系系
・・

生生
殖殖

器器
系系

のの
疾疾

患患
とと

薬薬

【【
①①

循循
環環

器器
系系

疾疾
患患

のの
薬薬

、、
病病

態態
、、

治治
療療

】】

　
１

）
以

下
の

不
整

脈
お

よ
び

関
連

疾
患

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
不

整
脈

の
例

示
：

上
室

性
期

外
収

縮
（

P
A
C
）

、
心

室
性

期
外

収
縮

（
P
V
C
）

、
心

房
細

動
（

A
f
）

、
発

作
性

上
室

　
　

　
頻

拍
（

P
S
V
T
)
、

W
P
W
症

候
群

、
心

室
頻

拍
（

V
T
）

、
心

室
細

動
（

V
f
）

、
房

室
ブ

ロ
ッ

ク
、

Q
T
延

長
症

候
群

　
２

）
急

性
お

よ
び

慢
性

心
不

全
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
虚

血
性

心
疾

患
（

狭
心

症
、

心
筋

梗
塞

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

　
４

）
以

下
の

高
血

圧
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
　

　
　

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

本
態

性
高

血
圧

症
、

二
次

性
高

血
圧

症
（

腎
性

高
血

圧
症

、
腎

血
管

性
高

血
圧

症
を

含
む

）

　
５

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
　

　
閉

塞
性

動
脈

硬
化

症
（

A
S
O
）

、
心

原
性

シ
ョ

ッ
ク

、
弁

膜
症

、
先

天
性

心
疾

患

　
６

）
循

環
器

系
に

作
用

す
る

薬
物

の
効

果
を

動
物

実
験

で
測

定
で

き
る

。
（

技
能

）

【【
②②

血血
液液

・・
造造

血血
器器

系系
疾疾

患患
のの

薬薬
、、

病病
態態

、、
治治

療療
】】

　
１

）
止

血
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
抗

血
栓

薬
、

抗
凝

固
薬

お
よ

び
血

栓
溶

解
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
　

　
　

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
以

下
の

貧
血

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
鉄

欠
乏

性
貧

血
、

巨
赤

芽
球

性
貧

血
(
悪

性
貧

血
等

）
、

再
生

不
良

性
貧

血
、

自
己

免
疫

性
溶

血
性

貧
血

（
A
I
H
A
）

、
　

　
　

腎
性

貧
血

、
鉄

芽
球

性
貧

血

　
４

）
播

種
性

血
管

内
凝

固
症

候
群

（
D
I
C
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
５

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
 

　
　

　
血

友
病

、
血

栓
性

血
小

板
減

少
性

紫
斑

病
（

T
T
P
）

、
白

血
球

減
少

症
、

血
栓

塞
栓

症
、

白
血

病
（

重
複

）
、

　
　

　
悪

性
リ

ン
パ

腫
（

重
複

）
　

　
　

（
E
2
（

7
）

【
⑧

悪
性

腫
瘍

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
参

照
）

【【
③③

泌泌
尿尿

器器
系系

、、
生生

殖殖
器器

系系
疾疾

患患
のの

薬薬
、、

病病
態態

、、
薬薬

物物
治治

療療
】】

　
１

）
利

尿
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
急

性
お

よ
び

慢
性

腎
不

全
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
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平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
３

）
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

症
候

群
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

　
　

　
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

　
４

）
過

活
動

膀
胱

お
よ

び
低

活
動

膀
胱

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
５

）
以

下
の

泌
尿

器
系

疾
患

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
慢

性
腎

臓
病

（
C
K
D
）

、
糸

球
体

腎
炎

（
重

複
）

、
糖

尿
病

性
腎

症
（

重
複

）
、

薬
剤

性
腎

症
（

重
複

）
、

腎
盂

　
　

　
腎

炎
（

重
複

）
、

膀
胱

炎
（

重
複

）
、

尿
路

感
染

症
（

重
複

）
、

尿
路

結
石

　
６

）
以

下
の

生
殖

器
系

疾
患

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

前
立

腺
肥

大
症

、
子

宮
内

膜
症

、
子

宮
筋

腫

　
７

）
妊

娠
・

分
娩

・
避

妊
に

関
連

し
て

用
い

ら
れ

る
薬

物
に

つ
い

て
、

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
８

）
以

下
の

生
殖

器
系

疾
患

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

異
常

妊
娠

、
異

常
分

娩
、

不
妊

症

【【
④④

化化
学学

構構
造造

とと
薬薬

効効
】】

　
１

）
循

環
系

・
泌

尿
器

系
・

生
殖

器
系

疾
患

の
疾

患
に

用
い

ら
れ

る
代

表
的

な
薬

物
の

基
本

構
造

と
薬

効
　

　
　

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
の

関
連

を
概

説
で

き
る

。

（（
４４

））
呼呼

吸吸
器器

系系
・・

消消
化化

器器
系系

のの
疾疾

患患
とと

薬薬

【【
①①

呼呼
吸吸

器器
系系

疾疾
患患

のの
薬薬

、、
病病

態態
、、

治治
療療

】】

　
１

）
気

管
支

喘
息

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
慢

性
閉

塞
性

肺
疾

患
お

よ
び

喫
煙

に
関

連
す

る
疾

患
（

ニ
コ

チ
ン

依
存

症
を

含
む

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

　
　

　
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
　

　
　

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
間

質
性

肺
炎

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
４

）
鎮

咳
薬

、
去

痰
薬

、
呼

吸
興

奮
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

　
　

　
で

き
る

。

【【
②②

消消
化化

器器
系系

疾疾
患患

のの
薬薬

、、
病病

態態
、、

治治
療療

】】

　
１

）
以

下
の

上
部

消
化

器
疾

患
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
　

　
　

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
 

　
　

　
胃

食
道

逆
流

症
（

逆
流

性
食

道
炎

を
含

む
）

、
消

化
性

潰
瘍

、
胃

炎

　
２

）
炎

症
性

腸
疾

患
（

潰
瘍

性
大

腸
炎

、
ク

ロ
ー

ン
病

等
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

　
　

　
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
肝

疾
患

（
肝

炎
、

肝
硬

変
（

ウ
イ

ル
ス

性
を

含
む

）
、

薬
剤

性
肝

障
害

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
　

　
　

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

　
　

　
を

説
明

で
き

る
。

　
４

）
膵

炎
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

　
５

）
胆

道
疾

患
（

胆
石

症
、

胆
道

炎
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
６

）
機

能
性

消
化

管
障

害
（

過
敏

性
腸

症
候

群
を

含
む

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
　

　
　

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

　
７

）
便

秘
・

下
痢

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
８

）
悪

心
・

嘔
吐

に
つ

い
て

、
治

療
薬

お
よ

び
関

連
薬

物
（

催
吐

薬
）

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
９

）
痔

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
　

　
　

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

【【
③③

化化
学学

構構
造造

とと
薬薬

効効
】】

　
１

）
呼

吸
器

系
・

消
化

器
系

の
疾

患
に

用
い

ら
れ

る
代

表
的

な
薬

物
の

基
本

構
造

と
薬

効
（

薬
理

・
薬

物
動

態
）

　
　

　
の

関
連

を
概

説
で

き
る

。

（（
５５

））
代代

謝謝
系系

・・
内内

分分
泌泌

系系
のの

疾疾
患患

とと
薬薬

【【
①①

代代
謝謝

系系
疾疾

患患
のの

薬薬
、、

病病
態態

、、
治治

療療
】】

　
１

）
糖

尿
病

と
そ

の
合

併
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
２

）
脂

質
異

常
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
　

　
　

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
高

尿
酸

血
症

・
痛

風
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

【【
②②

内内
分分

泌泌
系系

疾疾
患患

のの
薬薬

、、
病病

態態
、、

治治
療療

】】

　
１

）
性

ホ
ル

モ
ン

関
連

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
B
a
s
e
d
o
w
（

バ
セ

ド
ウ

）
病

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
甲

状
腺

炎
（

慢
性

（
橋

本
病

）
、

亜
急

性
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
４

）
尿

崩
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
５

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
　

　
先

端
巨

大
症

、
高

プ
ロ

ラ
ク

チ
ン

血
症

、
下

垂
体

機
能

低
下

症
、

A
D
H
不

適
合

分
泌

症
候

群
（

S
I
A
D
H
）

、
副

　
　

　
甲

状
腺

機
能

亢
進

症
•
低

下
症

、
C
u
s
h
i
n
g
（

ク
ッ

シ
ン

グ
）

症
候

群
、

ア
ル

ド
ス

テ
ロ

ン
症

、
褐

色
細

胞
腫

、
　

　
　

副
腎

不
全

（
急

性
、

慢
性

）
、

子
宮

内
膜

症
（

重
複

）
、

ア
ジ

ソ
ン

病
（

重
複

）

【【
③③

化化
学学

構構
造造

とと
薬薬

効効
】】

　
１

）
代

謝
系

・
内

分
布

系
の

疾
患

に
用

い
ら

れ
る

代
表

的
な

薬
物

の
基

本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
の

　
　

　
関

連
を

概
説

で
き

る
。

（（
６６

））
感感

覚覚
器器

・・
皮皮

膚膚
のの

疾疾
患患

とと
薬薬

【【
①①

眼眼
疾疾

患患
のの

薬薬
、、

病病
態態

、、
治治

療療
】】

　
１

）
緑

内
障

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
白

内
障

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
加

齢
性

黄
斑

変
性

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
４

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

 
　

　
　

結
膜

炎
（

重
複

）
、

網
膜

症
、

ぶ
ど

う
膜

炎
、

網
膜

色
素

変
性

症

【【
②②

耳耳
鼻鼻

咽咽
喉喉

疾疾
患患

のの
薬薬

、、
病病

態態
、、

治治
療療

】】

　
１

）
め

ま
い

（
動

揺
病

、
M
e
n
i
e
r
e
（

メ
ニ

エ
ー

ル
）

病
等

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
　

　
　

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

 
　

　
　

ア
レ

ル
ギ

ー
性

鼻
炎

（
重

複
）

、
花

粉
症

（
重

複
）

、
副

鼻
腔

炎
（

重
複

）
、

中
耳

炎
（

重
複

）
、

口
内

炎
・

　
　

　
咽

頭
炎

・
扁

桃
腺

炎
(
重

複
)
、

喉
頭

蓋
炎

【【
③③

皮皮
膚膚

疾疾
患患

のの
薬薬

、、
病病

態態
、、

治治
療療

】】

　
１

）
ア

ト
ピ

ー
性

皮
膚

炎
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
 
（

E
2
（

2
）

【
②

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

参
照

）

　
２

）
皮

膚
真

菌
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

 
（

E
2
（

7
）

【
⑤

真
菌

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

 
参

照
）

　
３

）
褥

瘡
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

　
４

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
　

　
蕁

麻
疹

（
重

複
）

、
薬

疹
（

重
複

）
、

水
疱

症
（

重
複

）
、

乾
癬

(
重

複
）

、
接

触
性

皮
膚

炎
（

重
複

）
、

光
線

　
　

　
過

敏
症

（
重

複
)

【【
④④

化化
学学

構構
造造

とと
薬薬

効効
】】

　
１

）
感

覚
器

・
皮

膚
の

疾
患

に
用

い
ら

れ
る

代
表

的
な

薬
物

の
基

本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
の

関
連

を
　

　
　

概
説

で
き

る
。

（（
７７

））
病病

原原
微微

生生
物物

（（
感感

染染
症症

））
・・

悪悪
性性

新新
生生

物物
（（

がが
んん

））
とと

薬薬

【【
①①

抗抗
菌菌

薬薬
】】

　
１

）
以

下
の

抗
菌

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
抗

菌
ス

ペ
ク

ト
ル

、
主

な
副

作
用

、
相

互
作

用
、

組
織

移
行

性
）

　
　

　
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

β
-
ラ

ク
タ

ム
系

、
テ

ト
ラ

サ
イ

ク
リ

ン
系

、
マ

ク
ロ

ラ
イ

ド
系

、
ア

ミ
ノ

配
糖

体
（

ア
ミ

ノ
グ

リ
コ

シ
ド

）
系

、
　

　
　

キ
ノ

ロ
ン

系
、

グ
リ

コ
ペ

プ
チ

ド
系

、
抗

結
核

薬
、

サ
ル

フ
ァ

剤
（

S
T
合

剤
を

含
む

）
、

そ
の

他
の

抗
菌

薬

− 531 −



平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
２

）
細

菌
感

染
症

に
関

係
す

る
代

表
的

な
生

物
学

的
製

剤
（

ワ
ク

チ
ン

等
）

を
挙

げ
、

そ
の

作
用

機
序

を
説

明
　

　
　

で
き

る
。

【【
②②

抗抗
菌菌

薬薬
のの

耐耐
性性

】】

　
１

）
主

要
な

抗
菌

薬
の

耐
性

獲
得

機
構

お
よ

び
耐

性
菌

出
現

へ
の

対
応

を
説

明
で

き
る

。

【【
③③

細細
菌菌

感感
染染

症症
のの

薬薬
、、

病病
態態

、、
治治

療療
】】

　
１

）
以

下
の

呼
吸

器
感

染
症

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
、

感
染

経
路

と
予

防
方

法
お

よ
び

薬
物

　
　

　
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
 

　
　

　
上

気
道

炎
（

か
ぜ

症
候

群
（

大
部

分
が

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）

を
含

む
）

、
気

管
支

炎
、

扁
桃

炎
、

細
菌

性
肺

炎
、

　
　

　
肺

結
核

、
レ

ジ
オ

ネ
ラ

感
染

症
、

百
日

咳
、

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
肺

炎

　
２

）
以

下
の

消
化

器
感

染
症

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
　

　
　

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

急
性

虫
垂

炎
、

胆
囊

炎
、

胆
管

炎
、

病
原

性
大

腸
菌

感
染

症
、

食
中

毒
、

ヘ
リ

コ
バ

ク
タ

ー
・

ピ
ロ

リ
感

染
症

、
　

　
　

赤
痢

、
コ

レ
ラ

、
腸

チ
フ

ス
、

パ
ラ

チ
フ

ス
、

偽
膜

性
大

腸
炎

　
３

）
以

下
の

感
覚

器
感

染
症

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
　

　
　

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

副
鼻

腔
炎

、
中

耳
炎

、
結

膜
炎

　
４

）
以

下
の

尿
路

感
染

症
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

　
　

　
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
腎

盂
腎

炎
、

膀
胱

炎
、

尿
道

炎

　
５

）
以

下
の

性
感

染
症

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
、

予
防

方
法

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

　
　

　
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
梅

毒
、

淋
病

、
ク

ラ
ミ

ジ
ア

症
等

　
６

）
脳

炎
、

髄
膜

炎
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

　
７

）
以

下
の

皮
膚

細
菌

感
染

症
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

　
　

　
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
伝

染
性

膿
痂

疹
、

丹
毒

、
癰

、
毛

囊
炎

、
ハ

ン
セ

ン
病

　
８

）
感

染
性

心
内

膜
炎

、
胸

膜
炎

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
　

　
　

選
択

等
）

 
を

説
明

で
き

る
。

　
９

）
以

下
の

薬
剤

耐
性

菌
に

よ
る

院
内

感
染

に
つ

い
て

、
感

染
経

路
と

予
防

方
法

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

M
R
S
A
、

V
R
E
、

セ
ラ

チ
ア

、
緑

膿
菌

等

　
1
0
）

以
下

の
全

身
性

細
菌

感
染

症
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

、
感

染
経

路
と

予
防

方
法

お
よ

び
　

　
　

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
ジ

フ
テ

リ
ア

、
劇

症
型

A
群

β
溶

血
性

連
鎖

球
菌

感
染

症
、

新
生

児
B
群

連
鎖

球
菌

感
染

症
、

破
傷

風
、

敗
血

症

【【
④④

ウウ
イイ

ルル
スス

感感
染染

症症
おお

よよ
びび

ププ
リリ

オオ
ンン

病病
のの

薬薬
、、

病病
態態

、、
治治

療療
】】

　
１

）
ヘ

ル
ペ

ス
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

（
単

純
ヘ

ル
ペ

ス
、

水
痘

・
帯

状
疱

疹
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
　

　
　

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

予
防

方
法

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

　
　

　
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
サ

イ
ト

メ
ガ

ロ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
感

染
経

路
と

　
　

　
予

防
方

法
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

　
４

）
ウ

イ
ル

ス
性

肝
炎

（
H
A
V
、

H
B
V
、

H
C
V
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

感
染

経
路

と
予

防
方

法
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
（

急
性

肝
炎

、
慢

性
肝

炎
、

肝
硬

変
、

肝
細

胞
が

ん
）

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
（

重
複

）

　
５

）
後

天
性

免
疫

不
全

症
候

群
（

A
I
D
S
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

感
染

経
路

と
予

防
方

法
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

　
６

）
以

下
の

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
（

プ
リ

オ
ン

病
を

含
む

）
に

つ
い

て
、

感
染

経
路

と
予

防
方

法
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
伝

染
性

紅
斑

（
リ

ン
ゴ

病
）

、
手

足
口

病
、

伝
染

性
単

核
球

症
、

突
発

性
発

疹
、

咽
頭

結
膜

熱
、

ウ
イ

ル
ス

　
　

　
性

下
痢

症
、

麻
疹

、
風

疹
、

流
行

性
耳

下
腺

炎
、

風
邪

症
候

群
、

C
r
e
u
t
z
f
e
l
d
t
-
J
a
k
o
b
（

ク
ロ

イ
ツ

フ
ェ

ル
ト

-
　

　
　

ヤ
コ

ブ
）

病

【【
⑤⑤

真真
菌菌

感感
染染

症症
のの

薬薬
、、

病病
態態

、、
治治

療療
】】

　
１

）
抗

真
菌

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
以

下
の

真
菌

感
染

症
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

皮
膚

真
菌

症
、

カ
ン

ジ
ダ

症
、

ニ
ュ

ー
モ

シ
ス

チ
ス

肺
炎

、
肺

ア
ス

ペ
ル

ギ
ル

ス
症

、
ク

リ
プ

ト
コ

ッ
ク

ス
症

平平
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版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

【【
⑥⑥

原原
虫虫

・・
寄寄

生生
虫虫

感感
染染

症症
のの

薬薬
、、

病病
態態

、、
治治

療療
】】

　
１

）
以

下
の

原
虫

感
染

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
 

　
　

　
マ

ラ
リ

ア
、

ト
キ

ソ
プ

ラ
ズ

マ
症

、
ト

リ
コ

モ
ナ

ス
症

、
ア

メ
ー

バ
赤

痢

　
２

）
以

下
の

寄
生

虫
感

染
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
回

虫
症

、
蟯

虫
症

、
ア

ニ
サ

キ
ス

症

【【
⑦⑦

悪悪
性性

腫腫
瘍瘍

】】

　
１

）
腫

瘍
の

定
義

（
良

性
腫

瘍
と

悪
性

腫
瘍

の
違

い
）

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
悪

性
腫

瘍
に

つ
い

て
、

以
下

の
項

目
を

概
説

で
き

る
。

　
　

　
組

織
型

分
類

お
よ

び
病

期
分

類
、

悪
性

腫
瘍

の
検

査
（

細
胞

診
、

組
織

診
、

画
像

診
断

、
腫

瘍
マ

ー
カ

ー
　

　
　

（
腫

瘍
関

連
の

変
異

遺
伝

子
、

遺
伝

子
産

物
を

含
む

）
）

、
悪

性
腫

瘍
の

疫
学

（
が

ん
罹

患
の

現
状

お
よ

び
　

　
　

が
ん

死
亡

の
現

状
）

、
悪

性
腫

瘍
の

リ
ス

ク
お

よ
び

予
防

要
因

　
３

）
悪

性
腫

瘍
の

治
療

に
お

け
る

薬
物

治
療

の
位

置
づ

け
を

概
説

で
き

る
。

【【
⑧⑧

悪悪
性性

腫腫
瘍瘍

のの
薬薬

、、
病病

態態
、、

治治
療療

】】

　
１

）
以

下
の

抗
悪

性
腫

瘍
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
、

相
互

作
用

、
組

織
移

行
性

）
お

よ
び

　
　

　
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
ア

ル
キ

ル
化

薬
、

代
謝

拮
抗

薬
、

抗
腫

瘍
抗

生
物

質
、

微
小

管
阻

害
薬

、
ト

ポ
イ

ソ
メ

ラ
ー

ゼ
阻

害
薬

、
　

　
　

抗
腫

瘍
ホ

ル
モ

ン
関

連
薬

、
白

金
製

剤
、

分
子

標
的

治
療

薬
、

そ
の

他
の

抗
悪

性
腫

瘍
薬

　
２

）
抗

悪
性

腫
瘍

薬
に

対
す

る
耐

性
獲

得
機

構
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
抗

悪
性

腫
瘍

薬
の

主
な

副
作

用
（

下
痢

、
悪

心
・

嘔
吐

、
白

血
球

減
少

、
皮

膚
障

害
（

手
足

症
候

群
を

含
む

）
、

　
　

　
血

小
板

減
少

等
）

の
軽

減
の

た
め

の
対

処
法

を
説

明
で

き
る

。

　
４

）
代

表
的

な
が

ん
化

学
療

法
の

レ
ジ

メ
ン

（
F
O
L
F
O
X
等

）
に

つ
い

て
、

構
成

薬
物

お
よ

び
そ

の
役

割
、

副
作

用
、

　
　

　
対

象
疾

患
を

概
説

で
き

る
。

　
５

）
以

下
の

白
血

病
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

急
性

（
慢

性
）

骨
髄

性
白

血
病

、
急

性
（

慢
性

）
リ

ン
パ

性
白

血
病

、
成

人
T
細

胞
白

血
病

（
A
T
L
）

　
６

）
悪

性
リ

ン
パ

腫
お

よ
び

多
発

性
骨

髄
腫

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

　
　

　
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

　
７

）
骨

肉
腫

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
８

）
以

下
の

消
化

器
系

の
悪

性
腫

瘍
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

　
　

　
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
胃

癌
、

食
道

癌
、

肝
癌

、
大

腸
癌

、
胆

囊
・

胆
管

癌
、

膵
癌

　
９

）
肺

癌
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

　
1
0
）

以
下

の
頭

頸
部

お
よ

び
感

覚
器

の
悪

性
腫

瘍
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
　

　
　

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
脳

腫
瘍

、
網

膜
芽

細
胞

腫
、

喉
頭

、
咽

頭
、

鼻
腔

・
副

鼻
腔

、
口

腔
の

悪
性

腫
瘍

　
1
1
）

以
下

の
生

殖
器

の
悪

性
腫

瘍
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

　
　

　
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
前

立
腺

癌
、

子
宮

癌
、

卵
巣

癌

　
1
2
）

腎
・

尿
路

系
の

悪
性

腫
瘍

（
腎

癌
、

膀
胱

癌
）

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

　
　

　
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

　
1
3
）

乳
癌

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

【【
⑨⑨

がが
んん

終終
末末

期期
医医

療療
とと

緩緩
和和

ケケ
アア

】】

　
１

）
が

ん
終

末
期

の
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
と

治
療

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
が

ん
性

疼
痛

の
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
と

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

【【
⑩⑩

化化
学学

構構
造造

とと
薬薬

効効
】】

　
１

）
病

原
微

生
物

・
悪

性
新

生
物

が
関

わ
る

疾
患

に
用

い
ら

れ
る

代
表

的
な

薬
物

の
基

本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

　
　

　
薬

物
動

態
）

の
関

連
を

概
説

で
き

る
。

（（
８８

））
ババ

イイ
オオ

・・
細細

胞胞
医医

薬薬
品品

とと
ゲゲ

ノノ
ムム

情情
報報

【【
①①

組組
換換

ええ
体体

医医
薬薬

品品
】】

　
１

）
組

換
え

体
医

薬
品

の
特

色
と

有
用

性
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
代

表
的

な
組

換
え

体
医

薬
品

を
列

挙
で

き
る

。

 
 
３

）
組

換
え

体
医

薬
品

の
安

全
性

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

【【
②②

遺遺
伝伝

子子
治治

療療
】】
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１

）
遺

伝
子

治
療

の
原

理
、

方
法

と
手

順
、

現
状

、
お

よ
び

倫
理

的
問

題
点

を
概

説
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

【【
③③

細細
胞胞

、、
組組

織織
をを

利利
用用

しし
たた

移移
植植

医医
療療

】】

　
１

）
移

植
医

療
の

原
理

、
方

法
と

手
順

、
現

状
お

よ
び

ゲ
ノ

ム
情

報
の

取
り

扱
い

に
関

す
る

倫
理

的
問

題
点

を
概

説
　

　
　

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）

　
２

）
摘

出
お

よ
び

培
養

組
織

を
用

い
た

移
植

医
療

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
臍

帯
血

、
末

梢
血

お
よ

び
骨

髄
に

由
来

す
る

血
液

幹
細

胞
を

用
い

た
移

植
医

療
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
４

）
胚

性
幹

細
胞

（
E
S
細

胞
）

、
人

工
多

能
性

幹
細

胞
（

i
P
S
細

胞
）

を
用

い
た

細
胞

移
植

医
療

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

（（
９９

））
要要

指指
導導

医医
薬薬

品品
・・

一一
般般

用用
医医

薬薬
品品

とと
セセ

ルル
フフ

メメ
デデ

ィィ
ケケ

ーー
シシ

ョョ
ンン

　
１

）
地

域
に

お
け

る
疾

病
予

防
、

健
康

維
持

増
進

、
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
た

め
に

薬
剤

師
が

果
た

す
役

割
を

　
　

　
概

説
で

き
る

。

　
２

）
要

指
導

医
薬

品
お

よ
び

一
般

用
医

薬
品

（
リ

ス
ク

の
程

度
に

応
じ

た
区

分
（

第
一

類
、

第
二

類
、

第
三

類
）

も
　

　
　

含
む

）
に

つ
い

て
説

明
し

、
各

分
類

に
含

ま
れ

る
代

表
的

な
製

剤
を

列
挙

で
き

る
。

　
３

）
代

表
的

な
症

候
に

つ
い

て
、

関
連

す
る

頻
度

の
高

い
疾

患
、

見
逃

し
て

は
い

け
な

い
疾

患
を

列
挙

で
き

る
。

　
４

）
要

指
導

医
薬

品
・

一
般

用
医

薬
品

の
選

択
、

受
診

勧
奨

の
要

否
を

判
断

す
る

た
め

に
必

要
な

患
者

情
報

を
収

集
　

　
　

で
き

る
。

（
技

能
）

　
５

）
以

下
の

疾
患

・
症

候
に

対
す

る
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
用

い
る

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
等

に
　

　
　

含
ま

れ
る

成
分

・
作

用
・

副
作

用
を

列
挙

で
き

る
。

　
　

　
発

熱
、

痛
み

、
か

ゆ
み

、
消

化
器

症
状

、
呼

吸
器

症
状

、
ア

レ
ル

ギ
ー

、
細

菌
・

真
菌

感
染

症
、

生
活

習
慣

病
　

等

　
６

）
主

な
養

生
法

（
運

動
・

食
事

療
法

、
サ

プ
リ

メ
ン

ト
、

保
健

機
能

食
品

を
含

む
）

と
そ

の
健

康
の

保
持

・
促

進
　

　
　

に
お

け
る

意
義

を
説

明
で

き
る

。

　
７

）
要

指
導

医
薬

品
・

一
般

用
医

薬
品

と
医

療
用

医
薬

品
、

サ
プ

リ
メ

ン
ト

、
保

健
機

能
食

品
等

と
の

代
表

的
な

　
　

　
相

互
作

用
を

説
明

で
き

る
。

　
８

）
要

指
導

医
薬

品
・

一
般

用
医

薬
品

等
に

よ
る

治
療

効
果

と
副

作
用

を
判

定
す

る
た

め
の

情
報

を
収

集
し

評
価

　
　

　
で

き
る

。
（

技
能

）

（（
11
00
））

医医
療療

のの
中中

のの
漢漢

方方
薬薬

【【
①①

漢漢
方方

薬薬
のの

基基
礎礎

】】

　
１

）
漢

方
の

特
徴

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
２

）
以

下
の

漢
方

の
基

本
用

語
を

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

陰
陽

、
虚

実
、

寒
熱

、
表

裏
、

気
血

水
、

証

 
 
３

）
配

合
生

薬
の

組
み

合
わ

せ
に

よ
る

漢
方

薬
の

系
統

的
な

分
類

が
説

明
で

き
る

。

　
４

）
漢

方
薬

と
西

洋
薬

、
民

間
薬

、
サ

プ
リ

メ
ン

ト
、

保
健

機
能

食
品

な
ど

と
の

相
違

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
②②

漢漢
方方

薬薬
のの

応応
用用

】】

　
１

）
漢

方
医

学
に

お
け

る
診

断
法

、
体

質
や

病
態

の
捉

え
方

、
治

療
法

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
２

）
日

本
薬

局
方

に
収

載
さ

れ
る

漢
方

薬
の

適
応

と
な

る
証

、
症

状
や

疾
患

に
つ

い
て

例
示

し
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
現

代
医

療
に

お
け

る
漢

方
薬

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
③③

漢漢
方方

薬薬
のの

注注
意意

点点
】】

　
１

）
漢

方
薬

の
副

作
用

と
使

用
上

の
注

意
点

を
例

示
し

て
説

明
で

き
る

。

（（
11
11
））

薬薬
物物

治治
療療

のの
最最

適適
化化

【【
①①

総総
合合

演演
習習

】】

　
１

）
代

表
的

な
疾

患
の

症
例

に
つ

い
て

、
患

者
情

報
お

よ
び

医
薬

品
情

報
な

ど
の

情
報

に
基

づ
い

て
薬

物
治

療
の

　
　

　
最

適
化

を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）

　
２

）
過

剰
量

の
医

薬
品

に
よ

る
副

作
用

へ
の

対
応

（
解

毒
薬

を
含

む
）

を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）

 
 
３

）
長

期
療

養
に

付
随

す
る

合
併

症
を

列
挙

し
、

そ
の

薬
物

治
療

に
つ

い
て

討
議

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

EE
33
  
薬薬

物物
治治

療療
にに

役役
立立

つつ
情情

報報

（（
１１

））
医医

薬薬
品品

情情
報報

【【
①①

情情
報報

】】

　
１

）
医

薬
品

を
使

用
し

た
り

取
り

扱
う

上
で

、
必

須
の

医
薬

品
情

報
を

列
挙

で
き

る
。

　
２

）
医

薬
品

情
報

に
関

わ
っ

て
い

る
職

種
を

列
挙

し
、

そ
の

役
割

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
３

）
医

薬
品

（
後

発
医

薬
品

等
を

含
む

）
の

開
発

過
程

で
行

わ
れ

る
試

験
（

非
臨

床
試

験
、

臨
床

試
験

、
安

定
性

　
　

　
試

験
等

）
と

得
ら

れ
る

医
薬

品
情

報
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
４

）
医

薬
品

の
市

販
後

に
行

わ
れ

る
調

査
・

試
験

と
得

ら
れ

る
医

薬
品

情
報

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
５

）
医

薬
品

情
報

に
関

係
す

る
代

表
的

な
法

律
・

制
度

（
「

医
薬

品
、

医
療

機
器

等
の

品
質

、
有

効
性

及
び

安
全

性
　

　
　

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

」
、

G
C
P
、

G
V
P
、

G
P
S
P
、

R
M
P
 
な

ど
）

と
レ

ギ
ュ

ラ
ト

リ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
に

つ
い

て
　

　
　

概
説

で
き

る
。

【【
②②

情情
報報

源源
】】

　
１

）
医

薬
品

情
報

源
の

一
次

資
料

、
二

次
資

料
、

三
次

資
料

の
分

類
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
２

）
医

薬
品

情
報

源
と

し
て

代
表

的
な

二
次

資
料

、
三

次
資

料
を

列
挙

し
、

そ
れ

ら
の

特
徴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
厚

生
労

働
省

、
医

薬
品

医
療

機
器

総
合

機
構

、
製

薬
企

業
な

ど
の

発
行

す
る

資
料

を
列

挙
し

、
概

説
で

き
る

。

　
４

）
医

薬
品

添
付

文
書

（
医

療
用

、
一

般
用

）
の

法
的

位
置

づ
け

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
５

）
医

薬
品

添
付

文
書

（
医

療
用

、
一

般
用

）
の

記
載

項
目

（
警

告
、

禁
忌

、
効

能
・

効
果

、
用

法
・

用
量

、
使

用
　

　
　

上
の

注
意

な
ど

）
を

列
挙

し
、

そ
れ

ら
の

意
味

や
記

載
す

べ
き

内
容

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
６

）
医

薬
品

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

フ
ォ

ー
ム

の
位

置
づ

け
と

医
薬

品
添

付
文

書
と

の
違

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
③③

収収
集集

・・
評評

価価
・・

加加
工工

・・
提提

供供
・・

管管
理理

】】

　
１

）
目

的
（

効
能

効
果

、
副

作
用

、
相

互
作

用
、

薬
剤

鑑
別

、
妊

婦
へ

の
投

与
、

中
毒

な
ど

）
に

合
っ

た
適

切
な

　
　

　
情

報
源

を
選

択
し

、
必

要
な

情
報

を
検

索
、

収
集

で
き

る
。

（
技

能
）

　
２

）
M
E
D
L
I
N
E
な

ど
の

医
学

・
薬

学
文

献
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
検

索
に

お
け

る
キ

ー
ワ

ー
ド

、
シ

ソ
ー

ラ
ス

の
重

要
性

を
　

　
　

理
解

し
、

検
索

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）

　
３

）
医

薬
品

情
報

の
信

頼
性

、
科

学
的

妥
当

性
な

ど
を

評
価

す
る

際
に

必
要

な
基

本
的

項
目

を
列

挙
で

き
る

。

　
４

）
臨

床
試

験
な

ど
の

原
著

論
文

お
よ

び
三

次
資

料
に

つ
い

て
医

薬
品

情
報

の
質

を
評

価
で

き
る

。
（

技
能

）

　
５

）
医

薬
品

情
報

を
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
加

工
・

提
供

し
管

理
す

る
際

の
方

法
と

注
意

点
（

知
的

所
有

権
、

守
秘

　
　

　
義

務
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
④④

EE
BB
MM
（（

EE
vv
ii
dd
ee
nn
cc
ee
--
bb
aa
ss
ee
dd
  
MM
ee
dd
ii
cc
ii
nn
ee
））

】】

 
 
１

）
E
B
M
の

基
本

概
念

と
実

践
の

プ
ロ

セ
ス

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

 
 
２

）
代

表
的

な
臨

床
研

究
法

（
ラ

ン
ダ

ム
化

比
較

試
験

、
コ

ホ
ー

ト
研

究
、

ケ
ー

ス
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
研

究
な

ど
）

　
　

　
の

長
所

と
短

所
を

挙
げ

、
そ

れ
ら

の
エ

ビ
デ

ン
ス

レ
ベ

ル
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

 
 
３

）
臨

床
研

究
論

文
の

批
判

的
吟

味
に

必
要

な
基

本
的

項
目

を
列

挙
し

、
内

的
妥

当
性

（
研

究
結

果
の

正
確

度
や

　
　

　
再

現
性

）
と

外
的

妥
当

性
（

研
究

結
果

の
一

般
化

の
可

能
性

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
　

　
 
（

E
3
（

1
）

【
③

収
集

・
評

価
・

加
 
工

・
提

供
・

管
理

】
参

照
）

 
 
４

）
メ

タ
ア

ナ
リ

シ
ス

の
概

念
を

理
解

し
、

結
果

を
説

明
で

き
る

。

【【
⑤⑤

生生
物物

統統
計計

】】

　
１

）
臨

床
研

究
に

お
け

る
基

本
的

な
統

計
量

（
平

均
値

、
中

央
値

、
標

準
偏

差
、

標
準

誤
差

、
信

頼
区

間
な

ど
）

　
　

　
の

意
味

と
違

い
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
帰

無
仮

説
の

概
念

お
よ

び
検

定
と

推
定

の
違

い
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
代

表
的

な
分

布
（

正
規

分
布

、
ｔ

分
布

、
二

項
分

布
、

ポ
ア

ソ
ン

分
布

、
χ

分
布

、
F
分

布
）

に
つ

い
て

　
　

　
概

説
で

き
る

。

　
４

）
主

な
パ

ラ
メ

ト
リ

ッ
ク

検
定

と
ノ

ン
パ

ラ
メ

ト
リ

ッ
ク

検
定

を
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
使

い
分

け
を

説
明

で
き

る
。

　
５

）
二

群
間

の
差

の
検

定
（

ｔ
検

定
、

χ
検

定
な

ど
）

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

）

　
６

）
主

な
回

帰
分

析
（

直
線

回
帰

、
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ッ
ク

回
帰

な
ど

）
と

相
関

係
数

の
検

定
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
７

）
基

本
的

な
生

存
時

間
解

析
法

（
カ

プ
ラ

ン
・

マ
イ

ヤ
ー

曲
線

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

【【
⑥⑥

臨臨
床床

研研
究究

デデ
ザザ

イイ
ンン

とと
解解

析析
】】

　
１

）
臨

床
研

究
（

治
験

を
含

む
）

の
代

表
的

な
手

法
（

介
入

研
究

、
観

察
研

究
）

を
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
特

徴
を

　
　

　
概

説
で

き
る

。

　
２

）
臨

床
研

究
に

お
け

る
バ

イ
ア

ス
・

交
絡

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
３

）
観

察
研

究
で

の
主

な
疫

学
研

究
デ

ザ
イ

ン
（

症
例

報
告

、
症

例
集

積
、

コ
ホ

ー
ト

研
究

、
ケ

ー
ス

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

　
　

　
研

究
、

ネ
ス

テ
ッ

ド
ケ

ー
ス

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

研
究

、
ケ

ー
ス

コ
ホ

ー
ト

研
究

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
４

）
副

作
用

の
因

果
関

係
を

評
価

す
る

た
め

の
方

法
（

副
作

用
判

定
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
５

）
優

越
性

試
験

と
非

劣
性

試
験

の
違

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
６

）
介

入
研

究
の

計
画

上
の

技
法

（
症

例
数

設
定

、
ラ

ン
ダ

ム
化

、
盲

検
化

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
７

）
統

計
解

析
時

の
注

意
点

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
８

）
介

入
研

究
の

効
果

指
標

（
真

の
エ

ン
ド

ポ
イ

ン
ト

と
代

用
の

エ
ン

ド
ポ

イ
ン

ト
、

主
要

エ
ン

ド
ポ

イ
ン

ト
と

　
　

　
副

次
的

エ
ン

ド
ポ

イ
ン

ト
）

の
違

い
を

、
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。
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平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
９

）
臨

床
研

究
の

結
果

（
有

効
性

、
安

全
性

）
の

主
な

パ
ラ

メ
ー

タ
（

相
対

リ
ス

ク
、

相
対

リ
ス

ク
減

少
、

絶
対

　
　

　
リ

ス
ク

、
絶

対
リ

ス
ク

減
少

、
治

療
必

要
数

、
オ

ッ
ズ

比
、

発
生

率
、

発
生

割
合

）
を

説
明

し
、

計
算

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
技

能
）

【【
⑦⑦

医医
薬薬

品品
のの

比比
較較

・・
評評

価価
】】

　
１

）
病

院
や

薬
局

に
お

い
て

医
薬

品
を

採
用

・
選

択
す

る
際

に
検

討
す

べ
き

項
目

を
列

挙
し

、
そ

の
意

義
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
医

薬
品

情
報

に
も

と
づ

い
て

、
代

表
的

な
同

種
同

効
薬

の
有

効
性

や
安

全
性

に
つ

い
て

比
較

・
評

価
で

き
る

。
　

　
　

（
技

能
）

　
３

）
医

薬
品

情
報

に
も

と
づ

い
て

、
先

発
医

薬
品

と
後

発
医

薬
品

の
品

質
、

安
全

性
、

経
済

性
な

ど
に

つ
い

て
、

　
　

　
比

較
・

評
価

で
き

る
。

（
技

能
）

（（
２２

））
患患

者者
情情

報報

【【
①①

情情
報報

とと
情情

報報
源源

】】

　
１

）
薬

物
治

療
に

必
要

な
患

者
基

本
情

報
を

列
挙

で
き

る
。

　
２

）
患

者
情

報
源

の
種

類
を

列
挙

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
違

い
を

説
明

で
き

る
。

【【
②②

収収
集集

・・
評評

価価
・・

管管
理理

】】

　
１

）
問

題
志

向
型

シ
ス

テ
ム

（
P
O
S
）

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
S
O
A
P
形

式
な

ど
の

患
者

情
報

の
記

録
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
医

薬
品

の
効

果
や

副
作

用
を

評
価

す
る

た
め

に
必

要
な

患
者

情
報

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
４

）
患

者
情

報
の

取
扱

い
に

お
け

る
守

秘
義

務
と

管
理

の
重

要
性

を
説

明
で

き
る

。
　

　
 
（

A
（

2
）

【
③

患
者

の
権

利
】

参
照

）

（（
３３

））
個個

別別
化化

医医
療療

【【
①①

遺遺
伝伝

的的
素素

因因
】】

　
１

）
薬

物
の

主
作

用
お

よ
び

副
作

用
に

影
響

す
る

代
表

的
な

遺
伝

的
素

因
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
薬

物
動

態
に

影
響

す
る

代
表

的
な

遺
伝

的
素

因
（

薬
物

代
謝

酵
素

・
ト

ラ
ン

ス
ポ

ー
タ

ー
の

遺
伝

子
変

異
な

ど
）

　
　

　
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
遺

伝
的

素
因

を
考

慮
し

た
薬

物
治

療
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。

【【
②②

年年
齢齢

的的
要要

因因
】】

　
１

）
低

出
生

体
重

児
、

新
生

児
、

乳
児

、
幼

児
、

小
児

に
お

け
る

薬
物

動
態

と
、

薬
物

治
療

で
注

意
す

べ
き

点
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。

　
２

）
高

齢
者

に
お

け
る

薬
物

動
態

と
、

薬
物

治
療

で
注

意
す

べ
き

点
を

説
明

で
き

る
。

【【
③③

臓臓
器器

機機
能能

低低
下下

】】

　
１

）
腎

疾
患

・
腎

機
能

低
下

時
に

お
け

る
薬

物
動

態
と

、
薬

物
治

療
・

投
与

設
計

に
お

い
て

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
肝

疾
患

・
肝

機
能

低
下

時
に

お
け

る
薬

物
動

態
と

、
薬

物
治

療
・

投
与

設
計

に
お

い
て

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
心

臓
疾

患
を

伴
っ

た
患

者
に

お
け

る
薬

物
動

態
と

、
薬

物
治

療
・

投
与

設
計

に
お

い
て

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。

【【
④④

そそ
のの

他他
のの

要要
因因

】】

　
１

）
薬

物
の

効
果

に
影

響
す

る
生

理
的

要
因

（
性

差
、

閉
経

、
日

内
変

動
な

ど
）

を
列

挙
で

き
る

。

　
２

）
妊

娠
・

授
乳

期
に

お
け

る
薬

物
動

態
と

、
生

殖
・

妊
娠

・
授

乳
期

の
薬

物
治

療
で

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
栄

養
状

態
の

異
な

る
患

者
（

肥
満

、
低

ア
ル

ブ
ミ

ン
血

症
、

腹
水

な
ど

）
に

お
け

る
薬

物
動

態
と

、
薬

物
治

療
で

　
　

　
注

意
す

べ
き

点
を

説
明

で
き

る
。

【【
⑤⑤

個個
別別

化化
医医

療療
のの

計計
画画

・・
立立

案案
】】

　
１

）
個

別
の

患
者

情
報

（
遺

伝
的

素
因

、
年

齢
的

要
因

、
臓

器
機

能
な

ど
）

と
医

薬
品

情
報

を
も

と
に

、
薬

物
治

療
を

　
　

　
計

画
・

立
案

で
き

る
。

（
技

能
）

　
２

）
コ

ン
パ

ニ
オ

ン
診

断
に

も
と

づ
く

薬
物

治
療

に
つ

い
て

、
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

EE
44
  
薬薬

のの
生生

体体
内内

運運
命命

（（
１１

））
薬薬

物物
のの

体体
内内

動動
態態

【【
①①

生生
体体

膜膜
透透

過過
】】

　
１

）
薬

物
の

生
体

膜
透

過
に

お
け

る
単

純
拡

散
、

促
進

拡
散

お
よ

び
能

動
輸

送
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
薬

物
の

生
体

膜
透

過
に

関
わ

る
ト

ラ
ン

ス
ポ

ー
タ

ー
の

例
を

挙
げ

、
そ

の
特

徴
と

薬
物

動
態

に
お

け
る

役
割

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

【【
②②

吸吸
収収

】】

　
１

）
経

口
投

与
さ

れ
た

薬
物

の
吸

収
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
２

）
非

経
口

的
に

投
与

さ
れ

る
薬

物
の

吸
収

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
薬

物
の

吸
収

に
影

響
す

る
因

子
（

薬
物

の
物

性
、

生
理

学
的

要
因

な
ど

）
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

　
４

）
薬

物
の

吸
収

過
程

に
お

け
る

相
互

作
用

に
つ

い
て

例
を

挙
げ

、
説

明
で

き
る

。

　
５

）
初

回
通

過
効

果
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

【【
③③

分分
布布

】】

　
１

）
薬

物
が

結
合

す
る

代
表

的
な

血
漿

タ
ン

パ
ク

質
を

挙
げ

、
タ

ン
パ

ク
結

合
の

強
い

薬
物

を
列

挙
で

き
る

。

　
２

）
薬

物
の

組
織

移
行

性
（

分
布

容
積

）
と

血
漿

タ
ン

パ
ク

結
合

な
ら

び
に

組
織

結
合

と
の

関
係

を
、

定
量

的
　

　
　

に
説

明
で

き
る

。

　
３

）
薬

物
の

タ
ン

パ
ク

結
合

お
よ

び
結

合
阻

害
の

測
定

・
解

析
方

法
を

説
明

で
き

る
。

　
４

）
血

液
－

組
織

関
門

の
構

造
・

機
能

と
、

薬
物

の
脳

や
胎

児
等

へ
の

移
行

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
５

）
薬

物
の

リ
ン

パ
お

よ
び

乳
汁

中
へ

の
移

行
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
６

）
薬

物
の

分
布

過
程

に
お

け
る

相
互

作
用

に
つ

い
て

例
を

挙
げ

、
説

明
で

き
る

。

【【
④④

代代
謝謝

】】

　
１

）
代

表
的

な
薬

物
代

謝
酵

素
を

列
挙

し
、

そ
の

代
謝

反
応

が
起

こ
る

組
織

な
ら

び
に

細
胞

内
小

器
官

、
反

応
様

式
　

　
　

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
薬

物
代

謝
の

第
Ⅰ

相
反

応
（

酸
化

・
還

元
・

加
水

分
解

）
、

第
Ⅱ

相
反

応
（

抱
合

）
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

　
３

）
代

表
的

な
薬

物
代

謝
酵

素
（

分
子

種
）

に
よ

り
代

謝
さ

れ
る

薬
物

を
列

挙
で

き
る

。

　
４

）
プ

ロ
ド

ラ
ッ

グ
と

活
性

代
謝

物
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。

　
５

）
薬

物
代

謝
酵

素
の

阻
害

お
よ

び
誘

導
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

、
そ

れ
ら

に
関

連
し

て
起

こ
る

相
互

作
用

に
つ

い
て

、
　

　
　

例
を

挙
げ

、
説

明
で

き
る

。

【【
⑤⑤

排排
泄泄

】】

　
１

）
薬

物
の

尿
中

排
泄

機
構

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
腎

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

と
、

糸
球

体
ろ

過
、

分
泌

、
再

吸
収

の
関

係
を

定
量

的
に

説
明

で
き

る
。

　
３

）
代

表
的

な
腎

排
泄

型
薬

物
を

列
挙

で
き

る
。

　
４

）
薬

物
の

胆
汁

中
排

泄
と

腸
肝

循
環

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
５

）
薬

物
の

排
泄

過
程

に
お

け
る

相
互

作
用

に
つ

い
て

例
を

挙
げ

、
説

明
で

き
る

。

（（
２２

））
薬薬

物物
動動

態態
のの

解解
析析

【【
①①

薬薬
物物

速速
度度

論論
】】

　
１

）
線

形
コ

ン
パ

ー
ト

メ
ン

ト
モ

デ
ル

と
、

関
連

す
る

薬
物

動
態

パ
ラ

メ
ー

タ
（

全
身

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

、
分

布
容

積
、

　
　

　
消

失
半

減
期

、
生

物
学

的
利

用
能

な
ど

）
の

概
念

を
説

明
で

き
る

。

　
２

）
線

形
１

－
コ

ン
パ

ー
ト

メ
ン

ト
モ

デ
ル

に
基

づ
い

た
解

析
が

で
き

る
（

急
速

静
注

・
経

口
投

与
［

単
回

お
よ

び
　

　
　

反
復

 
投

与
］

、
定

速
静

注
）

。
（

知
識

、
技

能
）

　
３

）
体

内
動

態
が

非
線

形
性

を
示

す
薬

物
の

例
を

挙
げ

、
非

線
形

モ
デ

ル
に

基
づ

い
た

解
析

が
で

き
る

。
（

知
識

、
　

　
　

技
能

）

　
４

）
モ

ー
メ

ン
ト

解
析

の
意

味
と

、
関

連
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

の
計

算
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
５

）
組

織
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
（

肝
、

腎
）

お
よ

び
固

有
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
の

意
味

と
、

そ
れ

ら
の

関
係

に
つ

い
て

、
数

式
　

　
　

を
使

っ
て

説
明

で
き

る
。

　
６

）
薬

物
動

態
学

－
薬

力
学

解
析

（
P
K
-
P
D
解

析
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

【【
②②

TT
DD
MM
  
((
TT
hh
ee
rr
aa
pp
ee
uu
tt
ii
cc
  
DD
rr
uu
gg
  
MM
oo
nn
ii
tt
oo
rr
ii
nn
gg
))
とと

投投
与与

設設
計計

】】

　
１

）
治

療
薬

物
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
（

T
D
M
）

の
意

義
を

説
明

し
、

T
D
M
が

有
効

な
薬

物
を

列
挙

で
き

る
。

　
２

）
T
D
M
を

行
う

際
の

採
血

ポ
イ

ン
ト

、
試

料
の

取
り

扱
い

、
測

定
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
薬

物
動

態
パ

ラ
メ

ー
タ

を
用

い
て

患
者

ご
と

の
薬

物
投

与
設

計
が

で
き

る
。

（
知

識
、

技
能

）

　
４

）
ポ

ピ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
フ

ァ
ー

マ
コ

キ
ネ

テ
ィ

ク
ス

の
概

念
と

応
用

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

EE
55
  
製製

剤剤
化化

のの
ササ

イイ
エエ

ンン
スス

（（
１１

））
製製

剤剤
のの

性性
質質

【【
①①

固固
形形

材材
料料

】】

　
１

）
粉

体
の

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
結

晶
（

安
定

形
お

よ
び

準
安

定
形

）
や

非
晶

質
、

無
水

物
や

水
和

物
の

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

− 534 −



平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
３

）
固

形
材

料
の

溶
解

現
象

（
溶

解
度

、
溶

解
平

衡
な

ど
）

や
溶

解
し

た
物

質
の

拡
散

と
溶

解
速

度
に

つ
い

て
説

明
　

　
　

で
き

る
。

　
　

　
（

C
2
（

2
）

【
①

酸
・

塩
基

平
衡

】
1
.
及

び
【

②
各

種
の

化
学

平
衡

】
2
.
参

照
）

　
４

）
固

形
材

料
の

溶
解

に
影

響
を

及
ぼ

す
因

子
（

p
H
や

温
度

な
ど

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
５

）
固

形
材

料
の

溶
解

度
や

溶
解

速
度

を
高

め
る

代
表

的
な

製
剤

的
手

法
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

【【
②②

半半
固固

形形
・・

液液
状状

材材
料料

】】

　
１

）
流

動
と

変
形

（
レ

オ
ロ

ジ
ー

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
高

分
子

の
構

造
と

高
分

子
溶

液
の

性
質

（
粘

度
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
③③

分分
散散

系系
材材

料料
】】

　
１

）
界

面
の

性
質

（
界

面
張

力
、

分
配

平
衡

、
吸

着
な

ど
）

や
代

表
的

な
界

面
活

性
剤

の
種

類
と

性
質

に
つ

い
て

　
　

　
説

明
で

き
る

。
　

　
　

（
C
2
（

2
）

【
②

各
種

の
化

学
平

衡
】

4
.
参

照
）

　
２

）
代

表
的

な
分

散
系

（
分

子
集

合
体

、
コ

ロ
イ

ド
、

乳
剤

、
懸

濁
剤

な
ど

）
を

列
挙

し
、

そ
の

性
質

に
つ

い
て

　
　

　
説

明
で

き
る

。

　
３

）
分

散
し

た
粒

子
の

安
定

性
と

分
離

現
象

（
沈

降
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

 
 
４

）
分

散
安

定
性

を
高

め
る

代
表

的
な

製
剤

的
手

法
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

【【
④④

薬薬
物物

及及
びび

製製
剤剤

材材
料料

のの
物物

性性
】】

　
１

）
製

剤
分

野
で

汎
用

さ
れ

る
高

分
子

の
構

造
を

理
解

し
、

そ
の

物
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
薬

物
の

安
定

性
（

反
応

速
度

、
複

合
反

応
な

ど
）

や
安

定
性

に
影

響
を

及
ぼ

す
因

子
（

p
H
、

温
度

な
ど

）
　

　
　

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
　

　
（

C
1
（

3
）

【
①

反
応

速
度

】
1
.
～

7
.
参

照
）

　
３

）
薬

物
の

安
定

性
を

高
め

る
代

表
的

な
製

剤
的

手
法

を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。

（（
２２

））
製製

剤剤
設設

計計

【【
①①

代代
表表

的的
なな

製製
剤剤

】】

　
１

）
製

剤
化

の
概

要
と

意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
経

口
投

与
す

る
製

剤
の

種
類

と
そ

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
粘

膜
に

適
用

す
る

製
剤

（
点

眼
剤

、
吸

入
剤

な
ど

）
の

種
類

と
そ

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
４

）
注

射
に

よ
り

投
与

す
る

製
剤

の
種

類
と

そ
の

特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
５

）
皮

膚
に

適
用

す
る

製
剤

の
種

類
と

そ
の

特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
６

）
そ

の
他

の
製

剤
（

生
薬

関
連

製
剤

、
透

析
に

用
い

る
製

剤
な

ど
）

の
種

類
と

特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

【【
②②

製製
剤剤

化化
とと

製製
剤剤

試試
験験

法法
】】

　
１

）
代

表
的

な
医

薬
品

添
加

物
の

種
類

・
用

途
・

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
製

剤
化

の
単

位
操

作
、

汎
用

さ
れ

る
製

剤
機

械
お

よ
び

代
表

的
な

製
剤

の
具

体
的

な
製

造
工

程
に

つ
い

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

　
３

）
汎

用
さ

れ
る

容
器

、
包

装
の

種
類

や
特

徴
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
４

）
製

剤
に

関
連

す
る

試
験

法
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

【【
③③

生生
物物

学学
的的

同同
等等

性性
】】

　
１

）
製

剤
の

特
性

（
適

用
部

位
、

製
剤

か
ら

の
薬

物
の

放
出

性
な

ど
）

を
理

解
し

た
上

で
、

生
物

学
的

同
等

性
に

　
　

　
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

（（
３３

））
DD
DD
SS
（（

DD
rr
uu
gg
  
DD
ee
ll
ii
vv
ee
rr
yy
  
SS
yy
ss
tt
ee
mm
：：

薬薬
物物

送送
達達

シシ
スス

テテ
ムム

））

【【
①①

DD
DD
SS
  
のの

必必
要要

性性
】】

　
１

）
D
D
S
の

概
念

と
有

用
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
代

表
的

な
D
D
S
技

術
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

　
　

　
（

プ
ロ

ド
ラ

ッ
グ

に
つ

い
て

は
、

E
4
(
1
)
【

④
代

謝
】

4
.
も

参
照

）

【【
②②

ココ
ンン

トト
ロロ

ーー
ルル

ドド
リリ

リリ
ーー

スス
（（

放放
出出

制制
御御

））
】】

　
１

）
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ド

リ
リ

ー
ス

の
概

要
と

意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
投

与
部

位
ご

と
に

、
代

表
的

な
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ド

リ
リ

ー
ス

技
術

を
列

挙
し

、
そ

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
　

　
　

で
き

る
。

　
３

）
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ド

リ
リ

ー
ス

技
術

を
適

用
し

た
代

表
的

な
医

薬
品

を
列

挙
で

き
る

。

【【
③③

タタ
ーー

ゲゲ
テテ

ィィ
ンン

ググ
（（

標標
的的

指指
向向

化化
））

】】

平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
１

）
タ

ー
ゲ

テ
ィ

ン
グ

の
概

要
と

意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
投

与
部

位
ご

と
に

、
代

表
的

な
タ

ー
ゲ

テ
ィ

ン
グ

技
術

を
列

挙
し

、
そ

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
タ

ー
ゲ

テ
ィ

ン
グ

技
術

を
適

用
し

た
代

表
的

な
医

薬
品

を
列

挙
で

き
る

。

【【
④④

吸吸
収収

改改
善善

】】

　
１

）
吸

収
改

善
の

概
要

と
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
投

与
部

位
ご

と
に

、
代

表
的

な
吸

収
改

善
技

術
を

列
挙

し
、

そ
の

特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
吸

収
改

善
技

術
を

適
用

し
た

代
表

的
な

医
薬

品
を

列
挙

で
き

る
。

FF
　　

薬薬
学学

臨臨
床床

　
　

　
前

）
：

病
院

・
薬

局
で

の
実

務
実

習
履

修
前

に
修

得
す

べ
き

事
項

（（
１１

））
薬薬

学学
臨臨

床床
のの

基基
礎礎

【【
①①

早早
期期

臨臨
床床

体体
験験

】】
  
※

原
則

と
し

て
 
2
年

次
修

了
ま

で
に

学
習

す
る

事
項

　
１

）
患

者
・

生
活

者
の

視
点

に
立

っ
て

、
様

々
な

薬
剤

師
の

業
務

を
見

聞
し

、
そ

の
体

験
か

ら
薬

剤
師

業
務

の
　

　
　

重
要

性
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）

　
２

）
地

域
の

保
健

・
福

祉
を

見
聞

し
た

具
体

的
体

験
に

基
づ

き
そ

の
重

要
性

や
課

題
を

討
議

す
る

。
（

知
識

・
　

　
　

態
度

）

　
３

）
一

次
救

命
処

置
（

心
肺

蘇
生

、
外

傷
対

応
等

）
を

説
明

し
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

を
用

い
て

実
施

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
技

能
）

【【
②②

臨臨
床床

にに
おお

けけ
るる

心心
構構

ええ
】】

〔
Ａ

（
１

）
、

（
２

）
参

照
〕

　
１

）
前

）
医

療
の

担
い

手
が

守
る

べ
き

倫
理

規
範

や
法

令
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

　
２

）
前

）
患

者
・

生
活

者
中

心
の

医
療

の
視

点
か

ら
患

者
・

生
活

者
の

個
人

情
報

や
自

己
決

定
権

に
配

慮
す

べ
き

　
　

　
個

々
の

対
応

が
で

き
る

。
（

態
度

）

　
３

）
前

）
患

者
・

生
活

者
の

健
康

の
回

復
と

維
持

、
生

活
の

質
の

向
上

に
薬

剤
師

が
積

極
的

に
貢

献
す

る
こ

と
の

　
　

　
重

要
性

を
討

議
す

る
。

（
態

度
）

　
４

）
医

療
の

担
い

手
が

守
る

べ
き

倫
理

規
範

を
遵

守
し

、
ふ

さ
わ

し
い

態
度

で
行

動
す

る
。

（
態

度
）

　
５

）
患

者
・

生
活

者
の

基
本

的
権

利
、

自
己

決
定

権
に

つ
い

て
配

慮
す

る
。

（
態

度
）

　
６

）
薬

学
的

管
理

を
実

施
す

る
際

に
、

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

態
度

）

　
７

）
職

務
上

知
り

得
た

情
報

に
つ

い
て

守
秘

義
務

を
遵

守
す

る
。

（
態

度
）

【【
③③

臨臨
床床

実実
習習

のの
基基

礎礎
】】

　
１

）
前

）
病

院
・

薬
局

に
お

け
る

薬
剤

師
業

務
全

体
の

流
れ

を
概

説
で

き
る

。

　
２

）
前

）
病

院
・

薬
局

で
薬

剤
師

が
実

践
す

る
薬

学
的

管
理

の
重

要
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
３

）
前

）
病

院
薬

剤
部

門
を

構
成

す
る

各
セ

ク
シ

ョ
ン

の
業

務
を

列
挙

し
、

そ
の

内
容

と
関

連
を

概
説

で
き

る
。

　
４

）
前

）
病

院
に

所
属

す
る

医
療

ス
タ

ッ
フ

の
職

種
名

を
列

挙
し

、
そ

の
業

務
内

容
を

相
互

に
関

連
づ

け
て

説
明

　
　

　
で

き
る

。

　
５

）
前

）
薬

剤
師

の
関

わ
る

社
会

保
障

制
度

（
医

療
、

福
祉

、
介

護
）

の
概

略
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
〔

Ｂ
（

３
）

①
参

照
〕

　
６

）
病

院
に

お
け

る
薬

剤
部

門
の

位
置

づ
け

と
業

務
の

流
れ

に
つ

い
て

他
部

門
と

関
連

付
け

て
説

明
で

き
る

。

　
７

）
代

表
的

な
疾

患
の

入
院

治
療

に
お

け
る

適
切

な
薬

学
的

管
理

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
８

）
入

院
か

ら
退

院
に

至
る

ま
で

入
院

患
者

の
医

療
に

継
続

し
て

関
わ

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
態

度
）

　
９

）
急

性
期

医
療

（
救

急
医

療
・

集
中

治
療

・
外

傷
治

療
等

）
や

周
術

期
医

療
に

お
け

る
適

切
な

薬
学

的
管

理
に

　
　

　
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
1
0
）

周
産

期
医

療
や

小
児

医
療

に
お

け
る

適
切

な
薬

学
的

管
理

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
1
1
）

終
末

期
医

療
や

緩
和

ケ
ア

に
お

け
る

適
切

な
薬

学
的

管
理

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
1
2
）

外
来

化
学

療
法

に
お

け
る

適
切

な
薬

学
的

管
理

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
1
3
）

保
険

評
価

要
件

を
薬

剤
師

業
務

と
関

連
付

け
て

概
説

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
1
4
）

薬
局

に
お

け
る

薬
剤

師
業

務
の

流
れ

を
相

互
に

関
連

付
け

て
説

明
で

き
る

。

　
1
5
）

来
局

者
の

調
剤

に
対

し
て

、
処

方
せ

ん
の

受
付

か
ら

薬
剤

の
交

付
に

至
る

ま
で

継
続

し
て

関
わ

る
こ

と
が

　
　

　
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

（（
２２

））
処処

方方
せせ

んん
にに

基基
づづ

くく
調調

剤剤

【【
①①

法法
令令

・・
規規

則則
等等

のの
理理

解解
とと

遵遵
守守

】】
〔

Ｂ
（

２
）

、
（

３
）

参
照

〕
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平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
１

）
前

）
調

剤
業

務
に

関
わ

る
事

項
（

処
方

せ
ん

、
調

剤
録

、
疑

義
照

会
等

）
の

意
義

や
取

り
扱

い
を

法
的

根
拠

　
　

　
に

基
づ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
調

剤
業

務
に

関
わ

る
法

的
文

書
（

処
方

せ
ん

、
調

剤
録

等
）

の
適

切
な

記
載

と
保

存
・

管
理

が
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

技
能

）

　
３

）
法

的
根

拠
に

基
づ

き
、

一
連

の
調

剤
業

務
を

適
正

に
実

施
す

る
。

（
技

能
・

態
度

）

　
４

）
保

険
薬

局
と

し
て

必
要

な
条

件
や

設
備

等
を

具
体

的
に

関
連

付
け

て
説

明
で

き
る

。

【【
②②

処処
方方

せせ
んん

とと
疑疑

義義
照照

会会
】】

　
１

）
前

）
代

表
的

な
疾

患
に

使
用

さ
れ

る
医

薬
品

に
つ

い
て

効
能

・
効

果
、

用
法

・
用

量
、

警
告

・
禁

忌
、

副
作

用
、

　
　

　
相

互
作

用
を

列
挙

で
き

る
。

　
２

）
前

）
処

方
オ

ー
ダ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
お

よ
び

電
子

カ
ル

テ
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

　
３

）
前

）
処

方
せ

ん
の

様
式

と
必

要
記

載
事

項
、

記
載

方
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
前

）
処

方
せ

ん
の

監
査

の
意

義
、

そ
の

必
要

性
と

注
意

点
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
５

）
前

）
処

方
せ

ん
を

監
査

し
、

不
適

切
な

処
方

せ
ん

に
つ

い
て

、
そ

の
理

由
が

説
明

で
き

る
。

　
６

）
前

）
処

方
せ

ん
等

に
基

づ
き

疑
義

照
会

が
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

　
７

）
処

方
せ

ん
の

記
載

事
項

（
医

薬
品

名
、

分
量

、
用

法
・

用
量

等
）

が
適

切
で

あ
る

か
確

認
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

技
能

）

　
８

）
注

射
薬

処
方

せ
ん

の
記

載
事

項
（

医
薬

品
名

、
分

量
、

投
与

速
度

、
投

与
ル

ー
ト

等
）

が
適

切
で

あ
る

か
確

認
　

　
　

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）

　
９

）
処

方
せ

ん
の

正
し

い
記

載
方

法
を

例
示

で
き

る
。

（
技

能
）

　
1
0
）

薬
歴

、
診

療
録

、
患

者
の

状
態

か
ら

処
方

が
妥

当
で

あ
る

か
判

断
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

　
1
1
）

薬
歴

、
診

療
録

、
患

者
の

状
態

か
ら

判
断

し
て

適
切

に
疑

義
照

会
が

で
き

る
。

（
技

能
・

態
度

）

【【
③③

処処
方方

せせ
んん

にに
基基

づづ
くく

医医
薬薬

品品
のの

調調
製製

】】

　
１

）
前

）
薬

袋
、

薬
札

（
ラ

ベ
ル

）
に

記
載

す
べ

き
事

項
を

適
切

に
記

入
で

き
る

。
（

技
能

）

　
２

）
前

）
主

な
医

薬
品

の
成

分
（

一
般

名
）

、
商

標
名

、
剤

形
、

規
格

等
を

列
挙

で
き

る
。

　
３

）
前

）
処

方
せ

ん
に

従
っ

て
、

計
数

・
計

量
調

剤
が

で
き

る
。

（
技

能
）

　
４

）
前

）
後

発
医

薬
品

選
択

の
手

順
を

説
明

で
き

る
。

　
５

）
前

）
代

表
的

な
注

射
剤

・
散

剤
・

水
剤

等
の

配
合

変
化

の
あ

る
組

合
せ

と
そ

の
理

由
を

説
明

で
き

る
。

　
６

）
前

）
無

菌
操

作
の

原
理

を
説

明
し

、
基

本
的

な
無

菌
操

作
を

実
施

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）

　
７

）
前

）
抗

悪
性

腫
瘍

薬
な

ど
の

取
扱

い
に

お
け

る
ケ

ミ
カ

ル
ハ

ザ
ー

ド
回

避
の

基
本

的
手

技
を

実
施

で
き

る
。

　
　

　
（

技
能

）

　
８

）
前

）
処

方
せ

ん
に

基
づ

き
調

剤
さ

れ
た

薬
剤

の
監

査
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）

　
９

）
主

な
医

薬
品

の
一

般
名

・
剤

形
・

規
格

か
ら

該
当

す
る

製
品

を
選

択
で

き
る

。
（

技
能

）

　
1
0
）

適
切

な
手

順
で

後
発

医
薬

品
を

選
択

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）

　
1
1
）

処
方

せ
ん

に
従

っ
て

計
数

・
計

量
調

剤
が

で
き

る
。

（
技

能
）

　
1
2
）

錠
剤

の
粉

砕
、

お
よ

び
カ

プ
セ

ル
剤

の
開

封
の

可
否

を
判

断
し

、
実

施
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

　
1
3
）

一
回

量
(
一

包
化

）
調

剤
の

必
要

性
を

判
断

し
、

実
施

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）

　
1
4
）

注
射

処
方

せ
ん

に
従

っ
て

注
射

薬
調

剤
が

で
き

る
。

（
技

能
）

　
1
5
）

注
射

剤
・

散
剤

・
水

剤
等

の
配

合
変

化
に

関
し

て
実

施
さ

れ
て

い
る

回
避

方
法

を
列

挙
で

き
る

。

　
1
6
）

注
射

剤
（

高
カ

ロ
リ

ー
輸

液
等

）
の

無
菌

的
混

合
操

作
を

実
施

で
き

る
。

（
技

能
）

　
1
7
）

抗
悪

性
腫

瘍
薬

な
ど

の
取

扱
い

に
お

け
る

ケ
ミ

カ
ル

ハ
ザ

ー
ド

回
避

の
手

技
を

実
施

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
技

能
）

　
1
8
）

特
別

な
注

意
を

要
す

る
医

薬
品

（
劇

薬
・

毒
薬

・
麻

薬
・

向
精

神
薬

・
抗

悪
性

腫
瘍

薬
等

）
の

調
剤

と
適

切
な

　
　

　
取

扱
い

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

　
1
9
）

調
製

さ
れ

た
薬

剤
に

対
し

て
、

監
査

が
実

施
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

【【
④④

患患
者者

・・
来来

局局
者者

応応
対対

、、
服服

薬薬
指指

導導
、、

患患
者者

教教
育育

】】

 
 
１

）
前

）
適

切
な

態
度

で
、

患
者

・
来

局
者

と
応

対
で

き
る

。
（

態
度

）

　
２

）
前

）
妊

婦
・

授
乳

婦
、

小
児

、
高

齢
者

な
ど

へ
の

応
対

や
服

薬
指

導
に

お
い

て
、

配
慮

す
べ

き
事

項
を

　
　

　
具

体
的

に
列

挙
で

き
る

。

　
３

）
前

）
患

者
・

来
局

者
か

ら
、

必
要

な
情

報
（

症
状

、
心

理
状

態
、

既
往

歴
、

生
活

習
慣

、
ア

レ
ル

ギ
ー

歴
、

薬
歴

、
　

　
　

副
作

用
歴

等
）

を
適

切
な

手
順

で
聞

き
取

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）

平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
４

）
前

）
患

者
・

来
局

者
に

、
主

な
医

薬
品

の
効

能
・

効
果

、
用

法
・

用
量

、
警

告
・

禁
忌

、
副

作
用

、
相

互
作

用
、

　
　

　
保

管
方

法
等

に
つ

い
て

適
切

に
説

明
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

　
５

）
前

）
代

表
的

な
疾

患
に

お
い

て
注

意
す

べ
き

生
活

指
導

項
目

を
列

挙
で

き
る

。

　
６

）
前

）
患

者
・

来
局

者
に

使
用

上
の

説
明

が
必

要
な

製
剤

（
眼

軟
膏

、
坐

剤
、

吸
入

剤
、

自
己

注
射

剤
等

）
の

取
扱

い
　

　
　

方
法

を
説

明
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

　
７

）
前

）
薬

歴
・

診
療

録
の

基
本

的
な

記
載

事
項

と
そ

の
意

義
・

重
要

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
８

）
前

）
代

表
的

な
疾

患
の

症
例

に
つ

い
て

の
患

者
応

対
の

内
容

を
適

切
に

記
録

で
き

る
。

（
技

能
）

　
９

）
患

者
・

来
局

者
に

合
わ

せ
て

適
切

な
応

対
が

で
き

る
。

（
態

度
）

　
1
0
）

患
者

・
来

局
者

か
ら

、
必

要
な

情
報

（
症

状
、

心
理

状
態

、
既

往
歴

、
生

活
習

慣
、

ア
レ

ル
ギ

ー
歴

、
薬

歴
、

　
　

　
副

作
用

歴
等

）
を

適
切

な
手

順
で

聞
き

取
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

　
1
1
）

医
師

の
治

療
方

針
を

理
解

し
た

上
で

、
患

者
へ

の
適

切
な

服
薬

指
導

を
実

施
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）

　
1
2
）

患
者

・
来

局
者

の
病

状
や

背
景

に
配

慮
し

、
医

薬
品

を
安

全
か

つ
有

効
に

使
用

す
る

た
め

の
服

薬
指

導
や

　
　

　
患

者
教

育
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）

　
1
3
）

妊
婦

・
授

乳
婦

、
小

児
、

高
齢

者
等

特
別

な
配

慮
が

必
要

な
患

者
へ

の
服

薬
指

導
に

お
い

て
、

適
切

な
応

対
　

　
　

が
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

　
1
4
）

お
薬

手
帳

、
健

康
手

帳
、

患
者

向
け

説
明

書
等

を
使

用
し

た
服

薬
指

導
が

で
き

る
。

（
態

度
）

　
1
5
）

収
集

し
た

患
者

情
報

を
薬

歴
や

診
療

録
に

適
切

に
記

録
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）

【【
⑤⑤

医医
薬薬

品品
のの

供供
給給

とと
管管

理理
】】

　
１

）
前

）
医

薬
品

管
理

の
意

義
と

必
要

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
前

）
医

薬
品

管
理

の
流

れ
を

概
説

で
き

る
。

　
３

）
前

）
劇

薬
、

毒
薬

、
麻

薬
、

向
精

神
薬

お
よ

び
覚

醒
剤

原
料

等
の

管
理

と
取

り
扱

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
４

）
前

）
特

定
生

物
由

来
製

品
の

管
理

と
取

り
扱

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
５

）
前

）
代

表
的

な
放

射
性

医
薬

品
の

種
類

と
用

途
、

保
管

管
理

方
法

を
説

明
で

き
る

。

　
６

）
前

）
院

内
製

剤
の

意
義

、
調

製
上

の
手

続
き

、
品

質
管

理
な

ど
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
７

）
前

）
薬

局
製

剤
・

漢
方

製
剤

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
８

）
前

）
医

薬
品

の
品

質
に

影
響

を
与

え
る

因
子

と
保

存
条

件
を

説
明

で
き

る
。

　
９

）
医

薬
品

の
供

給
・

保
管

・
廃

棄
に

つ
い

て
適

切
に

実
施

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）

　
1
0
）

医
薬

品
の

適
切

な
在

庫
管

理
を

実
施

す
る

。
（

知
識

・
技

能
）

　
1
1
）

医
薬

品
の

適
正

な
採

用
と

採
用

中
止

の
流

れ
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
1
2
）

劇
薬

・
毒

薬
・

麻
薬

・
向

精
神

薬
お

よ
び

覚
醒

剤
原

料
の

適
切

な
管

理
と

取
り

扱
い

が
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

技
能

）

　
1
3
）

特
定

生
物

由
来

製
品

の
適

切
な

管
理

と
取

り
扱

い
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
技

能
）

【【
⑥⑥

安安
全全

管管
理理

】】

　
１

）
前

）
処

方
か

ら
服

薬
（

投
薬

）
ま

で
の

過
程

で
誤

り
を

生
じ

や
す

い
事

例
を

列
挙

で
き

る
。

　
２

）
前

）
特

に
リ

ス
ク

の
高

い
代

表
的

な
医

薬
品

（
抗

悪
性

腫
瘍

薬
、

糖
尿

病
治

療
薬

、
使

用
制

限
の

あ
る

薬
等

）
　

　
　

の
特

徴
と

注
意

点
を

列
挙

で
き

る
。

　
３

）
前

）
代

表
的

な
イ

ン
シ

デ
ン

ト
（

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

）
、

ア
ク

シ
デ

ン
ト

事
例

を
解

析
し

、
そ

の
原

因
、

リ
ス

ク
　

　
　

を
回

避
す

る
た

め
の

具
体

策
と

発
生

後
の

適
切

な
対

処
法

を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）

　
４

）
前

）
感

染
予

防
の

基
本

的
考

え
方

と
そ

の
方

法
が

説
明

で
き

る
。

　
５

）
前

）
衛

生
的

な
手

洗
い

、
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
プ

リ
コ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

）

　
６

）
前

）
代

表
的

な
消

毒
薬

の
用

途
、

使
用

濃
度

お
よ

び
調

製
時

の
注

意
点

を
説

明
で

き
る

。

　
７

）
前

）
医

薬
品

の
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

プ
ラ

ン
を

概
説

で
き

る
。

　
８

）
特

に
リ

ス
ク

の
高

い
代

表
的

な
医

薬
品

（
抗

悪
性

腫
瘍

薬
、

糖
尿

病
治

療
薬

、
使

用
制

限
の

あ
る

薬
等

）
の

　
　

　
安

全
管

理
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
技

能
・

態
度

）

　
９

）
調

剤
ミ

ス
を

防
止

す
る

た
め

に
工

夫
さ

れ
て

い
る

事
項

を
具

体
的

に
説

明
で

き
る

。

　
1
0
）

施
設

内
の

イ
ン

シ
デ

ン
ト

（
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
）

、
ア

ク
シ

デ
ン

ト
の

事
例

を
も

と
に

、
リ

ス
ク

を
回

避
す

る
　

　
　

た
め

の
具

体
策

と
発

生
後

の
適

切
な

対
処

法
を

提
案

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

　
1
1
）

施
設

内
の

安
全

管
理

指
針

を
遵

守
す

る
。

（
態

度
）

　
1
2
）

施
設

内
で

衛
生

的
な

手
洗

い
、

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

プ
リ

コ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

す
る

。
（

技
能

）

　
1
3
）

臨
床

検
体

・
感

染
性

廃
棄

物
を

適
切

に
取

り
扱

う
こ

と
が

で
き

る
。

（
技

能
・

態
度

）
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改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
1
4
）

院
内

で
の

感
染

対
策

（
予

防
、

蔓
延

防
止

な
ど

）
に

つ
い

て
具

体
的

な
提

案
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）

（（
３３

））
薬薬

物物
療療

法法
のの

実実
践践

【【
①①

患患
者者

情情
報報

のの
把把

握握
】】

　
１

）
前

）
基

本
的

な
医

療
用

語
、

略
語

の
意

味
を

説
明

で
き

る
。

　
２

）
前

）
患

者
お

よ
び

種
々

の
情

報
源

（
診

療
録

、
薬

歴
・

指
導

記
録

、
看

護
記

録
、

お
薬

手
帳

、
持

参
薬

等
）

　
　

　
か

ら
、

薬
物

療
法

に
必

要
な

情
報

を
収

集
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

　
　

　
〔

Ｅ
３

（
２

）
①

参
照

〕

　
３

）
前

）
身

体
所

見
の

観
察

・
測

定
（

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
）

の
目

的
と

得
ら

れ
た

所
見

の
薬

学
的

管
理

　
　

　
へ

の
活

用
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
４

）
前

）
基

本
的

な
身

体
所

見
を

観
察

・
測

定
し

、
評

価
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

　
５

）
基

本
的

な
医

療
用

語
、

略
語

を
適

切
に

使
用

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）

　
６

）
患

者
・

来
局

者
お

よ
び

種
々

の
情

報
源

（
診

療
録

、
薬

歴
・

指
導

記
録

、
看

護
記

録
、

お
薬

手
帳

、
持

参
薬

　
　

　
等

）
か

ら
、

薬
物

療
法

に
必

要
な

情
報

を
収

集
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

　
７

）
患

者
の

身
体

所
見

を
薬

学
的

管
理

に
活

か
す

こ
と

が
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

【【
②②

医医
薬薬

品品
情情

報報
のの

収収
集集

とと
活活

用用
】】

〔
Ｅ

３
（

１
）

参
照

〕

　
１

）
前

）
薬

物
療

法
に

必
要

な
医

薬
品

情
報

を
収

集
・

整
理

・
加

工
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

　
２

）
施

設
内

に
お

い
て

使
用

で
き

る
医

薬
品

の
情

報
源

を
把

握
し

、
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）

　
３

）
薬

物
療

法
に

対
す

る
問

い
合

わ
せ

に
対

し
、

根
拠

に
基

づ
い

た
報

告
書

を
作

成
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

　
４

）
医

療
ス

タ
ッ

フ
お

よ
び

患
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

医
薬

品
情

報
提

供
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

　
５

）
安

全
で

有
効

な
薬

物
療

法
に

必
要

な
医

薬
品

情
報

の
評

価
、

加
工

を
体

験
す

る
。

（
知

識
・

技
能

）

　
６

）
緊

急
安

全
性

情
報

、
安

全
性

速
報

、
不

良
品

回
収

、
製

造
中

止
な

ど
の

緊
急

情
報

を
施

設
内

で
適

切
に

取
扱

う
　

　
　

こ
と

が
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

【【
③③

処処
方方

設設
計計

とと
薬薬

物物
療療

法法
のの

実実
践践

（（
処処

方方
設設

計計
とと

提提
案案

））
】】

　
１

）
前

）
代

表
的

な
疾

患
に

対
し

て
、

疾
患

の
重

症
度

等
に

応
じ

て
科

学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
処

方
設

計
が

で
き

る
。

　
２

）
前

）
病

態
（

肝
・

腎
障

害
な

ど
）

や
生

理
的

特
性

（
妊

婦
・

授
乳

婦
、

小
児

、
高

齢
者

な
ど

）
等

を
考

慮
し

、
　

　
　

薬
剤

の
選

択
や

用
法

・
用

量
設

定
を

立
案

で
き

る
。

　
３

）
前

）
患

者
の

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス
の

評
価

方
法

、
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

が
良

く
な

い
原

因
と

そ
の

対
処

法
を

説
明

　
　

　
で

き
る

。

　
４

）
前

）
皮

下
注

射
、

筋
肉

内
注

射
、

静
脈

内
注

射
・

点
滴

等
の

基
本

的
な

手
技

を
説

明
で

き
る

。

　
５

）
前

）
代

表
的

な
輸

液
の

種
類

と
適

応
を

説
明

で
き

る
。

　
６

）
前

）
患

者
の

栄
養

状
態

や
体

液
量

、
電

解
質

の
過

不
足

な
ど

が
評

価
で

き
る

。

　
７

）
代

表
的

な
疾

患
の

患
者

に
つ

い
て

、
診

断
名

、
病

態
、

科
学

的
根

拠
等

か
ら

薬
物

治
療

方
針

を
確

認
で

き
る

。

　
８

）
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

を
確

認
し

、
科

学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
処

方
を

立
案

で
き

る
。

　
９

）
患

者
の

状
態

（
疾

患
、

重
症

度
、

合
併

症
、

肝
・

腎
機

能
や

全
身

状
態

、
遺

伝
子

の
特

性
、

心
理

・
希

望
等

）
　

　
　

や
薬

剤
の

特
徴

（
作

用
機

序
や

製
剤

的
性

質
等

）
に

基
づ

き
、

適
切

な
処

方
を

提
案

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）

　
1
0
）

処
方

設
計

の
提

案
に

際
し

、
薬

物
投

与
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
や

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
を

活
用

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）

　
1
1
）

入
院

患
者

の
持

参
薬

に
つ

い
て

、
継

続
・

変
更

・
中

止
の

提
案

が
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

　
1
2
）

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス
向

上
の

た
め

に
、

処
方

変
更

、
調

剤
や

用
法

の
工

夫
が

提
案

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）

　
1
3
）

処
方

提
案

に
際

し
て

、
医

薬
品

の
経

済
性

等
を

考
慮

し
て

、
適

切
な

後
発

医
薬

品
を

選
択

で
き

る
。

　
1
4
）

処
方

提
案

に
際

し
、

薬
剤

の
選

択
理

由
、

投
与

量
、

投
与

方
法

、
投

与
期

間
等

に
つ

い
て

、
医

師
や

看
護

師
　

　
　

等
に

判
り

や
す

く
説

明
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

【【
④④

処処
方方

設設
計計

とと
薬薬

物物
療療

法法
のの

実実
践践

（（
薬薬

物物
療療

法法
にに

おお
けけ

るる
効効

果果
とと

副副
作作

用用
のの

評評
価価

））
】】

　
１

）
前

）
代

表
的

な
疾

患
に

用
い

ら
れ

る
医

薬
品

の
効

果
、

副
作

用
に

関
し

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

べ
き

症
状

と
検

査
　

　
　

所
見

等
を

具
体

的
に

説
明

で
き

る
。

　
２

）
前

）
代

表
的

な
疾

患
に

お
け

る
薬

物
療

法
の

評
価

に
必

要
な

患
者

情
報

収
集

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

　
３

）
前

）
代

表
的

な
疾

患
の

症
例

に
お

け
る

薬
物

治
療

上
の

問
題

点
を

列
挙

し
、

適
切

な
評

価
と

薬
学

的
管

理
の

　
　

　
立

案
を

行
い

、
S
O
A
P
形

式
等

で
記

録
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

　
４

）
医

薬
品

の
効

果
と

副
作

用
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

た
め

の
検

査
項

目
と

そ
の

実
施

を
提

案
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

態
度

）
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ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
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５

）
薬

物
血

中
濃

度
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

必
要

な
医

薬
品

が
処

方
さ

れ
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

、
血

中
濃

度
測

定
の

　
　

　
提

案
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）

　
６

）
薬

物
血

中
濃

度
の

推
移

か
ら

薬
物

療
法

の
効

果
お

よ
び

副
作

用
に

つ
い

て
予

測
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

　
７

）
臨

床
検

査
値

の
変

化
と

使
用

医
薬

品
の

関
連

性
を

説
明

で
き

る
。

　
８

）
薬

物
治

療
の

効
果

に
つ

い
て

、
患

者
の

症
状

や
検

査
所

見
な

ど
か

ら
評

価
で

き
る

。

　
９

）
副

作
用

の
発

現
に

つ
い

て
、

患
者

の
症

状
や

検
査

所
見

な
ど

か
ら

評
価

で
き

る
。

　
1
0
）

薬
物

治
療

の
効

果
、

副
作

用
の

発
現

、
薬

物
血

中
濃

度
等

に
基

づ
き

、
医

師
に

対
し

、
薬

剤
の

種
類

、
投

与
量

、
　

　
　

投
与

方
法

、
投

与
期

間
等

の
変

更
を

提
案

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）

　
1
1
）

報
告

に
必

要
な

要
素

（
5
W
1
H
）

に
留

意
し

て
、

収
集

し
た

患
者

情
報

を
正

確
に

記
載

で
き

る
。

（
技

能
）

　
1
2
）

患
者

の
薬

物
治

療
上

の
問

題
点

を
列

挙
し

、
適

切
な

評
価

と
薬

学
的

管
理

の
立

案
を

行
い

、
S
O
A
P
形

式
等

で
　

　
　

適
切

に
記

録
す

る
。

（
知

識
・

技
能

）

　
1
3
）

医
薬

品
・

医
療

機
器

等
安

全
性

情
報

報
告

用
紙

に
、

必
要

事
項

を
記

載
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

（（
４４

））
チチ

ーー
ムム

医医
療療

へへ
のの

参参
画画

  
〔

Ａ
（

４
）

参
照

〕

【【
①①

医医
療療

機機
関関

にに
おお

けけ
るる

チチ
ーー

ムム
医医

療療
】】

　
１

）
前

）
チ

ー
ム

医
療

に
お

け
る

薬
剤

師
の

役
割

と
重

要
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
２

）
前

）
多

様
な

医
療

チ
ー

ム
の

目
的

と
構

成
、

構
成

員
の

役
割

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
前

）
病

院
と

地
域

の
医

療
連

携
の

意
義

と
具

体
的

な
方

法
（

連
携

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
、

退
院

時
共

同
指

導
、

病
院

・
　

　
　

薬
局

連
携

、
関

連
施

設
と

の
連

携
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
４

）
薬

物
療

法
上

の
問

題
点

を
解

決
す

る
た

め
に

、
他

の
薬

剤
師

お
よ

び
医

師
・

看
護

師
等

の
医

療
ス

タ
ッ

フ
　

　
　

と
連

携
で

き
る

。
（

態
度

）

　
５

）
医

師
・

看
護

師
等

の
他

職
種

と
患

者
の

状
態

（
病

状
、

検
査

値
、

ア
レ

ル
ギ

ー
歴

、
心

理
、

生
活

環
境

等
）

、
　

　
　

治
療

 
開

始
後

の
変

化
（

治
療

効
果

、
副

作
用

、
心

理
状

態
、

Q
O
L
等

）
の

情
報

を
共

有
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）

　
６

）
医

療
チ

ー
ム

の
一

員
と

し
て

、
医

師
・

看
護

師
等

の
医

療
ス

タ
ッ

フ
と

患
者

の
治

療
目

標
と

治
療

方
針

に
　

　
　

つ
い

て
討

議
（

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
や

患
者

回
診

へ
の

参
加

等
）

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

　
７

）
医

師
・

看
護

師
等

の
医

療
ス

タ
ッ

フ
と

連
携

・
協

力
し

て
、

患
者

の
最

善
の

治
療

・
ケ

ア
提

案
を

体
験

す
る

。
　

　
　

（
知

識
・

態
度

）

　
８

）
医

師
・

看
護

師
等

の
医

療
ス

タ
ッ

フ
と

連
携

し
て

退
院

後
の

治
療

・
ケ

ア
の

計
画

を
検

討
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

　
９

）
病

院
内

の
多

様
な

医
療

チ
ー

ム
（

I
C
T
、

N
S
T
、

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
、

褥
瘡

チ
ー

ム
等

）
の

活
動

に
薬

剤
師

の
立

場
　

　
　

で
参

加
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

【【
②②

地地
域域

にに
おお

けけ
るる

チチ
ーー

ムム
医医

療療
】】

　
１

）
前

）
地

域
の

保
健

、
医

療
、

福
祉

に
関

わ
る

職
種

と
そ

の
連

携
体

制
（

地
域

包
括

ケ
ア

）
お

よ
び

そ
の

意
義

に
　

　
　

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

 
 
２

）
前

）
地

域
に

お
け

る
医

療
機

関
と

薬
局

薬
剤

師
の

連
携

の
重

要
性

を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）

 
 
３

）
地

域
に

お
け

る
医

療
機

関
と

薬
局

薬
剤

師
の

連
携

を
体

験
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）

 
 
４

）
地

域
医

療
を

担
う

職
種

間
で

地
域

住
民

に
関

す
る

情
報

共
有

を
体

験
す

る
。

（
技

能
・

態
度

）

（（
５５

））
地地

域域
のの

保保
健健

・・
医医

療療
・・

福福
祉祉

へへ
のの

参参
画画

 
〔

Ｂ
（

４
）

参
照

〕

【【
①①

在在
宅宅

（（
訪訪

問問
））

医医
療療

・・
介介

護護
へへ

のの
参参

画画
】】

　
１

）
前

）
在

宅
医

療
・

介
護

の
目

的
、

仕
組

み
、

支
援

の
内

容
を

具
体

的
に

説
明

で
き

る
。

　
２

）
前

）
在

宅
医

療
・

介
護

を
受

け
る

患
者

の
特

色
と

背
景

を
説

明
で

き
る

。

　
３

）
前

）
在

宅
医

療
・

介
護

に
関

わ
る

薬
剤

師
の

役
割

と
そ

の
重

要
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
４

）
在

宅
医

療
・

介
護

に
関

す
る

薬
剤

師
の

管
理

業
務

（
訪

問
薬

剤
管

理
指

導
業

務
、

居
宅

療
養

管
理

指
導

業
務

）
　

　
　

を
体

験
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）

　
５

）
地

域
に

お
け

る
介

護
サ

ー
ビ

ス
や

介
護

支
援

専
門

員
等

の
活

動
と

薬
剤

師
と

の
関

わ
り

を
体

験
す

る
。

（
知

識
・

　
　

　
態

度
）

　
６

）
在

宅
患

者
の

病
状

（
症

状
、

疾
患

と
重

症
度

、
栄

養
状

態
等

）
と

そ
の

変
化

、
生

活
環

境
等

の
情

報
収

集
と

　
　

　
報

告
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

【【
②②

地地
域域

保保
健健

（（
公公

衆衆
衛衛

生生
、、

学学
校校

薬薬
剤剤

師師
、、

啓啓
発発

活活
動動

））
へへ

のの
参参

画画
】】
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平平
成成

22
55
年年

度度
改改

訂訂
版版

・・
薬薬

学学
教教

育育
モモ

デデ
ルル

・・
ココ

アア
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
（（

ＳＳ
ＢＢ

ＯＯ
ss
））

　
１

）
前

）
地

域
保

健
に

お
け

る
薬

剤
師

の
役

割
と

代
表

的
な

活
動

（
薬

物
乱

用
防

止
、

自
殺

防
止

、
感

染
予

防
、

　
　

　
ア

ン
チ

ド
ー

ピ
ン

グ
活

動
等

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
２

）
前

）
公

衆
衛

生
に

求
め

ら
れ

る
具

体
的

な
感

染
防

止
対

策
を

説
明

で
き

る
。

　
３

）
学

校
薬

剤
師

の
業

務
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
技

能
）

　
４

）
地

域
住

民
の

衛
生

管
理

（
消

毒
、

食
中

毒
の

予
防

、
日

用
品

に
含

ま
れ

る
化

学
物

質
の

誤
嚥

誤
飲

の
予

防
　

　
　

等
）

に
お

 
け

る
薬

剤
師

活
動

を
体

験
す

る
。

（
知

識
・

技
能

）

【【
③③

ププ
ララ

イイ
ママ

リリ
ケケ

アア
、、

セセ
ルル

フフ
メメ

デデ
ィィ

ケケ
ーー

シシ
ョョ

ンン
のの

実実
践践

】】
〔

Ｅ
２

（
９

）
参

照
〕

 
 
１

）
前

）
現

在
の

医
療

シ
ス

テ
ム

の
中

で
の

プ
ラ

イ
マ

リ
ケ

ア
、

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

重
要

性
を

討
議

　
　

　
す

る
。

（
態

度
）

 
 
２

）
前

）
代

表
的

な
症

候
（

頭
痛

・
腹

痛
・

発
熱

等
）

を
示

す
来

局
者

に
つ

い
て

、
適

切
な

情
報

収
集

と
疾

患
　

　
　

の
推

測
、

適
切

な
対

応
の

選
択

が
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

 
 
３

）
前

）
代

表
的

な
症

候
に

対
す

る
薬

局
製

剤
（

漢
方

製
剤

含
む

）
、

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
の

適
切

　
　

　
な

取
り

扱
い

と
説

明
が

で
き

る
。

（
技

能
・

態
度

）

 
 
４

）
前

）
代

表
的

な
生

活
習

慣
の

改
善

に
対

す
る

ア
ド

バ
イ

ス
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）

 
 
５

）
薬

局
製

剤
（

漢
方

製
剤

含
む

）
、

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
、

健
康

食
品

、
サ

プ
リ

メ
ン

ト
、

医
療

　
　

　
機

器
等

を
リ

ス
ク

に
応

じ
適

切
に

取
り

扱
い

、
管

理
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

 
 
６

）
来

局
者

か
ら

収
集

し
た

情
報

や
身

体
所

見
な

ど
に

基
づ

き
、

来
局

者
の

病
状

（
疾

患
、

重
症

度
等

）
や

体
調

　
　

　
を

推
測

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）

 
 
７

）
来

局
者

に
対

し
て

、
病

状
に

合
わ

せ
た

適
切

な
対

応
（

医
師

へ
の

受
診

勧
奨

、
救

急
対

応
、

要
指

導
医

薬
品

・
　

　
　

一
般

用
医

薬
品

お
よ

び
検

査
薬

な
ど

の
推

奨
、

生
活

指
導

等
）

を
選

択
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

 
 
８

）
選

択
し

た
薬

局
製

剤
（

漢
方

製
剤

含
む

）
、

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
、

健
康

食
品

、
サ

プ
リ

メ
ン

ト
、

　
　

　
医

療
機

器
等

の
使

用
方

法
や

注
意

点
な

ど
を

来
局

者
に

適
切

に
判

り
や

す
く

説
明

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）

 
 
９

）
疾

病
の

予
防

お
よ

び
健

康
管

理
に

つ
い

て
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

【【
④④

災災
害害

時時
医医

療療
とと

薬薬
剤剤

師師
】】

　
１

）
前

）
災

害
時

医
療

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
２

）
災

害
時

に
お

け
る

地
域

の
医

薬
品

供
給

体
制

・
医

療
救

護
体

制
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

　
３

）
災

害
時

に
お

け
る

病
院

・
薬

局
と

薬
剤

師
の

役
割

に
つ

い
て

討
議

す
る

。
（

態
度

）

GG
　　

薬薬
学学

研研
究究

（（
１１

））
薬薬

学学
にに

おお
けけ

るる
研研

究究
のの

位位
置置

づづ
けけ

　
１

）
基

礎
か

ら
臨

床
に

至
る

研
究

の
目

的
と

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

 
 
２

）
研

究
に

は
自

立
性

と
独

創
性

が
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

を
知

る
。

　
３

）
現

象
を

客
観

的
に

捉
え

る
観

察
眼

を
も

ち
、

論
理

的
に

思
考

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

・
態

度
）

　
４

）
新

た
な

課
題

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

創
造

的
精

神
を

養
う

。
（

態
度

）

（（
２２

））
研研

究究
にに

必必
要要

なな
法法

規規
範範

とと
倫倫

理理

 
 
１

）
自

ら
が

実
施

す
る

研
究

に
係

る
法

令
、

指
針

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
２

）
研

究
の

実
施

、
患

者
情

報
の

取
扱

い
等

に
お

い
て

配
慮

す
べ

き
事

項
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

 
 
３

）
正

義
性

、
社

会
性

、
誠

実
性

に
配

慮
し

、
法

規
範

を
遵

守
し

て
研

究
に

取
り

組
む

。
（

態
度

）
A
-
(
2
)
-
④

-
3
再

掲

（（
３３

））
研研

究究
のの

実実
践践

　
１

）
研

究
課

題
に

関
す

る
国

内
外

の
研

究
成

果
を

調
査

し
、

読
解

、
評

価
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

 
 
２

）
課

題
達

成
の

た
め

に
解

決
す

べ
き

問
題

点
を

抽
出

し
、

研
究

計
画

を
立

案
す

る
。

（
知

識
・

技
能

）

 
 
３

）
研

究
計

画
に

沿
っ

て
、

意
欲

的
に

研
究

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

　
４

）
研

究
の

各
プ

ロ
セ

ス
を

適
切

に
記

録
し

、
結

果
を

考
察

す
る

。
（

知
識

・
技

能
・

態
度

）

　
５

）
研

究
成

果
の

効
果

的
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
い

、
適

切
な

質
疑

応
答

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
・

態
度

）

　
６

）
研

究
成

果
を

報
告

書
や

論
文

と
し

て
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
技

能
）

薬
学

準
備

教
育

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
薬

学
ア

ド
バ

ン
ス

ト
教

育
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（

例
示

）
に

つ
い

て
は

文
部

科
学

省
の

「
薬

学
教

育
」

に
関

す
る

ペ
ー

ジ
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

（
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
－

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

－
（

薬
学

準
備

教
育

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
例

示
）

～
委

員
会

名
簿

等
）

 
 
（

P
D
F
:
9
4
3
K
B
）

 
）

＜
文

部
科

学
省

「
薬

学
教

育
」

に
関

す
る

ペ
ー

ジ
＞

h
tt
ps
:/
/
w
w
w
.m
e
xt
.g
o
.jp
/
a_
m
e
n
u
/
0
1
_d
/
0
8
0
9
1
8
1
5
.h
tm
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